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要旨 
 
今日、急速な近代化が進展する中国においては、その一方で、地域固有の生活文化
の消失が危惧されている。その根底には、文化の担い手である生活者の社会参画の機
会喪失という社会的課題が潜在しているためである。地域文化の再認識とその利活用
は、まさに喫緊の課題である。 
本研究は、上海市の郊外に位置する崇明島における伝統的住居である「宅溝」を取
り上げ、家屋の物理的な構成と使い方の把握に基づき、文化としての空間特質を明確
化することを目的としたものである。さらに、得られた知見を踏まえ、当該地域の多
様な資源の利活用に基づく内発的地域づくりの実現へ向けた指針を導出することを目
指した。 
文献調査ならびに現地調査に基づき、「宅溝」の生活空間に関して、崇明島、特に
宅溝の居住者に対する聞き取り調査を主として事例収集を行った。伝統的住居を「小
宇宙」として見直し、人びとの諸行為と観念によって住居空間が生活の基盤として演
出されることを視座として、宅溝の住まい方に対する考察と解析を行った。 
結果として、各章において以下のまとめと特質を明らかにした。 
（１）第一章においては、崇明島には人が移住し始めてから 1300 年以上の歴史があ
り、人びとが自然風土に順応しながら独特な生活文化を創出し、今日まで継承してき
たことを明らかにした。 
（２）第二章においては、宅溝は、木と煉瓦・瓦・石などの比較的身近な材料によっ
て構成される複数の家屋と、住居を取り囲む「溝」と称される堀と周囲の植栽によっ
て、当該地域に固有の住居空間として形成されてきたことを明らかにした。 
（３）第三章においては、当該地域の日常生活では、家屋のみならず、溝や植栽に至
るまで特定の使い方が共有されており、「内」と「外」、ならびに、鉛直方向・水平方
向におよぶ「上」と「下」が重層的・複合的に現れる空間秩序が確認されることを明
らかにした。 
（４）第四章においては、当該地域の非日常の年中行事・通過儀礼では、上記の空間
特質が強調されるとともに、宅溝が神・霊と人との共住の空間としての演出がなされ、
さらに、通過儀礼においては、定められた作法を通して宅溝が儀式空間へと転換され
ることを明らかにした。 
（５）終章においては、宅溝では、生活者の演出によってこそ「小宇宙」としてのコ
ミュニティーが構築され、また、そのことが、今日においても高い価値を有するとい
うことを明確にした。さらに、宅溝とその住まい方を地域資源として活用し、今後実
行可能な内発的地域振興活動のあり方を提案した。 
さらに、上記の結果を踏まえ、今後の内発的地域振興の展開の指針を導出した。そ
れらは、次の通りである。（Ａ）当該地域の生活者自身がその今日的価値を再認識す
る。（Ｂ）地方政府が一般の生活者の暮らしを重要視しつつ開発計画を提案・実施す
る。（Ｃ）地域活動の団体が都市と連携しながら数多くの人の関心度を向上させる、
など。 
また、聞き取り調査の記録（問答形式）、現地調査の写真記録などを資料編に添付
し、今後崇明島における研究および地域活動の展開について参考価値を高めた。 
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Summary 
 
Owing to China’s reform and opening-up policies in 1978, a leap economic 
development has been achieved. However, many traditional cultures are facing a 
great loss, in physical terms and also a tendency of collapsing in cultural structure. 
Furthermore, on the basic level, people have lost their chances in culture inheritance 
and regional development, which were supposed to be their role. Also, it brought lots 
of social problems, such as depopulation and aging population especially in rural 
areas. Therefore, re-discover and re-understand regional culture and its values has 
become an urgent issue. 
By focusing on way of living in traditional dwelling “Zhaigou” in Chongming Island, 
which is located to north of Shanghai, the author aimed to record and clarify the 
spatial properties in both daily and non-daily life, throughout a study on physical 
aspects of the dwelling and its structure and utility of its different spaces. Furthermore, 
based on this study, the results and properties, reviewed as regional resources, were 
utilized in endogenous development schemes, along with the guiding principle to 
realize it. 
Based on bibliographic and field surveys, the author collected examples about way 
of living in “Zhaigou” and its living spaces chiefly by means of interviews with 
residents in Chongming Island, particularly who still live in “Zhaigou” nowadays. By 
reviewing the traditional dwelling as a “Cosmo”, which is represented as the 
foundation of living throughout people’s behaviors and ideas about living space, the 
author carried out a study and analysis on the way of living in “Zhaigou”. 
As the result, the following conclusions and properties were revealed. 
(1)In Chapter One, the history of Chongming Island and its immigration region 
circumstance was revealed. Since the first immigrants who came from Jiangsu 
Province and other regions near Chongming Island 1300 years ago, people have 
created their own living culture by adapting the unique nature and climate here. Also, 
they inherited their culture today in some certain degree.  
(2)In Chapter Two, the physical and spatial structure of “Zhaigou” and its building 
materials were revealed. “Zhaigou” is composed with several houses, which were 
built with wood construction. Other natural materials were utilized as building 
materials, such as bricks and roof tiles, which were made from clay, were used to 
build walls and roofs. In addition, stones were used to build plinth and pavement 
beneath eaves. Furthermore, the living space of “Zhaigou” is not restricted to its 
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architectural space, its moat, along with different kinds of trees planted inside it, which 
were symbols of wealth and good fortune, were also part of “Zhaigou”. 
(3)In Chapter Three, based on study on spatial representations in daily life, the 
following contents were revealed. There were a spatial order differs inner from outer 
distinguished by 5 layers, and a vertical and horizontal spatial order differs higher from 
lower. Furthermore, these orders were closely attached to physical aspects of the 
dwelling.  
(4)In Chapter Four, based on study on spatial representations in non-daily life, the 
following contents were revealed. There were ancestors’ spirits and gods sharing the 
living space, whose existences were emphasized in annual events. In other words, 
“Tang” was the most important space in “Zhaigou”. On the other hand, centered from 
“Tang”, the whole living space was transferred into a ritual space in passage rites. In 
wedding, the multi-layer spatial orders were emphasized in the rite. In funeral, “Tang” 
was used as the only adequate space for the decedent’s spirit and body to rest and 
depart. Therefore, together with spatial properties in daily life, they constructed an 
ambiguous property in “Zhaigou”. 
(5)In Final Chapter, based on the above-mentioned conclusions and properties, the 
following contents were revealed. The traditional dwelling “Zhaigou” was clearly 
represented as a “Cosmo” for and by its residents’ behaviors and ideas. This concept 
could be reconsidered valuable in present way of living. Therefore, the author 
proposed 5 practical promotion activities to realize endogenous development in the 
future by utilize this way of living culture which is reconsidered as regional resource. 
  Additionally, several guidelines about execution were also derived as followed. 
Firstly, arouse regional resident to re-understand the present-day-value of their own 
culture. Secondly, development plans would be successfully approved or 
implemented only under cooperation between regional government and residents, by 
emphases placed on people’s living. Last but not least, throughout coordination 
between urban areas and regional organizations, more interest on tradition and 
culture, along with regional development in rural areas could be improved and spread 
widely. 
  In Annex, interviews records (in Q&A format), photos took in field survey with 
captions and other reference data were attached. These could be used and referred 
in further study about Chongming Island and regional development activities in the 
future.  
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１．はじめに 
 今日、世界各地で進展する近代化・工業化・グローバル化のなかで、急速に消失す
る伝統的生活文化は少なくない。それは、単に、ひとつの民族やひとつの地域が有す
る特徴の喪失に止まらず、ひいては、人間の創造の痕跡および地球上の文化の多様性
の衰退にもつながりかねない人類に共通の大きな社会的課題である。また、それとと
もに、多くの地域において、過疎化・高齢化などの社会問題が生起し、地域自らの発
展の持続性が危惧されている。改めて、これまでそれぞれの地域において人びとが構
築してきた「暮らし方」を確認し、その価値を再認識するとともに、その知恵を活用
した生活づくりを行うことが急務である。 
 
２．中国における生活文化と社会の変容 
上述した状況は、現代の中国においても例外ではない。中国においては、4000年以
上の歴史のなかで、数十もの王朝が建てられ、領土の拡張と縮小、外族の侵略・内乱
の影響を受け、人口の構成・民族性・文明が大きく変容してきた。その流れに、東西
南北の各地域において複数の民族の融合が進み、民族・気候風土・生活慣習によって、
複数の独特の文化圏が形成された。 
しかし、1966年から 1976年まで中国で行われた「文化大革命」では、これまで生
み出された文化と多くの文化財が壊滅的に破壊された。文化大革命は、資本主義的・
懐古思想的・迷信的な「もの」や「こと」などを全て消滅させようとする方針の下に
実施され、中国における人の思想・社会構成・伝統文化に対して、徹底的な変革を行っ
た。人びとの生活にも無神論を押し広め、それまで信仰されていた道教や仏教の廟・
寺院などの宗教建築、そして所蔵された神像や古書などを破壊し、非日常生活におけ
る行事・人生儀礼の伝統、そして日常生活における人びとの信仰を「迷信」として禁
止した。その社会的・文化的な革命とともに、人びとの伝統的な思想と生活様式は大
きく変容した。しかし、こうした災難にあっても、生活文化は、たとえ物質的・形式
的なものが一時的に全て禁止あるいは破壊されても、生活者は、おのおのの地域で自
らの記憶をたどりつつ、先祖から継承してきた生活文化の灯を絶やすことなく、受け
継いできたのである。 
残念ながら、こうして継承されてきた生活文化も、現代社会の豊かさが生み出した
多様な選択肢を前に、再び消失の危機を迎えているのが現状である。 
1978 年の改革開放により、中国は経済的に飛躍的な発展を実現した。打ち立てた
GDPの指標を目指して経済成長を確保するために、農村地域の地方政府は一方的に耕
地を徴収して土地を売り、工場を建てる政策を行っている。その結果、経済的な利益
を目指す農村地域の人びとが大量に都市に流入し、都市の発展を支えている。また、
現代の交通網と情報網の発展に伴い、若者の流失により伝統的な生活様式が消失しつ
つある。さらに、都市の価値観がより深く農村社会に浸透し、地域の人びとがこれま
で継承してきた伝統的生活文化に対する信念が喪失しつつある。 
 
３．崇明島における伝統的住居と住まい方を注目した経緯 
筆者は、2007～2011年に中国上海市の同済大学でプロダクトデザインを専攻した。
プロダクトデザイナーとなる訓練と学習をしながら、さまざまな課題とプロジェクト
において製品提案を行った。そのひとつは、2010年に崇明島仙橋村においてのデザイ
ンプロジェクトであった。当時は、崇明島における高齢者と子どもが多い人口構造に
よって地域の生活施設の不備に対して、村落に児童公園の施設のデザイン提案をした。
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その際、はじめて、デザイナーとして、それ以上に地域の人びとがより良い生活をす
るためにできることはないものかと疑問をもった。当時は深刻に考慮することはなかっ
たが、その後、千葉大学のデザイン文化計画研究室において学習と研究活動を行いな
がら、自身が持つデザインに対する疑問を突き詰めた。 
まず、何のためにデザインをするかを再考した。デザインの定義と本質については、
さまざまな答を獲得できると思うが、結局「人びとのより良い生活のため」という上
部目的に辿り着く。確かに、今日訓練を受けたデザイナーによって、人びとのものこ
との使用・体験などに製品や、サービスなどの提案をすることを通して、たとえ、そ
れが経済的・商業的な目的であってもある程度はより良い生活を実現することができ
る。しかし、デザインの領域では、他領域との交差や、問題発見から問題解決のアプ
ローチ、提案の実現と表現の手法において相当複雑な状況とプロセスがある。そのど
ちらに重点を置くか、あるいはどのようにそのバランスを取るかは、筆者がこれまで
行った製品提案にもみられた困難な点の 1つである。2010年の崇明島のプロジェクト
での提案において、「問題点」は絞ったが地域固有の暮らしを深く探ることはなく、
製品の形式と表現手法のみの工夫であった。すなわち、提案の評価を判断する教員や、
製造する会社の社員、さらには「見た目」ばかりを重視する同級生や自分自身、いわ
ば当該地域の人びとからすれば「外部の人」のためにデザインをしたといっても過言
ではない。当該地域の人びとは、本当にこのような製品が必要としているのか、この
ような施設はうまく利用されるか、利用されることにより生活が改善されるか、これ
から絶えず新しい製品を地域に投げ込むのは本当にデザイナーのやるべきことなのか
などのことに疑問を持つに至った。 
今日デザインをするために、ターゲット設定や、シナリオ設定、マーケット調査、
ユーザーフィードバックなどの手法を通して提案対象者の把握が行われてきた。いず
れも、新しいデザイン提案がうまく応用できるような検証である。しかし、一歩下がっ
てみると、社会に新しいものを導入することは本当にデザインの前提なのであろうか。
無論、歴史的にも、人間社会と人間生活は新しいものによってより良い方向に推進さ
れてきた。しかし、今日爆発的に増大した物質的に豊かな消費社会の一員でもあるデ
ザイナーとして、「もう一つ」の方向性を考慮することが必要であろう。 
以上筆者の反省に基づき、再び崇明島に着目し、当該地域の人びとが真に豊かな生
活を実現するための研究を行いたい。そのような観点から地域が元来有した地域資源
を再発見するために、崇明島の伝統的生活文化に注目した。なぜなら、生活文化に含
まれたものやことは、地域の人びとが生活を営みながら自ら創出してきたのであり、
すなわち、彼ら生活者こそ地域に関心を持ち、地域において交流をしながら「生活文
化をデザインする」役割を担ってきた主体であるからである。筆者も、地域の人びと
から学びながら、今日見落とされている地域の人びとが創出してきた生活文化を抽出
して行きたい。 
そこで、まず生活の重要な基盤の一つである住居を切り口とした。また、住居と住
まい方の把握からはじめ、人びとの生活観念を見出すことにより、将来、他の側面か
ら崇明島の生活文化を取り上げることがより容易になる。さらに、当該地域の内発的
振興の起点となると推測される。 
 
４．今日の都市化の進展に伴い住まい方の変容 
今日中国における住まい方の現状について、最も都市化が進展した上海市の事例に
基づいて説明する。今日、人口はますます上海のような都市に集中し、都市の人びと
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の大部分は集合住宅に居住している（図１）。筆者もこのような住宅で生まれ育った
が、近隣や住宅地の人との交流は極めて希薄であり、隣の住居に住む人と挨拶さえも
しない程である。その原因は、およそ都市社会における暮らし方が、効率化・利便性
の追求に偏っているためとも考えられよう。 
本研究で取り上げた上海の近郊に位置している崇明島においては、かつて、鎮（町）
が複数の郷（村）の中心として、ある範囲内の生産・生活活動のネットワークが構築
されていた。しかし、今日上海の都市化進展の影響を受け、崇明島における都市部に
集団住宅が続々と建設された。農村部においても、かつての伝統的住居の大多数が鉄
筋コンクリートの住居に建て替えられた（図２）。また、前述したように多くの人口
が上海などの都市地域に流出し、崇明島は「老人と子どもしかいない地域」という歪
みある住まいの現状に辿り着いた。このままの状況が続くと、生活文化の継承のみな
らず、地域の健全な発展を求めることも困難であろう。 
 
５．住居と住まい方を見直す 
まず、「宇宙」という言葉は、現代語には我々が存在している空間の全体を指して
いるが、この２つの漢字の字源を遡ってみよう。「宇」は「軒」［注１］、「宙」は「棟」
［注２］を指し、すなわち宇宙は木造建築、あるいはその住居のことから習ってつく
られた言葉である［注３］。従って、住居は、そのなかで生活している人びとにとっ
ては、まるで宇宙そのものであろう。 
住居、あるいは伝統的住居は、定住する人びとにとって生活生産のさまざまな活動
を行う場所とつながり、生活の拠点となるものである。人びとの生活に対する態度、
図１ 上海において筆者が住んでいた集団住宅（筆者撮影） 
図２ 今日崇明島において新しく建てられた住居（筆者撮影） 
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願望、そして観念は、その住居空間における生活活動に表現されている。そして、長
い年月を経て人びとの生活への見方が住居に敷衍され、そこからはじめて住居空間は
物質的な建築空間から生活の空間、すなわち住まいの空間に昇華される。生活におい
て最も利用されていた住居の空間は、生活そのものの基盤ともいえよう。 
住居というものは、家族の観点から抽象的に見ると、「家」と称される。家の漢字
は、「屋根の下に豚」という構造である。豚は、中国において古来祭祀に使われた主
な生け贄である。このように、家という家族の住まいの空間は、単に、機能的に使わ
れただけではないことがうかがえる。 
住居を見直した上で、デザインの視点から住まい方を考えよう。住まい方を含め生
活文化とは、生活者が自然と長い時を経て付き合い、ふれあうなかで、自らの手で創
出したものである。生活を創出するということは、生活者の身近な「もの」「こと」
を寄せ集める営みにすぎないが、それは、生活者にとって「ちょうどよさ」が獲得さ
れた際に、その「もの」「こと」に対して、一定の「いみ」が構築されるということ
と同義である。この「ちょうどよさ」の獲得は、生活者が自然と関わりながら自然を
徹底的に観察し理解し、自然物と自然の規律を学んだ上で、はじめて、創出がなされ
る。このような「生活者が創出してきた構造」こそが、生活文化であり、その展開を
助けるのが生活デザインの本来の姿だと思われる。 
すなわち、住まい方を見直すためには、人びとはどのように「もの」である住居に、
どのような「こと」である演出を通して、どのような「いみ」である空間特質を創出
してきたのかを考察することが真に必要な姿勢であろう。 
また、空間を考察するためには、建築や空間そのものをただ静止物として傍観する
と、また「もの」としての認識に留まりもがくこととなる。時間の軸と連動し、日常
と非日常生活において人びとの空間における生活の演出、すなわち動的な営みに注目
することにより、住まい方を見直すことができると考えられる。 
 
６．伝統的住居とその住まい方に関する先行研究 
本研究の対象地域である崇明島に関してなされた学術的研究は、主として自然環境
やその保全、農業などに関するものである。伝統的住居についての研究は、著しい特
徴があるとはみなされてこなかった他の地域の住居と同様、皆無である。 
 一方、中国の他の地域における漢民族と少数民族の伝統的住居に対して、その文化
財としての価値が認められるようになり、一部の研究者の間で歴史的建築とその住居
空間に関する研究が注目されつつある。 
 たとえば、倪琪、菊地政朋が著した『中国徽州地方の伝統的住居の空間構成とその
形態的特徴：安徽省黄山市徽州区「呈坎村」の調査研究 その１』［注４］は、中国徽
州地方の特有の建築である「徽房」の空間を取り上げ、壁で仕切られることによって
形成される各空間である「進」の構造を明確にした上で、それらが当該地域の社会構
造と符合することを示したものである。 
 山之内誠、黄國賓、王曄、今村文彦が著した『空間構成と民族芸術からみた福建地
方の伝統的商家住宅の特性に関する研究』［注５］は、伝統的住居の間取りを概観し、
各空間に配置された彫刻などの装飾物に着目して「吉祥」の願望が込められた住居空
間の意味性を明らかにしたものである。 
 田村広子が著した『葬儀の場にみられる住居空間の秩序に関する研究：中国山西省
平遥県の事例から』［注６］は、日常生活における住居の各空間の機能を明確にした
上で、葬儀の具体的な作法を取り上げ、葬儀における住居空間への使用方法を空間秩
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序として明らかにしたものである。 
 谷内麻里子、塩谷壽翁が著した『ダイ・ルー族の儀礼における人びとの行動から見
いだされる住まいの空間的秩序：中国雲南省シップソーンパンナ （ー西双版納）のバー
ン・ロン（曼龍）とバーン・チャ（曼乍）の場合』［注７］は、結婚式と葬式の儀礼
に着目し、住居空間の各部分における人びとの行動と身体動作を明確にした上で、そ
こにみいだされる空間概念を明らかにしたものである。 
それらは、建築学の領域に限られ、かつ、対象、方法、成果が、いずれも物質であ
る建築物と物理的な空間に重点が置かれる傾向がみられ、人びとの行為にまでは十分
言及がなされていない。 
一方、同じく建築学の領域であるが、許亦農が著した『中国伝統複合空間観念（上）：
従南方六省民居探討伝統内外空間関係及其文化基礎』［注８］は、30年頃前の研究で
ありながら、中国伝統的住居の構成と各部位の設置に注目し、文化的な要素を含め、
それらが表出した空間観念を明らかにしたものである。 
また、日本の伝統的住居に関する研究について、山本輝雄が著した『日本の住まい
における信仰空間の存在について』［注９］では、仏教の信仰者が生活空間において
信仰を実践するための空間営為と事例を取り上げ、日本の住まいを機能の空間だけで
はなく、信仰の空間であることを明らかにした。 
それらは、精神的・文化的な側面を注目し、住居空間の機能性以上に内包されてい
る意味性を取り出したものであるが、建築や空間配置そのものに基づいた研究でもあ
り、住居空間の各部分を分割してその結果を羅列する傾向が見られる。 
なお、人類学の領域では、石毛直道が著した『住居空間の人類学』［注 10］では、
アフリカの諸部族の住居空間を取り上げ、それぞれ異なる住まい方によって構成した
住居空間に対して、生活生産の基盤である住居の機能性と意味性を明らかにしたもの
である。 
上述してきた研究成果に加え、デザイン、すなわち、住居の機能的な側面に基づき、
人びとがどのようにして住居空間が有する特質を自ら創出してきたかについて調査・
考察を行うことが望まれる。すなわち、「生活文化」、いわば、人が人やものと関係し
ながら生み出してきた「暮らし方」を、「もの」そのものに加え、それらの使い方、
共有された意味をも含めて考究することが求められる。さらに、今日における伝統的
住居と住まい方の生活文化の利活用の可能性と指針を探求する研究が望まれる。 
 
７．本研究の目的 
 本研究は、崇明島における伝統的住居の住まい方を取り上げ、生活づくりのデザイ
ンの視点から、崇明島における伝統的住居である「宅溝」とその住居の実態と空間特
質を明確化することを目的としたものである。 
なお、本研究が最終的に目指すべきは、崇明島における内発的地域振興の展開であ
る。そのために、本研究は、住まい方の今日的価値を再確認し、それらを地域住民と
共有するとともに、崇明島が有する潜在的な地域資源の利活用に基づいた内発的地域
振興に結びつけるための指針を導出することを目指している。 
 
８．本研究の方法 
 本研究は、文献調査に加え、現地調査と聞き取り調査を主としたものである。具体
的には、以下の通りである。 
（１）崇明島県誌、民俗誌などに基づいた文献調査、及び現地調査に基づき、崇明島
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の歴史変遷と今日の生活様態を把握した。 
（２）崇明島において探索を行い今日まで保存されてきた宅溝を取り上げ、現地調査
と聞き取り調査に基づきその住居の実態を把握した。 
（３）保存状態のよい宅溝に対して現地調査と聞き取り調査に基づき、日常生活にお
ける宅溝の空間特質を明確にした。 
（４）今日まで居住されている宅溝に対して現地調査と聞き取り調査に基づき、非日
常生活における宅溝の空間特質を明確にした。 
（５）（１）～（４）に基づき、宅溝における住まい方の文化を概観し、その今日的
価値を明らかにし、内発的地域振興に資する利活用の方策を提案した。 
 
９．現地調査の経過 
 前述した現地調査と聞き取り調査は、概ね図３のように行われた。聞き取り調査に
取り上げた事例の出典は、後述に注釈として明記する。また、聞き取りの記録は資料
編に添付する。 
 
（１）現地調査一回目 
時間： 
2012年９月 
調査内容： 
崇明島の生活様態の把握 
調査先： 
陳家鎮、瀛東村、建中村、堡北村、小竪村、斉南村、西門村、友誼村（元羅家埭） 
聞き取り調査対象者： 
黄衛珍氏（建中村）、沈代青氏（建中村）、沈秀英氏（建中村）、施氏（建中村）、封年
成氏（建中村）、馬氏（堡北村）、王氏（小竪村）、王氏（斉南村）、朱氏（西門村）、
黄大民氏（友誼村）、杜海宇氏（竪新鎮） 
調査の流れ： 
図３ 崇明島において筆者の調査経過のイメージ 
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９月４日 11時頃から、陳家鎮における散策、町の状況の記録 
９月４日 14時頃から、瀛東村における散策、村落の状況の記録 
９月８日 10 時頃から、建中村、堡北村、小竪村、斉南村における農家に対する聞き
取り調査 
９月 10日 12時頃から、西門村において漁師である朱氏に対する聞き取り調査 
９月 10日 14時頃から、友誼村において竹細工の職人である黄大民氏に対する聞き取
り調査 
９月 12日 14時頃から、竪新鎮において「大学生村幹部」である杜海宇氏に対する聞
き取り調査 
（２）現地調査二回目 
時間： 
2013年５月 
調査内容： 
伝統的住居の様態の把握、今日まで保存されてきた伝統的住居の探索 
調査先： 
江南三民文化村、崇明学宮、財貿村、竪新鎮、井亭村、侯家鎮、 
聞き取り調査対象者： 
龔氏（竪新鎮）、曹氏（井亭村） 
調査の流れ： 
５月 13日 12時頃から、民俗博物館である江南三民文化村に対する調査 
５月 15日 12時頃から、民俗博物館である崇明学宮に対する調査 
５月 15 日から 5 月 22 日に計５回、崇明島南部沿岸の城橋鎮から堡鎮まで、約 20km
×５kmの範囲内の村落に散策しながら宅溝の探索 
５月 20日 13時頃から、竪新鎮における宅溝の住民である龔氏に対する聞き取り調査 
５月 21日 12時頃から、龔氏に対する聞き取り調査 
５月 23日 13時頃から、井亭村における宅溝の主人である曹氏に対する聞き取り調査 
（３）現地調査三回目 
時間： 
2013年７月～８月 
調査内容： 
取り上げた宅溝の建築の記録、測量、そして日常生活において宅溝での住まい方の事
例の把握 
調査先： 
財貿村、井亭村、竪新鎮 
聞き取り調査対象者： 
倪氏（財貿村）、曹氏（井亭村）、龔氏（竪新鎮） 
調査の流れ： 
７月 21日 14時頃から、財貿村における倪家宅に対する現地調査および倪家の子孫に
対する聞き取り調査 
７月 22日 13時頃から、倪家宅内部に対する現地調査および敷地に対する測量 
７月 23日 13時頃から、井亭村における曹家宅に対する現地調査および曹氏に対する
聞き取り調査 
７月 25日 13時頃から、曹家宅に対する現地調査および曹氏に対する聞き取り調査 
８月５日 14時頃から、曹氏に対する聞き取り調査 
 9 
 
８月６日 15時頃から、竪新鎮における宅溝の住民である龔氏に対する聞き取り調査 
（４）現地調査四回目 
時間： 
2015年６月 
調査内容： 
曹家宅の家屋の詳細な測量、行政が伝統的住居の振興に対する態度と政策、そして非
日常生活において宅溝における住まい方の事例の把握 
調査先： 
財貿村、井亭村、上海市、廟南村 
聞き取り調査対象者： 
曹振山氏、袁雷氏、張衛忠氏、黄金達氏 
調査の流れ： 
６月９日 11時頃から、上海市において袁雷氏に対する聞き取り調査 
６月 10日 13時頃から、井亭村における曹家宅において曹振山氏に対する聞き取り調
査 
６月 11日 13時頃から、財貿村において倪家宅に対する映像記録 
６月 12日 12時頃から、袁雷氏に対する聞き取り調査 
６月 15日 14時頃から、曹振山氏に対する聞き取り調査 
６月 18 日 14 時頃から、廟南村において張衛忠氏（村書記）と黄金達氏（元村書記）
に対する聞き取り調査 
（５）現地調査五回目 
時間： 
2016年９月 
調査内容： 
宅溝の建て方と構造、そして非日常生活における宅溝での住まい方の事例の把握 
調査先： 
井亭村 
聞き取り調査対象者： 
曹振山氏、陳菊英氏、陳玉英氏 
調査の流れ： 
９月 14日 14時頃から、井亭村における曹家宅において陳菊英氏、陳玉英氏に対する
聞き取り調査 
９月 20日 14時頃から、曹振山氏、陳菊英氏、陳玉英氏に対する聞き取り調査 
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１．はじめに 
 本章では、本研究で取り上げた崇明島を概観する。 
崇明島は中国で三番目に大きな島である。「崇」は高いという意味で、「明」は明る
いという意味であり、崇明島は水面から高く見える川の中にある明るい島という意味
である。かつては「東海瀛洲」と称され、「東の海の仙人が住むところ」と考えられ
ていた。 
図１に示すのように、崇明島は中国上海市に属し、長江の河口に位置している。崇
明島、長興島、横沙島という３つの島が崇明県を構成している。崇明島の面積は約 1225 
k㎡であり、東西約 80km、南北約 15kmであり、世界最大の沖積島である。沖積島と
は、川の泥や砂が堆積して形成した島を指す。図２のように、崇明島は唐の武徳元年
（西暦 618年）頃に海面から姿を現し、面積の増減を繰り返し今日に至る。崇明島が
形成された際に、海から垣間見えるその様子に、かつて民間では、仙人が住む場所と
して考えられていた。 
崇明島は北亜熱帯に属し、温和で湿潤な気候である。年平均気温は 15.2℃で、四季
ははっきりと分かれている。島は全体的に山も丘もなく平らであり、約 90％が標高 
図１ 中国における崇明島の位置 
図２ 沖積島である崇明島の形成 
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３m〜４mで、西部が東部より少し高い。島全体に十分な日照や降雨があるため、多く
の種類の生物が生息している。島の東部にある崇明東灘湿地は鳥類自然保護区と中国
国家地質公園となっている。しかし、沖積島の地理的性質により、崇明島は大規模な
自然林や、山岳や、岩層がほぼ見られない島である。 
 崇明島は、「沙地文化圏」に属していると考えられている。「沙地文化圏」とは、中
国江蘇省海門市、啓東市、海門市、通州、張家港、そして崇明県といった地域で構成
された文化圏である。今日崇明島は上海市に帰属しているが、崇明島の住民は、江蘇
省の「沙地文化圏」に属する人びとが移住したその子孫である。その文化圏内の地域
は沖積で構成された陸地であるが故に「沙地」と称する。よって風俗習慣や方言も江
蘇省の「沙地」の住民と共通する。さらに、現地調査の結果によって、崇明島は「上
沙」（崇明島西部）、「中沙」（崇明島中部）、「下沙」（崇明島東部）という、微細な民
俗的な差異によって三つに分けられ、崇明島の人びとしか分別できないという［注１］。
なお、本研究では、崇明島におけるその民俗的差異を取り上げない。 
 
２．崇明島の歴史と住民 
参考文献２、４によって、崇明島は、唐時代の万歳通天元年（西暦 696年）に人が
移住し始めたことから、1300年以上の歴史がある。最初の移住民は長江南部の丹徒、
句容（今の鎮江、揚州の周辺）から新しい居住地を探すために崇明島に渡ってきた。
その後大幅に人口の流入があったのは、おそらく唐代の安史の乱（西暦 755年から 763
年まで）の頃に戦乱を避けるため、多くの人びとが「沙地」地域に逃れたことが推論
できる。崇明島の住民は、中国江蘇省の生活文化を基盤にしつつも、崇明島の気候風
土に順応し、独特な生活文化を築いていった。 
 
2.1.崇明島への移住 
 最初の移住民にとって、崇明島の環境は生活に大変な困難をもたらすものであった。
まずは土地の問題である。崇明島は河口に位置し、土に塩分を多く含むことから、農
作業は難航した。また、崇明島は沖積島であり森林があまり存在しないため、沖積し
て形成された陸地では、「坍海」という海の潮汐により急激に陸地が消失する災害に
も見舞われ、島に生活している人にとっては極めて危険の多い状況であった。その故、
古代崇明島の城も数回移転したほどであった。 
 こうした災いの多い崇明島において、移住してきた人びとは自分の力で抗えない身
の回りの自然に対して、昔から制圧するのではなく敬意を払うべきものとして受け入
れ共生してきた。それは自然環境の厳しさに対して、唐代の移住民から今日の人びと
に至るまで、その自然を活用した暮らしぶりからうかがえる。それらは、一方的に自
然環境を管理・改造するのではなく、自らの生活様式を自然環境と調和させながら、
さまざまな工夫を凝らした。 
 
2.2.崇明島における水利建設 
図３に示すように、今日でも地図により俯瞰すると崇明島には縦横に数多くの川が
あるさまがうかがえる。これらは、千年前から今日まで崇明島で行われてきた「治沙」
という水利建設の一部で、川をつくり、その掘った土を堆積させ、陸地の標高を高め
ることによって、有効的に洪水と坍海の災害の影響を弱める方法である。また、島内
部の水路のネットワークもつくられた。このような運河の支流として集落や住居まで
つくられたものは、「民溝」［注２］と称される（図４）。この縦横に交差している水
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路のネットワークは、崇明島の最初の少数の住民が少しずつつくりあげたものである。
それは、崇明島の独特な住居の出現の要因であり（図５）、その詳細については後述
する。 
島の人口が徐々に多くなると、鎮と郷の農村社会が形成され、商業などの産業が盛
んになっていった。島内部、そして島外部と交流するために、水路のネットワークを
図３ 崇明島において縦横に張り巡らせる運河 
図４ 左：整備された民溝、右：集落まで通る民溝（筆者撮影） 
図５ 民溝沿いに建てられた複数の住居のイメージ  
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利用する唯一の手段として、船が極めて重要であった。しかし人の手で掘った川は浅
く、沖積島である崇明島の岸が浅瀬であるため、喫水深度が深い船なら航行しにくい
状況であった。この状況に対して、崇明島の人は「沙船」と称される崇明島の地形に
対応する独特な船を使った。このような船は、深度の浅い民溝でも航行でき、崇明島
にない物資を集落や各住居まで届けることを可能とした。 
 
2.3.崇明島における農地開拓 
 前述した崇明島で進められてきた治沙の一部は田づくりである。筆者の崇明島博物
館における調査および参考文献４によって、当該地域では、「囲墾」という方法がと
られたことが明らかになった。囲墾とは、計画中の土地を葦や竹でつくられた間垣で
囲み、その間垣を土に埋めることによって、特定の面積の土を包囲する方法である。
次いで、その中の土を掘り出し、塩分を取り出した後元に戻し、農作業ができる田を
つくる方法である。塩分を取り出す工程も、無駄にするのではなく、そこから塩をつ
くった。また、島内の川に多量の葦を植え、自然の力を利用し、水や土の塩分を減ら
した。 
 しかし、この田づくりは簡単な作業ではなかった。囲墾は対象の土地の条件によっ
て、どこでも、いつでも行うことができる工程ではない。自然の潮汐に対応して堰を
つくり、排水などを行うことは、崇明島の先人が生活を形成しながら生まれた知恵で
ある。また、開墾されていない土地で囲墾を行うため、自身が住まう家屋から相当な
距離を移動しなくてはならなかった。その際、人びとは、葦や竹を用いて図６のよう
な臨時的な住宅をつくり、数年間田をつくって農作業をする「走田」を行った。この
特有の臨時住宅の技法や葦や竹と深く関わる生活文化は、今日でも、崇明島の住民の
日常的生活、また葬式などの演出において継承されている。 
 
３．今日の崇明島 
 今日、崇明島において進められている政府主導の発展計画についても触れておきた
い。2009年、上海市浦東区と長興島経由崇明島を結ぶ「上海長江大橋」が建設される
と、崇明島は初めて大陸とつながるようになった。それに伴い、島の住民はより物質
図６ 博物館に再現された葦と竹でつくられた臨時住宅（筆者撮影） 
 16 
 
的に裕福な生活を送り始めた。一方、これまで構築されてきた農村生活には大きな変
容が生起した。さらに、その橋の建設とともに、中国政府が、崇明島に関する発展計
画を実行し始めた。 
 
3.1.政府主導の発展計画 
 崇明島は 1950年代から行政管轄が上海市となっており、豊かな自然環境や広大な
土地、地理的な条件から、上海が都市として国際的に発展させるために有力であると
政府に見込まれたためであった。都市計画の側面から見ると、中国政府は崇明島を、
図７のように機能的に 5つの部分に分ける計画を行っている［注３］。しかしながら、
この計画は、地域の特性を外向きの観光資源と捉え、近代型・西洋型を志向した、い
わば外発的な開発計画といえよう。 
 この発展計画の詳細について、まずは崇明島の港の発展を取り上げる。上海市は、
長江の河口に位置し、太平洋から世界への窓口である。中国内陸と世界各地の商品を
流通できるようにするため、港の建設は不可欠である。今日中国の飛躍的な経済発展
の下で、中国政府は上海のみならず、崇明島の港も経済発展のために開発することを
目指している。崇明島の南に港の密集している区域を、工業の発展を含めて「産業密
集中心都市区」として計画している。それとともに、上海の国際的交流施設の健全化
を目的として、崇明島の西部を「国際会議、展覧景観区」として計画している。 
 また、崇明島の豊かな自然条件、生態的な条件、そして広い土地を利用し、都市の
一方的な人口の爆発的な増加に対応し、都市の人びとの膨大してきた生活水準への需
要を満足するため、島の中心部を「生態、レジャー中央森区」、東部を「スポーツ、
国際教育等景観区」として計画している。 
 崇明島の北部は、建国当初から国が管理している農場である。効率的に農産物が生
産できる現代農業を用いて上海に出荷する農産物の主な産地である。その区域に対し
図７ 政府の崇明島に対する発展計画の図示 
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て、都市の人びとが現代農業の生産を見学できるように、他の娯楽を含めて「テーマ
パーク、農業体験等観光区」とする計画を行っている。 
 今日、観光地になった崇明島の東部の「瀛東村」という「生態村」へ訪ねると、村
には整然と新しい家屋が建てられ、人びとはこの家屋に住んでおり、村全体が西洋風
の田舎の様相を呈している。また、「瀛東村」のなかには一箇所リゾート施設があり、
会社や行政の人びとが「田舎の風景」を眺めながら会議などができるよう、空間設計
がなされている。 
しかしながら、魅力的な観光資源とは、何よりも、地域ならではの生活である。当
該地域が持続可能な発展を遂げるためにも、今後は、いきいきとした住民の暮らしぶ
りがみえるような、すなわち、地域特性を一層考慮した上で作成された発展計画を重
視し、今日中国の社会に生じていた地域のアイデンティティの喪失、そして近代化・
グローバル化が招致した地域の画一化などの社会の諸問題に対する解決を促していく
ことが必要であろう。 
 
3.2.今日崇明島における住民の生活の実態 
 図８と図９に示したように、崇明島の人びとは、移住して以来およそ 1300年以上
の歴史のなかで、自然環境に順応しつつ自らの生活を創意工夫しながら、自然物、特
に、竹を利活用しつつ、独特な生活文化を築き上げてきた。それでは現在、中国政府
が崇明島で進める外発的な開発計画の下、崇明島の住民は、どのように暮らしている
のだろうか。 
 今日、崇明島では、家屋の多くが建て替えられている。そこの居住者は主に高齢者
である。若年層は島の都市部にある会社や工場、および上海に勤めている。崇明島の
図８ 左から、住居に干しているほうき草、ほうき草につくられた箒、住居周辺につくられ
た竹林（筆者撮影） 
図９ 左から、室内に掛けられている竹ざるなどの編み物、作業中の竹細工の職人の様子、
宅溝と称される伝統的家屋（筆者撮影） 
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発展計画について、島内で自身の生活を形成している高齢者たちはあまり関心がない。
やはり住民にとって、自身の生活がより良くなることこそ、最も大事なことであろう。
これらの高齢者たちは、今までも自然と深く接し、昔から継承された伝統的な生活を
営んで暮らしている。数百メートル以内の距離に現代的な街並みがあるとしても、崇
明島の独特な生活文化は今日でも見ることができる。 
 当該地域の人びとは、自宅から田に行って農作業をしたり、収穫した農産物を近隣
と交換したり、年中行事・人生儀礼などの伝統的なハレの日の演出を行ったりしなが
ら、崇明島における生活文化を守ってきた。しかし、その生活文化の継承は意識的に
守るのではなく、ごく当たり前のこととして行われてきた。なぜなら、継承されてき
た生活文化は、生活者が自然と関わりのなかで生活を営みつつ創出し、当該地域での
生活に不可欠な要素ばかりであるからである。 
 
3.3.崇明島において展開されている地域づくりの活動 
 中国政府が崇明島に対する発展計画を行う一方で、地方政府あるいは行政は、近年
では、文化施設の充実に重点を置いた政策を展開している。伝統的芝居や、竹細工と
綿布などのものづくり、伝統的酒造、伝統的な琵琶の演奏などの文化財を振興するた
めの活動も展開されている。 
また、今日、崇明島には、「Design Harvests」という大学連携のデザイン工作室が
設立された。Design Harvests は、2008年から同済大学芸術とデザイン専攻の婁永琪
教授が発起人となって、農村地域である崇明島の過疎化の問題に対して都市との連携
活動を展開している。崇明島の仙橋村を拠点として、デザインの手段を通して崇明島
における農産物・民間手工業など地元の伝統要素を取り上げ、都市の人びとに対する
体験型の活動を実行している。2011年に崇明島仙橋村にイノベーションセンターを創
立し、そこを拠点としてさまざまな活動を展開してきた［注４］。 
彼らが主催した活動は、主に農産物の販売や、田舎体験、工芸品のブランド開発、
町づくり、生活用品のデザイン、公共施設のデザイン、サービスデザインである。そ
れらの活動では、地域の人びとも、自分の地域をよりよくするために活躍している。
たとえば田植え体験の先生として農作業の知識を教えたり、図 10のように養蜂家と
図 10 左：養蜂家の技術を学ぶ蜂蜜づくり体験、右：職人の竹細工体験教室（ホームペー
ジの活動紹介より転載） 
 19 
 
竹細工の職人が体験教室で地域の良さと生活づくりのことを活動の参加者に伝えたり
している。 
このような活動を通して、農村生活の技術を都市の人に紹介し、一方的に教えるこ
とにとどまらず、農作業に関する自然物への尊敬、協働作業に関する道具と農産物の
共有における人びとの連携、自然と共生した自然物の利活用などの要素も加え、生活
づくりのなかで内包されている生活文化を地域づくり活動の主旨にすることが適切で
あろう。つまり、地域の人びとが、都市の人のニーズに合わせて農村生活を教えるこ
とから、地域の人びとが主体的に地域の生活文化の良さを都市の人に伝えるモードに
転換すべきだと思われる。 
また、筆者も、Design Harvestsの責任者と連携を構築した上で、今後本研究の成
果を地域づくりの活動に活用することを期待する。 
 
４．おわりに 
崇明島は、戦乱によって周辺地域から移住してきた人びとにとってまさに浄土とも
いえる場所である。生活と生存に困難な自然環境であっても、長い年月のなかで積極
的にその気候風土に適応し共生しながら、独特な生活文化が生み出された。 
今日でも、その生活様式は近傍に位置している上海市と相当な差異がみられる。交
通の利便性と情報の普遍化、また政府主導の計画によって崇明島がますます近代化の
発展に進む一方、崇明島の過疎化の下でそこに居住する人びとの多くは高齢者であり
ながら、今日に至るまで周囲の自然に接する古くからの生活を営んで暮らしている者
が少なくない。さらに、生活文化や歴史的なものを文化財として重視し、また Design 
Harvestsのような地域活動を進行している団体の存在など、生活文化を維持・継承
する動きも徐々にではあるが胎動しつつある。 
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注 
１）筆者の 2015年６月 10日の現地調査による。 
２）長江の水を利用し、崇明島で民間もしくは政府が主導してつくった運河のことを
指す。その幅は２m程度のものから 10m以上にも及ぶものである。海水の潮汐に
よる土地の流失や、生活と農作業の水源を確保するために島全体につくられてい
る。 
３）崇明県政府のホームページ（URL：http://www.cmx.gov.cn/）掲載される公開情
報による。 
４）Design Harvestsのホームページ（URL：http://www.designharvests.com/）に掲
載される情報による。 
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第二章：崇明島における伝統的住居「宅溝」 
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１．はじめに 
序章に記したように、筆者は崇明島における伝統的住居に注目した。 
崇明島の人口密度は、移住が現れ始めた時代から高いとは言えない。また、地形の
大半が平原であり、そのために当該地域では集落形式の住まいではなく、分散式の農
家の住まいであり、集落や村の概念がほとんどなかった。その代わりに、ある範囲内
の中心に「鎮」と称される町がつくられ、農産物など商品の販売をはじめ、さまざま
な商業が行われた。このように鎮の中心と、発散された住居の「郷」は、崇明島の基
本的な行政区分を構成した。 
また、漢民族である崇明島の住民は、その民俗には特徴がないと考えられた。それ
とともに、崇明島における伝統的住居も、建築的に著しい特徴がみられないため、今
日に至っても軽視され続けている。 
しかし、今日多くの伝統的生活文化が消失しつつある背景の下で、前述したように、
崇明島では今なお伝統的な生活文化が、未だある程度継承されている。本章では、こ
れまで軽視・黙視されてきた崇明島における伝統的住居「宅溝」の実態を明確にする
ことを目的とした。現地調査と測量から得られた知見から、かつての溝の活用方法、
建設方法、そして建築の構造を明らかにしていきたい。 
 
２．「宅溝」の概要 
宅溝とは、崇明島における特有の伝統的な住居である。「溝」とは日本語で「堀」
を意味し、つまり、宅溝とは「堀がある住居」を指す（図１）。そして元来その溝の
名称から住居全体を指すことに敷衍された。 
その名称にもあらわれているように、当該地域の伝統的な住居には、いずれも、そ
の周囲に堀がつくられている。崇明島周辺の中国江南地域には、街に水路が張り巡ら
された「水郷」住居がみられるが、宅溝はそれらとは明らかに異なっており、当該地
域で発展した形式であると考えられる。また、宅溝には、家族の規模によって十数人
から六十人程度までが暮らしを共にしてきた。 
 
 
図１ 崇明県博物館における宅溝の模型（筆者撮影） 
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2.1.住居を囲む溝 
 当該地域の人びとは、住居を建てる際、その周囲に必ず溝を掘った。これは、崇明
島における伝統的住居の特徴である。また、溝の水源を確保するために、敷地は必ず
島を縦横に貫通する民溝に隣接した場所を確保した。溝を掘った際に得られた土は、
住居の敷地に堆積し、家屋の土台を高くするために用いられた。その主な理由は、住
居への水の侵入を防止するためであった［注１］。 
 溝の水は、図２～４に示したように、用途に応じて場所が定められていた。飲用水
への使用、米研ぎ、川から入ってきた魚や蟹の養殖、衣類の洗濯など、実にさまざま
な用途に利用された。溝は、崇明島の人びとにとって、まさに生活空間の不可欠な一
部であった。 
 そのため、常に溝の水を清浄なものするための工夫がなされてきた。民溝から水を
図２ 溝の用途と溝への通路（３Ｄイメージ） 
図４ かつての溝を利用する様子の再現 
図３ 上：倪家宅西側における溝へ通る階段、
下：今日他の住居の溝における魚と蟹
養殖の網（筆者撮影） 
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導入する入水口は「水龍」（図５）と称され、民溝と溝の境には、溝の深さ２mに対し
１m程度浅くなるように基礎をつくり、その上に木材で水門を設けた。毎月１日と 15
日の大潮の際には、この水龍を開いて民溝の水と溝の水を入れ換えた。飲用するため
の水もその際に採取してカメに貯蔵した。また、三年に一度は、夏頃に家族総出で溝
を清掃した。なお、その際に集めた泥は畑の肥料として用いた。 
 
2.2.宅溝における「複合家族」の住まい 
 一般的に、中国における住居には複合家族が居住する。複合家族とは、家族の主人、
長男、次男と他の兄弟、そして彼らの子孫の家族などの複数の血縁の核家族によって
構成された大家族である。中国では「四世同堂」［注２］の熟語があり、大規模な複
合家族は幸福の象徴と考えられてきた。それゆえ、かつては、100人以上にも上る複
合家族がひとつの住居に居住する事例もあった。宅溝も例外ではなく、複合家族が居
住していた。 
複合家族の様子は、崇明
島のみならず、かつてほぼ
中国全体の社会で形成され
ていた基本単位に則る。複
合家族は、文字通り複数の
核家族が複合して構成され
た大家族である。家族の関
係については図６に示すよ
うに、家族の元の主人が分
家をした以後、長幼の序で
長男が家族の主人を継承し、
次男と他の兄弟、そして彼
らの子孫の家族と一緒に複
合家族を構成する。 
複合家族は、「血縁」を重視し、血縁関係の深い人が「家族」、血縁関係の薄い人が
「一族」とみなされる。かつて男性は家族に残され、女性は嫁入りして他の家族の成
員となった。すなわち、一つの複合家族の成員は、男性が主要的な位置付けであり、
家族の成員が父方の「宗親」である。それに対して、結婚を通じてこの複合家族と「親」
図５ 水龍（３Ｄイメージ） 
図６ 一つの宅溝における複合家族の家族構成の一例 
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になる他の複合家族については、母方の「外親」と他の婚姻関係のある「姻親」と呼
ばれる人びとからなる。普段一つの住居に生活しているのは宗親であるが、結婚式・
葬式・主人の誕生日などの日では、姻親の人びと（たとえば他の家族の嫁になった女
性）も家族として認められ参集した。 
崇明島、そして中国における大多数の家族の構成が核家族になった今日でも、この
ような大家族の関係がまだ残されている。それは、家族の成員（今日では親戚と認識
されている）に対する呼称にうかがえる。父の方の両親や兄弟、彼らの配偶者と子孫、
そして母の方も、それぞれ血縁関係によって呼称が異なる。 
複合家族の住居では、主人が亡くなると、順次世代交代がなされたが、それには二
つの方法があった。分家せず元の住居で生活を続け、結婚などで家族が増えた場合に
敷地内の土地に新しく家屋を建てる場合と分家が行われた際に長男以外の子どもとそ
の家族が元の住居から出て別の住居をつくる場合である。当該地域では、前者が農家、
後者が商家でみられる。農家の住居が比較的大規模で、商家の住居が比較的小規模な
のはそのためである［注３］。 
 
2.3.宅溝において家族内を中心とした生活生産 
前述した呼称からみると、かつて複合家族において、これらの家族成員が同じ住居
に暮らし、家族成員が互いに生活・生産の活動を支援しながら、各家族成員に対する
呼び易さ、さらに家族内の秩序としての「輩分」を守るために上述してきた呼称が形
成されたと思われる。 
崇明島における宅溝内で発生していた複合家族の住まい・生活づくりは、複合家族
により特有な形式となった。家族内の生産活動、ものとその利用の共有関係、次の世
代への生活の知恵の継承、そして家族外の社会との関わりなどの特性を持っている。
日常的な生産活動は、たとえば農作業と農産物に関する作業については、数十人の家
族成員のなかでの分業・協働を通して完成する。その所得は、家族全員の所有となる。
家族が共有するものは、家族の主人が管理して分配する。このように、各核家族の成
員に、祖父母の世代・父母の世代・子どもの世代があり、次々と世代ごとに生活づく
り全面に関する知識を継承することができる。 
たとえば、子どもには、野良に入って遊びながら燃料に使用できる葦や、家畜の餌
にできる草、肥料にできる動物の排泄物を収集する作業を担当させた。子どもが成長
して力を持つようになると、田に連れられて稲作の手順や方法とその知識を父母の世
代から学んだ。そして、家屋における米や麦の脱穀などの作業、野菜や果樹などの植
え方や乾燥方法、そして、それらの作業に関する知識も学習した。子どもが成年した
後自身が家族をつくり、また家族内の次の世代を継承した。このように生活の知恵は、
毎日共に生活をしている大家族内に共有され、自身の生活にも取り込みながら身につ
けた。 
一方、崇明島における複合家族の住まい方は、1つの宅溝の家族が閉じられていた
ものではない。近隣とは、分け合って野菜の栽培、農作物の交換、農具の貸し借り、
年中行事と通過儀礼に使う道具の共有、子どもの出産・主人の誕生日・葬式への相互
の参与など、1つ 1つの複合家族のコミュニティーは交流・連携をしながら生活を送っ
てきた。 
複合家族の住まい方は、まさに家族内において生活づくりの継承が実現できる。そ
の継承と協働作業を通して、世代間の依存と繋がりを高めることも可能である。また、
労働力が喪失した高齢者も、生活が保障された上、自身が持つ知識を次の世代に継承
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させることによって生き甲斐を見つけることができたであろう。 
 
2.4.今日崇明島における宅溝の現状 
かつて崇明島においては、家屋と言えば宅溝を指した。数十個の宅溝が川や道の脇
に並び、一つの集落を形成した。それらの家屋に、そして集落に崇明島の住民が自然
と関わりながら独自の生活文化を生み出し、継承してきた。 
しかし、今日の崇明島では、継承されている宅溝は多くはない。また、農村地域の
過疎化と都市化の進展によって、溝の埋め立て、家屋の建て替え、居住以外の目的へ
の転用などが進み、宅溝とその住まい方の文化の継承はきわめて困難な状況になって
いる。図７のように、昔の道が今日では車用の道となり、宅溝の家屋が分けられて数
個の店舗になるなどの例もみられる。 
たとえ今日まで継承された宅溝であっても、楽観的な状況ではない。筆者が現地調
査において探し出した宅溝には、かつて数十人が暮らしていたが、今日では数人や一
人、さらに完全に放棄されたものもある。また、水道水や電気などの引入によって、
生活のなかでの宅溝の堀の利用やその周りの自然との関わりが極めて希薄になってい
る。 
残念なのは、これらは、宅溝そのものの消失や、それと関わる生活文化の消失だけ
ではない。崇明島も、世界各地にも発生している近代化により人びとが自ら生活を創
造する能力の退化がうかがえることである。また、宅溝は、悪い保存状態、農村地域
の住居のため分散すること、建築自体に著しく特徴がないことなどと推測される原因
によって、国の指定文化財にとどまらず、上海市や崇明島の指定文化財にさえも登録
されず、その維持保全がさらに困難な状況となっている。 
 
３．宅溝の建て方と構造 
 宅溝における住まい方を考察するために、まず物質的な側面で宅溝の建て方と構造
を概観する。 
かつて、当該地域で家屋を建てるには、「木匠」「泥水匠」「石匠」などの専門の職
人を雇った。それぞれ、木工を担当する職人、煉瓦や瓦の製造を担当する職人、石工
を担当する職人であり、師弟関係のなかで技術が継承されてきた。木匠は、家屋の建
築に当たって、敷地の測定をしたり他の職人との作業の調整をするなど、家族の主人
と共に全体の総括を担った。以下、宅溝を建てる際の順序および各職人の分担する部
分に基づき、当該地域共通の住居と家屋の構造と構成を述べる［注４］。 
 
 
図７ 左：民溝と溝が埋め立てられ、車の道路になり、複数の商店になった宅溝の家屋、右：
元の敷地に建てられた新たしい住宅（筆者撮影） 
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3.1.敷地づくり 
家屋を建てる前に、まずは敷地の選択と整備である。民溝辺りに、田をつくること
ができる箇所を優先的に考え、新しい家屋の敷地の場所を決めた。また、その際に、
今後裕福な生活が送れるように、精神的にもより良い敷地を考慮するための工夫がな
された。崇明島の人びとは、希望の範囲を決めた上、「風水師」［注５］に具体的な位
置や、面積、方位などを決めさせた。そこには、住居が崇明島の人びとに重視された
ことがうかがえる。 
敷地の範囲を決めた上、まず溝をつくた。その溝には、隣にある民溝と近い位置に
入水口とをつくった。溝に掘った土は無駄にすることはなく、防災のために敷地の標
高を高めた。 
 
3.2.木構造 
 家族の需要によって例外もあるが、当該地域における家屋の高さと奥行は主に二種
類があり、それらは、建物の構造に対応している。一方が「五枦枓」、他方が「七枦
枓」である。「枦枓」とは、桁と柱を結合する部分のほぞ接ぎのことであり、妻側か
らみた面にあるほぞ接ぎの数で家屋の規模が示されてきたことがわかる。前者には、
棟１本と母屋の桁２本、軒桁２本の、妻側からみた面に計５箇所のほぞ接ぎがあり、
後者には、棟１本と母屋の桁４本、軒桁２本の計７箇所のほぞ接ぎがある。五枦枓、
七枦枓いずれも、軒桁が設置される高さは約一丈二尺［注６］すなわち約 2.5mであ
り、家屋の高さと奥行きは、桁の本数のみで決定される。五枦枓は、高さが一丈八尺
（約 3.8m）で、一般的な居住に用いられる。七枦枓は、高さが二丈（約 4.5m）で、
各宅溝の主人が居住する家屋と先祖を祀る「堂」［注７］の２つの家屋に用いられる。
なお、家屋の奥行も枦枓によって決定され、五枦枓の場合は一丈六尺で約 3.5m、七枦
枓の場合は二丈三尺で約５mとなる。 
 家屋の間口は、例外もあるが、主に「丈三棟」と「丈八棟」の二種類がある。「丈
三棟」は間口が三丈（約６m）の一部屋で、「丈八棟」は間口が八丈（約 17m）で一般
的に三部屋に分けられることが多かった。 
 総じて、当該地域の家屋の種類は、図８のように、五枦枓でかつ丈三棟の家屋、五
枦枓でかつ丈八棟の家屋、そして七枦枓でかつ丈八棟の三種類があった。なお、それ
ぞれ、家屋の柱は 10本、20本、28本である。場合によって、七枦枓でかつ丈八棟の
家屋はより荷重に耐えるように柱を増やすこともあった。 
図８ 三種の家屋の構造（３Ｄイメージ） 
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 家屋の主な構造は、全て木材によってつくられた。木材は一般的には杉が用いられ
ていた。場合によっては、楠も使われたが、楠は高級な材料と認識されており、一般
的には家具にしか用いられない。崇明島には自然に形成された森林が少ないため、木
材はいずれも北方の江蘇省の森林で伐採され崇明島まで運搬されてきたものを用いた。
当該地域には、木材の伐採と運搬・販売を生業とする業者がおり、その業者から購入
した材が用いられている。家屋を建てる前に、家族の主人が木匠とともに材木を選択
した。家屋の柱には直径約 15cm、棟には約 20㎝、母屋の桁と軒桁には約 15cm、妻梁
には約 10cmの杉材が使われている。他にも、垂木や扉、家具なども木材でつくられ
ているが、それらを制作するのはすべて木匠の担当である。 
 その後、木匠は扉と窓を制作する。扉には両開きと片開きの二種類があり、一般的
に、正門と堂、そして各部屋の扉は両開き、辺門と溝への通路の扉は片開きである。
また、正門と堂の扉は、他の部屋の扉より大きく、後述するように一定の空間秩序が
確認される。 
 
3.3.壁、塀と瓦 
 家屋の壁、住居を囲む塀、室内の地面、屋根を葺くための煉瓦や瓦、石灰を準備す
るのは泥水匠の担当である。煉瓦に使用される土は、粘性の高い「房泥」と称される
ものである。崇明島の土と泥の多くは不純物が混入した「沙泥」であるため、泥水匠
は「房泥」を他地域で土を採取し販売する業者から入手した。煉瓦を焼く窯は、泥水
匠の工房にあるものを使うか、他の焼き物の職人のものか、あるいは地域の地主が建
てた共用窯が使われた。なお、共用窯は、地主の土地を借りて生活する周辺の農家の
人びとが自由に使うことができた。 
 壁は、長さ約 20cm、幅約 10cm、高さ約５cmの青い煉瓦［注８］を積み重ねてつく
られている。住居を囲む約２mの高さの塀も、素材は同じ煉瓦である（図９）。また、
室内の地面には煉瓦が敷き詰められている（図 10）。これは、比較的余裕のある商家
であったためであり、一般的には土を突き固めた状態である場合が多い。屋根には、
垂木の隙間に煉瓦を積み重ねた上に瓦が葺かれている（図 11）。瓦は煉瓦と同じ材料
図９ 左：部屋の煉瓦の敷き方のイメージ、右：
塀の煉瓦の敷き方イメージ 
図 10 地面に敷かれた煉瓦（筆者撮影） 
瓦 
煉瓦 
垂木 
桁 
図 11 左：瓦の葺き方（３Ｄイメージ）、右：屋根の葺き方 
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でつくられた長さと幅が約 12cm、厚さが約３cmの扇形のものである。屋根の上に、
上向きの覆瓦と下向きの仰瓦を交互に重ね、家屋の室内に雨水などが侵入しないよう
に工夫がなされている。 
 煉瓦と瓦を固定するためには、水に石灰を溶いてそこに細く切った藁と糯米とを混
合したものが使われている。この材料は、煉瓦と瓦の固定以外にも、壁と塀の表面に
塗布され、苔の繁茂や風化を未然に防止するためにも用いられた。 
 
3.4.柱礎と檐廊の地面 
 「柱礎」と「檐廊」の地面は、宅溝における数少ない石が用いられた箇所である。
石の製材と彫刻は、石匠の担当である。 
 川の砂や泥が堆積して形成された崇明島には、元来、石が存在しなかった。石匠は、
少量ではあるが家屋を建てるために不可欠な石を、遠方の山から切り出し当該地域で
販売する業者から購入した。 
 柱礎とは、柱の下に設置された石である。柱を湿度が高い土から守り、かつ、家屋
の安定性を高めるもので、いずれも直径約 20cm、高さ約 12cmの円柱形である（図 12）。
官邸、寺院、また余裕を持つ家族の場合、石匠が縁起の良い文様を彫刻することもあ
り、建築の基礎が重要視されてきたことがうかがえる。 
 各家屋の軒下の空間は、檐廊と称される（図 13）［注９］。その地面には、軒下の空
間に応じて幅約 40～120cm、厚さ約５cmの石の台が、家屋の間口に応じて複数敷かれ
ている。 
 
3.5.家屋の補修 
 家屋を建て終えると、木匠、泥水匠、石匠は、必ず余った材料をその家族に預けた。
それらは、木材は廊下や家屋の裏すなわち各戸の溝側の軒下に、煉瓦と瓦は屋外の壁
の隅に保存された。こうして、人びとは、将来の家屋の補修に備えたのである。壁に
塗布された石灰の剥がれ程度の損傷であれば家族の人びとが補修したが、特定の素材
や技術が必要な作業の場合は、対応した職人に修繕を依頼した。 
 こういった家屋の補修は、定期的になされるのではなく、破損が発覚した時点で適
宜行われた。また、部屋の内部が破損した場合は、各々部屋を使う核家族の人が行う
のが通例であった。 
 
3.6.宅溝を建てる際に伴い行われた行事 
 宅溝を建てることも、家族の人を含め、集落の人びとに対しても一つ主要なことで
あった。崇明島の人びと、そして工匠にとって、住居および家建ての作業には神の加
護が必要とされた。このような意識を持って、崇明島の人びとは宅溝を建てる際に、
図 12 柱礎（筆者撮影） 図 13 家屋の軒下に設えられた檐廊の空間（筆者撮影） 
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主に以下のような行事を行った。 
（１）吉日において宅溝の建造を土の神に知らせる 
宅溝を建てる日付は、農閑期の間の吉日、そして数字の九がある日を選ぶというし
きたりがあった。最初作業の日に、敷地の周辺において紙を燃やし、まず「宅の神」
を祭祀した。そして、赤色の絹布が裝飾されたスコップを敷地中心の地面に刺し、爆
竹をしながら土の神に住居を建てることを知らせた。 
（２）棟上げの行事において棟と宅の神に加護をいただく 
棟上げの行事は、当該地域で「采高頭」と称される［注 10］。家屋の構造で最も高
い棟をかける作業は、木構造をつくる最後、そして最も重要な工程である。その際、
家屋の神を祀る采高頭の行事が行われた。この行事は、木匠が主導し、最初に建てる
堂の家屋をはじめ、すべての家屋で行われた。棟の中央に赤い布を結び、爆竹を鳴ら
して神に知らせた上で棟をかけ、その後、餅や菓子などを棟を越えるように上方に投
げる。これによって、棟の上にいると考えられてきた家屋の神に供物を届け、家屋の
安定の加護をいただくことを願ったという。また、一度、棟を越えて落下してきた供
物は、神からの贈りものと認識され、それらは、木匠とその弟子、施主の家族で分け
て食した。家屋の最も重要な木構造は約一月で完成するが、采高頭は、そのことを強
調するとともに、人びとを守護する神が存在することを認識させる意味があったと考
えられる。 
（３）入居する際に土の神に感謝する 
宅溝が完成したら、その住居に転宅する吉日を選び、転宅の行事を行った。家族の
主人が、新しい住居に入る前に、正門のすぐ外の地面に酒を注ぎ、土の神に感謝の意
を表した。そして、主人を始めとして、家族の成員が正門から住居に入る際に拝礼を
行い、その後入室や荷物の運び込みが許された。 
 このように、宅溝の住居は、神に加護されながらつくられ、それに基づいてこそ、
生活を送ることができると考えられてきたのである。 
 
3.7.宅溝の周囲の植栽 
 宅溝の住居は、建築の部分だけではなく、周囲にされた植栽もその一部とみられた。 
図 14に示すように、かつてどの宅溝でも必ず目にするのが、当該地域で「竹園」
と称される竹林である。竹を植える場所は、決まって溝沿いであった。南向きの宅溝
の場合は、宅溝の北側に植えられていた。竹の種類は、「真竹」と「淡竹」であった。
これは、宅溝の一番奥側に竹を植え、繁茂する竹の根が土を固め水害を防止するとい
図 14 左：建中村における住居裏の竹園（筆者撮影）、右：曹家宅における竹の生活用具（筆
者撮影）  
 
 31 
 
う機能的な理由があったためである。また、当該地域では、生活のなかで竹がさまざ
まに利活用されたことを示している。当該地域では、成長した竹を材料として、笊や
籠、農具の柄、物干し竿などの生活用具が制作され使用されてきた。春には筍を食し
たり、夏には竹園の涼しさを利用して夕食をしたり、また竹の葉の芯も煎って茶にす
るなどさまざまな利活用がなされた。また、常緑であり生命力の強い竹には、「平安」
の意味があるとされ［注 11］、冬の間も貴重な緑が提供されたことから、宅溝の生活
者に心の楽しみをもたらしたという。 
 また、竹以外にも、溝の内側には、図 15のように水杉をはじめとした数種類の植
物が植えられてきた。たとえば、東側には「桃」が、西側には「楡」が、南側の正門
の前には「槐」が植えられていた。これは、当該地域の多くの宅溝においてもほぼ同
様である。水杉は、成長が早いことから、椅子や厨房用具などの生活用具の材として
使われてきた。また、東側の桃については、その果実を食用に供するのはもちろん、
桃の木は厄を払うと信じられており、家族に不幸が起きた場合、風水師［注 12］を招
いて厄払いの儀式に使われることもあり不可欠であった。桃の木の樹冠は、他の樹木
よりも比較的疎であるため、住居への朝の日当たりを妨げないことから東側に好んで
植えられた。貴重な日差しを有効に活用するための知恵であろう。西側の楡について
は、楡が中国語で「余」と同じ発音であり、「家族に常に余裕があること」、すなわち、
図 16 左：数種類の樹木の枝と木材でつくられた作業台、右：水杉の木材でつくられた枠（筆
者撮影） 
図 15 かつて宅溝周囲の植栽のイメージ 
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余裕のある生活への祈りが込められていた。また、十分に成長すると水杉と同様生活
用具の材として使われた。水杉を伐採した後溝に数年間沈めて、紫色となった沈木に
してから、たとえば、ベンチ、農作物を加工する作業台（図 16）、残した食べものを
蒸して温める枠（図 16）などに使われた。南側の正門の前の槐は、崇明島の人びとに
とっては神の象徴でもあり、家族を守護する意味があった。また、門前に槐が植えら
れた宅溝は、「良戸人家」と称され地位の高い家族の象徴であった。 
 宅溝の周囲に植えられた上述の樹木は、特定の機会にものづくりに用いる以外は、
伐採することは禁忌とされた。樹木は、生活における食物やものづくりの材を与えて
くれるだけでなく、家族に吉祥や裕福を与えてくれる媒体でもあったのである［注13］。 
 このように、人びとは、自らの認識と観念によって意味のある生活空間をつくり上
げてきたといっても過言ではない。 
 
４．本研究で取り上げた宅溝 
 本研究では、序章に前述した現地調査二回目において伝統的家屋を探索した上で、
倪家、曹家、龔家［注 14］の三家の住居（図 17）に対する現地調査を行った。これ
らの住居を調査対象として取り上げたのは、比較的保存状態が良好で、かつ、今日に
至るまで人びとの生活に使用されているか、もしくは、近隣にかつての住民が居住し
ているためである。 
特に、倪家の方は商家であり、住居が最も保存状態が良好であり、その一方、曹家
の方は農家で、今日最も居住者が多いために、この２つの宅溝を典型的な例として取
り上げた。 
 
4.1.倪家宅 
前述した宅溝の建て方と構造も、主に倪家を例として取り上げた。 
以下、図 18に示すように、倪家の宅溝の平面図と断面図、３Ｄイメージを、概観
していきたい。倪家宅は、崇明島中南部の財貿村に位置し、かつては布問屋を営む総
計 30人程の家族の住まいであった。建設されたのは 1830年頃のことである。以来、
修復されながら、代々約 150年にわたって、1980年代に家長が転出したことによって
住む者がいなくなるまで住居として使われた。その後は、当地の「生産小隊」（農業
組合）の農産物を集荷するための倉庫として使われた。1990年頃以降は空き家となっ
ているが、倪家の分家の子孫が隣接する土地に新しい住宅を建ててそこに暮らしてお
り今日まである程度の維持・管理がなされている。 
 倪家宅の住居その敷地は、溝を含め、奥行き約 48.5m、間口約 27mである。住居の
周囲は、正面以外の三面に幅約３m、深さ約２mの溝で囲まれている。その敷地の中に、
間口と奥行が異なる７棟の家屋が建てられている。 
図 17 左から、倪家、曹家、龔家の宅溝の俯瞰図（３Ｄイメージ） 
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なお、図 18に示したように、同住宅においても、3.2で述べた構造を基本としなが
ら、棟の高さを変えずに家屋の面積を変化させた構造が採られている。たとえば、図
18の①の家屋の基本構造は五枦枓でかつ丈三棟であるが、東側の建物の一部が縮小さ
れ、軒下の空間がつくられている。②の家屋の基本構造は七枦枓でかつ丈八棟の構造
であるが、平側に各一列の通し柱が追加され七枦枓から九枦枓となり、部屋の奥行き
が約 6.5mに拡大されている。③と④の家屋の基本構造は五枦枓であるが、間口は丈
六棟（約 12.5m）であり、平側に各一列の通し柱が追加され七枦枓となり、内院に面
した側は軒下の面積、塀の側は部屋の面積が拡大されている。 
 
 
図 18 上：倪家宅の E-E 断面図、平面図（A-A 部分は屋根を示す、B-B 部分は桁、棟と梁を
示す）、下：倪家の宅溝の鳥瞰図（３Ｄイメージ） 
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4.2.曹家宅 
かつての農家である曹家宅の平面図と断面図は図 19に示すとおりである。 
 曹家宅はかつて 10棟の家屋に 13の部屋があり、最大約 60人の家族が暮らしてい
た。崇明島の中南部の井亭村に位置し、1850年頃に住居として建てられたものである。
現在の主人である 78歳の曹振山氏はこの住居の四代目の主人であり、現在、彼の二
人の兄弟の家族とともに計５人で同住居に暮らしている。彼ら以外の家族は、すでに
ほとんどがこの家を出て、崇明島の市街地や上海の都市部で生活している。 
 1990年頃に行われた住居西側の河川の拡張工事により西側の家屋が失われ、また、
同工事の後、住居近くの川に水門が設置され、川から溝への引水が困難となり、それ
図 19 上：曹家宅の E-E 断面図、下：曹家宅の平面図（A-A 部分は屋根を示す、B-B 部分は
桁、棟を示す） 
図 20 左から、今日曹家宅の家屋の状況（３Ｄイメージ）、今日倒壊された家屋（白い点線）
（筆者撮影）、元に家屋があったの位置（白い点線）（筆者撮影） 
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に伴って、住居の周囲の溝も埋め立てられた。また、2008年に到来した台風の被害に
より、空家となっていた複数の家屋が倒壊したが、家屋の修繕の労力と費用の問題か
ら、そのままの状態（図 20）で放置されている［注 15］。 
 なお、農家である曹家宅は、前報において研究対象とした商家である倪家よりも規
模の大きな複合家族の住まいであった。曹家のような農家では、主人の下の兄弟が結
婚して家族が増えると、元の住居の敷地内、あるいは敷地を拡大し、家屋を増築した。
こうして、一つの住居にさらに複数の家族の住まいができたがゆえに、図 21のよう
に、当初は５棟の家屋であった住居が最終的には 10棟にまで発展した。 
 
５．おわりに 
宅溝という崇明島の伝統的住居の様子と現状について、倪家と曹家の宅溝を具体例
として、その構造を明らかにした。倪家と曹家の住居空間における間取や空間構成に
ついては、後述の第三章と第四章に記す。 
取り上げたこの2つの伝統的な宅溝においても、今日溝の埋め立てや、住居の放棄、
居住以外の目的への転用などが進んでいる。また、宅溝における生活者でさえも、そ
の住居と生活文化に対して保護・継承する意識がきわめて希薄であり、宅溝とその住
まい方の文化の継承はきわめて困難な状況を迎えている。 
 筆者は、宅溝およびそこで行われてきた生活を再認識するために、人びとのその住
居空間に対する利活用・事例を取り上げたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 21 曹家宅において家屋数の沿革(３Ｄイメージ) 
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注 
１）第一章に述したように、堆積島である崇明島では水害が多く発生したが故に、住
居の敷地を高くすることが必要であった。 
２）岩波書店辞典編集部：四字熟語辞典、岩波書店、276、2002.11.8。祖父母・両親・
子・孫が一つの屋根の下に住んでいること。中国で、幸福な家庭の象徴とされた
語。「四世」は四世代、「同堂」は同じ家に住む意を指す。 
３）筆者の 2015年 6月 10日午後曹振山氏への聞き取り調査による。 
４）筆者の 2013年 7月 23日と 25日、2016年 9月 14日と 20日午後の現地調査に基
づく。倪家宅の写真をみせながら、曹振山氏、陳菊英氏、陳玉英氏へ聞き取り調
査を行った。 
５）新村出：広辞苑第六版、岩波書店、2422、2008.1.11。山川・水流などの様子を
考え合わせて、都城・住宅・墳墓の位置などを定める術。「風水師」はその術を
持つ人を指す。かつて桃とその木材の製造物は厄払いの効用があると考えられた。 
６）中国古代で使われた長さの単位である。一丈は十尺。時代によってメートルに換
算する長さが異なり、本研究では現地の測定と調査の結果に基づき、一丈を約2.1m
とした。 
７）新村出：広辞苑第六版、岩波書店、1961、2008.1.11。賓客に接し、また、礼楽
を行う建物。 
８）伝統的な製法によってつくられた煉瓦は、高い防水性と防腐性を得るために、焼
成後、窯から出した時点で水で急冷した。その際、瓦の中の鉄が酸化し、表面が
青色を呈した。なお、今日では、材料・技術の進歩により冷却は不要であり、煉
瓦は赤いままで用いられる。 
９）家屋の軒下の範囲と下の地面より高い台が構成する空間を指す。 
10）前掲３） 
11）中国では、かつて竹が爆発したおかげで悪さをする山猿が来なくなり平安になっ
たという物語があり、それゆえに、竹には「平安」の意味があるとされている。 
12）前掲４）。かつて桃とその木材の製造物は厄払いの効用があると考えられた。 
13）2013年７月と８月の現地調査に基づいて整理した資料。 
14）筆者の現地調査によって取り上げた３つの宅溝である。倪家の築年は 1830年頃
であり、今日は使用されていない。曹家の築年は 1850年頃であり、今日に至る
まで家族５人が暮らしている。龔家の築年は 1800年以前であり、今日では元の
主人の妻である龔氏が一人で暮らしている。 
15）前掲９） 
 
参考文献 
１）劉大可：中国古建築瓦石営法、中国建築工業出版社、1993 
２）戴志堅：中国伝統建築装飾構成、福建科学技術出版社、2008 
３）丁俊清：江南民居、上海交通大学出版社、2008 
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第三章：日常生活にみられる宅溝の空間特質 
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１．はじめに 
本章では、崇明島において形成されてきた伝統的住居宅溝の日常生活の住まい方に
着目し、第二章においてそれらを記録した上で空間特質を明確にしていきたい。まず、
文献調査・現地調査に基づき、宅溝の構造とそれらに対応した日常生活における空間
特質を把握していきたい。具体的には、二項対立の考察によって、住居空間における
内と外の区別、ならびに、上と下の区別を再確認する。また、それらは、いずれも、
建物の物理的なしつらいに加え、それぞれの空間に立ち入ることのできる人や時、ま
た、出入りの仕方、植栽や紋様に付与された意味などが約束事として存在した。それ
らを取り上げつつ、日常生活における人びとの行為が連動することでその区別が演出
されてきたととらえ、宅溝の空間特質を明らかにしていきたい。 
 
1.1.本章の背景と目的 
 今日、世界各地で進む近代化のなかで、地域毎に構築されてきた伝統的生活文化は
急速に消失する傾向にある。これは、単に数多ある民俗が失われることに止まらず、
人間の生活創造の痕跡、ひいては、地球上の文化の多様性の喪失にもつながる大きな
社会的課題である。こうした状況は、現在の中国においても例外ではない。特に、近
年では、不動産バブルの渦中で大量の歴史的建築物が取り壊され、それとともに当該
の地域の生活文化が消失しつつある。住居に関する伝統的生活文化の記録、ならびに、
社会的・今日的な意義の再確認・再認識とその知見を活用した生活創成はまさに急務
である。 
 本章では、宅溝の空間の特質を、「住まい方」に着目して明らかにしようとしたも
のである。第二章に前述した宅溝の構造に基づき、「住まい方」を記録するとともに、
当該地域の人びとの日常生活に表出する空間特質を明確にすることを目的とした。 
 
1.2. 本章の研究方法 
 本章においては、特に保存状態が最も良好な倪家の住居を中心に取り上げる。具体
的には以下の通りである。 
(１)文献調査に基づき、崇明島の歴史や中国における伝統的住居の特質を把握すると
ともに、倪家の宅溝の位置付けを明らかにした。 
(２)現地において、倪家の住居の実測調査を行い空間構成を把握するとともに、倪氏、
曹氏、龔氏に対する聞き取り調査に基づき、それらの使い方、暮らし方を把握した。 
(３)(２)に基づき、日常生活における住居空間の利活用を踏まえ、空間の特質を明ら
かにした。 
 
２．倪家宅の間取と空間構成 
次に、倪家宅宅溝の空間とその秩序を分析していきたい。 
 まず、図１と表１に示すように倪家の宅溝の間取りと各空間の構成を精査する［注
１］。この宅溝の住居空間は、７棟の独立した家屋と 16の部屋で構成されている。 
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 宅溝への出入口は南側に位置し、「宅門」の中央に付された約 2.4×1.2m の両開き
の「正門」と東側の約 2.2×0.8m の片開きの「辺門」の２つがある（図２）。日常生
活において正門は使用されず、辺門が使われた。正門が使われるのは、結婚式・葬式
図１ 倪家宅の構成（３Ｄイメージ） 
表１ 倪家宅の家屋と部屋の詳細 
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と主人の誕生日の非日常の機会だけであった。このことは、日常と非日常を明確に演
出することに寄与したと考えられる。 
 
 図３に示したように、宅門には面積が約６×3.5m と約５×3.5m の二つの家屋が建
てられている。それらの家屋は「門房」と称され、倉庫や書斎として、あるいは、家
図２ 正門と辺門（左：敷地外から、右：敷地内から）（筆者撮影） 
図３ 左：上の門房（倉庫とされた）、右：下の門房（壁で区切られ書斎とされた）（筆者撮影） 
図４ 左：外院、右：走廊（筆者撮影） 
図５ 左：走廊の西側の厨房、右：東側の外庁（筆者撮影） 
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族の住む空間が不足した場合に部屋として使われるなど多用途に用いられた。一般的
に、家族の住む空間の外側の庭である「外院」（図４）は、家族の人が外向けの仕事
を行う場所であった。布問屋を経営した倪家の場合は、商売は主に町中の店舗で行い、
家族の日常生活のために購入した農産物や商品を受け取ったり、商売の情況が報告が
なされる際に、外院で外部の人と交渉をした。家族の住む空間への通路となる「走廊」
（図４）は幅約２×奥行き約 6.5m で、ここは、家族が農作業や生産で使う共有の道
具の置き場所であり、かつ雨の日に作業を行う場所でもあった。前者の場合、農具は
決まって西側に置かれ、これは、後述する上下の概念とも関係すると考えられる。走
廊に隣接する約 7.5×6.5m の二つの部屋は、西側が厨房であり、東側が「外庁」（図
５）と称される部屋である。外庁は、複合家族のなかで交代が生じた後に、前の主人
とその年代の年寄りが居住する空間である。 
 走廊から入ることのできるＴ字型の中庭は「内院」（図６）と称され、倪家の家族
の人びとの交流・生産・休憩などに利用される場所であった。内院には、落花生やご
まなどの農産物を日光に晒したり、生活用具をつくるなどの共同作業をしたり、年中
行事や通過儀礼を行ったりなど、家族内の生活活動をする空間である。この内院から
奥にある「客堂」以外の屋内空間は、それぞれの家族が寝起きする空間である。 
 住居のほぼ中央に位置する約５×4.2mの「客堂」（図７）は、家族の先祖の位牌が
置かれており、神聖な空間とみなされ、人生儀礼や年中行事を行う際にだけに立ち入
りが許される空間であった。とりわけ、日常生活のなかでは、賓客の接待や家族全員
の会議以外の使用は禁忌とされた。このように、客堂は、宅溝のなかで最も上位の空
間と認識されていたことがうかがえる。客堂の両側に隣接する約６×５mの二つの「正
房」の部屋（図６、７）と、内院の両側にある約 12.5×4.3mの二つの「上房」と「下
図６ 内院周囲の家屋と部屋（筆者撮影） 
図７ 左：客堂の室内、右：上の正房の室内（筆者撮影） 
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房」の家屋（図６）は、主人と彼の兄弟と、それぞれの子孫の住む部屋である。ここ
にも後述するように一定の空間秩序が確認される。 
 北側の最も奥に位置する約 17×3.5mの「囲房」（図８）は、宅溝の塀と同様住居を
囲む家屋であり、家族の安全を守るための空間と考えられてきた。なお、囲房は３つ
の部屋に仕切られ、来客が泊まるために使われた。 
 また、各家屋の間には、溝への通り道と扉と階段が設えられており、崇明島の人び
との生活における溝との関わりの深さがうかがえる。 
 
３．宅溝における空間秩序 
 上述してきたように、宅溝の空間には、使い方に連動した一定の秩序が確認される。 
 
3.1.「内と外」の重層的な空間秩序 
まず、宅溝における内と外の空間秩序を図示するものが図９である［注２］。計５
つの層構造をなしていることがわかる。 
 
図８ 囲房（筆者撮影） 
図９ 倪家の宅溝の５層の「内と外」の空間秩序（３Ｄイメージ） 
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（１）第一層：溝と正門 
 図９に基づき、倪家の空間構造を外部から順にみていくと、第一の層は、溝と正門
を区切りの境として顕在化されていることがわかる。この境によって、集落の空間と
家族の空間が明確に区切られており、当該の家族とは直接関係がない外部の人に対し
ては、それより内部が「当該の家族の家屋であり、勝手に立ち入ってはいけない」と
いう意識を喚起してきたことがわかる［注３］。 
（２）第二層：溝の内側と家屋の周囲に植栽 
 第二の層は、溝の内側と第二章に前述した家屋の周囲に植栽された樹木が境となっ
ている。この区切りによって、溝は家族が所有する生活空間の一部であり、一方、日
常生活における溝を利用する際には、溝の外側に往来する人びとと挨拶したり、雜談
したり、住居内と住居外の間の中間な空間である。また、意味が込められた植栽には、
幸福な生活を招来し、かつ、目にみえない害悪が立ち入ることを拒んだ様子がうかが
える。 
（３）第三層：外院と囲房 
 外院周辺は、さらに、走廊の入り口が境となって、第三の層があることがわかる。
この区切りによって生じる空間は、外部空間よりはプライベートであるが当該の家族
の知り合いや同家族に用事のある者には立ち入りが許される。なお、宅溝の門からみ
て最も奥に位置する囲房も、第三層、すなわち、住居内における相対的に外の空間で
ある。それは、ここが来客時には客間として利用されたが、どれほど親しい客であっ
ても、勝手に当該の家族の内の空間への立ち入りができなかったことからも明らかで
ある。来客を囲房まで案内する時は、家族の内の空間へ入らず、外院にある溝への通
路から溝を沿って囲房の裏門までのルートを使った［注４］。 
（４）第四層：内院 
 走廊から入る内院の第四層は、複合家族の成員のみが共有するいわば内の空間であ
る。走廊から入る家族の住む空間へは、年中行事・通過儀礼などの日以外、家族の主
人あるいはそれに準ずる主要な成員の許可をもらわないと外部の人は全く立ち入るこ
とができなかった。その空間には、家族の住まいの部屋、そして家族の先祖の位牌が
置かれた［注５］客堂があり、まさに宅溝における「家」の核である［注６］。 
（５）第五層：部屋と客堂 
 最後に、第五層は家族の住まいの部屋と客堂がある。前者は、第四層の空間が開放
されても外来者は許可なく決して立ち入ってはいけない空間とされてきた。また、後
者は、家族が先祖の霊と交流する場と考えられており、主人の許可がないと外来者の
立ち入りは一切できなかった。 
 家族の住まいの部屋と客堂の入り口には、構造上、高さ約 10cm、幅５cmの「敷居」
が設えられているが、敷居は、いずれも必ず跨いで通過しなければならなかった。こ
うした行為が空間の差異をより強調したことがうかがえる。また、そのことは、来訪
者が、一度、その手前で立ち止まることを促し、檐廊が屋内の人と挨拶し会話をする
空間として位置付けられることにつながったものと思われる。家族の人は他の核家族
の人と相談があったり、共同作業に誘ったり、部屋に立ち入るなどの用件がある際に
檐廊で立ち止まることは、複合家族の住まいであってもひとつひとつの核家族のプラ
イバシーが重視されていたことの象徴である。さらに、特殊構造である上房と下房の
家族の住む家屋の檐廊は約 1.2m に延長され、空間の延長に伴い多様な生活活動が行
われた。夏の夕食後に涼んだり、雨天の際に庇の下で作業をするなど、他の家族の成
員と交流ができる空間である。こうして、檐廊と敷居は、単なる機能的・視覚的のみ
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ならず、人の行為とが密接に組み合わされることで、内と外を区別するとともに、両
者をつなぐツールとなり得てきたことがうかがえる［注７］。 
 さらに、客堂は、一般の住居空間とは明確に異なった扱いをすることで、その重要
性が象徴化されていたことがわかる。たとえば、客堂の入り口に設置された扉をつく
り直す必要が生じると、破損した扉を取り外す際と新しい扉を取り付ける際に、必ず
爆竹を鳴らしたという。それは、客堂には家族の平安を見守る先祖がいるという意識
を強調することに寄与したものと思われる。 
 このように、宅溝の敷地から中心の空間まで、徐々に変化する「内と外」の相対関
係は、空間の各部分を境として重層的に演出されてきた。人びとは、この重層的な空
間秩序を暗黙の約束として遵守してきたといえよう。 
 
3.2.「上と下」の立体的な空間秩序 
 崇明島において、人びとは、家屋の客堂から正門に向かって、左側を「上首」、右
側を「下首」と称する。これは、人びとは、水平方向の空間を、左右よりもむしろ上
下の概念によって区別してきたことを示している［注８］。 
（１）平面方向における上と下の秩序 
 たとえば、倪家宅のように正門と辺門を有する住居は、正門に向かって右側、つま
り、上側に辺門が設えられている。それゆえに、日常的な宅溝への出入りは、上側と
定められていたことがわかる（図 2、10）。 
両者の門は、中心線が約２m離れており、かつ、大きさも開き方も異なっており、
使い方がそれぞれ異なっていることが象徴されている。敷地内に入ると、内院の出入
口である走廊には生活用具が置かれているが、それらは必ず下側にまとめられ、人の
通行を妨げない工夫と連動していたことがうかがえる。 
 宅溝内の各部屋の配置も、上と下の秩序に従っていた。たとえば、家族の主人は、
必ず上の「正房」に居住した。その主人が高齢となり家族の長としての責務が果たせ
なくなると、主人の長男が家族の主人を継承したが、それとともに、上の「正房」に
図 10 日常的に宅溝に出入りするためには辺門とそれに続く走廊の上側が使われた、また上
と下によって各部屋が配置され、上の方に高堂と寝台が設置された（白い点）（３Ｄイ
メージ） 
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移り住んだ。同時に、彼の子孫は「上房」に移り、元の主人の次男、つまり新しい主
人の弟の家族は、下の「正房」と「下房」で生活することとなった（図 10）。「上房」
と「下房」の部屋にも、「客堂」からの距離によって上と下の順番があった。これは、
複合家族における家族内の上下の秩序が、住まう部屋の配置にも反映されていたこと
を示している。さらに、家族の成員の長幼と身分の上下は、各家屋における座や寝台
の場所や方角、客堂の先祖の位牌が置かれる位置、そして年中行事・通過儀礼の作法
にも反映されている［注９］。 
（２） 鉛直方向における上と下の秩序 
 一方、宅溝の生活空間における上下の空間秩序は、平面方向のみならず鉛直方向に
も演出される。この上下の秩序は、人と人との間の秩序ではなく、人と天との間の秩
序である。宅溝の中心的な空間である客堂は、天から位牌に宿ってくる先祖の霊や神
と交流するための神聖な場であると人びとに認識されてきた。その特別性、すなわち、
家屋における他の空間との区別は、客堂のつくりにも表出している。前述した通り、
客堂と主人の部屋である家屋の屋根の高さは約 4.5mであり、他の家屋の約 3.8mより
も高い。この物理的な高さの差は、客堂が住居における他の空間よりも重要であると
いう意識と密接な関連があると思われる。さらに、客堂の扉の枠にのみ、龍の紋様が
彫刻され、客堂の重要性はより強調されている。 
 さらに、客堂の中にも目を向けると、先祖の位牌が置かれる「高堂」と称される部
分は、客堂の室内の正面の壁に設置されており、水平方向では上首の側、鉛直方向に
は約 1.8m の高さにある。このことから、いわば、二重に上の位置に置かれているこ
とがわかる。先祖の霊魂を、人より常に上の空間に祀るという意識がうかがえる。 
 また、家屋の軒先の瓦には、図 11 に示したように、下向きの「覆瓦」に付けられ
る「瓦当」と上向きの「仰瓦」に付けられる「滴水」があるが、これらには、吉や寿
などの漢字や神獣である「四神」、コウモリや蓮などの縁起が良い動植物の彫刻が施
されている。これらの彫刻が、地面や壁ではなく人間の背丈よりも高い位置にある軒
の瓦に付されていることからもうかがえるように、人びとは、雨水や風が瓦の隙間か
ら侵入することを防ぐという機能とともに、これらの象徴物が天から降りてくること
を願いその意識を共有していたことがうかがえる。 
図 11 瓦当と滴水に施されている彫刻（筆者撮影） 
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 また、崇明島の人びとは、天からいただく雨水を「天水」と称し、天からの恵みと
考えた。倪家のような余裕を持つ家族では、図 12 のように、家屋の軒下にカメを置
いてきちんと溜まった。崇明島は海と近いため地下水に塩分が含まれおり、井戸水を
飲料水にするのは不適切である。そのかわりに、人びとは、この溜まった水を飲料水
にした。飲みきれない水は、火災を消すための水となる。また、住居を囲む塀の上の
瓦も、必ず住居内に向いて敷かれた。これは、雨水に持たされた天の恵みを可能な限
り家族内に多く降臨してもらいたいである。 
 このように、生活のさまざまな側面における「上と下」の二元対立の関係は、空間
の構造と空間に施されたものに加え、使い方を通して立体的に演出されてきたといえ
よう。 
 
４．おわりに 
 以上、概観してきたように、中国上海市近郊の崇明島の伝統的住居である宅溝にお
いては、空間の構成と、そこで繰り広げられる日常生活の行為に連動した空間秩序が
確認された。 
 崇明島の人びとは、かつてこの土地に移住し持ち込んだ文化に基づき、当該地域の
風土に対応し、積極的に創造力を活発し、溝のある住居とそれと溶け合う住まい方な
ど、特有の文化を育んだといえよう。 
 宅溝における日常生活に表出する空間特質をまとめると、以下の４点となる。 
（１）上海近郊の伝統的住居である宅溝の空間には、５層にわたる重層的な内と外と
の区別と、水平方向ならびに鉛直方向の両者に関する上と下との区別が確認された。 
（２）内と外は、宅溝の周囲に巡らされた堀や建物の周囲の植栽を含めた宅溝の構造、
付属物を主な境として区別がなされてきた。 
（３）上と下は、部屋の位置や建物の高さといった物理的な差異に加え、軒や扉に施
された装飾を象徴物として区別がなされてきた。 
（４）内と外、上と下といった空間特質は、いずれも、建物の物理的なしつらいに加
え、それぞれの空間に立ち入ることのできる人や時、また、出入りの仕方、植栽や紋
様に付与された意味などが約束事として規定されており、それらに連動した使い方が
なされることによって成立した。 
図 12 各軒下に置かれたカメに雨水を溜まる様子（筆者撮影） 
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 このように、空間特質は、建物という物質のみならず、それらに、人びとが参与し
演出することによってはじめて成立するものであり、先祖を含み、複合家族における
それぞれの成員の位置付け、序列を明確化することに寄与してきたといえよう。 
 総じて、宅溝における生活空間は、利便性のみならず、当該の住宅に暮らす人びと
の使い方、つまり、「住まい方」が多様に反映されつつ構築されてきたものであった。
それゆえに、住居の空間には、人びとの生活における諸観念が多彩に映し出されてい
るといっても過言ではない。 
 換言すれば、宅溝の生活空間は、当該地域の生活者らが身近な「もの」「こと」を
利活用しつつ、自らにとって「ちょうどよい」住まい方として決定されてきたもので
ある。その意味では、生活創造の主体者は、まさにそこに居住する人びとであった。 
 こうした当該地域に暮らす人びとが長い時をかけて創出してきた住まい方は、かつ
ての崇明島の生活者にとっては「当たり前」であったかもしれない。しかしながら、
今日、改めて解析すると、生活者の主体性や創造力こそが基盤であったことに気が付
かされる。それらが完全に失われてしまう前に、再発見・再認識を早急になすべきで
あろう。そして、当該地域の人びとが内発的に生活文化の形成に参与する知恵として、
今後の当該地域の発展に活用していくべきであろう。 
 次章においては、本章において十分に触れることができなかった非日常生活に焦点
を当てて、住居の空間特質を、さらに明らかにしていきたい。 
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注 
１）2013年 7月 23日と 25日午後、倪家宅の写真を持ち曹振山氏への聞き取り調査に
よる。 
２）2013年 7月 23日と 25日午後の曹振山氏への聞き取り調査に基づいた読み取り。 
３）前掲２） 
４）前掲２） 
５）堂には先祖の位牌が置かれ、常に先祖の霊がいると観念されてきた。また、結婚
式や葬式を堂で行うことで、先祖の加護をいただき、見守ってもらえると考えら
れてきた。 
６）前掲２） 
７）前掲２） 
８）前掲２） 
９）前掲２） 
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第四章：非日常生活にみられる宅溝の空間特質 
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１．はじめに 
本章では、非日常生活における宅溝の空間特質を明確にしていきたい。調査・考察
を通して、以下の項目を明らかにしていきたい。（１）第二章に前述した家建ての行
事に加えた宅溝における年中行事を通じて人びとの信仰の表現、（２）第三章に前述
した物理的に特別化された堂の空間とその宅溝のなかでの位置付け、（３）結婚式と
葬式の通過儀礼における宅溝の空間はの活用法、（４）非日常生活において宅溝の空
間特質、また日常生活のに加え宅溝の空間特質の全体像という、４つの点から行って
いきたい。 
 
1.1.本章の背景と目的 
 今日、世界各地で急速に進む近代化・都市化のなかで、いたずらに消失する伝統的
生活文化は少なくない。それは中国においても例外ではない。人口はますます都市部
に集中する傾向を強めており、その一方で、農村においては過疎化・高齢化が進行し
ている。こうした未曾有の人口構造の変化は、人びとが主体的に生活創生に参与をす
る機会が失われるとともに、健全な社会の維持が困難になることが危惧される。今日、
その対策を講じることはまさに喫緊の課題である。 
 住居は、いうまでもなく、人間生活の基盤となる重要な要素のひとつである。伝統
的住居が消失しつつある現代社会においては、その物質面のみならず、それに伴って
形成されてきた生活そのものの消失も生起している。生活者の参与に基づく健全な生
活文化を継承するためには、人びとが長い歴史のなかで、いかにして自らの生活を形
成してきたかを探求する必要があろう。そのためには、物質面である住居そのものの
把握とともに、それらと連動してどのような「住まい方」が展開されてきたかを把握
することが求められる。 
 第三章において、筆者は、当該地域における人びとの日常生活にみられる空間演出
を取り上げ、宅溝において、重層的かつ立体的に構築されてきた空間秩序を明らかに
した。本章においては、宅溝の空間特質への理解をより一層深めるために、非日常生
活に注目する。住居空間を中心に行われてきた年中行事や通過儀礼といった非日常生
活にみられる空間演出を具体的に取り上げ、その特質を明確化することを目的とした。 
 
1.2. 本章の研究方法 
 本章においては、主に第二章に前述した曹家宅の住居に対する現地調査を行った。
また、崇明島における共有された年中行事と通過儀礼の習俗について、崇明島におけ
る居住者である曹振山氏、陳菊英氏、陳玉英氏、袁雷氏、張衛忠氏、黄金達氏への聞
き取り調査を行った。具体的には以下の通りである。 
（１）文献調査に基づき、崇明島と中国江南地方における漢民族の非日常生活である
伝統的年中行事と通過儀礼の習俗を把握した上で、前述した対象者に非日常生活の演
出の実態に関する聞き取り調査を実施した。 
（２）（１）に基づき現地調査を行い、新年と羹飯の２つの年中行事を取り上げ、厨
房、公堂などの空間が特別視されてきたことを明確にした。また、結婚式と葬式の２
つの通過儀礼を取り上げ、公堂の空間を中心に住居空間が儀式空間へと転換されなが
ら使われたことを明確にした。 
（３）（２）に基づき、宅溝の生活空間は、日常生活における空間特質に加え、非日
常生活における、いわば、もう一つの空間特質が存在し、かつ、両者によって構成さ
れてきたことを明らかにした。 
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 なお、本章に関する調査では、主として、現地の曹家宅において、生活者らに儀式
のプロセスを再現してもらいながら事例収集を行った。 
 
２．宅溝は生活様式の継承ができる空間 
 まず、農家である曹家宅の間取と空間構成を、図１と表１に示すように概観してい
きたい。 
 今日、崇明島の一部は急速に開発され都市化が進展しているもののでありながら、
多くの人びとの生業はまだ農業が中心である。すでにコンクリート製に建て替えられ
図１ 曹家宅の空間構成(３Ｄイメージ) 
表１ 曹家宅の家屋と部屋の詳細 
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てしまった住居も少なくないが、曹家宅のような農家の軒下には唐辛子や大蒜がかけ
られ、調理等の熱源として用いられているのは、主に葦や藁などであり、現在でも、
農村における生活様式が継承されている［注１］。 
 
2.1.農村生活の律動をつくりだす年中行事 
農業を主な生業とする生活では、自然との触れ合いは不可欠である。この触れ合い
は、年中行事にも強く反映されていた。 
かつて崇明島の人びとが使った旧暦には、中国の伝統的世界観における吉日、神話
や物語の由来である伝統宗教の節日が年中行事として示されている［注２］。 
 また、その暦には、季節と気候の節目である二十四節気を示すのは一般的である。
二十四節気は、農事にとって重要な季節の細かい変化を表す「農事の暦」である。今
日でも、当該地域の人びとは農作業をする際に天気予報や西暦などではなく、二十四
節気に従った［注３］。 
 以下に、当該地域において今日まで行われてきた年中行事を概観していきたい［注
４］。新年に関する行事は、考察によりまた別の意味が込まれていたために、3.1で後
述する。 
（１）立夏 
 立夏は、これから農作業は繁忙期に入る節目である。この日では、家族が自家製の
卵の料理と、草頭（ウマゴヤシ）と小麦粉と和えた「草頭焼餅」［注５］の料理をつ
くる。また、旬のそら豆、梅、さくらんぼを採集し、夕食前の午後の時間で家族全員
が厨房に集まって食する。これらの食物を食すると、「今年夏負けはしない」と考え
られており、その後の農作業に備えるための行事である。また、厨房で集まることは、
3.1に後述する一定の秩序がみられる。 
（２）端陽節 
 今日中国では一般的に端午節と称されるが、崇明島では端陽節［注６］と称される。
端陽節の数日前から、粽づくりの準備のために、男性は農作業から戻る時、子どもも
外で遊ぶ時、緑色の新鮮な芦の葉を採集する。当日の朝から、家族は厨房に集まり、
糯米や高粱をあずきや肉と和え、芦の葉に入れて粽をつくる。 
また、当日、住居の正門の扉の中心に、家族の主人が菖蒲、艾葉、大蒜をかける。
これらの植物は、漢方薬として体内の湿気を取り除いたり気を調整するなどの効用が
あるとされており、さらに機能的にも防虫効果があると考えられた。軒下に架けられ
る芦の葉と、正門で飾られた薬用植物については、住居および各部屋の結界がつくら
れ、裕福を招いながら厄を払う意味がみられた。 
（３）重陽節 
 旧暦の９月９日は重陽節である。崇明島では「重陽糕」と称されるの菓子をつくる。
重陽糕は粉餅（米を粉状にした上でつくられた餅）に旬の栗、杏仁などの果実を入れ、
さらに木犀、菊、桂花など時期の花を用いて香りを付ける。また、この日は「敬老の
日」と考えられ、最初につくられた重陽糕は必ず家族の目上の人にさしあげ、これま
で家族を支えてきたことを感謝する。 
（４）冬至 
 農業を主要な生業とする崇明島では、冬至は「一年の農作業の終わり」とみなされ
ており、新年とほぼ同様重要な節日と捉えられている。冬の寒さが到来するとともに、
現世と来世の境界が最も近い日だとも考えられ、墓参りの行事を行う［注７］。 
当日の午前中は、家族の全員が豆腐、鶏などの供物となる料理を用意し、家族全員
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が一列となり、家族の祖墓に参る。その後住居に戻り、公堂で線香を点け先祖を祀る。
ここにみられる空間秩序などは、葬式と同様であり、4.2で後述する。 
（５）小寒 
 小寒の節気は旧暦 12月８日に近いため、崇明島では主に 12月８日にする。崇明島
では小寒も「臘八節」と称され、家族内で「臘八粥」と称される粥をつくる。臘八粥
には、冬の保存食である落花生、里芋、青梗菜、キノコ、ハムなどを入れる。農産物
がもう収穫できない時期が到来し、困難な冬の時期を無事にすごせるような祈願が込
められた。また、厨房において家族の成員が臘八粥を食することを通して、家族の子
どもにも食糧を大切にする意識を伝えた。 
 このように、当該地域では一年中に行われた年中行事の内容は、主に旬の食材を利
用して象徴的な料理をつくり、家族全員が参与し共食するのは特徴的なことである。
こうして、家族全員が共有な意識を持ちながら自然と密接に関わる生活は、崇明島に
行われてきた年中行事にうかがえる。 
 
2.2.家族の参与と住居空間の活用 
 人間生活にとって一年におけるさまざまな節目が崇明島での生活に律動を添えてき
たことを確認することができた。 
 年中行事が生活に付与した律動は、日常生活の労働の日々から休みを取るためとい
う機能的な側面だけではなく、崇明島の人びとが自発的に行事を行うことを通して、
人びとが集い、その人間関係を確認するなど、より豊かな生活を実現する役割を担っ
ていたと考えられる。これらの行事は、「特定の日に特定なことをする」という崇明
島における約束事であり、家族の人が集まって自らが演出することを通して、はじめ
て、崇明島における生活様式は継承されてきたと考えられる。 
 さらに、これらの年中行事は「特定の空間」である宅溝において展開された。崇明
島における諸行事を概観すると、正門や、軒下、厨房などの空間が活用された。 
宅溝の生活空間において、年中行事である非日常生活が家族全員の参加により演出
され、代々続けられ当該地域の生活様式が継承されてきた。 
 
３．宅溝は人・霊・神共住する住居空間 
 かつての宅溝における生活においては、大家族の継続と安定的な生活が極めて重視
され、その願望は住居空間にも反映されてきた。それらは、以下に記述する住居空間
に象徴される神・霊の存在から読み取ることができ、居住者たちはそれらの存在とと
もに日常・非日常生活を送ってきた。まず、厨房における竈は、当該地域では「灶」
と称され、そこに「灶君」と称される神が祀られた。また、住居の中心に位置する公
堂には、先祖の霊が宿る位牌と神像が置かれ、住居のなかで最も神聖な空間と認識さ
れてきた［注８］。 
 宅溝における神・霊と共有する空間の状況、また、生活者がそれらをどのように扱っ
たのかについては、以下の新年と羹飯の年中行事からうかがうことができる。 
 
3.1.共住空間を更新する新年の行事 
 農業を主要な生業とする崇明島の人びとにとって、最も大きな節目である年の変わ
り目は特に重要視されてきた。崇明島では、年の変わり目の行事は一日で完結せず、
旧暦における前年度の 12月 24日から新年度の１月 20日まで行われる。この期間に
「小年」「新年」「正月半」と称される三つの新年に関する行事が行われてきた。以下
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においては、それぞれについて考察していきたい。 
（１）灶君を送る小年 
 崇明島では、旧暦の 12月 24日は「小年」もしくは「廿四夜」と称され、新たな年
を迎えるための準備の日と認識されてきた。この日は、灶君を天界へ送ることが行事
の中心とされた［注９］。 
 崇明島における灶（竈）は、米を炊く設備のみならず、食生活全般において調理な
どに使われた。厨房における食事は、常にそれが神からの恩恵であることが提起され、
また、家族のなかでの座の秩序や、料理の分配の順序や飲食の順番の秩序の下で食事
をすることは、一定の儀式性を帯びた行為であると考察される。このように、食は生
活を営む上で重要視されたことが確認され、崇明島の人びとの間ではこの考えが敷衍
され、灶君は人間の食生活から生活の全般を司る神と考えられてきた。 
 今日では灶君の絵が貼られているあるいは置かれている様子を目にするが、かつて
は灶の一部に窪みがつくられ、そこに祭壇が設置され、灶君の像が置かれていた（図
図２ 左：今日灶に置かれた灶君の絵（筆者撮影）、右：かつて灶君の像が置かれた窪みの位
置（白い点線）（筆者撮影） 
図３ 今日灶に施された灶花（筆者撮影） 
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２）。さらに、神像の両側には蝋燭が、中央には香炉が設けられ、日常的にも、一年
を通じて団子などの供物が供えられていた。また、曹家の灶には、図３のように、鶏
やひまわりなど縁起の良い動植物、福の字、対聯［注 10］などの「灶花」と称される
絵画と文字が施されている。これらは、いずれも、当該地域で灶をつくる際に必ず家
族の人びとが自らの手で施すものであり、灶花のない灶は灶君に対する不敬なことと
考えられた。ここからは灶ならびに厨房の空間が、人びとからいかに重要視されてき
たかがうかがえる。 
 このように、小年の日は、灶君が天界に戻りこの一年間の人間界の状況を報告する
日と信じられており、そこから灶君を送る行事が執り行われることとなった［注 11］。
小年の日においては、朝から厨房において、赤飯や豆腐皮で包んだ青梗菜と豆腐の料
理などの供物を調理し、灶君に供え祭祀した。現実的にも、この日は、すべての農作
業を終え新年を迎えるための準備を始める日であり、一年間人びとの生活を支えてき
た灶に感謝する意味もあった。 
（２）神・霊祭祀と福を招く新年 
 正月元日は、「過年」「新年」とも称される。この日は、一年を通じた自然環境のリ
ズムにおける節目でありながら、農村生活を行う崇明島の人びとにとって最も重要な
節目でもあった。一年の作業の休暇日であるだけではなく、裕福な新年を迎えること
や、家族全員が集うこと、人びとにとっても一歳年齢を加えるなど、多重的な意味が
込められた。 
 元日の前日には溝を含めた住居全体の大掃除を行い、塵や溝に溜まった落ち葉や枯
れ枝などを集めて敷地外の正門のすぐ傍らで燃やした。これは、単に家屋全体の掃除
をして新年を迎えることのみならず、宅溝の外で前年の穢れを燃やすことを通して住
居空間を浄化するためと認識されてきたことがうかがえる。この日の夜は「大年夜」
と称され、この夜は年の変わり目まで寝ずに待ち、元日０時を迎えると、公堂の神像
が置かれた祭壇の両側に線香に火を点け、神と先祖の霊を祀り、新たな一年の裕福な
生活を祈願した。 
 そして、元日には、「拝年」と称される活動が行われた。その内容は２つに大別さ
れる。一方が前述した先祖の霊と神に対し改めて敬意を表す祭祀であり、他方が新た
な一年が明けたことに対する人びととの間の挨拶の２つである。人びとは元日に起床
した後は、会う人と必ず新年の祝いの言葉を交わし挨拶したという。なお、拝年は目
年少者からはじめ、年長者が返事をした。元日から遅くとも 10 日以内に、普段地域
外で働く当該地域出身者も必ず実家に戻り、また家族と同じ先祖を持つ親戚なども拝
年のため訪れた。その後、公堂において「上香」と称される三度の拝見を行った。拝
見をしながら、先祖と神への挨拶や、前年の家族の状況、およびその年における良い
生活の実現を願った。 
 また、この日においては、住居における生活活動にさまざまな禁忌があった。たと
えば、掃除や、ハサミなどのようにものを切断したり、破壊したりする道具を使うこ
とが禁忌とされた。その禁忌を破ると、新たな一年のなかで「穢れ」や「別れ」「破
壊」などの災いが多く発生すると信じられており、それらを避けるためであった。ま
た、衣類の洗濯や食材の水洗、米研ぎに至るまでも、新年の福が水とともに流される
と信じられてきたことから、元旦には行わず新年を迎える前にあらかじめ済ませてお
いた。さらに、厨房の後ろの扉は閉じた状態を維持しなければならず、むろんここか
らの出入りも禁忌であった。これは、新年の期間中家族が集まる場所である厨房での
和気と福が外に漏れ出てしまわないようにという配慮であった。これらの禁忌は、い
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ずれも、正月３日まで続けられた［注 12］。 
 次に、住居では、裕福を招く工夫がされた。その代表的な活動は「春聯」［注 13］
と「福」の字を住居に装飾することである（図４）。春聯と福の字は、それぞれ正門
の両側と正門の扉に貼られた。福の字は、各家屋の窓にも貼付された。家族に字を書
ける者がいない場合、町で紅い紙を購入する際に店の人や他の知識人に書いてもらう
こともあった［注 14］。これらは、吉祥文と福の字の縁起の力を借りて、新年に幸福
が正門から住居、また、各家屋まで辿り着くことを祈ったものである。また、先祖を
祀る機会を借りて家族全員が集まった喜びを表現するとともに、生活者自らが新年の
雰囲気を演出するための重要な活動であった。 
（３）田を浄化する正月半 
 正月 15 日は「正月半」と称され、この日の行事が終わったら後、農作業や生産活
動に戻る、いわば、新年の期間の締めくくりである。 
 この日は、朝から、必ず家族全員が集まり、家族一人にあたり約三個の割合で「巻
頭」と「寧子」をつくった。巻頭は直径約５cm程度の瓢箪型の形状、寧子は円環（ドー
ナツ）型の形状であり、両者とも小麦粉に砂糖を加えて成形し、それらを蒸してつくっ
たものである。蒸したての巻頭と寧子は、新年の供物として、この日に灶に再び宿っ
てくる灶君に供えるものであり、灶君に祈祷を行った後、家族の昼食として食された。 
 その後、その年の稲作が順調に進むことを願って、田で「摜田財」と称される行事
を行った。主人が家族を連れ、朝につくった巻頭と寧子を箸に刺したり碗に入れたり
して、田の中心に持参し土の神を祀った。そして、子どもを含んだ家族の男性が上半
身裸になり、点火した藁の束を手に持ちながら「田財田財、大家発財（田からの恵み
よ、わが生活に裕福をもたらたまえ）」と叫び、約 30分にわたり田を時計回りに数周
回った（図５）。これは、田から害虫を駆除することを願うとともに、裸の男性が摜
田財を行うことにより、雑草の女神である「草頭娘々」が恥ずかしがって田の外に出
て行くように促し、その年の五穀豊穣を祈る行事であった［注 15］。この火の行事が
終わると、家族の男性が田の中心に供えた巻頭と寧子を食した。この巻頭と寧子は土
の神が享受したことにより福が入ったものと考えられており、それを食べることを通
して、子どもの健康な成長や、家族の男性がその年の農作業に備えてより強い体にな
図４ 新年において春聯と福の字が貼られているイメージ  
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ることを祈願した。かつては、この摜田財の行事は、５日間、つまり、１月 20 日ま
で続くこともあったといい、いかに重要な行事と位置付けられていたかがうかがえる。 
 このように、新たな年を迎えるための三つの節目は、単に年の変わり目を祝うだけ
にとどまらず、生活空間にいる神・霊の存在を、新年の三つの行事を契機として改め
て強調すること、すなわち、神・霊の存在を更新することを意味した。 
 
3.2.公堂の神聖性を維持する羹飯の行事 
 公堂の空間は、物理的にも住居の中心に位置するなど特別視され［注 16］、住居に
おける最も神聖な空間と考えられてきた。かつての公堂の空間配置は図６の通りであ
る。公堂のなかには、住居における上の方［注 17］かつ人より高い位置（約 1.8m）
に、「老祖」と称される先祖の位牌が設置された。公堂の奥の中心部には、家族の信
仰に応じて神仏の像もしくは図像が設置された。公堂の空間は、家族にとって他の世
界と現世をつなぐ空間と観念されており、特に先祖崇拝の伝統を有する崇明島では、
「羹飯」と称される行事が行われた。これは、当該の宅溝で亡くなった家族の霊を召
喚して食事に招待する行事であるという［注 18］。 
図６ 左：今日倉庫として使われている公堂（筆者撮影）、右：かつての公堂における配置の
イメージ 
図５ かつての摜田財のイメージ 
 58 
 
 羹飯は、「為親羹飯」と「宗代羹飯」の二種類があった。為親羹飯は、家族の葬式
後４日目から７日目における４回と、49 日まで７の倍数の日における６回の合計 10
回、または毎年直近に亡くなった家族の命日に行われる。宗代羹飯は結婚式で行われ
るが、これについては、4.1.1において後述する。 
 なお、葬式後の羹飯は毎回一日しか行われないが、命日の羹飯は、直近に亡くなっ
た死者の息子の人数(息子いない場合は一日)に応じて複数日にかけて行われた。 
 為親羹飯は夕食の時間に行われた。羹飯が行われる日は、まず家族が公堂を清掃し、
現在の主人の二世代前までの亡くなった家族の人数に応じて席を用意し、机を並べて
周囲に椅子を置いた。最も奥の座は二代前の主人、そしてその男性の兄弟と子孫の長
幼の序列によって座が決められた。机の上には人数分の碗と箸を準備し、中央に各種
の料理を並べた。箸は、一般的に生者が食事をする際には碗の右側に先端を使用者の
前方向きに置くが、亡くなった人の場合は碗の上に使用者の前方向きに置かれた（図
７）。これは、羹飯のための食事であるしるしである。公堂の扉側には、蝋燭二本、
線香五本、そして果物と餅などの供物を置く祭壇をつくるために、椅子や食器などは
配置しなかった（図７）。 
 料理には、煮て油に通した豆腐料理と青葉の野菜が必須であった。他には、川魚、
解体されてない鶏や鴨（まだ食されてないという象徴）、旬の野菜、そして白飯と酒
などが用意された。魚や鶏などは、必ず頭を公堂の奥側に向けて置かれた。これにつ
いては、「供物が外から自然に家のなかに入ってきた」ことが意味されているという。
なお、料理を配膳する順番は、豆腐、肉、野菜の順であり、また、図７に示したよう
に一定の秩序のもとで配置された。 
 
図７ 為親羹飯における各道具の配置のイメージ 
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 羹飯の準備が完了した後、現在の主人が招待する先祖の名前を、座の秩序に従い各
先祖に「羹飯焼好了、各位老祖請享用（食事を用意したので召し上がってください）」
と言葉をかけた。それによって、先祖の霊が召喚すると信じられてきたためである。
祭壇の線香が五分の一程度の高さになるまで燃えると、先祖が満足したと観念され、
その後、家族の全員が公堂の手前の庭に集まり、主人が酒を地面にこぼしながら円を
書き、円の中に先祖がそちらの世界で使うための紙幣である黄色の紙でつくられた「元
寶」を燃やして送った。その火が全て消えると、まずは料理、そして、次に椅子と机
を撤去したが、羹飯の料理は厨房まで移動させて家族で食した［注 19］。 
 このように、公堂における先祖への祭祀を通して、宅溝で先祖と共に生活している
ことが、家族全員が共有する意識として強化され、宅溝において最も重要な空間であ
る公堂の神聖性が維持されたものと考えられる。また、先祖と人びと、あるいは、人
びと同士が食を共にすることで、同じ複合家族に属する人びとの「われわれ意識」を
高めていったものと考えられる。 
 
４．通過儀礼における公堂と住居空間の活用 
 数々の通過儀礼のなかでも、結婚式と葬式の二つの儀礼には、公堂を中心とした宅
溝全体の空間が利用された。これら二つの通過儀礼は、宅溝の家族の成員の数が変化
し、住まいの状況が変わる行事であり、きわめて象徴的に受け止められていたといえ
よう。 
 
4.1.新たな家族を受け入れる結婚式 
 かつて、中国では、結婚した新婦は、その後の生涯を新郎の家族の一員として送っ
た［注 20］。また、結婚式は、夫婦が婚姻關係を結ぶことと同時に、複合家族にとっ
て「新たな家族を受け入れる」儀式でもある。それゆえに、それにふさわしい演出が
行われてきたといえよう。 
（１）住居空間の結婚式の空間への転換 
 まずは、結婚式の儀礼を考察したい。 
 結婚式は家族全員の儀式と認識された。結婚式に際しては、まず住居に対する装飾
を行った。主にめでたい色とされる赤色のさまざまなものが設えられた。たとえば、
図８のように、新郎の住居では正門の門額に「紅彩」と称される赤い絹製の布が掛け
られた。正門と夫婦の部屋の扉の両側には祝いの言葉が書かれた対聯、各部屋の窓枠
図８ 左：結婚式において正門に飾られた紅彩と対聯のイメージ、右：扉と窓に飾られた対
聯と双喜のイメージ 
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には二つの喜の漢字を併記した「双喜」の切紙が貼られた。このような装飾を通して、
結婚式の雰囲気が形成されるとともに、住居空間全体が、一時的に日常の生活空間か
ら非日常の生活空間への転換がなされた。 
 公堂も儀式の空間へ転換された。公堂の後ろ扉には、「三星図」［注 21］と称される
絵が貼られた。これは、今後の幸せな生活を祈るためであるとされる。そして、3.2
で前述した宗代羹飯の行事が行われ、先祖の霊が、結婚式の参列者かつ立会人として
召喚された。一方で、結婚式の宗代羹飯では前述した為親羹飯の豆腐料理が禁忌とさ
れた。すなわち、豆腐料理はこの二種類の羹飯を区別するしるしであった。また、日
常生活や他の儀礼では食されることの少ない肉が多用された。こうして、食材の面か
らも日常とは異なる結婚式の雰囲気づくりがなされたのである。新婦の家においても
同様に、宗代羹飯が行われ、先祖の霊が召喚された。また、儀式後の二日間にわたり、
新郎新婦両家の公堂において宴会が行われ、通常は一方の家族の空間と認識されてい
る公堂が、一時的に両者が共有する空間となった。 
 こうして、喜悦を招き入れ、先祖の霊を招待することで、住居空間は結婚式の特別
な空間へと転換された。この転換は、正門、庭と公堂の空間を、普段は家族の私的な
空間である住居を、一時的に外部の人に開放する共有空間として開放することで、新
たな家族を受け入れることを象徴したものと考えられる。 
（２）住居・家族に入る際に結界の強調 
 新婦は「外の人」と認識され、嫁ぎ先の住居・家族に入る際には、保護・浄化・承
認などの手続きが必要とされた。 
 住居の準備が完了した後、昼食後新婦を迎えに行く「迎親」［注 22］が行われた。
新郎は迎親の行列の先頭に立って新婦の家に向かった。新婦は駕籠（図９）に乗り、
家を出た時点から新郎の家に入るまで、足が地面に接触することは禁忌とされた。ま
た、新婦の頭には、他の人から見えないよう「蓋頭」と称される赤い頭巾が被せられ
た［注 23］。これは、それまでの人生と別れ、新たな家族の一員として「清潔な身」
を保つという意味があったという。新郎の家に到着すると、駕籠は必ず正門の敷居ま
で運び、新婦の足を駕籠から直接住居の内側に接地させた。 
図９ 崇明島における「江南三民文化村」に所蔵されている結婚式用の駕籠（筆者撮影） 
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 正門のすぐ内側では、新郎の家族が稲藁とごまの茎の束を赤い紙で結んでつくった
「三灯陽火」を等間隔に三つ並べ、迎親の行列が到着した時点で火を点けた（図 10）。
新郎は三つの三灯陽火の上の方の間、新婦は下の方の間［注 24］を跨いで、宅溝の内
部空間に入った。三灯陽火の間を通過することによって、新郎新婦の穢れが浄化され
ると考えられており、すなわち、この時点から空間転換がなされた住居に入ることが
可能となるのであった。 
 そして、新郎新婦は、正門から公堂まで、「代」と称される赤色の紙が敷かれた道
を歩くことで、「伝代接宗」［注 25］の祈願が込められた（図 10）。公堂に入ると、平
伏しながら三度の拝礼を行った。なお、この三度の拝礼はそれぞれ「天と地」「父と
母と先祖」「夫婦相互」へ向けられたものであるとされる（図 11）。 
その後、夫婦は二人でその後暮らす部屋に入り、餅・棗・桂園（龍眼）・蓮を具材
図 10 左：三灯陽火と代が敷かれたイメージ、右：曹家宅においてそれらが設置される位置
（白い点線） 
 
図 11 堂における各関係者の位置（三星図のイメージの出典：
http://www.58pic.com/sucai/11356830.html） 
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としたスープを互いに食べさせ合った。餅は豊かな生活、棗と桂園は「早」と「貴」
との同音を借りて早くに子どもが授かること、蓮は結びを意味し、それらを共食する
ことを通して幸せな婚姻生活を祈ったのである。 
儀式が終わった後、当日の夜に、新郎の住居の堂と手前の庭で宴会を行った。図 12
に示すように一定な秩序に従って座が配置され、新郎の家族の住居は新婦の家族と共
有する空間となった。また、翌日の夜では、また新婦の住居で宴会を行った。 
 このように、新郎新婦の住居空間が共有され、新婦を家族に受け入れるために、迎
親・正門に入る・代を歩く・公堂での拝礼・部屋での共食という、五つの段階におい
ては、それぞれの空間を通過・利用する際に内と外・空間の意味が強調されつつ、結
婚式という通過儀礼が達成された。また、公堂における拝礼は、新婦が新たな家族の
一員と認識され、さらに宗代羹飯によって召喚された先祖から夫婦二人の婚姻の承認
をいただくための行為であった。 
 
4.2.逝去した家族を送る葬式 
 死は家族に悲しみをもたらせる事件である。それとともに、儀式を通して死者を円
満に送ることが、残された家族の人びとが果たすべき役割と考えられてきた。 
 崇明島における葬式には、家族と親戚だけでなく、死者の友人、そして近隣と集落
の人びとも参加した。 
（１）住居空間を葬式の空間への転換 
 葬式においては、結婚式のように住居のそれぞれの空間に装飾をするのではなく、
正門の門額にのみ白い麻と木綿の布をかけるという演出がなされた。これは、当該の
住居が葬式の状態に入るという記号であった。ただし、一つの宅溝にとって初めての
葬式は、家族にとって交代の始まりであり、悲痛なことよりも、むしろ吉事と考えら
れており、吉を表す赤色の装飾が施されたという。 
 崇明島では、人びとの寝台上での死は今後その死者の霊が寝台に閉じ込められると
図 12 結婚式の宴会における座の配置のイメージ 
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考えられ避忌されてきた。それゆえ、住居内で自然死する場合は、死者の長男、ある
いは長孫が公堂の扉を外して公堂の地面に置き、臨終の人を堂まで運び、公堂の扉を
外した後、その上に載せた。死者が家族における目上の者の場合は上の方の扉、目下
の者の場合は下の方の扉［注 26］を用いるという決まりも存在した。子孫がいない男
性が亡くなった場合は、彼の男性の兄弟［注 27］がその役割を担った。また、女性の
場合は、第一にその夫が運ぶ役割を担い、次いで長男、そして長孫、最後に他の男性
家族の順に応じてその役割を担った。なお、この最初に遺体を運搬する人物は、葬式
を執り行う役を務めた。この人物については当該地域では特別な呼称はないが、本章
では以下喪主と記す。死者が住居の外で亡くなった場合は、必ず遺体を回収しに行き、
喪主が背負って公堂まで運んだ。ここから、以下に記す遺体の処理や、公堂における
一連の所作が行われた（図 13）。 
 喪主は外された扉の上に遺体を載せた後、遺体の頭を北に向けた。死者は家族の主
人や目上の者の場合は公堂の上の方、目下の人は下の方に置いた［注 28］。喪主は死
者の体を拭き、「老布」と称される古くなった綿布を下着の代わりに巻いた後、死者
図 13 上：葬式における公堂の配置のイメージ（南方向から見る立面図）、下：公堂の配置の
イメージ（平面図） 
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の髪の毛をきれいに切り梳かして整えた。この一連の所作は「路路通」と称され、来
世までの道をうまく通行できるように願う意味があった。喪主は、一晩中遺体のそば
にて通夜を行い、同時に家族の他の成員が死者の訃報を周囲に知らせた。 
 その後、二日目の昼食後午前 11 時頃に、葬式に向けて再び遺体の処理を始めた。
図 13 に示すように、まず遺体を扉に載せた状態で、遺体の頭が南向きとなるように
扉を回転させた。なお、これは「回正」と称された。その際に遺体を公堂の中心に移
動し、死者の家族が遺体を拭きながら、喪主は死者の頭を持ち上げ、寿衣［注 29］と
称される帽子や靴、下着、上着を着用させた。また、遺体の胸部に死者の顔が映りこ
むように鏡を配置した。これは、自分の人生を最後に見た後、未練なく死後の世界に
向かってもらうという意味が込められていた。最後に、その後の葬式の間中、遺体の
足を延ばした状態で固定するために、白い紙で包んだ煉瓦を遺体の足の両側に一枚ず
つ置いた。なお、その際の煉瓦は、普段家屋の補修のために保存されている備品が利
用された。 
 同時に、他の家族は公堂の扉側に竹で支柱をつくり、その上に地面まで届く「好簾
布」と称される白色の綿布を一枚掛けた。これは、外から遺体が直視されないように、
つまり、霊堂に視覚的に外の空間と断絶され、閉鎖的な空間をつくるためであった。
葬式に参加するために来訪する親戚内の目上の者は、持参してきた新しい布や布団を、
この好簾布の上に掛けた。なお、これらの新しい布や布団は、供養のためのものでは
なく、これから家族で使われるための贈りものである。また、普段は神棚か仏壇があ
る公堂の一番奥側に位置する机は、死者の慰霊の祭壇として使われた。この机の上に
は生の豚の頭、餅、果物、鶏などの供物が配置されるとともに、供物の両側に白い蝋
燭が設置され火が点された（図 13）。喪主は上の方に、死者の他の親しい家族は下の
方に座り、葬式の参加者に対して参列への礼を申し伝える空間となった。 
 さらに、近隣や親戚の青年は公堂の手前の庭に「喪棚」と称される日陰を設置した。
これは竹で支柱をつくり、その上に簾を敷いたもので（図 14）、葬式の参列者のため
の公堂の外での休憩所でもあった。 
 このように、住居空間は葬式の空間へと転換された。特に、神聖な公堂の空間は、
図 14 公堂の前の庭につくられた喪棚のイメージ 
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死者を休ませる霊堂空間となり、死者の親族が死者と別れると、死者が死後の世界ま
で行く準備を整える唯一かつ最適の空間と考えられた。 
（２）霊と身を円満に送る送葬儀式 
 当該地域においては、人は、死後、霊と身
体が分離すると観念されてきた。霊は一度位
牌に宿った後来世に送られ、その後もたびた
び公堂に戻ってくるが、身体は墓に送られ現
世に保存されると考えられてきた。約 80年前
からは、死後三日後、すなわち、必ず三日間
遺体を公堂に安置した後に送葬儀式が行われ
るようになったという［注 30］。それ以前は、
遺体を棺に入れて公堂の上の方［注 31］に置
き、三年間が経過してから送葬を行っていた
という。ここでは前者について分析する。 
 死後二日目の夕刻（５時頃）、まず死者の霊
を死後の世界へ送る儀式が行われた。喪主は
先頭から、図 15のような大根の上部の半分と
葦と紙でつくった仮の位牌［注 32］を手に持
ち、他の線香を持つ家族とともに遺体の周囲
を時計回りに三周回った。そして、正門の外
で死者が生前使用した服と寝台の敷物（織物、藁、葦など）、および手元の線香とを
一緒に燃やす「焼床柴」と称される儀式を行った。これらは、遺体から霊を剥離させ、
霊が葬式において一時的に宿る依代をつくるための儀式であった。 
 その後、三日目の昼食後の 12 時頃、遺体の送葬が始められた。葬式の参加者の中
でもとりわけ豪腕の者が棺を公堂に運び込み、喪主が遺体の頭をもち彼らと力を合わ
せて遺体を棺に入れた。棺は木匠に依頼し制作したものであり、主に杉の木材でつく
られ、死者が生前に用意したもの、あるいは死後家族が葬儀店から購入したものであっ
た。宅溝から棺を出す際には、公堂の好簾布と庭の喪棚の竹の支柱を全て外し、喪主
が仮の位牌をもって葬送行列の先頭に歩き、「祖墳」という先祖の遺体が埋葬された
墓地に向かった。祖墳は一般的に家族の田の周辺にあった。なお、最初に祖墳の位置
を決めた際は、風水師［注 33］に頼んで選んでもらったという。 
 葬送の間、家族の女性は泣きながら喪歌を歌いつつ、棺が太陽に当たらないように
傘で覆ったという。また、棺を祖墳まで運ぶ途中では、どのようなことがあっても行
列を止めてはならず、かつ、棺は地面に触れさせてはならなかった。これは、当該地
域全体で共有されており、送葬の行列に出会う崇明島の人びとは、必ず道を譲った。
なお、当該地域では、生前の住居が「陽宅」、死後の墓場が「陰宅」と称されており、
両者とも住居と認識されてきた。葬送を行い、遺体を宅溝の外へ送ったとしても、そ
れは、「これからの住宅」への転居の行事と捉えられていたと推察される［注 34］。外
の穢れを死者に付けてはならずこれらの約束事が遵守されてきた。 
 葬送にあっては、往路と復路では図 16 に示すように必ず異なる道を使用した。住
居の正門を出入りする際も、棺を出す際は上の方、行列が帰る際は下の方［注 35］の
通路を使った。これは、円を描くことで円満の意味を達成するためであった。その際、
葬列がつくる閉じた空間は、死者を送るために一時的に家族が共有する特別な空間と
観念された（図 16）。行列が住居に帰ると、葬式の穢れを浄化するために、仮の位牌、
図15 大根でつくられた仮りの位牌のイ
メージ 
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公堂の好簾布と庭の喪棚の竹の支柱を、敷地外の正門のすぐ傍らで燃やした。また、
遺体を載せた公堂の扉もあぶるようにわずかにその火に触れさせて浄化させた。そし
て、紙でつくった家屋や生活用具の模型をその火で燃やし、死者が死後の世界で使用
できるように送った。 
 死を重視する崇明島の人びとは、円満に死者の身と霊を送葬するために、一連の演
出を三日間かけて行った。また、一人の家族が亡くなることは、特にその核家族にとっ
ては愁傷なできごとであるとともに、以後、より重くなった生活の負担を残りの成員
が担う責任転換をも意味していた。特に、葬式を担当した喪主は、その後の生活にお
いては責任のある立場に置かれることを意味しており、このように、葬式はまさに生
者の通過儀礼でもあったといえよう。 
 
５．宅溝の住居空間の多義性 
 本章では、新年と羹飯、結婚式と葬式といった非日常生活を事例として取り上げ、
まさに、人びとの働きかけによって、宅溝の空間における演出がなされ、一つの空間
が実に多義的な空間として活用されたことを明らかとしてきた。表２に示したように、
厨房と公堂、田は、日常的には、それぞれ、食事の空間、会議の空間、生業の空間で
あるが、年中行事を行うことによって、いずれもが神・霊と共有する空間となった。
そして、複合家族に関わる重要な二つの通過儀礼においても、公堂を中心として住居
空間全体が、住まいの空間から儀式空間へと転換がなされた。 
 
 
 
図 16 遺体送葬のルートのイメージ 
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表２ 年中行事と通過儀礼における宅溝の活用 
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 このように、崇明島の人びとは、単に日常生活における空間秩序［注 36］を構築し
たのではなく、非日常生活におけるさまざまな演出を通して空間の意味性を延伸し、
もう一つの空間特質を構築していことが明確になった。いわば、宅溝は、多義性を有
する生活空間であったといえよう（図 17）。 
 しかしながら、興味深いことに、日常生活で解析した内と外、上と下の概念は変更
されることなく、非日常生活においても活かされていることも明確になった。むしろ、
非日常生活は、日常生活に必要不可欠な内と外、上と下の概念をより強固にする役割
も果たしていたものと考えられる。 
 今日においては看過される傾向にあるが、こうした生活者が主体となって参与する
非日常生活も、日常生活と同様、当該地域の気候・風土、すなわち、限られた時間・
空間のなかで、生活者自らの手によって展開され定着してきた住まい方の重要な一部
である。 
 
６．おわりに 
 以上、考察してきたように、崇明島の伝統的住居である宅溝には、非日常生活を取
りまとめた結果、より明瞭な空間特質が確認された。生活空間への巧みな営為は、生
活者にとって生活の不可欠な一部であり、住居空間を基盤として家族の生活の永続性
図 17 多義性を持つ宅溝の空間特質の構造図 
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が追求されてきたことがうかがえる。それらの空間的な特質をまとめると、以下の５
点となる。 
（１）宅溝では自然と密接した年中行事が行われ、住居空間への活用と家族全員の参
与によって生活様式が継承されてきた。 
（２）宅溝は人・神・霊が共住する空間と認識され、神や霊の加護を受け裕福な生活
が得られるよう、新年・羹飯の年中行事を利用してその存在を再認識し維持・更新が
図られてきた。 
（３）公堂の空間は、崇明島の人びとにとって住居空間のなかで最も重要な空間であっ
た。 
（４）外部の人を家族として受け入れる結婚式では、住居の複数の内と外の境が利用
されるとともに強調された。また、結婚は公堂に宿る先祖の承認をいただいた上で達
成したものであった。 
（５）葬式では、公堂は来世への入り口と認識され、死者の身と霊に休息を与え、来
世への準備を整える空間となった。また、葬式は、喪主にとってはその後の家の責任
を担うという通過儀礼としての意味もあった。 
（６）（１）～（５）を踏まえ、非日常生活においては、生活者が生活空間を特定の
活用をすることよって、日常生活における空間特質とは異なる多義的な特質が構築さ
れた。 
 総じて、非日常生活の演出における合理的な人の役割分担、厳密な所作、身近なも
のと生活空間への巧みな営為などの要素は、家族の継承、住まい方の伝承、さらに全
般の生活文化の伝承を可能としたシステムが創出されてきたと言えよう。 
 崇明島の人びとにとって宅溝は、短期間に建て替えることを前提に建設されたもの
ではない。家族が永続することと同様、長きにわたり家族の生活を支え続けることが
求められたのである。それゆえ、宅溝と人びとの生活の諸相は正しく対応したもので
なければならなかった。そのようななかで獲得された秩序に応じた家族成員の生活へ
の参与、すなわち住まい方によって次の世代へと宅溝とその暮らしは伝承されてきた
のである。持続可能な社会が求められるなか、こうした営みの再認識はわれわれに大
きな生活づくりの方向性を示唆してくれるものといえよう。 
 今日、住居空間には、主として、居心地のよさや、空間の広さ、利用し易い間取な
どの、物理的・効率的に生きるための機能性が重要視される傾向にあるように思われ
る。また、結婚式や葬式などの儀礼も、家屋ではなく外部の式場などが利用されるよ
うになっており、かつて、宅溝において、まさに生活の基盤としての住居空間を再認
識し再構成するプロセスは捨象されている。また、こうした伝統的住居の消失に伴い、
生活者自身が主体的に創出・構築してきた文化そのものが喪失するとともに、それを
再構築する人的・価値観的な諸条件さえもが失われつつある。本章においては、主に
「こと」に基づいた空間演出の言語化・視覚化を通して、住まい方について多角的な
議論への可能性を示すことができたと考えている。宅溝の空間特質の再発見・再認識
からはじめ、まず当該地域の人びとに地域振興の実践可能な方策を導出し、今後の内
発的な地域再生の起点として、当該地域の持続可能な発展に活用していきたい。 
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注 
１）筆者が序章に前述した現地調査の全般の結果、そしてそれらにおいて印象に基づ
いた結論 
２）筆者の 2015年９月 14日と 20日午後曹家における聞き取り調査による。 
３）前掲２） 
４）2015年 6月と 2016年９月の現地調査において聞き取り調査の対象者、および前
掲２）の曹振山氏により、近代まで行われてきた年中行事を取り上げた。 
５）焼餅（日本語では音訳シャオビン）は中国のパンの一種。小麦粉でつくられたパ
イの形状のものである。 
６）端午節の別称。旧暦の５月５日の端午節について、端ははじめの意で、午は十二
支の五番目である。中国語において午は「５」と同音であり、また、５月は一年
にける最初の陽月であり、端陽節とも称される。 
７）前掲２） 
８）第三章の考察と結論による 
９）前掲２） 
10）諸橋轍次：大漢和辞典、大修館書店、3446、1991.4.1。二幅對の掛物。詩、又は
名文佳句等を書いたもので、家の入口、門などに掲げる。 
11）前掲２） 
12）前掲２） 
13）諸橋轍次：大漢和辞典、大修館書店、5469、1991.4.1。対聯の一種。除夜に硃箋
又は紅紙に吉語を一句ずつ書いて門上の左右に貼るもの。 
14）前掲２） 
15）前掲２） 
16）前掲８） 
17）前掲８） 
18）前掲２） 
19）前掲２） 
20）筆者の 2015年６月の聞き取り調査による。 
21）諸橋轍次：大漢和辞典、大修館書店、155、1991.4.1。福・禄・壽の三星。轉じ
て、三福神の意。本章において三星図は、三星が描かれた画像を指す。 
22）諸橋轍次：大漢和辞典、大修館書店、11549、1991.4.1。婚禮を行ふ日、男の方
から親戚朋友の内の幾人かを擇び、新妻の家に至り新妻を迎へ来るのいふ。新婦
を迎へる。結婚する。親迎。 
23）前掲 20） 
24）前掲８） 
25）諸橋轍次：大漢和辞典、大修館書店、906、1991.4.1。婚禮に、新婦が壻の家の
門を入る時、地を履ませないために敷く袋。傳袋。傳席。【傳代接宗】系統を絶
やさない。本章において地面に敷くのは袋ではなく紙である。 
26）前掲８） 
27）前掲 20）により、当該地域では目上の人が目下の人の遺体を運ぶことは「血統を
継ぐ子孫がいないことで家族の不幸」と考えられており、男性兄弟さえもいない
場合は父 
28）前掲 8） 
29）諸橋轍次：大漢和辞典、大修館書店、2569、1991.4.1。死者に著せる衣服。 
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30）前掲 20）により、中国における近代化による伝統的葬式の思想が破棄され、西洋
の先進な考えが普遍化された時期から 
31）前掲 8） 
32）前述 3.2に述べた 49日の羹飯が終わったら正式の位牌が高堂に置かれる 
33）新村出：広辞苑第六版、岩波書店、2422、2008.1.11。山川・水流などの様子を
考え合わせて、都城・住宅・墳墓の位置などを定める術。本章において「風水師」
はその術を持つ人を指す。 
34）前掲 20） 
35）前掲 8） 
36）前掲 8） 
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１．はじめに 
これまで、崇明島における伝統的住居である宅溝の構造、そしてそれらに基づいた
日常と非日常生活の空間演出にみられる多義的な空間特質を明らかにした。漢民族で
ある崇明島の住民が創出してきた宅溝の住居とその住まい方は、今日まで著しい特徴
はないと考えられ、研究がなされてこなかったことに対して、「平凡でありながら、
アイデンティティを有する」と理解された。また、本研究において明確にした宅溝の
住まい方の生活文化は、今後当該地域に展開する民俗学・文化人類学・デザイン学な
どの各領域における研究に資することが期待できる。 
しかし、今日の崇明島の人びとは、政府の画一化の計画と中国全体の近代化の影響
を受け、宅溝そのもの、そして住まい方の生活文化の価値が軽視されているようにみ
える。その軽視は、人びとの主観的な意識によって起こされたのではなく、物質的需
要が最優先である社会的価値観の下で、人びとが自らの地域が有しているものことへ
の認識と関心が極めて低くなっていることが主な要因であると推測できる 1300 年前
から今日に至るまで、移住民の手によって作られた崇明島の生活文化が喪失の危機に
瀕している。 
崇明島の住民にとって住まいとしての宅溝とは、現実的な生活しやすさ以外にも、
これまで培ってきた生活観・世界観を体現する演出を通して、生活空間に複合的・連
動的な意味を与える場でもある。生活者である当該地域の人びとにとって、このよう
な意味が込められた住まい方こそが宅溝における生活の本来の姿であり、まさに生活
そのものの体現である。今後の方策としては、物質的にのみ宅溝を捉えた方策、たと
えば、博物館に宅溝の模型を置くこと、あるいは現存する建築を修繕してもそのまま
放置することなどより、生活者が住居空間において生活文化の継承を行い、さらにそ
の住まい方の文化を地域資源として活用することこそ、ふさわしいと考えられる。 
これから、本研究の最終の目的を果たすために、上述してきた考察と結果に基づき、
その住まい方の文化の今日的価値を明確にし、崇明島における内発的地域振興に活用
するため方策を導出していきたい。 
 
２．デザインの視点からみた住まい方の文化 
 文化は、人びとが知らず知らずのうちに消失してしまう傾向にある。一方、今日の
人びとは、自然環境の破壊に対して敏感である。それは、環境の破壊によって、空気
や水が汚染され、気候の不正常な変化などの現象が視覚的に捉えられるためである。
いずれにせよ、今日、人びとの生活に物理的に影響を与える原因には敏感になりやす
いものである。しかし、文化の喪失は、環境破壊とは異なり、効率性を求める今日の
社会に生活している人びとに直感されにくい。また、現代社会においては、「文化は
喪失しているのではなく、新しい文化が誕生している」という論点を持っている人も
少なくない。それは、われわれ人間が誕生してから創出した生活文化そのもの、さら
にその歴史的価値と今日的価値に対する知見と認識が異なっているからであろうか。
それに対して、デザインの視点から改めて文化を再認識することはその本来あるべき
対策への第一の段階となる。 
 
2.1.生活空間において住まい方の成り立ち 
 デザイン学は、ものと人の間に、創造・使用・維持・廃棄までの流れに発生してい
た諸関係について考察・提案をする科学である。その関係、すなわち、人が「もの」
を使用するなどの際に生起する「こと」、そしてその「もの」と「こと」に内包され
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ている「いみ」を追及する作業こそが、創造であり、デザインの行為の本質と考えら
れる。住まい方の文化の創出の場合、人間はどのような生活空間をつくるか、異なる
空間に対してどのような使用がなされたか、その使い方によってどのような意味があ
るか、さらにその意味に伴い逆に人びとの生活にどのような影響を与えたのか、そし
て、その背後にはどのような人びとの空間観念と生活観念があるかというのが、住ま
い方の生活文化の全体像である。 
本研究では、これまで、まずものである宅溝そのものと、日常生活と非日常生活に
おいて生活者によるその生活空間の活用事例を取り上げ、それぞれの空間演出を通し
て宅溝の空間特質を明確にした。さらに、宅溝という住居は、そこで暮らす生活者の
生活を実現する基盤であると提起し、生活者の観念を住居に体現することこそ、住ま
いの本来の姿であるという普遍的な結論を導出した。 
このように、デザインの視点から、改めて住まい方の成り立ちと全体像を示すこと
ができた。 
 
2.2. 「承上」と「啓下」により生活文化の伝承がなされた住まい方 
 日常と非日常の時間軸を踏まえ、宅溝には多義的な空間特質が存在し、今日までそ
の住まい方が継承されてきた。宅溝の生活空間は、生活者にとって家族・住まい方・
生活文化の伝承における不可欠な役割を果たした。この空間を基盤としたことは、宅
溝が永久な住居として建てられ、日常生活において複合家族の人と人・人と天の秩序
が立体的に構築され、また非日常生活において、合理的な人の役割分担、厳密的な所
作、空間への巧みな営為からうかがえる。まさに、家族の継承、住まい方の伝承、さ
らに全般の生活文化を伝承できるようなシステムであった。 
 このシステムを解析すると、人・もの・ことの要素から成ることがわかる。子ども
から高齢者までの家族の人、家族が予備している、または近隣と共有する道具と自然
からの恵み、漢民族の世界観に従いながら長い年月を経て崇明島の気候風土で形成さ
れた習俗、そして、これらの諸要素により決定づけられた時間と空間で順序良く主体
的に演出されることで、伝承の意味が成り立つ。 
 このように、伝承の媒体である宅溝における住まい方は、それ自体がより健全な発
展が求められる。無論、外部と交流をしながら、物質的・観念的な諸要素によって変
化が生起することがあるが、このシステムはまだ健在することを前提として、地域の
人びとが一方的にこれまで構築してきた住まい方を放棄・淘汰することではなく、外
部の影響を主体的に判断して自らの文化に吸収することができる。このようなことは、
歴史のなかで何回でも発生したと推測できる。すなわち、健全な状態に発展していく
地域は、単なる１つの円に循環するままではなく、螺旋のように「循環しながら前進
する」ことができる住まい方であろう。 
 
３．宅溝における住まい方の今日的価値 
 残念ながら、今日普遍的に見られる住まい方は前述したような姿ではない。科学の
進歩によって、生産力が高まり、まず住まいそのものは完全に生活者がつくるものか
ら商品にまで転換された。商品とは、今日大量生産・大量消費の社会で、人びとにとっ
て所有物の意味しかなかろう。住まいを、居心地が良いか、内装のスタイルのセンス
が良いか、空間の利用率が高いかなどに応じて改装するのは、今日の人びとがその商
品に対し求める主要な要望がそこに認められるからであろう。かつての住まい方には、
もちろん、このような機能的な側面も含まれている。さらに、生活空間で祖先を祀る
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場、行事を行う場、家族の通過儀礼を行う場所、そして家族と外部の「内と外」の秩
序がつくられるもの、家族内部での「上下」の秩序がつくられる間取、天と地とのふ
れあいができる場など、物理的に住みやすいという側面だけではなく、「生活」その
ものの実現にそれぞれの用途と意味が込められている精神的な空間こそ、住まい方に
欠かせない側面である。このような物理と精神の両面に基づいて構築された住まい方
は、それを配慮することにより豊かな生活創生ができるであろう。 
また、今日中国でもこれまで複合家族の住まいから核家族化に変容しつつある。そ
の結果、保育園、幼稚園、老人ホームなどの施設がつくられ、かつて家族内において
なされた高齢者と子どもへのケアと支援の責任は、一方的に全社会に負わせるように
変化した。また、先祖への祭祀や、年中行事において住居内家族の共食、結婚式と葬
式などの通過儀礼などの非日常生活活動は、今日までもある程度なされているが、結
局外部の公的施設が利用され、住居の本来具備している特質と価値が無視されつつあ
る。これらは、近代化された社会において社会の効率性を求めた必然的な結果ともい
えるが、たとえば崇明島のような農村地域では、そのかつての有益なシステムを還元
し、社会の負担を軽減するとともにより安定的な社会を構築することができると考え
られる。 
崇明島の人びとは、住居空間における空間演出の行為を通して、生活における諸観
念を表現して家族のコミュニティーを構築し、まさに宅溝を一つの小宇宙に営造した。
さらに、そのコミュニティにて交流をしながら豊かな生活創生については、こうした
暮らし方から学ぶべきことがあり、今日において大いに価値を有すると考えられる。 
宅溝における住まい方からみられるこのような今日的価値を見直しは、適切なデザ
インの手段を通してさまざま潜在的な地域資源を利用し、地域においてより健全な発
展とより豊かな生活が実感できる社会を構築することが期待される。 
 
４．宅溝における住まい方を内発的地域振興に活かす指針と方策 
 前述したように、これまで宅溝における住まい方は当該地域の生活文化を今日まで
伝承可能とさせたシステムを構築してきた。しかし、今日の背景の下で、刻一刻と厳
しさを増やしていく諸問題によって、そのシステムの維持と自身の活性が危惧されて
いる。こうした消失を未然に防止するために、今こそ一定の手段を通して再びこの住
まい方の文化を再生させるべきであろう。 
この再生は、かつての生活をそのまま戻し、そのシステムの再構築を目指すのでは
なく、これからより健全な地域社会を育成するために現状と合わせながら伝統的住ま
い方の今日的価値を利活用することを目指している。 
ただし、その唯一の前提は内発的地域振興の方針を貫くことである。一方的に外部
に頼り、外部に向かい、また外部に任せるのではなく、地域の人びとが自発的に自身
のために、地域の内発的発展を目指していくことである。 
ここでは、まず崇明島において、宅溝における住まい方を地域資源として取り上げ、
デザインの手段を用い、当該地域の振興に活かすための具体的な提案を提出する。 
 
4.1.今日の崇明島において内発的地域振興が実践できる条件 
今日物質的な裕福さを追求している価値観が支配的であっても、崇明島において内
発的地域振興が実践できるための条件はいくつか揃っている。 
まずは今日でも崇明島に残されている宅溝の住居そのものが存在する。筆者の現地
調査によって、多くの住居が転用あるいは利用ずに崇明島の土地に立っている。これ
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ら現存する宅溝の住居と家屋は、崇明島の全体的な生活景観を構成する重要な要素で
ある。 
そして、Design Harvestsのような組織が崇明島において活動を行っている。農村
地域の人びとの民生を重視し、伝統的生活の要素を考え、都市との連携をしながら崇
明島の魅力をアピールしている。また、文化局という部局の主催によって、崇明島に
おける伝統的演劇や、音楽、ものづくりなどの宣伝活動が行われている。 
また、今日近代化された上海のような都市において農村地域の生活を体験したい意
識を持つ人びとが増加している。筆者自身の見聞や、回りの親戚と友人にも、週末に
崇明島を訪ねて農作業を体験したり、地元料理を享有したり、森林公園や自然湿地で
くつろいだりしていくことは一種のブームとなった。 
さらに、漢民族が共有している伝統的生活の様式については、その形式が消失しつ
つあるが、その生活観念は今日でも種子のように人びとの心に残されていることが伺
える。筆者の現地調査によって、崇明島において新住居を建てた人びとの家にも、か
つての生活用具が利用され、身の回りにあるものを活用すること、二十四節気によっ
て農作業をすること、年中行事と通過儀礼の伝統的所作を守ることなどから、その住
まい方はたとえ形としてに表せなくても当該地域の人びとがそれを継承していきたい
という意識が見てとれる。 
 これらの条件によって、崇明島における宅溝の住まい方の振興は可能であると思わ
れる。今後において、これまで当該地域の人びとにより「当たり前なこと」「あまり
価値がない」「捨てても構わない」とされてきた住まい方とその価値を、まず地域住
民に理解・共有・再認識を促した上で、住民への地域が有する「地域資源」としての
住まい方の生活文化への関心と興味を喚起し、住民主導の内発的振興策を行うことを
目指すべきであろう。 
 
4.2.宅溝とその住まい方を活用する地域活動の提案 
具体的な地域活動の提案は、以下の通りである。 
（１）宅溝修繕小隊 
対象： 
宅溝を建てる技術を有する匠人、Design Harvests担当者、井亭村と財貿村の行政者 
目的： 
宅溝その住居を保全し、今後持続可能に維持すること 
主な内容： 
筆者が主催し、あるいは Design Harvests に提言してその体験活動の一環として、
まず当該組織のホームページにて活動の掲載や、SNSなどの手段を通して崇明島にお
ける人びとを主な参与者として募集し、宅溝修繕維持小隊を結成する。政府からの支
援金を申請して材料費と人件費に用い、時間の許す限り、匠人とともに崇明島におい
て住まいとして使用されている宅溝の修繕活動を行う。 
その後のステップとして、各地に固定的な宅溝修繕維持小隊などの団体をつくり、
居住されている宅溝のみならず、放置されている宅溝や、溝と民溝、さらに田や道路
を含めて農村地域の環境整備を維持する活動を行う（図１）。 
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また、黄大民氏への聞き取り調査によると、今日崇明島の小学校では竹細工の体験
活動が行われている。この活動と連動して、彼らの課外活動の一環として、小隊のメ
ンバーと共に、技術や宅溝という伝統的住居、およびその住まい方の文化を学ぶ機会
を提供する。職人と一緒に、倪家宅や曹家宅のような宅溝の修繕に関わり、職人の技
術や、家建ての行事、宅溝という伝統的住居の存在と歴史、そしてその住まい方の文
化を学ぶ。 
筆者は、図２のように、本研究でイメージ化した宅溝の住まい方の知識を絵本とし
て作成した。今後は、この活動の参加者に配付することで、技術のみならず宅溝の住
まい方を学習するための教科書として用いることができよう。 
 
 
図１ 宅溝修繕活動のイメージ 
 
図２ 宅溝に関する知識を紹介する絵本 
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期待される効果： 
小隊の人びとが職人から技術を学ぶとともに居住者によりよい生活環境を提供でき
る。また、学生の参加によって、地域の人びとの宅溝への再認識、学生の地域への再
発見を促すことが期待できる。一方的に新しい住居を建てるのではなく、宅溝へ居住
する意欲を喚起することで、それに伴い伝統的生活の継承ができよう。さらに、上記
が達成されていけば、崇明島の全体的な景観づくりにも効果があると期待できる。 
（２）新住宅において空間に対する再デザイン 
対象： 
井亭村と財貿村の行政者と地域政府 
目的： 
かつての宅溝の空間特質を新住宅の空間構成に附加すること 
主な内容： 
筆者が主催し、地域政府の許可の下で当該村落から実施する。今日新住宅において
も伝統的作法によって年中行事や通過儀礼が行われている現状を踏まえ、本研究で明
確にした空間特質を附加する。 
 具体的な手法として、まず新住宅の空間構成に対して空間特質を附加する方法を検
討し、ガイドブックを作成し住民に配布する。今日崇明島における新住宅は、主にか
つての宅溝の敷地に建て替えられたものである。溝と庭は残されたことや、左右対象
の構造、家屋中心に堂がつくられていることなど、かつての宅溝の構造を基に改造さ
れた痕跡がみられる。これらから、日常生活における内と外、上と下の空間秩序、ま
た、非日常生活における空間と関わる行事と儀式の所作について、改めて認識し、そ
の特質を附加することは可能である（図３）。 
 それぞれ異なる新住宅の空間配置を考察し、分類した上でガイドブックを作成し、
さらに結婚式や葬式において空間演出の再指導を行う。 
筆者は、図４のように、宅溝の空間特質とそれらを新住宅に附加する可能性を示す
ガイドブックを作成し、2018 年１月に本研究の聞き取り調査対象者に配布した。曹
振山氏からは高い評価が得られた。これを近隣や知り合いで共有することで、よりよ
い宣伝効果が期待できる。また、張衛忠氏、黄金達氏により、当該村落の住民に配る
ことが決定された。袁雷氏からは、文章をより簡潔にし、崇明島の人びとに理解しや
すくしてもらいたいという意見をもらった。 
図３ 新住宅の空間デザイン例のイメージ 
 
 80 
 
期待される効果： 
 崇明島における新住宅の住民のより豊かな生活を実現することができる。また、宅
溝の住居が建て替えられたとしてもその空間特質がある程度継承できる。 
 さらに、新住宅をデザインする人、新住宅を買う人などにもガイドブックを利用し、
例示したような住居空間のデザインが可能であることを意識させることが期待できる。
今日上海市などの都市部に通勤、通学する当該地域の人びとが、新住宅においても、
これから宅溝の空間特質を学び、認識しながらその価値を見直すことが期待できる。 
（３）伝統的年中行事と通過儀礼の記録、公開と再演出 
対象： 
崇明島文化局、井亭村、竪新鎮と財貿村の行政者、村落の公民館担当者 
目的： 
伝統的年中行事と通過儀礼を記録して資料として保存し、地域の文芸活動に活用し、
その所作と行為を継承すること 
主な内容： 
 本研究の今後の進め方の一環として、画像、映像として記録し、その所作と空間演
出を抽出し、再構築してドキュメンタリーや演劇などを作成する（図５）。 
 住まい方はものだけではなく「行為」であるため、今後も崇明島の人びとに継承さ
図４ 宅溝の空間特質と新住宅に附加する可能性を示すガイドブック 
図５ 結婚式の所作を演劇に織り込んだイメージ 
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れ、たとえば、村落の掲示板やラジオを利用し曹家宅と龔家宅の村落を拠点として情
報網をつくることを地域政府に対して請求し、宅溝、または新住宅で行われる行事と
儀礼を周知し、実際の生活における演出を参加できるように推進する。地域の人びと
に今日と違う住まい方を体感させ、自発的にそれらを自分自身の生活に応用すること
を試みる。 
期待される効果： 
 筆者が本研究を通して理解した住まい方の生活文化を、今後は、彼ら自身の手によっ
て彼らの生活における実際的な演出を実践することによって、より多くの地域住民と
共有し継承していくことが期待できる。今日に至るまでその住まい方を維持・継承し
てきた人びとは、他の地域住民にまず「情報と機会を提供する」ことができる。宅溝
の住まい方を話題として提起され、「動的な記憶」としても崇明島の人びとと共有す
ることが期待できる。 
（４）体験型宅溝民宿 
対象： 
Design Harvests担当者、財貿村の行政者と地域政府 
目的： 
今日放置された宅溝の再利用と宅溝の住まい方の体験施設の建設 
主な内容： 
 観光開発の企業などを実行の対象として、今日放置された宅溝を体験施設の建設を
地域政府に提言する。たとえば、提案（１）の継続として、地域の有志者とボランティ
アとともに、本研究で明確にした空間特質を３D 化して AR 技術を用い、倪家宅を例
として、体験型の民宿に改造する（図６）。宿泊者にとって、かつて宅溝における生
活の様子が再現され、宅溝にこのような空間特質があることの提示を受けながら宿泊
ができる。また、かつての生活用具などを地域住民から収集し、さらに倪家の子孫が
その場において実際の生産活動を行わせるような演出と展示をする。さらに、崇明島
における住民に向け、結婚式などの式場として提供する。 
また、今日崇明島には、図７のように、宅溝を新しく改造して民宿にする例がみら
れる。これから、筆者がそれら民宿の経営者に対して、一方的に新しいものを追加す
るのではなく、たとえば、かつて崇明島の人びとが生活に用いた道具などを用意して
来客に使用させる。さらに周囲の住民と連携し、農作業や生活様式が体験できる活動
を計画することで、続々と崇明島らしい暮らし方、崇明島独特な住居とその住まい方
の体験ができるように推進したい。 
図６ AR 技術を用いて、左：かつての生活様子の再現のイメージ、右：宅溝の空間秩序の強
調のイメージ 
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期待される効果： 
 放置された宅溝の再利用によって、その住居としての価値を活かすことができる。
今日単なる保護や、博物館に模型を置くなどの展示に対して、宅溝の空間特質と住ま
い方をより豊富な形式で人びとに伝えることができる。崇明島における住民にも、外
部の観光客にも、実際の体験を通して、宅溝とその住まい方の魅力と価値を再認識さ
せることが期待できる。 
 
4.3.崇明島における地域活動の実践についての長期的展望 
前述４．２において提出した内発的地域振興活動の提案は、これから一方的に中央
政府に頼るのではなく、まず地域の人びが地域政府と協働しながら行うべきであると
考える。筆者が学んできた宅溝の住まい方の研究成果を延長し、今日地域の人びとと
ともに「学び」の姿勢を整え、彼らが主体的に進行していくことを目指したい。 
本研究で明確にした宅溝の住まい方の諸要素は、まさにこれらがあったこそ宅溝は
「小宇宙」として成り立つ。こうして、かつての生活から抽出した知恵を地域住民と
共有し、現代の生活においても「人間らしい住居空間」を崇明島に再構築したいと考
えられる。 
総じて、宅溝と崇明島を舞台として、かつて宅溝における住まい方の「行為」を、
デザインの手段を通して再び演出する。地域住民の行動によって、伝統的生活を学ば
せ、感じさせ、活用させ、今日においてより豊かな生活を実現していくことが期待で
きる。さらに、将来の世代に、これまで知らない住まい方を、今後のもう一つの選択
肢として与えたいと考えられる。 
内発的地域振興は、決して短期的な活動によって著しい効果を得られるものではな
く、数年、数十年に及ぶ長期的な営みである。特に、その起点において地域住民の意
識を喚起するための活動は、微細な行動であるからこそ実践できると思われる。 
筆者は宅溝とその住まい方の研究に携わった一人として、前述した提案の対象者と
ともに、これらの地域活動を推進しながら、今後の内発的地域振興の方策を考案し、
サポートしていきたい。 
宅溝と住まい方の生活文化のみならず、内発的地域振興活動を通してより多くの地
図７ 今日崇明島における民宿のイメージ （写真出典：
https://a0.muscache.com/im/pictures/409c7ae7-7e0d-4d6a-aed7-2a0b4761395f.jpg
?aki_policy=xx_large   
http://www.designharvests.com/images/themeExperience/_MG_0322.JPG ） 
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域資源が地域住民自らの手によって発掘され、生気のある地域を営造することが発展
の方向である。伝統的生活文化諸側面にみられる価値を絶やさずに今日の社会に活か
し、長い年月をかけて構築されてきた地域自身の生活構造を保ちながら、より健全な
地域社会を実現する未来像を展望したいと考えられる。 
 
５．おわりに 
本研究は、いまだ崇明島における暮らし方の全体像を明確にするには至っていない。
筆者は、今後、本研究の成果を中国語に訳し、中国の学術界や大学、地域住民、地域
政府とともに共有していきたいと考えている。将来、本研究を起点として、より豊富
な地域資源を再発見することが期待できる。 
今日発展途上である中国、及び政府の開発計画の影響を受ける崇明島では、内発的
地域振興活動の展開は決して容易なことではない。また、文化大革命と改革開放によっ
て、人びとの自文化に対する認識断層が生じたことがみられ、再び伝統的生活文化へ
の重視を提唱することは、挑戦的なものである。 
一方、今日では本研究の視座から良い傾向の萌芽が見られる。中央政府は地方の文
化的側面に関する発展について、直接官民連携や企画をすることを行ってはいないが、
民間の努力にさまざまな支援を与えている。有形・無形文化財の登録・保護、古い町
並みの維持管理、農村地域の観光開発などを支えている。また、伝統的生活文化に着
目した NPO 組織などの民間組織も、中国の各地域（特に少数民族地域）に設立され、
伝統的工芸やものづくりの保護、技術の記録と伝承などで活躍している。 
本研究で明確にした宅溝とその住まい方の生活文化の意味と今日的価値、さらに今
後地域資源として利活用を行う指針と方策を、今日物質的・効率的な生活を求める方
向が主流になった結果生起したさまざまな社会的課題に対して活用していきたい。そ
して、改めて、「住居」を「生活をつくる基盤」として、その「住まい方のあるべき
姿」を、まず崇明島の人びとに再認識してもらい、当該地域の内発的地域振興に活か
せることに期待したい。 
崇明島の人びとが創出してきた文化を資源として認識した上で、地域への愛着を取
り戻し、順に当該地域の社会的問題を解消し、より良い未来を創出できるような基礎
をつくりあげていきたい。さらに、本研究の結果は普遍化され、崇明島以外の地域に
おいても、地域が有した伝統的生活文化が地域の発展に資する資源として認識され、
また、最終的に全社会においても人びとが潜在的な創造力を改めて身につけることが
できる一指針となることが望まれる。 
 デザインの視点からの住まい方に対する研究は、決してその文化を保護して後世に
残させることで終えるのではない。人びとがその研究の結果に基づき、今日の社会に
おける諸問題に対する解決策を、伝統的生活文化のなかから見出す必要があり、持続
可能な体制で導出することであろう。加えて、各地域の生活文化が地域住民に「価値
がある」と認識することである。後世に継承されることによって、地域のアイデンティ
ティが保持できると思われる。デザインの最も上部的な目的とは、人びとのより豊か
な生活を求めることである。それを果たすために、生活文化への研究を通して、潜在
的な地域資源の再発見・再認識をした事例を踏まえ地域のアイデンティティを育てて
いくことは、豊かな生活の創生の重要な要素である。 
 改めて本研究を概観すると、現地調査と聞き取り調査によって得られた情報によっ
て、宅溝における住まい方について詳細に論じてきた。一方、調査を進めるに伴い、
民溝の建設・維持・使用の方法、宅溝の建設材料および他の生活用具供給の仕方、複
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合家族間の人間関係、村落における共有の空間と道具と使用上の秩序、村落と町との
生業の関係、村落単位の活動などの事例を手掛かりとして、今後それらについて研究
の展開が可能である。 
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あとがき 
 
本研究の展開と今後について、最後に筆者が若干述べたい。 
崇明島における宅溝とその住まい方に注目したのは、偶然な機縁ともいえる。筆者
の大学におけるプロジェクトの経験を踏まえ、本研究の事前調査を行う際に、最初に
竹の生活用具に注目した。当時、宅溝を含めて崇明島におけるさまざまな生活様式の
記録を取りながら事例収集を行った。その後、指導教員の指導の下で、この魅力的な
伝統的住居は崇明島の暮らし方を再認識・再発見するために大いに価値があると判断
した。次に、深く宅溝そのものと住まい方を精査し、結果としてよい発見ができたと
いえる。知名度の高いものや普遍的に認識されたものを切り口として地域振興の研究
を行う方法に対して、まず自ら地域に入り、そこの暮らし方などを通じて、研究の着
目点を決めることこそが正しい姿勢かもしれない。 
 今日中国においては、地域振興活動が台頭しているともいえる。筆者の友人にも、
それぞれの地域において伝統工芸の振興や、農村地域の観光開発などの事業を推進す
る人がいる。中国のように、地域政府の自治権利が相対的に弱い現状に対して、民間
と企業の手によって、政府がそれらをサポートする役を担うという形式で地域振興を
展開していくことが、今日、そして今後の実際的な方法と考えられる。 
 筆者は、内発的地域振興論の下で地域振興の指針を論じたが、このような考え方と
観念を、より多くの学者、さらに人びとの価値観などに普遍化し、より多くの人の理
解を得たい。飛躍的な経済発展が実現した今日の中国において、このような考え方に
よって、今後の持続可能な発展が期待される。 
とはいえ、内発的地域振興の考え方は、研究者の一方的な思いにすぎず、現実では
実現できないというような否定論がある。今日、交通手段と情報手段の発展はきわめ
て革新的であり、このような現状では、外部から出来る限り利用可能な手段を通して
発展を求めるのは当然な考えともいえる。しかし、一方的な外発的な発展は、それが
招いた諸問題にも目を向ける必要がある。無論、近代化・工業化・グローバル化の発
展は今日どの国においても進まれているが、一方、内発的発展はそれらと矛盾するも
のではなく、大きな流れに対して、たとえば農村地域において「もう一つの発展」を
求め、平行することで諸問題を軽減し、さらには解決する考え方である。 
 次に、文化について、伝統的文化が今日自然的に消失したものであり、これからま
た新しい文化が誕生していくことが人類の自然的なことというような観点がある。筆
者も、本研究領域の理論と方法論を学習する際に、この観点について思考していた。
ここでは、文化を歴史に敷衍し、伝統的文化を研究するのは、決してかつての生活に
戻ることを目指しているのではなく、伝統的文化を学びながら今日の生活に活かせる
方策を導出することが、本領域のデザイナーの正しい姿勢であろう。 
 ところで、もう一つの、筆者が今までも解明できない点は、文化の伝承と、人びと
がそれに対して自律選択と自律淘汰の基準は一体何であろう。中国は、近代化などの
影響だけではなく、文化大革命の影響も受け、伝統的生活文化とその継承の根本が相
当破壊された。一方、たとえば春節の習俗や、葬式の所作、端午節などの節分節日の
項目などは、今日の社会環境のなかでも行われている。日本も、明治維新以後暦法や
言語にさえも、かつての伝統を一気に放棄したが、生活におけるさまざまな伝統文化
が継承されてきた。上層部の決断によって人びとの生活が徹底的に変えることがない
とはいえ、逆に、人びとが「何を残す、何を捨てる」というようなノーハウについて、
今後誰かによって解明できれば、人間科学の大進歩ともいえよう。 
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 筆者は、今後どのような環境においても、これまで持ってきた視座と疑問が一生自
分自身に伴うことになろう。また、周囲の、さらに世の中の人びとが、社会を維持す
るために貢献するだけではなく、よりよい人間社会を構築するために社会を動かすこ
とができれば希望を満たす将来が実現できるともいえよう。 
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１．現地調査記録 
1.１．聞き取り調査記録（挨拶など省略） 
2012年９月８日 10時頃、建中村における沈代青氏、沈秀英氏 
Ｑ：住居の裏にある竹園は、崇明島においては一般的につくられたものですか？ 
Ａ：昔はほとんどの家の裏につくられていたが、今は少ないです。 
Ｑ：たけのこは家族で食べるのでしょうか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：いつ頃たけのこを取るのですか？ 
Ａ：清明節頃に採るのは「夜生筍」、立夏頃に採るのは「三大頭」、５月頃に採るのは
「五月季」です。 
Ｑ：たけのこは販売しますか？ 
Ａ：昔は売らなかったが、今では、一般的なサイズのものは一本２元、大きいのは１
キログラムで 0.5元程度で、鎮まで販売しに行くことがあります。 
Ｑ：この竹園はいつ頃つくられたのですか？ 
Ａ：私の曽祖父の世代からあったものです。かつて近隣は皆竹園を持ってましたが、
今は我々だけです。 
Ｑ：竹園や竹の利用法は他に何かありますか？ 
Ａ：笹を枕に入れたり、笹の芯をお茶にしたり、また夏には家族で竹園で夕食を取る
ことがありました。 
 
2012年９月８日 10時頃、建中村における黄衛珍氏 
Ｑ：今の住居はいつ頃建てられましたか？ 
Ａ：1952年頃昔の住居の敷地で建て替えました。 
Ｑ：今の住居の溝は、昔の住居にもあったものですか？ 
Ａ：そうです。飲用水を採取したり洗濯するなどに使われてきました。 
Ｑ：厨房の竈にある絵は、どのようなものですか？ 
Ａ：これは「灶花」というものです。各家にあり、それぞれの家族が描いたもので、
吉祥の意味があります。 
Ｑ：壁に掛けられた大きな竹のザルはどのような用途に使うものですか？ 
Ａ：小麦粉を入れたり、唐辛子や他の農作物を干す時に使います。 
Ｑ：竹のザルは自分でつくったものですか？ 
Ａ：かつてつくれる人もいましたが、うちのものは購入したものです。 
Ｑ：どこから購入しましたか？ 
Ａ：かつては隣の村に竹細工の職人がおり、その人から購入しました。今はほとんど
いません。 
Ｑ：いくらぐらいで購入できますか？ 
Ａ：かつては農産物で交換するものでした。購入の場合、近年までは１つ２元程、今
では 20元まで値上がりしています。 
Ｑ：住居内の小さい畑には何を植えていますか？ 
Ａ：大根や、ほうれん草、じゃがいもなどを植えています。 
Ｑ：皆同じようなものを植えていますか？ 
Ａ：近隣の住民で相談をして、それぞれ異なるものを植えています。収穫後に交換し
ます。 
Ｑ：畑にある灰色の粉はなんですか？ 
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Ａ：それは竈で燃やした木材や、竹と藁の灰で、肥料にしています。 
Ｑ：そこの簾は何でつくられたのですか？ 
Ａ：あれは葦でつくられたものです。 
Ｑ：そこの箒は何でつくられたのですか？ 
Ａ：それはほうき草と葦でつくられたものです。 
Ｑ：ほうき草とは何ですか？ 
Ａ：（庭にあるほうき草まで案内され、）このような草です。 
Ｑ：これはわざわざ植えたものですか？ 
Ａ：わざわざではありません。種がどこかから飛んできて自然に生えてきたもので、
刈らないままにしておいて箒をつくりました。 
Ｑ：壁にかけてある竹はどのような用途に使うものですか？ 
Ａ：それらは物干しや農具の柄に使います。 
Ｑ：今日崇明島に、伝統的住居はまだありますか？ 
Ａ：ほとんどありません。私の祖母の家は「宅溝」でしたが、今では放置されていま
す。 
Ｑ：そこまで案内してもらえますか？ 
Ａ：（放置された宅溝まで案内され、）ここです。溝はまだありますが、家屋が倒壊し
雑草が沢山生えています。入り口は東向きです。 
Ｑ：この溝は、どのような用途に使うものですか？ 
Ａ：防犯や、生活用水などに使われてきました。 
Ｑ：溝の水はどこから導入しますか？ 
Ａ：溝は民溝とはつながっていたので、その川の水を使いました。 
Ｑ：三つの家屋があったのですね？ 
Ａ：そうです。正面の「主宅」と、両側の住宅があります。主宅の裏側に竹園があり
ました。 
Ｑ：敷地の面積はどのぐらいですか？ 
Ａ：敷地の幅は８mぐらいで、奥行きは約 20mです。 
 
2012年９月８日 11時頃、建中村における封年成氏 
Ｑ：崇明島の葬式の習俗を伺いたいですが、葬式の喪主は誰ですか？ 
Ａ：一般的には死者の長男、そして順番でいうと次男か、娘となります。 
Ｑ：遺体はどのように処置しますか？ 
Ａ：死後は住居内に置きます。そして家族が近隣や親戚に知らせに行きます。 
Ｑ：葬式における特別な食物はありますか？ 
Ａ：葬式に参加する人に砂糖水や煮卵を用意します。また、料理人を雇って参加者の
昼食と夕食をつくります。通夜をした家族は自分で朝食をつくります。 
Ｑ：遺体の置き方には拘りがありますか？ 
Ａ：初日は壁に寄せて置きましたが、二日目に中心に移します。また、遺体は地面で
はなく堂の扉を外して、その上に置きます。 
Ｑ：葬式には他に何かの習俗がありますか？ 
Ａ：崇明島のでは「喪棚」を建てます。竹の支柱をつくって、その上に葦の簾を敷き
ます。 
Ｑ：私が調べた本の中では、崇明島では「拾骨頭」という二次葬の習俗があると書か
れていますが、それは本当ですか？ 
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Ａ：大昔にはありました。遺体を埋葬した数年後に骨を拾って壺に入れて、また他の
ところに埋葬します。それは「積骨頭盆」といいます。 
Ｑ：崇明島では村と村の境はどう区別されますか？ 
Ａ：そこまではっきりした境はありませんが、住民の間では一般的に民溝や道路を境
として認識し、村と村を区別します。 
Ｑ：崇明島における他の節日について伺いたいですが、特徴的な節日はありますか？ 
Ａ：中秋節では「孔明灯」をします。また新年に大掃除をした後にゴミを住居の門前
で燃やして、「辞旧迎新」を意味することがあります。 
 
2012年９月８日 13時頃、堡北村における馬氏 
Ｑ：今何をつくっていますか？ 
Ａ：「涼皮」（豆製品の一種）をつくっています。これは家族代々継承された産業です。 
Ｑ：道具などはどこから入手しましたか？ 
Ａ：道具は簡易なもので、ほとんどが自分でつくったものです。 
Ｑ：（「甘蘆粟」（サトウキビの一種）をお土産としてもらいました、）この甘蘆粟はご
自身で植えたものですか？ 
Ａ：そうです。うちは涼皮以外には甘蘆粟を植えて販売しています。 
Ｑ：食べられる部分以外のはどう処分されますか？ 
Ａ：穂と茎はヤギの餌にします。 
Ｑ：壁にかけられた竹のザルはどのような用途に使われますか？ 
Ａ：落花生などを干す以外にあまり使っていません。 
Ｑ：破損などがあったらどう修繕しますか？ 
Ａ：かつては修繕してくれる職人がいましたが、ひどい破損がある場合は修繕せず燃
料にします。 
 
2012年９月８日 15時頃、小竪村における王氏 
Ｑ：この芦屋はいつ頃建てられましたか？ 
Ａ：80年前頃です。 
Ｑ：今何を打っていますか？ 
Ａ：ごまを打っています。 
Ｑ：その打つための道具は自分でつくったものですか？ 
Ａ：これはかつて使ったものです。 
Ｑ：家に竹の容器などはありますか？ 
Ａ：あります。用途に応じて、農作物を入れるものや、料理を入れる蓋のあるものと
箪笥など沢山あります。 
Ｑ：こちらにもほうき草がありますね。 
Ａ：はい、箒をつくる草です。 
Ｑ：そこに蘆の簾は沢山ありますね。 
Ａ：はい、蘆だけではなく、丈夫にするために中に細い竹も挟みこんでいます。 
Ｑ：竹は他に何かの用途がありますか？ 
Ａ：溝で養殖している蟹の柵や、庭の柵などにも使います。 
Ｑ：この竹の容器には何が入っていますか？ 
Ａ：お米です。 
Ｑ：お米はご自身がつくったものですか？ 
 93 
 
Ａ：そうです。 
Ｑ：脱穀などはどうしますか？ 
Ａ：村には精米所がありますので、そこで精米します。 
 
2012年９月８日 16時頃、斉南村における王氏 
Ｑ：この新しい住居でも溝が残されていますね？ 
Ａ：そうです。でも今はほとんど放置されています。飲用水や洗濯、蟹と魚の養殖も
していません。 
Ｑ：裏にある竹園はどうように利用されていますか？ 
Ａ：たけのこを採って食べ、竹の竿を道具などにします。 
Ｑ：竹細工はご自身でつくりますか？ 
Ａ：いいえ、販売してくる人から購入します。 
Ｑ：今日でもそのような人がいますか？ 
Ａ：かつては月一回ぐらい来ましたが、今日では数年に一度程、外部の人がくること
があります。 
Ｑ：そこに干してある葉はなんですか？ 
Ａ：それは落花生の葉です。干した後にヤギの餌にします。 
Ｑ：この倉には独輪車と竹の竿が保存されていますね。 
Ａ：そうです。独輪車は昔野菜を販売するために使いました。また鎮まで買い物をし
に行く時に使っいました。もう数十年間使っていません。竹の竿は農具や物干し
に使います。 
Ｑ：かつて農具はどう購入するか、どうつくられましたか？ 
Ａ：金属の部分は鎮から購入して、自家の竹を入れてつくります。 
Ｑ：この竹の椅子もかつて竹の道具を販売しに来た人から購入したものですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：この竹の物干しもご自身でつくりましたか？ 
Ａ：そうです。つくるとは言えないが、そのままの形を使っています。 
Ｑ：この竹の箪笥はいつ頃購入したものですか？ 
Ａ：これは 30 年前頃に購入したものが、今日でも料理を保存するために使っていま
す。 
Ｑ：この長い竹の竿に網が付けられていますが、どのような用途に使うものですか？ 
Ａ：これは魚をとるための道具です。 
Ｑ：他に生活の中では、竹の道具を使いますか？ 
Ａ：野菜を洗うものや、お米と研ぐもの、農作物を干すもの、米を入れるものなどは
すべて各種竹の道具を使います。 
 
2012年９月 10日 12時頃、西門村における朱氏 
Ｑ：あなたは崇明島の出身ですか？ 
Ａ：いいえ、安徽省から移住してきました。 
Ｑ：船で暮らしていますか？ 
Ａ：最初に来た時では、数年間自分の船で暮らしていましたが、今では港の近くに住
宅を借りています。 
Ｑ：船はどこから入手しましたか？ 
Ａ：実家の船会社から購入したものです。 
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Ｑ：捕獲した魚はどう販売しますか？ 
Ａ：魚の販売者に賣ります。 
Ｑ：海か、長江で魚をとりますか？ 
Ａ：主に長江の魚をとります。たまには河口まで出航することもあります。 
Ｑ：川に船が沢山泊まっていますが、皆知り合いですか？出航も一緒ですか？ 
Ａ：親戚も一緒に移住してきましたので、彼達と一緒に出航します。他のは同じ出身
の人もいますが、一応知り合いです。 
 
2012年９月 10日 14時頃、友誼村における黄大民氏 
Ｑ：この村に有名な竹細工の職人がいると聞きましたが、あなたのことですか？ 
Ａ：そうです。うちは代々竹細工をやってきました。今ではこの村に私以外の職人が
いません。 
Ｑ：発祥はいつ頃からですか？ 
Ａ： 300年前頃の清代から羅氏という僧侶が竹細工の職人であり、ここに定住しまし
た。その後、黄氏という養子にその技術を伝承しました。私はその黄氏の子孫で
す。 
Ｑ：伝承する相手は常に長男ですか？ 
Ａ：最初はそうでしたが、家大きくなり分家をして、東黄家と西黄家の 2つの分枝と
なりました。私は西黄家の子孫です。 
Ｑ：2つの黄家はどのような関係と状況ですか？ 
Ａ：東黄家は主に大型の竹道具をつくりますが、西黄家は精密な竹道具をつくります。 
Ｑ：かつてここに黄家以外に、竹細工の職人がいましたか？ 
Ａ：沢山いました。ここは元々沈家沙といいますが、羅氏が竹細工の技術をここに伝
承した後に羅家埭と改名しました。民国時代は 80 戸ぐらいの家族が竹細工の職
人でした。 
Ｑ：その 80戸ぐらいの家族も分業をしましたが？ 
Ａ：そうです。平均的に、大体 20 戸は編み物、20 戸は大型道具、20 戸は小型道具、
20戸は竹ザルをつくります。 
Ｑ：なぜかつてそんなに多い職人が、今日一気に消えたのですか？ 
Ａ：1958年政府が「港西竹器厰」を建設し、大規模生産を開始したので、皆どんどん
あきらめました。 
Ｑ：今日では、竹の道具のはどのぐらいの値段で売られますか？ 
Ａ：大きな竹ザルは 80元、竹のバスケットは 30～40元ぐらいで売れます。 
Ｑ：この竹の屑も保存していると見えますが、これはどのような用途に使うものです
か？ 
Ａ：これは漢方薬の一つであり、多汗症を治療します。要望する人がいますので、昔
からきちんと保存してきました 
Ｑ：今日では生活用具以外に、何をつくりますか？ 
Ａ：いろいろな会社から工芸品の注文もありますが、自分でもヤギの頭や野菜の形の
工芸品をつくっています。 
Ｑ：こちらの一番大きい竹ザルをつくるのは、どのぐらいの時間がかかりますか？ 
Ａ：このサイズのものは大体 12時間がかかります。 
Ｑ：使用している竹の種類はなんですか？ 
Ａ：ザルなどの小道具は崇明島の真竹と淡竹を使います。家具などの大きいものは孟
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宗竹を使いますが、崇明島にはほとんど植えられてないので外部から購入します。 
Ｑ：崇明島だけではなく、外部から注文されることがありますか？ 
Ａ：崇明島周辺の地域（上海や北の江蘇省）からよくあります。また、たまに外国の
人からも注文されました。 
Ｑ：かつての生活においてどのような場面に竹の道具が必要ですか？ 
Ａ：昔の生活用具はほとんど竹の道具を使いましたた。寝台に敷くゴザや、稲を干す
ゴザ、米を研ぐ容器、米を入れる容器、野菜を入れる容器、買い物用のバスケッ
トなどに竹の道具を使いました。 
Ｑ：今日あなたのこの技術を後世に伝承していきますか？ 
Ａ：自分の子孫には伝承していません。たまに小学校に行って竹細工の授業をしたり、
老人クラブで皆に教えたりします。政府や会社などからも公開授業を依頼された
ことがあります。 
Ｑ：竹の道具の修繕はどうなされますか？ 
Ａ：昔は修繕して欲しい人がいましたが、近年ではほとんどいません。修繕も状況に
応じて難しいことではありません。 
Ｑ：外部から孟宗竹を購入する時には、いくらぐらいかかりますか？ 
Ａ：根本から１m、周長１尺（約 25cm）のものは一本 40元です。 
Ｑ：一本の孟宗竹はどのぐらいのものがつくれますか？ 
Ａ：私が購入した孟宗竹は家具ではなくザルをつくります。大きいザルの場合はちょ
うど少しだけあまるぐらいです。 
Ｑ：毎日つくっていますか？ 
Ａ：もう商売をやめました。今はその気になったら趣味としてつくっています。蒸籠
や、工芸品、ザルとバスケットをつくっています。 
Ｑ：これらの製作用の道具はどう入手しましたか？ 
Ａ：大部分は私の父から継承したもので、鎮にある金具の店に専用のものを頼むこと
もできます。 
Ｑ：購入する竹以外にも、かつて崇明島の人びとは住居の裏に竹園をつくると聞きま
したが、その竹を使うことは可能ですか？ 
Ａ：近隣の人は今でも竹園を持っていますので、たまに竹をもらうこともあります。 
 
2012年９月 12日 14時頃、竪新鎮における杜海宇氏 
Ｑ：今でもこの集落に竹の道具をつくる人がいますか？ 
Ａ：今はほとんどいません。祖父の世代にはまだつくれる人は村にいますが、今はつ
くっていません。 
Ｑ：竹の道具などを生活に使っていますか？ 
Ａ：多少使っています。椅子などの家具は外部から購入しますが、ザルなどの道具は
鎮にある店に売っています。 
Ｑ：その産業はどのような流れですか？ 
Ａ：職人は大体自分と親戚や近隣の分を主としてつくっています。余った分は回収業
者に売って店に集め、また販売されます。 
Ｑ：生活用具に竹の道具の割合はどのぐらいですか？ 
Ａ：今日では約 10％ぐらいです。 
Ｑ：今日では店からしか購入できないのですか？ 
Ａ：そうですね。かつて他の村の販売業者が村に回っ来ましたが、今日ではまったく
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見えません。 
Ｑ：今日この村には竹園を持つ家族がありますか？ 
Ａ：うちの村では 1つの家族しかもっていません。 
Ｑ：竹園は主にどうのように利用されますか？ 
Ａ：たけのこを食すか、竹の道具をつくります。 
Ｑ：竹園を持っていない人はどうしますか？ 
Ａ：かつて竹園を持つ家族が沢山ありましたので、今でも、もし必要があれば竹園を
持つ人から無料で竹をもらうことができます。 
Ｑ：竹の道具はつくれるが、竹園を持っていない人もいましたか？ 
Ａ：はい、大体竹を他の家族からもらって自家用の量だけつくります。 
Ｑ：つくり方はどう伝承されますか？ 
Ａ：簡易な道具はかつてほとんどの人がつくれました。互いにつくり方を勉強し共有
します。 
Ｑ：竹細工の技術について、政府から何かの支援と政策がありますか？ 
Ａ：明確にはありませんが、たまに宣伝する時に提起されます。 
Ｑ：村と村の境はどうのようにつくられましたか？ 
Ａ：主に民溝や、道路、田で区切りました。しかしそこまで明確な境ではありません
でした。 
Ｑ：伝統的節日などは村単位で行われましたか？ 
Ａ：春節や、端午節、他の節分節日は大体家族で行いました。 
Ｑ：他の村単位の祭りや、活動などがありますか？ 
Ａ：たまには村で映画会や、歌と踊りの集会を行います。 
Ｑ：今日では農業を生業としてしている人が多いですか？ 
Ａ：今日地元には農業をする人が少なくなっています。自分自身が所有する田を外部
の移住者に貸して、商売などをする人が多いです。 
Ｑ：そのような人びとは一切農作業をしないですか？ 
Ａ：たまには野菜などを植えますが、自分自身が消費する量だけを植えています。余っ
た少ない量でも鎮まで売りに行きます。 
 
2013年５月 20日 13時頃、竪新鎮における龔氏 
Ｑ：今日何を植えていますか？ 
Ａ：青梗菜や、大根、大豆などを植えています。 
Ｑ：一年中このようなものしか植えませんか？時期によって変わりますか？ 
Ａ：春はウマゴヤシ、夏ごろは大豆、秋は青梗菜や大根などの野菜を植えます。 
Ｑ：この伝統的住居は、夏場に風通しの方法をどのようにしますか？ 
Ａ：家屋の後ろの扉を開いて、正面の扉の半分を外します。 
Ｑ：天窓はありますか？ 
Ａ：ありません。 
Ｑ：かつてこの住居の裏に竹園がありましたか？ 
Ａ：ありましたが、ここの住人がほとんどいなくなり、若い人は手入れをせず、放置
してどんどんなくなりました。 
Ｑ：かつてこの竹園はどのように利用しましたか？ 
Ａ：物干しや、農作物を干すための台に使いますが、またたけのこを採ることなどが
あります。 
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Ｑ：竹の編み物などもご自身でつくることがありますか？ 
Ａ：私はつくれません。 
Ｑ：かつて村はつくれる人がいましたか？ 
Ａ：かつてにはいましたが、この村の人はほとんど彼から購入しました。今はもうい
ません。 
Ｑ：崇明島の結婚式にはどのような習俗がありますか？ 
Ａ：私が結婚した時には駕籠に乗りました。新郎が行列をつくり迎えに来ました。私
も布を織り、嫁入り道具にいれました。 
Ｑ：それはいつ頃のことですか？ 
Ａ：私が結婚したのはもう 66年前ですね。うちの主人が 2年前になくなりました。 
Ｑ：崇明島の葬式では「喪棚」をつくりますか？どのような用途ですか？ 
Ａ：そうですね。それは参加者や、楽器を演奏する人の庇をつくるためです。 
Ｑ：遺体もその棚の下で置きますか？ 
Ａ：いいえ、遺体は堂に置きます。頭は外側に向けます。 
Ｑ：棚は部屋の中ではなく外でつくりますか？ 
Ａ：そうです。堂の外側の庭に建てます。 
Ｑ：誰が建てますか？ 
Ａ：家族の若い人や、たまには近隣の若い人も手伝います。 
Ｑ：昔の葬式にはまた何かの所作がありますか？ 
Ａ：昔は火葬ではなく、遺体を棺に入れました。また、その遺体が入った棺は家に三
年間も置きました。 
Ｑ：どこに置きますか？ 
Ａ：堂の壁に寄せて置きました。 
Ｑ：それはいつ頃前までの習俗ですか？ 
Ａ：私の両親の葬式の際には、遺体を三日間しが置きませんでしたが、曽祖母の時に
は三年間置きました。 
Ｑ：その後遺体の送葬を行いますか？ 
Ａ：そうです。行列の先頭は位牌を持つ人、そして親族、最後は棺です。今日ではも
うその様子が見えませんね。私の二代前からはもう火葬でした。 
Ｑ：この間崇明島の他のところで、車に乗りながら黄紙を散らす様子を見ましたが、
昔のやり方は何ですか？これはどんな意味ですか？ 
Ａ：昔は行列が進みながら散らしますが、送葬後は燃やします。これは死者が死後の
世界で使うお金です。 
Ｑ：黄紙以外にも何かの供物かありますか？ 
Ａ：紙でつくられた元宝や、家屋や家具の模型などもあります。 
Ｑ：埋葬する場所はどう決められますか？ 
Ａ：家族の先祖が埋葬されたところにします。 
Ｑ：新年の習俗はなんですか？ 
Ａ：鶏やヤギを殺して料理にしますや、自家が植えた野菜を料理にして家族全員で食
事をします。 
Ｑ：今は一つ一つの村で分けられていますが、昔はどうでしたか？ 
Ａ：昔は村という名称ではありませんでした。そんなに区分されませんでした。 
Ｑ：買い物とかはどこでしますか？ 
Ａ：鎮で買い物をします。地主などはさまざまな店を経営していました。 
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Ｑ：かつての燃料は主に何を使いましたか？ 
Ａ：自家の田の藁、蘆、竹などを使いました。食材なども、かつての生活に使うもの
はほとんど自家のものを使いました。 
Ｑ：薪や、柴などは使いませんでしたか？ 
Ａ：木が少ないために、あまり使いません。 
Ｑ：この家屋を建てた時に、様式やデザインはどう決められましたか？ 
Ａ：ここはうちの曽祖母の世代が建てた住居ですが、私はまだ生まれてないのでよく
わかりません。 
Ｑ：かつて崇明島の住居にはほとんど溝をつくりましたか？ 
Ａ：そうですね、大部分の住居に溝がありました。今日では新しい住居が建てられ、
溝が埋め立てられたことが多いです。 
Ｑ：近隣との関係づくりはどうなされましたか？ 
Ａ：自家がつくった料理を近隣と共有したり、自家が植えた野菜を近隣と交換したり
することがあります。 
Ｑ：かつて冷蔵庫がなっかた時代では、食材の保存はどうされましたか？ 
Ａ：「高厨」という竹の箪笥に入れたり、竹のカゴに入れたりします。 
Ｑ：腐敗などはありますか？ 
Ａ：あまりありませんでした。昔はそんなに保存する食材があるわけではないので、
ほとんどすぐ食べました。 
Ｑ：今日でも鶏やヤギなどの家畜を飼育していますか？ 
Ａ：昔は鶏、ヤギ、アヒル、溝に魚と蟹を養殖しましたが、今は鶏だけ飼育していま
す。 
Ｑ：この家屋の地面はセメントですが、昔はなんですか？ 
Ａ：昔は土でした。 
Ｑ：この住居の向きはなんですか？東向きですか？ 
Ａ：うちは南向きです。 
Ｑ：伝統的住居はほぼ南向きですか？ 
Ａ：南と東向きの二種類があります。 
Ｑ：風水の拘りがありますか？ 
Ａ：昔はありましたね。風水師は風水盤を持って方位とかを決めます。今日ではそれ
を信じる人が少ないです。 
Ｑ：それは住居を建てる前にしますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつてこの住居の 2つの家屋はつながっていましたか？今は倒壊したのでわかり
ませんが。 
Ａ：かつては全部つながりました。うちは私の曽祖母の世代から、私は四代目で、８
つの部屋がありました。部屋も全部つながりました。 
Ｑ：どのような間取ですか？ 
Ａ：南向きの正房は５つの部屋があり、東向きの家屋には３つの部屋がありました。 
Ｑ：崇明島では子どもの出産について、何の行事がありますか？ 
Ａ：生まれたから 12日に「十二朝」と称される行事があります。昔は 12日以内に亡
くなることが多いため、12日が立ったら無事でしたら祝います。 
Ｑ：満月などの行事もありますか？ 
Ａ：それは地主など余裕を持つ家族がしますが、一般的に農家はしません。 
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Ｑ：成人式はありますか？ 
Ａ：農家では 12歳頃から他の職人の弟子になり、技術を学ぶことがあります。 
Ｑ：ここの大きいなカメは誰がつくりましたか？どのような用途に使うものですか？ 
Ａ：これは大昔に買ったものですが、私も入手元がわかりません。一般的に米や、大
豆、落花生とかを入れます。 
Ｑ：一般的にこのようなカメはどこから買いますか？ 
Ａ：これは外部の人が船に乗せて販売にきました。 
Ｑ：村の人がつくったものではありませんか？ 
Ａ：そうです。外部の人から購入します。 
Ｑ：葬式における遺体の置き方について、たとえば今この部屋ではどこに置かれます
か？ 
Ａ：家族で年上の人はこちら東の上首、年少者は西の下首で置きます。 
Ｑ：埋葬後の二次葬はやはりありましたか？ 
Ａ：そうです。死後数年後に骨を壺に回収して入れます。これは「積骨頭」といいま
す。 
Ｑ：数年というのは、具体的に何年ぐらいですか？ 
Ａ：一般的には 10年ぐらいです。衣服が腐敗し、骨だけが残された時にします。 
Ｑ：その壺はまたどこに埋葬しますか？ 
Ａ：元の位置に埋葬します。 
Ｑ：棺は出しますか？ 
Ａ：出します。壺は棺の中に入れます。 
Ｑ：いつ頃前なくなった習俗ですか？ 
Ａ：昔は土地が個人のものでしたから、先祖の墓場がありました。その後土地は国有
のものとされたので、土地と田が再分配され、先祖の墓場や、誰の先祖の骨がわ
からなくなったのでどんどんやめました。 
Ｑ：わからなくなった場合はどうしましたか？ 
Ａ：どうしても分別できなくなったので、泥や石を象徴として壺に入れました。 
Ｑ：死後の当日、通夜はしますか？ 
Ａ：はい、家族全員が側で見守ります。 
Ｑ：葬式はいつまで続きますか？ 
Ａ：三日間立ったら棺に入れます。 
Ｑ：その喪棚をつくる以外に、葬式の所作がありますか？ 
Ａ：あまり思いつきませんね。 
Ｑ：かつての農作業について、たとえば収穫の際に集落における祭りや行事がありま
すか？ 
Ａ：集落単位のはありませんでした。田は家族のものですから、節気によって田植え
から収穫まで家族内での祝いの行事があります。 
Ｑ：崇明島では、清明節や、端午節、重陽節などの行事はどのように行われますか？ 
Ａ：昔の農家では清明節はあまり行事をしませんでした。地主などは墓参りをします。 
Ｑ：かつて住居の溝はどのように川とつながっていましたか？ 
Ａ：川ではありませんが、この民溝は人が掘ったものです。うちもこの民溝の側に建
てました。溝も直接その民溝とつなぎました。 
Ｑ：かつて家屋の破損がある場合修繕は誰がしますか？ 
Ａ：これは専門の技術を持つ人を雇って修繕を行います。瓦が落ちたことなど簡単な
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作業は家族の人でもできます。 
Ｑ：かつて住居の周辺に何の木を植えましたか？ 
Ａ：果樹などを植えました。梅や枇杷など、自家で食べたり、販売したりをします。 
Ｑ：かつて村に共有の空間など、共有のものの置き場などがありましたか？ 
Ａ：ありませんでしたね。各家族が各自所有する場を使います。 
Ｑ：かつて水道水がない時代では、どこから生活用水をとりましたか？ 
Ａ：「溝水」を使いました。飲用水や、洗濯用水、ものを洗うための水などは溝の水
を使いました。 
Ｑ：洗濯などで水が汚れることがありますか？ 
Ａ：洗濯の場所と飲用水の場所が分けられました。うちは常に北の方で民溝をつなぐ
ところの活水から飲用水をとりました。 
Ｑ：こちらの扉にある彫刻は建てた時から施されたものですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：この文様はなんの意味がありますか？ 
Ａ：美観のためですね。文様の方は私も詳しく分かりません。 
Ｑ：彫刻は誰がしましたか？ 
Ａ：家屋を建てた人が彫刻しました。 
Ｑ：軒の瓦にある彫刻も家屋を建てる人がつくったものですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：この椅子みたいのものはどのような用途に使うものですか？ 
Ａ：これは農作物を干す時に竹のザルを載せる台です。 
Ｑ：これら倒壊した家屋はいつ頃倒壊しましたか？ 
Ａ：2年前頃ですね。今ここで住んでいるのは私だけなので、修繕の力と金もないの
でそのまま放置しました。 
 
2013年５月 21日 12時頃、竪新鎮における龔氏 
Ｑ：かつて住居を建てる時に神への祭祀活動はありましたか？ 
Ａ：昔はありましたね。壁の基礎をつくる時に爆竹をして、紙の元宝を燃やして土の
神を祭祀しました。 
Ｑ：大豆はいつ頃植えますか？ 
Ａ：大豆は早いものと遅いもの二種類がありまして、早いのは 6月頃、遅いのは 9月
頃です。 
Ｑ：大根はいつ頃植えますか？ 
Ａ：大根は５月頃です。 
Ｑ：青梗菜はいつ頃ですか？ 
Ａ：青梗菜は 10月頃です。 
Ｑ：秋には他に何かを植えますか？ 
Ａ：ほうれん草や、セロリなどの野菜を植えます。 
Ｑ：野菜などを植える際に、かつて防虫対策などはしましたか？ 
Ａ：今日は薬を使いますが、昔は特に何も使いませんでした。 
Ｑ：肥料の方はどうしますか？ 
Ａ：人間の糞尿を使います。 
Ｑ：どう収集しますか？ 
Ａ：田にカメを地面に埋めて、普段農作業をする際に排便はそこにして収集します。 
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Ｑ：燃やした灰なども肥料にしますか？ 
Ａ：そうでうすね。また、鶏などの家畜を飼う場合に、動物の糞も肥料にします。 
Ｑ：その灰は他に何かの利用がありますか？ 
Ａ：できたての灰は冬場に育舎に入れて暖房にします。 
Ｑ：人間の方は暖房対策がありますか？ 
Ａ：「烘缸」というものを使いました。金属の香炉みたいな蓋のあるもので、燃焼し
た灰、また藁や蘆などをいれて布団を温めたり、手に持って体を温めたりします。 
Ｑ：竈の熱を家屋に循環させる工夫、パイプなどはありますか？ 
Ａ：それはありませんね。 
Ｑ：燃料として使われる藁や蘆などはどこに保存されますか？ 
Ａ：庭に保存しました。雨の日は一時部屋内に移すか、油紙を上にかけます。 
Ｑ：かつて集落共有のものがありますか？ 
Ａ：ありませんね。各家族が自分のものを所有しました。40年代共産党の政策によっ
て田も何も共有のものになりました。稲作なども全部生産小隊の単位で一緒にし
ました。 
Ｑ：集落内の共同活動はありますか？ 
Ａ：かつてはほとんどありませんでしたが、40年代に田植えや、稲刈りなどは一緒に
しました。 
Ｑ：それ以外に何かありますか？ 
Ａ：昔の生活生産活動はほとんど家族の人でしましたので、集落単位で一緒に何かを
するのは特にありませんでした。 
Ｑ：かつての生活では、朝起きてたからまず何をしますか？ 
Ａ：まず火を起こして朝食をつくります。 
Ｑ：今私達がいるこの部屋は、名称がありますか？ 
Ａ：うちは中堂といいます。他に公堂などの名称もあります。ここは結婚や、葬式な
どをする場所です。 
Ｑ：結婚と葬式以外はこの中堂は使いますか？ 
Ａ：使いません。 
Ｑ：手前の庭には何の利用がありますか？ 
Ａ：子どもが遊ぶことなど、農作物を干すことなどに使います。 
Ｑ：野菜などもここで植えますか？ 
Ａ：昔では庭に植えません。今ここに住む人が私しかいないので、庭の一部を畑にし
ました。 
Ｑ：かつて火を起こす手段は何ですか？ 
Ａ：マッチを使いました。 
Ｑ：それ以前は？ 
Ａ：大昔のことですから、そえ以前は分かりませんね。 
Ｑ：昨日聞いた話ですが、箪笥に入れる料理は腐敗させないために何の工夫がありま
すか？ 
Ａ：料理の上に藁を敷きます。たまに箪笥ごとを外に出して晒すこともあります。 
Ｑ：かつてここの溝で魚を養殖しましたか？ 
Ａ：そうです。民溝から入ってきた魚を網で区切り養殖しました。盗む人もいました
よ。サリカ二も養殖しました。民溝でサリカ二を釣って食べることもありました。 
Ｑ：かつて溝を持つ家族は皆それらを養殖しましたか？ 
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Ａ：そうです。 
Ｑ：餌などはどうしますか？ 
Ａ：わざわざ餌をあげませんでした。溝にあるものを利用しました。 
Ｑ：かつてここの８つの部屋はどう分配されましたか？ 
Ａ：私が結婚して嫁入りの時は東向きの家屋の部屋に住みました。うちの旦那が主人
となった際に南向きの正房に移住しました。 
Ｑ：つまり正房は主人や年配者の部屋、年少者は他の家屋の部屋にしますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：年少者は年配者の部屋に入ることができますか？ 
Ａ：入ることができますが、敷居で挨拶をしなければなりません。 
Ｑ：かつて結婚式の際に住居はどのように裝飾されましたか？ 
Ａ：「紅彩」という赤い布をかけたり、堂に「三星図」を貼ったりするなどの裝飾を
しました。 
Ｑ：三星図とは何ですか？ 
Ａ：堂の奥側に貼る長方形の絵です。他の図案のある布団もかけます。 
Ｑ：なぜ布団をかけますか？ 
Ａ：布団の表面に吉祥文様が刺繍されたので、美観のためです。 
Ｑ：新婦を迎えたら堂で拝礼をしますか？ 
Ａ：そうです。三度の拝礼をします。葬式や、先祖を祭祀する時も拝礼をします。 
Ｑ：昨日聞いた葬式の話について、その喪棚は部屋の外で建てられたのですか？ 
Ａ：そうです。葬式に参加する人のために建てられたものが、うちの旦那が亡くなっ
た時に大きいな棚が建てられ、その下に 30個の机が設置され宴会を行いました。 
Ｑ：結婚式にもそれほど多くの人が来ますか？ 
Ａ：家族によって違います。 
Ｑ：結婚式は棚を建てますか？ 
Ａ：建てません。建てると逆に悪い意味になります。 
Ｑ：冬至、立夏などの節日には何の行事がありますか？ 
Ａ：端午節は粽をつくって食べます。立夏は焼餅をつくります。 
Ｑ：その餅には何の具材が入っていますか？ 
Ａ：小麦粉でつくりました。中にこしあんなどを入れます。 
Ｑ：有名な崇明糕は、いつ食べるものですか？ 
Ａ：それは新年の食べ物です。 
Ｑ：中には何をいれましたか？ 
Ａ：砂糖や、ひまわりの種、棗などを入れます。 
Ｑ：かつて皆がつくれますか？ 
Ａ：皆自分でつくれます。型や蒸すの道具も各家族が持っていました。今では店でし
か入手できません。 
Ｑ：あなたもかつてつくったことがありますか？ 
Ａ：ありましたよ。お米を粉に磨きました。蒸すこともしました。今は機械でつくら
れますね。 
 
2013年５月 23日 13時頃、井亭村における曹振山氏 
Ｑ：あなたは生まれたからこの住居に住んでいますか？ 
Ａ：そうです。 
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Ｑ：今日でもこの住居は建てた時のままですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつてこの住居の周囲に溝がありましたか？ 
Ａ：正面以外の両側に溝がありました。 
Ｑ：この住居の向きは何ですか？ 
Ａ：東向きです。 
Ｑ：この住居を建てたのは誰ですか？爺の方ですか？ 
Ａ：いいえ、うちの曽祖母の世代です。 
Ｑ：何年頃ですか？ 
Ａ：100年前ですね。 
Ｑ：住居を建てた時には家族の人が建てたのか、専門の人を雇いましたか？ 
Ａ：うちの家族にも木匠がいましたで、煉瓦や瓦などは他の専門の人を雇いました。 
Ｑ：木構造の方は家族の人でつくったのですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：建てた時に風水の拘りがありましたか？ 
Ａ：ありましたね。風水盤を持つ風水師を雇って風水を見てもらいました。また、住
居を建てる日の吉日を必ず選びました。 
Ｑ：なぜこの場所に家屋を建てましたか？ 
Ａ：うちの先祖もここに住んでいたので、その敷地に住居を建てました。 
Ｑ：風水以外に、何かの祭祀活動がありますか？ 
Ａ：棟上げの時に、爆竹を買って儀式を行いました。 
Ｑ：住居の周囲になぜ溝をつくりましたか？ 
Ａ：防犯対策です。 
Ｑ：外部不審者の侵入を防止するためですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：周囲の四面に溝がある場合はかけ橋もありましたね？ 
Ａ：うちは両面の溝ですからかけ橋が設置されませんでしたが、かつてうちの北側に
かけ橋のある住居を見たことがあります。毎朝それを降ろして、夜またかけます。 
Ｑ：かつてこの住居の裏にも竹が植えられていましたか？ 
Ａ：ありました。今日では川の拡張工事によってなくなりました。 
Ｑ：なぜ竹を植えましたか？ 
Ａ：まずは生活が便利になります。竹の竿は物干しや、農具の柄などに使えます。た
けのこも食べます。また竹の根本が川から土の流失を守ることもできます。 
Ｑ：かつてこの住居に部屋は何個ありますか？ 
Ａ：最も大きい時には 20個弱ありました。 
Ｑ：最大何人ぐらいが住んでいましたか？ 
Ａ：60人ぐらいいました。 
Ｑ：全員が同じ家族ですか？ 
Ａ：そうです。昔は今日の親戚と思われる人も家族として一緒に暮らしました。 
Ｑ：崇明島にはこのような宅溝以外に他の様式がありますか？ 
Ａ：ほとんどこの形式です。 
Ｑ：かつてここでは正門がありましたか？ 
Ａ：そうです。両側にも家屋がありましたが、倒壊しました。他の住居には住居を囲
む塀もあります。 
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Ｑ：かつて家屋の破損がある場合は家族の人が修繕しましたか？ 
Ａ：うちは木匠がいったので自分で修繕をしました。 
Ｑ：瓦などの建設材料はどこから入手しましたか？ 
Ａ：かつてうちの村には窯がありました。外部から粘土を販売してくる人から購入し
てそこで焼きました。 
Ｑ：この窯は村の人が共有するものですか？ 
Ａ：そうです。村の人全員が各自土も持参して使えます。そこに型もありましたので、
粘土を型に入れて乾燥させたら焼きます。 
Ｑ：この窯はどこですか？ 
Ａ：今日ではありません。かつては東側の田の隣にありました。 
Ｑ：その窯をつくったのは誰ですか？ 
Ａ：村の人たちが皆でつくりました。地主も金を出しました。かつての窯は相当大き
いもので、高さは４mぐらいです。 
Ｑ：あなたは今日までも農作業をしていますか？ 
Ａ：しています。 
Ｑ：四季ごとに何を植えていますか？ 
Ａ：春は小麦や、青豆など、夏は野菜などを植えます。 
Ｑ：秋は？ 
Ａ：白菜や、青梗菜などを植えます。 
Ｑ：冬は？ 
Ａ：冬はあまり植えません。麦を植えて収穫します。 
Ｑ：かつてこの住居の周囲に木を植えましたか？ 
Ａ：水杉を植え、木材にしました。溝に一年や数年間沈めて紫色になったら材木にし
ます。椅子や机などをつくります。 
Ｑ：家族の人がつくりましたか？ 
Ａ：木匠に頼んでつくってもらいました。 
Ｑ：他の意味のある木を植えますか？ 
Ａ：うちはありませんでした。ある家族は果樹も植えましたが、さらに余裕を持つ家
族は桃や、楡など「口彩」がよい木を植えました。 
Ｑ：かつて溝に魚や蟹を養殖しましたか？ 
Ａ：養殖とは言えませんが、自然に入ってきた魚と蟹を閉じ込めて飼いました。 
Ｑ：農具などはどこから入手しましたか？ 
Ａ：鎮で鍛冶屋で購入しました。ナタや、鎌などです。 
Ｑ：本の中に書かれた話ですが、崇明島の人は「猜天」という天気を予測することが
できますか？ 
Ａ：そうですね。「崇明人猜天、江西人識宝」という説があります。たとえば今でい
うと、雲が多くなって、風が立ちそうですから、もうすぐ雨が降りますね。 
Ｑ：これは誰から学びましたか？ 
Ａ：これは先祖から伝承されました。子どもの頃、家族の成年者から学びました。今
は天気予報がありますが、昔はありませんでした。たとえば夏だったら、南風が
強い場合は雨が降る可能性が高いです。 
Ｑ：かつて近隣の住居にも溝がありましたか？ 
Ａ：そうです。皆の住居に溝がありました。 
Ｑ：かつて近隣と、ものの交換など関係づくりはどうなされましたか？ 
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Ａ：植えた野菜などを交換しました。家建てや、溝掘りなども手伝うことがありまし
た。 
Ｑ：つくった料理なども交換しますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：他には何かありますか？ 
Ａ：仲の良い近隣とは、余った道具やものなどをわけあうこともあります。米なども
分け合うことがあります。 
Ｑ：田植えなども手伝うことがありますか？ 
Ａ：たまにはありました。 
Ｑ：かつて村の概念は強かったですか？ 
Ａ：かつては鄕、保、組の区分でした。近年からは村になりました。 
Ｑ：かつて村落の区分がどうなされましたか？ 
Ａ：そこまではっきりした区切りがありませんでした。民溝や、川、道路などで区分
しました。 
Ｑ：鄕の単位で一緒にする活動がありますか？ 
Ａ：ありませんね。農民はほとんど自家のことに集中しました。 
Ｑ：それは多分、かつて家族の人が多いので、一つの家族の単位で生活活動を行って
いたと推測できますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつて溝で洗濯ものなどをすると、水を汚すことがありますか？ 
Ａ：かつて潮が来ると溝の水が川と合流し浄化されます。かつて洗剤などを使わない
ため、汚れても今日ほどではありません。ある家族は子どものおむつさでえも溝
で洗いました。 
Ｑ：夏場では気温に対して、どのような対策がありますか？ 
Ａ：かつて扇風機もエアコンもありませんでしたので、扇子などを使いました。 
Ｑ：風通しなどの対策はどうなされましたか？ 
Ａ：後ろ扉を開きました。夏は泥棒も少ないので、開けても大丈夫でした。 
Ｑ：冬場ではどうですか？ 
Ａ：「烘缸」を使います。中に木屑や、燃料などを入れて燃やします。 
Ｑ：今でも烘缸を持っていますか？ 
Ａ：もうありませんね。 
Ｑ：大きさはどのぐらいですか？ 
Ａ：20cmぐらい、蓋のあるものです。 
Ｑ：材質はなんですか？ 
Ａ：鉄ではなく銅です。鉄は錆びますので、銅の方は長く使えます。これはかつて嫁
入り道具の一部でもありました。 
Ｑ：かつて家屋には天窓がありましたか？ 
Ａ：うちはありませんでしたが、ある家族の住居にはありました。それも夏場の風通
しのためでした。 
Ｑ：かつて冷蔵庫がなかった時代では食べ物はどう保存されましたか？ 
Ａ：箪笥や竹のバスケットに入れます（軒に掛けられた竹のバスケットを見せてもらっ
た）。 
Ｑ：この中にも料理を入れますか？ 
Ａ：いいえ、ご飯をいれます。 
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Ｑ：どのぐらい持ちますか？ 
Ａ：最大一日ぐらいです。 
Ｑ：収穫した野菜はどこで保存されますか？ 
Ａ：乾燥した後、厨房の壁に寄せたり、カメに入れたりします。 
Ｑ：今日でも鶏とヤギを飼っていますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：ヤギはどこで飼っていますか？ 
Ａ：家屋の隣にヤギの棚をつくって、そこで飼育します。 
Ｑ：かつて崇明島では木が少ないため、燃料は主に藁と蘆ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：藁と蘆はどこから入手しましかた？ 
Ａ：藁は自家で植えた稲から取りました。収穫後に藁を縛って芦屋に保存しました。 
Ｑ：かつて住居の庭には何かを植えますか？ 
Ａ：植えません。農作物を干したり、冬に布団などを晒したりする空間です。 
Ｑ：住居の家屋の中に、結婚と葬式のみ使われる部屋がありますか？ 
Ａ：これです。 
Ｑ：普段は利用されていませんか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：一般的に住居の中心に位置する家屋ですか？ 
Ａ：そうです。結婚の宴会や、葬式の時に遺体を置くなどに使われる部屋です。 
Ｑ：かつてこの部屋において、たとえば子どもが入っては行けないなどの禁忌があり
ましたか？ 
Ａ：うちはありませんね。余裕を持つ家族では拘りが多いのであるかもしれません。 
Ｑ：かつて子どもの出産について何の儀式がありましたか？十二朝などですか？ 
Ａ：農家にはあまりありませんでしたね。余裕を持つ家族では出産、十二朝、一歳の
時三回宴会を行います。 
Ｑ：かつて結婚式はどのように行われましたか？ 
Ａ：宴会を行ったり、堂では拝礼をしたりします。 
Ｑ：住居に赤い布を掛けますか？ 
Ａ：かけます。 
Ｑ：三星図も掛けますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：それはなんですか？ 
Ａ：それは堂の奥の壁に貼ります。福、禄、寿の三人の仙人の五代の家族が絵がれた
絵です。これは良い意味を取るためです。 
Ｑ：葬式について、やはり骨拾いをしますか？ 
Ａ：昔はそうですね。埋葬数年後に遺体の骨を拾って壺に入れ、また埋葬します。 
Ｑ：これはいつ頃前までの習俗ですか？ 
Ａ：100年前頃ですね。 
Ｑ：これは崇明島にしかない習俗ですか？ 
Ａ：私が知っている範囲では崇明島だけですね。 
Ｑ：かつて先祖の墓場はどう決められますか？ 
Ａ：これは風水師を雇って、風水盤を持ちながら墓場の方位と場所を決めます。 
Ｑ：大体の範囲はどう決められますか？ 
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Ａ：一般的には自家の田の周辺にします。 
Ｑ：埋葬する時にも風水の拘りがありますか？ 
Ａ：埋葬する時にも、向きや場所が風水師に決められました。 
Ｑ：一年中の節日はどのように行われましたか？ 
Ａ：まず立夏では焼餅をつくりますね。 
Ｑ：その焼餅には何を入れますか？ 
Ａ：ごま、こしあんなどを小麦粉に入れてつくります。 
Ｑ：他には何の節日がありますか？ 
Ａ：端午節では粽をつくります。重陽節では重陽糕をつくります。 
Ｑ：重陽糕とは何ですか？ 
Ａ：新年に食べる崇明糕と似たようなものです。中に棗などを入れます。 
Ｑ：これらは全部家族でつくるのですか？ 
Ａ：具材を購入して、蒸すなどの作業は家族がします。 
Ｑ：これらの習俗もかつて伝承されたのですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：食べることとつくることについては、家族全員が参加しましたか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：ここの竈で焼いた燃料の灰はやはり鶏やヤギの棚にいれますか？ 
Ａ：そうです。それは除湿と暖房のためです。またヤギなどの糞を混合して肥料にも
使います。 
Ｑ：周辺を見ながら、写真を取ってもいいですか？ 
Ａ：いいですよ。 
Ｑ：ここで保存されている竹の竿は、どのような用途に使うものですか？家屋の修繕
にも使えますか？ 
Ａ：いいえ、家屋には竹を使いません。これは農具や、物干しの台に使います。 
Ｑ：今日でもこの竈にも藁と蘆を燃料として使っていますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：これには何が入っていますか？ 
Ａ：ゴミなど、燃焼した灰を入れます。 
 
2013年７月 21日 14時頃、財貿村における倪氏の子孫 
Ｑ：ここにある宅溝はあなたの先祖の住居ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：いつ頃、またどのような原因によって廃棄されましたか？ 
Ａ：うちは分家の人なので隣で別の住居を建てましたが、今は新しい住居に建て替え
ました。かつてここの人は 80年代頃商売のために他の地域に移住しました。 
Ｑ：かつてはここに何人ぐらいの家族の住まいでしたか？ 
Ａ：30人ぐらいです。 
Ｑ：正門の上にある星の彫刻はなんの意味ですか？ 
Ａ：それは後でつけたものです。 
Ｑ：いつ頃ですか？ 
Ａ：ここの人が転出した後ここの生産小隊の倉庫として使われました。2000年頃です
ね。それはその時に付けられたものです。 
Ｑ：今でも倉庫として使われていますか？ 
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Ａ：いいえ。 
Ｑ：中にヤギを見ましたが、あなたのものですか？ 
Ａ：そうです。私しか鍵を持っていませんので、ヤギを飼うところや、私の倉庫とし
て使っています。 
Ｑ：なぜ政府や、地域の行政の方はこの住居を利用しないのですか？ 
Ａ：家屋が倒壊する恐れがあるので、一般的には立ち入り禁止とされています。 
Ｑ：修繕がなされていませんか？ 
Ａ：住む人がいないのでそのまま放置しています。 
Ｑ：この住居はいつ頃建てられましたか？ 
Ａ：100年以上前ですね、150年ぐらいと思います。 
Ｑ：かつてこの住居の溝は四面にありましたか？ 
Ａ：いいえ、三面です。 
Ｑ：住居の裏側にも竹園がありましたか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：ここの主人はどこに移住しましたか？ 
Ａ：それはわかりません。 
Ｑ：あなたはかつてここに住む人がいる時に、ここに来たことがありますか？ 
Ａ：ありませんね。 
Ｑ：ここに住む人が転出後、一度も修繕されませんでしたか？ 
Ａ：生産小隊の倉庫とされた時には一度屋根の修繕がされました。 
Ｑ：当時資金を出したのはやっはり政府の方ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：今日では政府の方はこの住居を保護の対象としていますか？ 
Ａ：それはわかりません。されてないと思います。 
Ｑ：この住居は相当有名であると聞きましたが、それでも重視されていませんか？ 
Ａ：たまには観光客や、学生と先生が来ます。また、外国の人も来たことを見ました。 
Ｑ：この住居の周りにさまざまな木が植えられたと見えますか、それは何の木ですか？ 
Ａ：それは水杉です。 
Ｑ：かつては水杉だけ植えられましたか？ 
Ａ：ここの主人が余裕を持つ人なので、果樹なども植えました。 
Ｑ：何の果樹を植えましたか？ 
Ａ：枇杷と桃がありましたね。 
Ｑ：他に何の木が植えられましたか？ 
Ａ：桃は東側に植えられました。門前にも大きいな槐もありました。 
Ｑ：東側に桃が植えられたのは何の意味がありますか？ 
Ａ：桃を採って食べますね。また桃は厄払いの意味があります。 
Ｑ：槐は何の意味ですか？ 
Ａ：槐は家族の地位の象徴でもあり、また神が宿って来ますね。他の余裕を持つ家族
の住居にもありました 
Ｑ：槐には何の利用がありますか？ 
Ａ：かつては家族の主人が亡くなり、家族の交代の際に槐の木を元の主人の棺にする
こともあります。 
Ｑ：他の住居にもこのような木が植えられましたか？ 
Ａ：そんなに普通ではありませんね。 
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Ｑ：西の方は何を植えましたか？ 
Ａ：楡ですね。 
Ｑ：楡は何の意味ですか？ 
Ａ：余の「口彩」を取るためです。 
Ｑ：北の方は竹ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：竹には何の意味がありますか？ 
Ａ：竹は生活用具にしたり、たけのこを食べたりします。 
Ｑ：他のところから聞いた話ですが、竹の根で土を固めることができますね？ 
Ａ：そうです。また「竹報平安」という説もあります。 
Ｑ：それ以外に何の木を植えますか？ 
Ａ：材木の水杉など、果樹など、大体生活に使える木を植えました。 
Ｑ：この間農家から聞いた話ですが、農家にはあまり木を植えないのですか？ 
Ａ：これも家族の財力によって違いますね。 
 
2013年７月 23日 13時頃、井亭村における曹振山氏 
Ｑ：これは財貿村で見つかった宅溝の平面図と写真ですが、今住んでいる人がいない
ために、この住居の間取などについて伺いたいですが。 
Ａ：はい。 
Ｑ：この中心に一番大きい家屋は３つの部屋に分けられていますが、その中心の部屋
はやはりあなたの住居のこの堂と同じものですか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：この家屋の裏側にある家屋はどのような用途に使うものですか？ 
Ａ：これは「良戸人家」の大きい住居にある「囲房」という家屋です。 
Ｑ：どのような用途に使うものですか？ 
Ａ：これは塀と一緒に住居を囲むために、「囲房」と称されます。これは一般的に家
族の住む部屋ではありません。たまに客が来る時に客間として使われますが、倉
としても使われます。 
Ｑ：つまりこの家屋以外の空間は家族の空間、この家屋の外からはもう外の空間と認
識されていますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：この堂の両側は誰が使う部屋ですか？ 
Ａ：これは主人の部屋ですね。たとえば兄弟がいる長男である主人が自分の父からこ
の住居を継承したら、主人が上首の部屋、次男は下首の部屋に住みます。 
Ｑ：上首と下首とはなんですか？ 
Ａ：住居内から見ると、左側は上首、右側は下首です。 
Ｑ：つまり、主人の子孫はここの上首の家屋、主人の下の兄弟の子孫はここの下首の
家屋に住むことですか？ 
Ａ：そうです。これらは上房と下房と称されます。 
Ｑ：こちらの正門から入ると、この走廊がある大きい家屋はなんですか？ 
Ａ：これは外庁と称される家屋です。これは主人交代の際に元来正房に住む年配者が
ここの部屋に移住します。 
Ｑ：これは元の主人が亡くなった後に行うことですか？ 
Ａ：主人が生きている時に住居を長男に継承させることもありますが、また元の主人
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がなくなり、新しい主人が移ったら元の主人の次男の家族もここに移住します。 
Ｑ：この正門の両側にある家屋はなんですか？ 
Ａ：これは余裕を持つ家族の使用人の住む部屋など、倉として使われます。 
Ｑ：つまり特に拘りがないものの、必要に応じて利用された家屋ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：ここの下側の家屋には、塀がつくられ小さい庭がありますが、これは何の意味で
すか？ 
Ａ：これは天井というものですね。ここに木が植えられたか？ 
Ｑ：そうですね、木が植えられました。 
Ａ：ではこれは天井ですね。余裕を持つ家族はここに木や、花などを植えます。多分
書斎として使われました。 
Ｑ：たとえば元の主人に三人の息子がいる場合はこの住居をどう継承しますか？ 
Ａ：その場合、一番下の息子は隣や他の場所で新しい住居を建てさせます。 
Ｑ：ここに、正門の隣にもう一つの門がありますが、これはどのような用途に使うも
のですか？どのような人は正門を利用できない原因によってその門を使わせなす
か？ 
Ａ：これは辺門という門ですね。一般的に正門は開きません。 
Ｑ：正門は開きませんか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：多分家族に行事などがある時だけ開きますか？ 
Ａ：そうですね。結婚や葬式、または主人の寿の宴会の機会にしか開きません。 
Ｑ：つまり日常生活ではこの辺門を利用しますか？ 
Ａ：そうです。これは崇明島の習俗ですね。 
Ｑ：この下房の写真について、ここの廊下の末の塀に窓みたいな穴があけられました
が、これは何の意味ですか？ 
Ａ：これは多分風水の拘りですね。住居の気を通させるためかもしれません。 
Ｑ：ここの家屋の壁の高いところにある小さい窓はどのような用途に使うものですか？ 
Ａ：これは風通しのためですね。 
Ｑ：普段いつも開いてますか？ 
Ａ：夏のみですね。 
Ｑ：ここの屋根はなぜ丸いのですか？ 
Ａ：これは美観のためですね。（その後調べた結果によって、丸いのは五行において
「金」という意味です。「金生水」という説があり、崇明島において水の災害を
防止するための拘りと推測できます） 
Ｑ：こち側の木は何の木ですか？ 
Ａ：長いものですか？先端が鋭いのですか？ 
Ｑ：そうです。 
Ａ：これは水杉ですね。 
Ｑ：これを植えたのはやっはり材木などに使えますか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：ここの軒下に置かれたカメは、やはり雨水を貯まるためのものですか？ 
Ａ：そうです。今日の人は水道水を飲みますが、昔は淡水を手に入れるために雨水を
貯めました。今日の雨水は汚いものですが、昔の雨水は美味しいでした。この軒
下に置かれているのは淡水カメと称されます。 
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Ｑ：この水と比べて、井戸水や溝の水の、どちらをよく飲みましたか？ 
Ａ：余裕を持つ家族はあまり溝水を飲みませんでした。井戸水の方も少ししょっぱい
ですので、このカメの水が一番美味しいです。 
Ｑ：かつてこのような住居を建てた後に、壁や塀に煉瓦が積み重ねたら表面に塗るの
は石灰ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：あなたの住居にも石灰を塗りましたか？ 
Ａ：そうですね。今の石灰は工場で生産したものですが、昔は泥水匠の技によって良
いものと悪いものの差が大きかったです。 
Ｑ：前回煉瓦と瓦を焼くことがここでもできると聞きましたが、石灰の方はどこから
入手しますか？ 
Ａ：石灰は外部の石を販売する人から買いました。堅い石は石匠がものをつくります
が、柔らかい石は石灰にしました。 
Ｑ：ここの窓は形しか残られていませんが、昔はその中に何かが埋め込まれましたか？ 
Ａ：ここに少し竹で編んだ簾のようなものが見えますね。これは多分竹の簾です。う
ちにもこのような窓があります。 
Ｑ：この窓は、「品」の形で３つの窓に分けられていますが、これの使い方はなんで
すか？ 
Ａ：一般的に、雨の日やそんなに熱くない日では下の２つの小窓を開きます。大変熱
い日では風通しのために上の大きい窓も開きます。 
Ｑ：夜寝る時にも上の大きい窓を開けますか？ 
Ａ：夜寝る時は開きませんね。 
Ｑ：かつて崇明島では住居の裏に普遍的につくられた竹園について、これは住居を建
てる時につくられましたか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：どのようにつくられましたか？ 
Ａ：一般的には夏や、春の末に竹一本を挿して、11月頃には自然に竹園となります。 
Ｑ：竹の成長が早いものですね。 
Ａ：そうです。 
Ｑ：もし成長が早すぎると、抑えるために何の対策がありますか？ 
Ａ：切りますね。普段使われる物干しや、農具、台などはその切った竹でつくられた
ものです。 
Ｑ：また、切った竹も竹細工の職人に頼んでものづくりにすることもありますか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：つまり利用の量と成長の量のバランスを取りましたか？ 
Ａ：それほどでもありませんね。竹はその敷地でこれ以上拡張することがありません
ので、放置してもそのぐらいのものです。 
Ｑ：放置したらどんどん太くなるのですか？ 
Ａ：太くはなりませんね。自然に枯れて死にます。 
Ｑ：枯れた竹はどうしますか？ 
Ａ：燃料として使います。 
Ｑ：たけのこの取り方について何の拘りがありますか？ 
Ａ：上の部分だけ切るのではなく、土の下もえぐります。また、根本を少し残してま
た生えてくるようにしました。 
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Ｑ：あなたはヤギを飼っているようですが、このヤギの部屋は後で建てられたのです
か？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：昔は飼いませんでしたか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：あなたの住居はかつて溝があったと聞きましたが、その溝はどこですか？ 
Ａ：うちの裏側に川がありますので、住居の両側に溝がありました。ある住居には四
面に溝がある場合もあります。 
Ｑ：溝の幅は一般的にどのぐらいですか？ 
Ａ：これは住居の規模によって違いますね。 
Ｑ：あなたの住居の場合はどのぐらいですか？ 
Ａ：長さは 30m位のもので、幅は２、３mぐらいですね。 
Ｑ：かつてこの住居にも塀がありましたか？ 
Ａ：ありませんでした。 
Ｑ：正門の塀がありましたか？ 
Ａ：正門側だけ塀がありました。両側の家屋と一緒に門塀となりました。今日ではも
うありません。 
Ｑ：新年などには正門に対してどんな裝飾をしますか？ 
Ａ：新年は特に裝飾をしませんね。対聯などを貼るだけです。 
Ｑ：新年などの節日でも正門を使わず、辺門を使いますか？ 
Ａ：そうです。葬式、結婚式、主人の寿だけ正門を使います。 
Ｑ：重要な賓客が来ても開かないのですか？ 
Ａ：そうです。うちは農家ですのであまり重要な賓客も来ませんね。余裕を持つ家族
はその際に開くと思います。 
 
2013年７月 25日 13時頃、井亭村における曹振山氏 
Ｑ：この住居は、建てた時に風水拘りによって、敷地の選択と向きを決めましたか？ 
Ａ：そうです。風水師を雇いました。 
Ｑ：この住居では、主人の部屋はどこですか？ 
Ａ：うちは堂の上側の部屋は主人の部屋でした。他の余裕を持ってない家族では、主
人が生きている間に長男に継承させたら、また小さい家屋を建てることもありま
す。 
Ｑ：この住居にも、堂の両側の部屋は他の部屋より重要ですか？ 
Ａ：うちは家族が多いのでその区分がありませんでした。 
Ｑ：前回見せたその住居では堂の両側が正房ですが、ここでは違いますか？ 
Ａ：そちらの方は主人が一人しかいない家族と思いますね。うちのような大規模の農
家では、主人が数人いましたので、そのような区分の仕方ではありません。 
Ｑ：かつての生活において、日常生活では他に何の拘りがありますか？たとえば子ど
もが入れない空間など、特別な利用がある部屋など。 
Ａ：かつてもし不幸や、幼児が泣きが止まない場合があったら風水師を雇って厄払い
をすることがありました。また僧侶を雇って法事などをすることもありました。 
Ｑ：この竈にある絵はあなたが描いたものですか？ 
Ａ：いいえ、これは最初につくられた時に描かれたものです。 
Ｑ：この 3つの竈は日常でも全て使っていますか？ 
 113 
 
Ａ：いいえ、結婚式や葬式など宴会をする時に 3つとも使います。普段使うのはこち
らの一つだけです。 
Ｑ：前回見せたこの住居の、厨房はどこにあると思いますか？ 
Ａ：一般的にはこの走廊のある家屋と思います。 
Ｑ：かつて食事の時には家族全員が一緒にしますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：食事はどこでしますか？ 
Ａ：厨房でします。 
Ｑ：竈の隣ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつてこの住居には 60 人以上の家族もいましたが、それでも同時に厨房で食事
をしますか？ 
Ａ：うちは複数の家族でしたので、順番で各家族の人が一緒に厨房で食事をしました。 
Ｑ：この平面図から見ると、庭が 2つありますが、何の区別がありますか？ 
Ａ：この外側の庭は「外院」、内側のは「内院」ですね。「外院」の方の塀に扉がつく
られ、塀の外側から後ろの囲房まで伸びています。 
Ｑ：また、外部の人が立ち寄った時もここの外院で接客をしますか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：内院はやはり家族の人が生産活動や、夏場に涼んだり話をするところですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつて子どもが12歳頃までに成長したら他の職人から技術を学んで行きますか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：これについて、崇明島では全部の子どもがそうしますか？ 
Ａ：いいえ、家族によって違います。興味を持つ子どもは外に出ってもいいですが、
実家の農作業を手伝って家に残るのもあります。 
Ｑ：外部の職人の弟子となる人は師匠のところに住むようになりますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：帰ることができますか？ 
Ａ：一般的には近い場合たまに帰ることもできますが、規則として最低でも 3年以内
は帰れません。 
Ｑ：まるでその師匠の家族のようですね？ 
Ａ：そうです。師匠の家の農作業や他の生活生産活動を手伝いながら技術を学びまし
た。 
Ｑ：ここの堂の空間は、葬式や結婚式などに使う空間ですが、日常的には中の配置は
どのような様子ですか？ 
Ａ：先祖の位牌と機も置きました。 
Ｑ：布を織るのもそこでしましたか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：なぜ機は先祖の位牌と一緒の部屋に置きますか？多分機は家族共有の重要な財産
のためですか？ 
Ａ：そうですね。かつて機は一般的ななものではありませんでしたので、一つの家族
には大体一台しか持ちませんでした。また、ものを運ぶ用の独輪車もそこに置き
ました。 
Ｑ：結婚式などの時はやはりこれらの道具は他のところまで移しますか？ 
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Ａ：そうですね。 
Ｑ：これらの重要な道具を置くこと以外には、他のものを入れたり、他の利用をした
りするのはできませんか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：先祖の位牌はどの家族の住居でも堂に置きますか？ 
Ａ：どうしても余裕がない家族では葬式後に位牌をつくりませんので、そのような家
族は置きません。 
Ｑ：その上首と下首の区分は、部屋の分配以外にも適用されてますか？ 
Ａ：順番を付ける時には適用されます。たとえば座の秩序を決める場合などです。こ
れは崇明島の規則の一つです。 
Ｑ：たとえば家族の人がなくなった場合に、葬式において送葬のルートについて拘り
がありますか？ 
Ａ：送葬では正門の上側から出て、先祖の墓場まで行きました。また、帰る時に死者
のものを燃やす時も、近隣に迷惑を掛けないようにしました。 
Ｑ：その儀式は正門の外側で行われましたか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：送葬の時に使う道について、何の拘りがありますか？ 
Ａ：それはこの家族の昔から葬式に決めた「正路」という道を使います。近道と取る
などはいけませんでした。 
Ｑ：帰る時にも同じ道を使いましたか？ 
Ａ：帰る時に、他の参加者は同じ道でも良いが、家族の人が決めた道を使います。同
じ道でも違う道でも、家族の状況によって違います。 
Ｑ：この住居の煉瓦は最初からかわったことがありませんか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：部屋の地面に敷かれた煉瓦も一緒ですか？ 
Ａ：かつて地面に敷く煉瓦は石灰を塗りませんでしたので、一般的には 2年毎に入れ
替えます。余裕をもたない家族では 2年以上使うか、あるいは固めた土の地面の
ままにします。 
Ｑ：余裕を持たない家族の場合では、庭も全部土のままですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：この住居を建てた時に、あなたが生まれましたか？ 
Ａ：まだ生まれていませんでしたね。 
Ｑ：このような住居を建てる際に、作業の順番は何ですか？ 
Ａ：一般的にはまず木構造をつくり、そして塀の場所に従って溝を掘ります。そして
どんどん煉瓦を積み重ねます。 
Ｑ：屋根の垂木の上にも煉瓦が敷かれましたね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：それはそのまま置いたのですか？中に他の材料を入れますか？ 
Ａ：他の材料はありませんね。煉瓦を敷くだけです。 
Ｑ：煉瓦の上にまた瓦を敷きますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：瓦と煉瓦の隙間には藁や蘆などは入れませんか？ 
Ａ：うちはありませんね。一般的にもないと思います。余裕を持つ家族はなかに藁と
蘆を入れる場合もあります。 
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2013年８月５日 14時頃、井亭村における曹振山氏 
Ｑ：堂の後ろ扉は普段開きますか？ 
Ａ：開かないですね。 
Ｑ：どんな時には開きますか？ 
Ａ：住居の住人が変わるか、住居内の「気」を通させるかなど、一般的には開かない
ものです。 
Ｑ：この平面図から見ると、外院はどのような用途に使うものですか？ 
Ａ：家族の人は一般的にこの空間を使いません。外庁の人や、使用人はたまにこの空
間を使います。 
Ｑ：あなたは、一日の生活はどのように送りますか？ 
Ａ：朝起きて歯を磨いて、顔を洗ってから朝食をつくります。そして田に向かい農作
業をします。 
Ｑ：昼には家に戻りますか？ 
Ａ：11時頃に戻って、少し休憩しまた行きます。 
Ｑ：朝起きた時は住居の窓などは開きますか？ 
Ａ：そうですね。朝食の前にします。 
Ｑ：今ではこの扉は外されたようですが、夜にはまた入れますか？ 
Ａ：そうですね。寝る前にまた入れます。 
Ｑ：午後の作業が終わったら何をしますか？ 
Ａ：作業が終わって家に戻ります。夕食をつくって食べてから、シャワーを浴びて寝
ます。 
Ｑ：これは春のスケジュールですが、夏の場合はどうですか？ 
Ａ：大体一緒ですね。秋も冬も一緒です。 
Ｑ：この住居には塀がありませんので、泥棒などが多いですが？ 
Ａ：たまにはいますね。うちもあまり価値のあるものがないので心配していません。
泥棒は大体外部の人ですね。 
Ｑ：かつてはどうですか？ 
Ａ：かつては周辺に多くの人が住んでいたので、泥棒はそんなにいませんでした。 
Ｑ：冬でも扉を外したり、窓を開いたりしますか？ 
Ａ：冬はそうしませんね。寒いです。 
Ｑ：冬では竈の熱を家屋にも循環させる工夫などはありますか？ 
Ａ：それはありませんね。 
Ｑ：かつて子どもの遊びは何かありますか？ 
Ａ：かつてはあまり遊び種類がありませんでしたね。たまには両親が外地や鎮から帰
る時に、おもちゃを買ってくれることもあります。 
Ｑ：川遊びなどはありますか？ 
Ａ：ありますね。今では禁止されました。 
Ｑ：かつて子どもは主に家で遊びましたか？外で遊びましたか？ 
Ａ：主に家で遊びますね。外ではさまざなな危険のことがあります。今日の子どもは
放課後宿題などをしますが、私が子どもの頃は外で草などをとってヤギの餌にし
たり、家の手伝いをしたりしました。 
Ｑ：かつて遊びよりこのような活動は子どもにとって必要ですね？ 
Ａ：そうですね。うちのヤギは２匹でしたので、ある家族には３、４匹もいる場合が
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ありますので、ヤギの草をとらなければなりませんでした。放課後に、カバンを
家に置いてからすぐ外に出て取りに行きました。 
Ｑ：草をとりに行く時もやはり友達と遊びをしながらしますか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：虫やカエル、鳥などをとったりしますか？ 
Ａ：そうですね。カエルはあまりとれませんでした。 
Ｑ：このような煉瓦で積み重ねてつくられた家屋は、今日のコンクリートの建物より
涼しいですか？ 
Ａ：それはないと思いますね。大昔では煉瓦の家屋もそんなに普遍ではないので、余
裕のない家族は土壁でした。 
Ｑ：そのような家族の住居ではやはり溝も掘らない、塀もないのですか？ 
Ａ：そうですね。うちの裏側には、蘆を編んで塀にして、芦屋に住む人もいました。
芦屋は壁も簾でつくられましたので、冬は大変寒いです。また火事の恐れも相当
大きいです。 
Ｑ：崇明島の冬も相当寒いですか？ 
Ａ：そうですね。昔の冬はもっと寒かったです。民溝も凍ったので、上に乗っても大
丈夫でした。 
Ｑ：夏の方もやはり昔はこんなに熱い日はありませんでしたか？ 
Ａ：そうですね。40度などの天気は想像もできませんでした。かつて 30度ぐらいは
もう高温と思われました。 
Ｑ：今この住居について、建て替えることを考えていますか？ 
Ａ：ありませんね。ずっとここで住むかと思います。 
Ｑ：この住居での生活は楽しいですか？ 
Ａ：楽しくても楽しくなくても住み続けるので、別にそう考えていませんね。 
 
2013年８月６日 15時頃、竪新鎮における龔氏 
Ｑ：かつてこの住居では２つの家屋がありましたか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：ここの１つは３部屋、隣のは５部屋ですよね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつての生活について、たとえば春では、朝起きてから何をしますか？ 
Ａ：まだ明るくない時には起きて、朝食をつくります。その後はのんびりしますね。 
Ｑ：朝食では何をつくりますか？ 
Ａ：かつての生活は貧乏でしたので、あまり野菜や肉がありませんでした。しかし、
春はかならず三日間白米を食べました。 
Ｑ：それは具体的に春のどの時間帯にしますか？ 
Ａ：特に定まっていませんでしたが、朝食では白米を食べました。 
Ｑ：朝食は家族の誰がつくりますか？ 
Ａ：各家族が自分自身の家族の朝食をつくります。 
Ｑ：のんびりする時は何をしますか？ 
Ａ：釣りや、野外で花などをとりに行くことなどでした。 
Ｑ：春は農作業をしませんか？ 
Ａ：稲作をしませんので、適切に野菜などを植えます。そんなに忙しくはありません。 
Ｑ：あなたが子どもの頃は何の遊びをしましたか？ 
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Ａ：他の女の子と一緒に遊びました。話をしたりなどもしました。 
Ｑ：夏は何をしますか？朝から窓などを全部開いて換気などをしますね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：それ以外に熱さへの対策がありますか？ 
Ａ：扉を外すなどもしますね。 
Ｑ：夏では稲作がありますね、田植えなどをしますかね？ 
Ａ：そうですね。うちは 30年頃前からはもう稲作をしませんでした。 
Ｑ：農作業が終わったら家に戻ってきて、何をしますか？ 
Ａ：シャワーを浴びて寝ます。 
Ｑ：大体何時ごろ寝ますか？ 
Ａ：10時頃ですね。 
Ｑ：10時までの時間に、夕食とシャワー以外に何もしないのですか？ 
Ａ：特にありませんね。帰るのは 7時ごろです。 
Ｑ：秋はどうですか？ 
Ａ：秋は白菜などの野菜を植えます。収穫した分も自分で食べます。 
Ｑ：冬では？ 
Ａ：冬はあまり農作業はしませんね。 
Ｑ：毎日家にいますか？ 
Ａ：家事などをします。 
Ｑ：冬の、寒冷対策は何かありますか？ 
Ａ：烘缸以外には特にありませんね。 
Ｑ：その烘缸には、燃料の灰を再利用するということですが、かつての生活には、こ
のような活用の具体例がありますか？ 
Ａ：難しい質問ですね。急に思いつきませんが、たとえばごまの茎などは家畜の餌に
することや、糞を肥料にすることなどがあります。 
Ｑ：かつてこの住居はまだ倒壊されてない状態では、相当綺麗なものでしたかね？扉
や、瓦に彫刻が見られますが。 
Ａ：そうですね。建てた時には相当工夫をしました。 
Ｑ：かつてこの住居の周囲にも塀がありましたか？ 
Ａ：ありませんでした。 
Ｑ：正門にもありませんでしたか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつて庭も土のままですか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：部屋の中も固めた土ですか？煉瓦ではなくて。 
Ａ：そうです。余裕を持つ住居には煉瓦を敷きますね。 
Ｑ：この間他の場所で、保存状態がよい宅溝を見つけましたが、かつて崇明島ではそ
のような商家や、地主など、大変規模が大きい宅溝が多いですか？ 
Ａ：結構ありましたね。地主はそんなに多くありませんでしたが、商家が多かったで
す。 
Ｑ：かつてあたなの田は地主から借りたものですか？ 
Ａ：大昔はそうでしたね。 
 
2015年６月９日 11時頃、上海市における袁雷氏 
 118 
 
Ｑ：まず子供の出産などについて、これまで十二朝、一歳の時に行う行事があると聞
きましたが、他の時点では何をしますか？ 
Ａ：そうですね。十二朝と一歳の紀箍があります。他には特にありませんね。 
Ｑ：満月にはありますか？ 
Ａ：満月はあまり祝いませんね。 
Ｑ：次に、結婚式について聞きたいのですが、結婚式にも近隣が参加しますか？ 
Ａ：いいえ、結婚式は親戚だけ参加します。 
Ｑ：葬式より参加者が少ないですか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：結婚式は大体どのような流れですか？ 
Ａ：まず初日に自家の堂に供えられている神仏の像へ参拝し、その供物を来客に取り
合わせます。 
Ｑ：なぜ取り合わせますか？ 
Ａ：それはにぎやかな雰囲気をつくるためですね。 
Ｑ：供物を参加者に分け合うことも、神からの恩恵を人にも裕福を享受させる意味が
ありますか？ 
Ａ：そうですね。それもあります。 
Ｑ：その次は何ですか？ 
Ａ：その後に堂において三星図を貼ります。 
Ｑ：それはどこから入手しますか？ 
Ａ：一般的に家族が一枚もっています。ない場合は近隣に借りたり、鎮から購入した
りします。 
Ｑ：その後は何をしますか？ 
Ａ：そして新婦の家まで迎えに行きますね。昼食も新婦の家で食べます。迎えに行く
行列は３時頃に新郎の家まで戻ります。 
Ｑ：新婦の家はどんな装飾をしますか？ 
Ａ：新郎の家と同じように、正門に紅彩を飾ったり、対聯を貼ったりします。 
Ｑ：新郎の家に戻る時に何をしますか？ 
Ａ：まず「三灯陽火」を跨ぐことですね。 
Ｑ：三灯陽火は何ですか？ 
Ａ：それは藁やごまの茎の束で、赤い紙で縛ってつくったものです。正門の内側に三
つ並んで点火します。 
Ｑ：それはやはり厄払いや、人の穢れを浄化するためですか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：三つあるというのは、新郎と新婦はそれぞれの三灯陽火の上を跨ぐのですか？ 
Ａ：直接上ではなく、三つの隙間を跨ぎます。新郎は上の方、新婦は下の方で跨ぎま
す。 
Ｑ：その後は何をしますか？ 
Ａ：堂で拝礼をして、新郎新婦の部屋に入ります。 
Ｑ：部屋の中にも何かの行事がありますか？ 
Ａ：新婦はまず着替えをします。その際に、新郎は堂の上の方の椅子に座り、靴を履
き替えます。履き替える時に、脚を洗います。脚を洗う水に小銭やゆで卵を入れ
ます。その後その水を堂の手前の庭に流し、参加者に小銭とゆで卵を取り合わせ
ます。 
 119 
 
Ｑ：これで結婚式の儀式が終わりますか？ 
Ａ：そうですね。大体ここで終わります。その後、夜の宴会を行います。二日目の夜
は、また新婦の家で宴会を行います。 
Ｑ：新婦の家でも何かの儀式がありますか？ 
Ａ：ありませんね。午後ぐらいに新郎新婦と新郎の家族が新婦の家を訪ね、宴会に参
加します。 
Ｑ：次に、葬式について聞きたいのですが、葬式は結婚式より参加者が多いですか？ 
Ａ：そうですね。近隣や、知り合い、友人なども参加します。 
Ｑ：葬式の流れは大体どのようなものですか？ 
Ａ：まず家族に臨終の人がいったら、その人を堂まで運びます。 
Ｑ：死んだ人ではなく臨終の人ですか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：なぜまだ死んでいないのにそのようなことをしますか？ 
Ａ：寝台で死ぬのは不吉と思われることが原因です。 
Ｑ：臨終の人はやはり堂の扉に載せますか？ 
Ａ：そうです。堂の上の方の扉を外してその人を載せます。また、頭は北に向けます。 
Ｑ：頭を北に向ける理由は何ですか？ 
Ａ：それはよくわかりませんね。二日目には頭をまた南に向けます。 
Ｑ：二日目には何をしますか？ 
Ａ：死者の頭を南に向け、死者の体を拭いて寿衣を着替えさせます。また、堂におい
ては、遺体の頭の手前に竹の支柱をつくり、その上に布団をかけます。 
Ｑ：どのような竹の支柱ですか？ 
Ａ：両側に支柱をつくり、上に一本の竹をかけます。そしてその上の竹に布団をかけ
ます。 
Ｑ：それは何の意味がありますか？ 
Ａ：それは外から直接遺体が見られないようにするための保護と思います。 
Ｑ：他に何かありますか？ 
Ａ：堂の机の上に豚の頭などの供物を置きます。この机は、これから死者の子孫が食
事をします。 
Ｑ：他に何かありますか？ 
Ａ：他には、当日昼食後正式に葬式が始まります。庭で喪棚を立てて、長男、長孫、
あるいは死者の他の男性子孫の順番によって喪主を決め、大根の半分と藁と紙で
作られた仮の位牌を持ちながら庭で上から下に向かって参加者と一緒に遺体を三
周回ります。参加者の方は線香を手に持ちます。 
Ｑ：それは何の意味ですか？ 
Ａ：多分死者の霊がその位牌に宿るのだと思います。 
Ｑ：堂において遺体をどう扱いますか？ 
Ａ：参拝をする際には、遺体の足が煉瓦で固定されます。遺体の上にも鏡を置きます。
隣に白い蝋燭もつけられます。死者の娘などは葬式の歌を歌い、長男は紙の元宝
を燃やすことなどをします。 
Ｑ：堂につくられたその竹の支柱はいつ外しますか？ 
Ａ：それは遺体を出す特に外します。 
Ｑ：外す時は全部そのまま捨てますか？ 
Ａ：いいえ、その上には参加者から慰問の布団などもかけていますので、それは保存
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します。残りの竹の部分などは後で燃やします。 
Ｑ：庭のその喪棚も外しますか？ 
Ａ：そうですね。遺体を出す際に一緒に外します。竹のものや、死者の服の寝台の敷
物、そして紙で作られた元宝と家屋の模型などは正門の手前で燃やします。その
後、送葬の段階に入りますね。 
Ｑ：遺体もやはり家族の先祖の墓場まで運びますか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：各家族の墓場はどう区分されますか？ 
Ａ：特に明確に区分されていませんね。そこの住民は皆わかっています。目印として
は木や、草などを植えることもあります。 
Ｑ：それらはいつごろ植えられましたか？ 
Ａ：それは別に葬式だけ植えられたものではなく、結婚や、子供の誕生など祝の時も
植えます。 
Ｑ：送葬の帰りの時にも黄色の紙を散らすのですか？ 
Ａ：そうですね。 
 
2015年６月 10日 13時頃、井亭村における曹振山氏 
Ｑ：この村はなぜ井亭村と呼ばれますか？ 
Ａ：かつてこの辺りに井亭廟がありましたので、井亭村と呼ばれます。 
Ｑ：その廟には何の神を祭っていましたか？ 
Ａ：菩薩を供えました。 
Ｑ：かつての稲作や、農作業について、集落一緒に何かの活動がありますか？この間
聞いた話ですが、元宵節には田を走り回るという行事がありましたか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：その他には何がありますか？ 
Ａ：他には稲刈りや、草刈りなどはたまに一緒にしました。 
Ｑ：それは集落の中で手伝いあうのですか？ 
Ａ：いいえ、家族内で互いに手伝いあうことです。 
Ｑ：かつてこの村の周辺にも他の村がありますね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：他の村とは、土地などはどう区分されますか？ 
Ａ：大昔はそんなに区分されていませんでした。建国後 30か 40戸を「生産小隊」と
いう一つの単位として、隊長に管理されました。その時から農作業も集団の作業
として、各家が作業の量を「工分」として稼ぎ、また工分によって食糧を獲得し
ました。 
Ｑ：それ以前では、やはり各家が各自の田で農作業をしましたか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：収穫したものは各自の私有の財産ですか？ 
Ａ：そうです。米や、豆なども全部自家で食べました。土地が多い人は販売などもし
ました。食糧を購入してくる人もいました。 
Ｑ：あなたの家は曹家ですが、周囲にはかつて分家して曹という名字を持つ家族がい
ますか？ 
Ａ：うちはここに移住してきてから分家をしませんでしたので、この村ではうちだけ
が曹という苗字です。 
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Ｑ：ここに移住してきてからそれほど長くありませんので、分家してないのですか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：他の家族では、分家する場合はやはり隣でまた住居を建てるのですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：前回見せたこの保存状態の良い倪家宅について、厨房はどこにあるがわかります
か？ 
Ａ：ここだと思います（走廊の下の方の部屋）。 
Ｑ：厨房は一般的に下の方ですか？ 
Ａ：いいえ、上と下両方にありますね。住居の家屋の配置によって違います。 
Ｑ：かつて家族全員の食事は、全部厨房でしますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつての住居ではトイレがどこにありましたか？ 
Ａ：かつては一つの小さい部屋、あるいは屋根のあるところにトイレが設置されまし
た。 
Ｑ：それも溝の内側ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：こちらの上房は主人の子孫の家族の住む部屋ですが、結婚がされた後も同じ部屋
にしますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：部屋の中には、大体どんな家具がありますか？ 
Ａ：寝台や、大きい箪笥、椅子、机などを置きますね。それも家族によって、余裕を
持つ家族は寝台も大きいですが、家具の種類も多いです。 
Ｑ：かつての寝台の敷物もやはり藁ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：そのまま敷きますか？ 
Ａ：いいえ、寝台には板がありますので、その上に藁を敷きます。また藁の上に布団
なども敷きます。 
Ｑ：寝台の向きなどは拘りがありますか？ 
Ａ：特にはないが、一般的に寝台は住居の正門と同じ方向に向けます。子どもが増え、
追加した小さい寝台については、向きなどの決まりはありません。 
Ｑ：あなたの住居のように、東向きの場合、寝台も東向きですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：なぜ崇明島の住居は東向きと南向きの二種類がありますか？ 
Ａ：風水の拘りによって、陽の方向に向けて住居を建てます。ある時代に東は陽、あ
る時代に南が陽です。また個人の好みによっても違います。大昔の方では、東向
きの住居が多くありました。 
Ｑ：かつて住居の空間を使う際にいろいろ規則がありますか、たとえば住居内に女性
が入れない空間など、このような禁忌がありますか？ 
Ａ：うちのような農家では特にそのような規則がありませんね。地主など余裕を持つ
家族には、外部の人が入る際にもさまざまな禁忌があります。特に堂には、開放
される日以外に入ると追い出されますね。 
Ｑ：子供が禁忌となる空間がありますか？ 
Ａ：ありませんね。 
Ｑ：堂の空間は、普段どのように使われますか？ 
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Ａ：普段はほとんど使いません。余裕を持つ家族は賓客の接待や、議事などにも使わ
れます。結婚式などには使いますね。崇明島の人は、結婚式などは、他人の家の
堂を借りることは絶対不可能なことです。必ず自家の堂を使います。 
Ｑ：それは、やはり堂は住居の中で最も重要な空間のためですかね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつて窓のあけ方などに拘りがありますか？ 
Ａ：ありますね。かつての人が風水を信じましたので、病気や災厄がある場合も風水
師を雇って方位によって窓をあけました。 
Ｑ：それは、煉瓦の壁ですから、窓を追加することができるためですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：崇明島の人びとは、かつて生まれてから死ぬまでの人生儀礼は何かありますか？
たとえば生まれてからの十二朝、その後は？ 
Ａ：一歳の紀箍、結婚や、誕生日、葬式、このぐらいのものですね。 
Ｑ：成人式がありませんか？ 
Ａ：ありませんね。誕生日の祝いも、農家ではあまりしません。 
Ｑ：かつての子供は、何歳ぐらいから家事を手伝うことができますか？ 
Ａ：８歳９歳頃は学校に通いますね。特に手伝ってもらうことはありませんでした。 
Ｑ：大昔でも学校がありましたか？ 
Ａ：ありましたよ。大学などはありませんが、塾みたいな学校がありました。 
Ｑ：かつての結婚は大体何歳頃にしましたか？ 
Ａ：17、18歳頃ですね。かつて「養媳婦」という形の結婚もあり、貧乏の家族が娘の
子供の頃から他の家族の使用人として雇われ、成年後その家族の息子と結婚しま
す。 
Ｑ：「養媳婦」の場合は結婚式を行いますか？ 
Ａ：行いませんね。相当悲惨な人びとでした。 
Ｑ：それは多いのですか？ 
Ａ：いいえ、両親が亡くなった場合や、家族の負担が重すぎたなどの場合は、どうしょ
うもない場合にそうしました。 
Ｑ：たとえばこの部屋の核家族では、息子が成年して結婚したら、部屋はどうします
か？ 
Ａ：両親が別の部屋に引っ越します。別の部屋が空いてない場合に、余裕があればま
た家屋を建てます。余裕がなければ芦屋などを建ててそこに住みます。 
Ｑ：つまり元の部屋は必ず息子と嫁に譲るということですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつてこの住居の溝は、三面ですか？四面ですか？ 
Ａ：四面の住居もありましたね。正門に橋をかけた。うちは一面が川ですが、他の両
面に溝が掘られました。 
Ｑ：かつて溝から掘った土は、家建ての際に敷地を高めるために使うのですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつて崇明島では水害が多いため、それにより程度防災効果があるのですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：溝の水はどのように導入されますか？ 
Ａ：今は水門がありますが、昔はそんなにコントロールすることができず、川の潮と
同調し溝の水も増やしましたね。 
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Ｑ：直接川と貫通していますね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：その入水口はどのようなつくり方ですか？竹のパイプなどはありますか？ 
Ａ：それはありません。 
Ｑ：かつて家建ての際に、何かの儀式がありますか？ 
Ａ：まずは土の神や、太歳を祭祀しますね。果物や、餅などを供物として、両側に蝋
燭をつけて、二時間ぐらい後に紙でつくられた元宝を燃やして祭祀しました。「今
日ここで住居を建てますから、神々に敬意を申し上げます」というような言葉を
もしました。 
Ｑ：かつての建て方は、まず木構造ができたから煉瓦を積み重ねましたか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：他に何かの儀式がありますか？ 
Ａ：堂の門を入れる時には必ず爆竹をしました。この門は、家族に死者が出た場合以
外に、勝手に外すことが禁忌です。 
Ｑ：それについて、葬式後に門を入れ替えますか？ 
Ａ：いいえ、そうしません。葬式後に紙でつくった家屋の模型などを燃やす際に、そ
の扉を少し火に触らせ、毒を浄化します。その後また元に戻します。 
Ｑ：棟上げの際にも、儀式がありますよね？ 
Ａ：そうですね。「采高頭」という儀式です。飴や、餅などを棟に投げて、落ちたら
まず木匠に食べさせます。爆竹もしますね。 
Ｑ：瓦を敷く際にも儀式がありますか？ 
Ａ：それはありません。しかし、屋根の一番高いところの瓦を敷く時は爆竹をします。 
Ｑ：これらの行事は、堂のある家屋だけ行われますか、あるいは全ての家屋を建てる
時に行いますか？ 
Ａ：全部行いますね。 
Ｑ：住居を建てる際にも、やはり最初は堂のある家屋を建てるのですか？ 
Ａ：そうです。余裕を持つ家族は最初から全体の配置を計画しましたが、余裕を持た
ない家族はまず２つや３つの家屋を建て、後程家族が増えたらまた追加して家屋
を建てます。 
Ｑ：新しく建てられた住居に引っ越す際に、何かの儀式がありますか？ 
Ａ：まず吉日を選びますね。住居に入る際にも、主人から次々と入ります。また、祝
いのために、爆竹などもしました。 
Ｑ：かつて溝の水は、洗濯などにも使いましたので、汚れたことはありますか？ 
Ａ：直接川と貫通していますので、そんなに汚されたことはありませんね。 
Ｑ：掃除や、清掃なども行われますか？ 
Ａ：しますね。大体夏頃行います。水を全部出して、下の汚れた土を田まで運びます。 
Ｑ：それは肥料として使いますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：毎年しますか？ 
Ａ：毎年ではなく、定期的にすることではありません。 
Ｑ：この間聞いた話ですが、かつて住居を建てた後、溝の内側に数種類の木を植えま
したが、こちらの住居もそうですか？ 
Ａ：うちはあまり植えませんでしたね。それも余裕を持つ家族の拘りかもしれません。 
Ｑ：倪家宅では、かつて東の桃は厄払い、西の楡は「余る」、正門に神を象徴する槐
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などの木が植えられましたが。 
Ａ：そうですね。確かにそのような「迷信」がありました。 
Ｑ：かつて木を植える住居が多かったですか？ 
Ａ：建国後はあまりありませんが、大昔では大体植えました。 
Ｑ：槐の木は亡くなった主人の棺にすると聞きましたが。 
Ａ：そうですか？私は知りませんね。そんなに一般的なやりかたではないかと思いま
す。しかし、崇明島においても、上沙、中沙と下沙の区分があり、それぞれ微妙
に違う民俗を持ちます。 
Ｑ：そうですか？多分この区別については、外の人は絶対分からないね。 
Ａ：そうです。地元の人でさえも、分からない人が多いですね。 
Ｑ：かつて崇明島では、遺体を埋葬する時に棺を使うことが多かったですか？ 
Ａ：そうですね。近代では大体火葬にしますが、昔の場合棺に入れて埋葬しました。 
Ｑ：墓場の方にも、牌を建てますか？ 
Ａ：農家ではあまり建てませんね。埋葬したら、少し高く土を堆積するだけです。 
Ｑ：他の所から聞いた話ですが、葬式、子供の出産、結婚などの機会にも木を植えま
すね？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：何の木を植えますか？ 
Ａ：柏などを植えます。 
Ｑ：どこに植えますか？ 
Ａ：田の側や、墓場などに植えます。記念をするために植えました。 
 
2015年６月 12日 12時頃、上海市における袁雷氏 
Ｑ：かつて崇明島では村落の概念はそ強くないですか？ 
Ａ：そうですね。建国後生産小隊で区分されましたが、そこまで明確な区分がありま
せんでした。もちろん、自然的に、川のこちら側とそちら側は別の村などの区分
もあります。 
Ｑ：生活生産などは、やはり家族単位で行われますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつて村落にはお寺や廟などは必ずありましたか？ 
Ａ：必ずあるとはいえません。ある村にはあります。私の記憶にはありませんが、多
分文化大革命によってでなくなりました。 
Ｑ：かつての分家の際には、大体元の住居の隣に住居を建てましたか？ 
Ａ：これも状況に応じて、隣に建てられるかどうかは問題ですね。しかし遠く離れる
ことはないと思います。 
Ｑ：かつて食事は厨房ですることで、座の秩序がありますか？ 
Ａ：私が子供の頃にはもうそんなに拘っていませんでしたが、結婚式など重要な行事
があったら、やはり秩序があります。 
Ｑ：どの座が上座ですか？ 
Ａ：方向としては家屋の上下と同じです。また、住居の門に向かう座は最も上の座で
す。 
Ｑ：女性や子供が禁忌となる空間などはありますか？ 
Ａ：これはあまりありませんね。娘などに対して教養の要求が高いことがあります。
将来嫁になった時にはずかしくないようにしました。 
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Ｑ：かつて崇明島では女性は農作業はしますか？ 
Ａ：私の記憶ではします。でも大昔の女性は足を縛って小さくしましたので、その頃
はしないと思います。 
Ｑ：そのような女性は家族内での作業をしますかね？ 
Ａ：そうですね。家事など、手作業や織りなど。靴や衣服も家族の女性がつくりまし
た。刺繍なども大変な作業ですが、全部自分でつくりました。 
Ｑ：崇明島ではやはり「男耕女織」の生活ですね？ 
Ａ：そうですね、大昔ではそうでした。男は主に外、女は主に内、というような観念
がありましたね。 
Ｑ：かつて一年を区切りとして行事が行わてきましたが、数年に一度行われる行事が
ありますか？ 
Ａ：ありませんね。しかし崇明島には上海にない行事があります。それは 12月 24日
の小年です。崇明島では「廿四夜」といいます。上海では一度も聞いたことがあ
りませんでした。 
Ｑ：それはどのような行事ですか？ 
Ａ：まず食べ物が特別です。赤豆の炊きご飯、青梗菜と豆腐の料理を食べます。この
料理も、もうすぐ新年ですので、灶の神に感謝するためです。また、崇明島では
羹飯という行事も多く行われました。 
Ｑ：羹飯とは何ですか？ 
Ａ：それは死者を記念し供養する行事ですね。たとえば 8 月 11 日が家族の命日であ
れば、毎年その日に羹飯の行事を行います。これはかなり広範囲に行われた行事
ですね。 
Ｑ：その行事は、具体的にどのようにしますか？ 
Ａ：一般的には死者の息子が行います。息子がいない場合は孫に移ります。もし子ど
もが全部娘の場合はしません。これも家族が継承されたという象徴ですね。たと
えば婿養子の場合も、その家族の苗字を継承しましたので、彼も羹飯をします。 
Ｑ：羹飯の料理はなんですか？ 
Ａ：まず机を用意し、家族で亡くなった先祖の人数を全部数えました。全部ではなく
で、二代前までです。碗と箸を用意し、机の門の側には置きませんでした。門の
側は蝋燭と香炉の祭壇を設置しました。箸も碗の上に置きました。料理の方はあ
まり覚えていませんが、魚が確かありました。しかし黒い魚はだめでした。他に
は鶏や鴨などの料理がありました。これらも、解体されてない状態で置かれまし
た。エビもだめでしたね。理由はよく分かりません。 
Ｑ：大体どのぐらいの料理がありましたか？ 
Ａ：大体６か７品の料理でしたね。また、豆腐の料理も必須でした。豆腐はまず水で
ゆでて、油で浴びます。 
Ｑ：料理が用意されたらどう食べますか？ 
Ａ：食べないですよ。これらはすべて供物ですから、机も椅子も含めて祭壇となりま
す。これは大切な儀式です。酒も白米も供物に入ります。少し時間が立ったら、
先祖が享受したと理解して、その後紙の金を燃やして先祖に送ります。祭壇を撤
去する時にも、まず椅子を撤去し、そして燃やした所で酒で円を書きます。 
Ｑ：椅子と机も元々堂にあるものですか？ 
Ａ：これは別に、厨房から搬入したものでも構いません。 
Ｑ：これは家族全員が参加しますか？ 
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Ａ：そうですね。全員が手伝ったり、参加したりします。 
Ｑ：親戚なども参加しますか？ 
Ａ：参加する人もいますね。死者の宴会が終わったら生者の宴会もします。 
Ｑ：碗の置き方や、座の秩序もありますか？それもやはり住居の上首と下首に従いま
すか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつて宅溝を建てるところを見たことがありますか？ 
Ａ：それはありませんでしたね。建てられた実物しか見たことがありません。かつて
大体半円の方向で、すなわち三面に溝があります。四面にも溝がある宅溝も見た
ことがあります。正面に橋がかけられました。また、宅溝の裏側には必ず竹園が
つくられました。 
Ｑ：竹園は溝の内側と外側のどちらですか？ 
Ａ：両方ともありますね。一般的に外側の方が多いです。 
Ｑ：宅溝は、竹以外にも、周囲にいろんな意味のある木も植えられましたか？ 
Ａ：それはあまりしりませんね。でも竹は必ずあります。 
Ｑ：かつて宅溝を建てる前に、何かの儀式がありましたか？ 
Ａ：それもよくわかりませんね。しかし、棟上げの際に行われる儀式を覚えています。
それは「采高頭」という、親戚から贈り物などがもらえます。 
Ｑ：かつて溝の水は川と貫通していましたか？ 
Ａ：そのまま貫通するのではありませんね。どんな方法で水を導入したか、よくわか
りません。今の溝は大体止水ですね。 
Ｑ：かつて宅溝の水で何を洗いましたか？ 
Ａ：お米や、衣服、野菜などを洗います。 
Ｑ：水は汚れないですか？ 
Ａ：生活に使う大切な水ですから、丁寧に使いました。 
Ｑ：結婚式について、住居への裝飾は何ですか？ 
Ａ：正門に対聯を貼ります。窓と家具には双喜の切り紙を貼ります。 
Ｑ：堂には何の裝飾がありますか？ 
Ａ：三星図を貼ったり、机に果物などを置いたりしますね。 
Ｑ：迎親の前にまず自家の堂で神や仏に拝見しますね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：そして昼食を食べてから新婦を迎えにいきますか？ 
Ａ：いいえ、新婦の家で昼食を食べます。 
Ｑ：新婦の家では裝飾がされますか？ 
Ａ：そうですね。大体新郎の家と同じような裝飾をします。しかし、やはり新郎の家
の方は主要な場ですので、新婦の家より盛大な光景です。 
Ｑ：新郎が家から出る時にも三灯陽火をつけますか？ 
Ａ：いいえ、出る時はただ爆竹をします。 
Ｑ：裝飾は誰がつくりますか？ 
Ａ：特に定められていませんが、つくれる人が手伝います。 
Ｑ：三星図は購入されたものですか？ 
Ａ：購入するか、借りるのもあります。 
Ｑ：新婦を迎える時には、新婦の足を地面につけないのですね？ 
Ａ：そうです。 
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Ｑ：赤い布団なども裝飾としてかけますか？ 
Ａ：紅彩というものですね。それは正門の額にかけます。また、紅彩をかけるのはも
う一種類の意味があります。それはこの住居における初めての葬式です。 
Ｑ：それはどういう意味ですか？初めて世代交代に入ることを象徴し、逆にめでたい
ことですか？ 
Ａ：私もよくわかりませんね。ただ、初めての葬式は白ではなく赤い裝飾です。 
Ｑ：あなたの出身地の陳家鎮は上沙ですか？ 
Ａ：正確にいうと上沙と中沙の中間ですね。新河鎮の西からは全部下沙、堡鎮の辺り
は上沙です。民俗が少し違いますし、方言も違います。ある言葉は互いに分から
ない程もあります。 
Ｑ：崇明島の人はわかりますか？ 
Ａ：わかりますね。話をするとわかります。発音と使う言葉などから区別できます。 
Ｑ：三灯陽火について、それは誰がつくりますか？ 
Ａ：それも特に定められていませんね。 
Ｑ：それをつくるための藁やごまの茎は、住居において保存されているものですね？ 
Ａ：藁はそうです。また、結婚式も夏はやりません。大体 10 月以後の農閑期にしま
す。ごまも大体その時期のものです。 
Ｑ：新婦を迎え儀式が終わった後、新婦が部屋に入り、新郎が堂に行くのですか？ 
Ａ：いいえ、一緒に部屋に入り、団子など棗などの縁起のよい食べ物を食べます。そ
の後新郎が堂で足を洗います。父方の女性姉妹によって靴も履き替えられます。
これは多分成人であるとの意味でしょう。 
Ｑ：これは成人式の意味がありますね？ 
Ａ：自分で家族を持つようになったので、成人であるとの意味で靴を履き替える。私
がそう理解しています。 
Ｑ：父の女性姉妹は他の家族の嫁になりましたが、やはりこの時には戻りますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：新婦を迎えに行く時には、新郎の両親が何をしますか？ 
Ａ：特になにもしませんね。 
Ｑ：新郎が足を洗ったら、何をしますか？ 
Ａ：水を庭にこぼした水を来客に喜んで取り合わせます。 
Ｑ：その後は何をしますか？ 
Ａ：その後は宴会ですね。 
Ｑ：これで一日目の結婚式が終わりますね、二日目は新婦の家で宴会を行いますか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：それは夕食の時ですか？ 
Ａ：大体昼食から夕食までの二食ですね。 
Ｑ：新婦の家では何かの儀式がありますか？ 
Ａ：それはよくわかりませんね。私の妻は崇明島の人ではないので、習俗も違います。 
Ｑ：結婚式は 2日続きますね？ 
Ａ：正確にいうと三日間ですね。儀式の前日は嫁入り道具を送るなどの活動もありま
す。新郎の方は寝台を用意しますが、新婦の家は他の家具などの生活用具を用意
します。 
Ｑ：なぜ寝台は新郎の方で用意しますか？ 
Ａ：そうですね、新郎の方は部屋と寝台を用意します。 
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Ｑ：寝台も部屋と同じように、住居の不可欠な一部ですので、そうしましたか？ 
Ａ：多分そうですね。生活で最も基本的なものです。 
Ｑ：次に、葬式について、裝飾などはしますか？ 
Ａ：あまりしません。 
Ｑ：葬式の参加者は、やはり近隣や集落の人が参加しますか？ 
Ａ：そうですね。遠い親戚なども参加します。結婚より人が多いです。 
Ｑ：自然死と事故死の場合、葬式のやり方が違いますか？ 
Ａ：多分一緒ですね。両方とも家に三日間遺体を置きます。 
Ｑ：家で自然死の場合は、臨終の際には寝台から、堂の扉を外してその上に載せて運
びますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：もし外で事故死の場合は？ 
Ａ：遺体を回収して堂に置きますね。同じです。 
Ｑ：もし夜亡くなった場合は、当日でも葬式が始まるということですね？ 
Ａ：次の日になります。 
Ｑ：初日には、何かの儀式がありますか？体を拭くことなど、着替えることなどをし
ますか？ 
Ａ：そうです。その日の午後からしますね。 
Ｑ：体を拭くのも家族の女性がしますか？ 
Ａ：いいえ、死者の息子がします。あまり覚えていません。息子が頭を持ち上げ、他
の女性が体を拭くかもしれません。 
Ｑ：なぜ頭を持ち上げますか？ 
Ａ：よくわかりません。 
Ｑ：体を拭いたら着替えさせますか？ 
Ａ：拭きながら寿衣を着せます。 
Ｑ：寿衣は何の素材ですか？どこから入手しますか？ 
Ａ：普通の布の衣服です。寿衣はかつて年寄りが生前に自分で用意しました。今日で
は店で購入することができます。 
Ｑ：衣服は何の色ですか？ 
Ａ：鮮やかな色ではなく、素朴な色を使います。 
Ｑ：寿衣はどの部位の衣服ですか？ 
Ａ：1セットには、上着から下着、そして靴まで全部揃います。購入品の場合は、ト
レードマークなどの部分は全部切って外します。 
Ｑ：それはなぜですか？ 
Ａ：多分かつては自分で作ったものですから、その考え方を象徴しています。 
Ｑ：前回聞いた話ですが、葬式では何故死者の頭の向きを変えますか？ 
Ａ：それは多分、親族による遺体拝見のためだと思います。 
Ｑ：堂の竹の支柱をつくることは二日目にしますね？ 
Ａ：そうです。遺体を回転する前にこれらの作業が終わります。 
Ｑ：なぜ遺体を載せるために堂の扉を外しますか？ 
Ａ：それもよくわかりません。しかし、必ず自分の家の堂の扉を外します。 
Ｑ：堂の竹の支柱にも、布などをかけますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：布は地面まで垂れますね？ 
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Ａ：そうです。 
Ｑ：布は購入したものですか？ 
Ａ：いいえ、大昔は多分自家でつくったものです。 
Ｑ：それも葬式後全部燃やしますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：堂に置かれる祭壇となる机は、これから死者の子孫がここで食事をしますか？ 
Ａ：そうではありません。机は遺体を回転する際に設置されるもので、当日の夕食と
三日目送葬の前の昼食だけそこを利用します。 
Ｑ：その机に座れるのは誰ですか？ 
Ａ：死者の息子です。娘は座れないと思います。 
Ｑ：どこに座りますか？ 
Ａ：長男は上の方に座ります。門に向かう方向は座りません。 
Ｑ：当日の行事は、遺体の拝見が終わったら締めますか？ 
Ａ：まだです。当日夕食後は「焼床柴」という行事があります。 
Ｑ：それは何の行事ですか？ 
Ａ：それは死者の寝台の敷物などを燃やす行事です。 
Ｑ：前回聞いた話ですが、喪主は仮の位牌を持ちながら３度死者の回りを回ることを、
焼床柴の前にしますか？ 
Ａ：そうですね。回った後に正門前に出て死者生前の衣服や、寝台の敷物と布団を燃
やします。 
Ｑ：その後、何の行事がありますか？ 
Ａ：その後にはあまりありません。 
Ｑ：喪主は位牌を持ちますが、参加者が持つ線香の数には拘りがありますか？ 
Ａ：あまりありません。１、２本です。かつての線香は細いものです。 
Ｑ：線香も焼床柴のところで燃やしますか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：仮の位牌はとはどんなものですか？ 
Ａ：大根の上部の半分を切って、その上に蘆藁の支柱と紙でつくります。紙に死者の
名前などを書きます。 
Ｑ：庭に建てられた喪棚の素材は何ですか？ 
Ａ：支柱は竹でつくられ、その上を簾で敷きます。簾も複数敷きます。また、遺体を
外に出す時には外します。 
Ｑ：それは二日目にしますか？ 
Ａ：いいえ、三日目にします。 
Ｑ：初日はあまり儀式がありませんか？ 
Ａ：そうですね。朝８時に死ぬ場合と夜８時の場合あまり変わりません。しかし、送
葬までは必ず２つの夜が立ってからします。つまり葬式は三日間ということです。 
Ｑ：前回聞いた話ですが、死者の遺体に煉瓦を置きますが、それは両足の両側ですか？ 
Ａ：そうですね。遺体の足を固定しないとどんどん両側に広がります。 
Ｑ：煉瓦を赤い紙で包みますが、なぜ葬式において赤を使いますか？ 
Ａ：それはよくわかりません。 
Ｑ：足だけ煉瓦で固定しますか？ 
Ａ：そうです。他の部位はあまり動きませんので。 
Ｑ：前回聞いた話ですが、遺体の上に鏡を置くのは何の意味ですか？ 
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Ａ：それは多分死者に自分を見せるためです。 
Ｑ：それは相当普遍な所作ですか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：白い蝋燭はどこに設置しますか？ 
Ａ：それは供物を置く机に設置します。 
Ｑ：遺体を回す時に、娘などは歌を歌いますか？ 
Ａ：歌いません。泣くことはあります。 
Ｑ：葬式の歌なども歌いませんか？ 
Ａ：死んだ当日では歌があります。 
Ｑ：どのような内容ですか？ 
Ａ：あまり覚えていません。死後の世界と関係がある歌詞と思います。「孟婆の湯を
飲んで無事にあの世に行きましょう」のような内容です。これらも年寄りの人し
か歌えません。 
Ｑ：崇明島の葬式において燃やされたのは紙の金ですか、錫箔の元宝ですか？ 
Ａ：昔は大体紙の金ですね。今日では錫箔もあります。 
Ｑ：その紙の金は黄色い紙ですか？ 
Ａ：そうです。錫箔の場合は折り紙で元宝の形のものです。 
Ｑ：葬式では親戚などは贈り物をしますか？ 
Ａ：そうです。布団のカバーや、布などを贈ります。 
Ｑ：これらのものも燃やしますか？ 
Ａ：いいえ、これは慰問品ですので、死者の子孫が使います。送る人も必ず年配者の
方です。 
Ｑ：色の拘りがありますか？ 
Ａ：これは生きる人が使うものだから、綺麗な色などを使います。 
Ｑ：三日目の送葬については、いつから始まりますか？ 
Ａ：大体昼食後から始まります。 
Ｑ：遺体を運ぶのは誰ですか？ 
Ａ：近隣や、親戚の中に有力者が運びます。息子は行列の先頭を歩きますので運びま
せん。 
Ｑ：遺体を出す時には竹の棚などを外しますか？ 
Ａ：そうです。堂にあるものと、庭にある喪棚も全部外します。 
Ｑ：運びながら外しますか？ 
Ａ：直前に外します。片付けなどはその後にします。 
Ｑ：堂の竹の支柱も燃やしますか？ 
Ａ：燃やすと思います。遺体を運ぶ前に息子はまた三度の拝礼をします。 
Ｑ：堂の扉を外す際に何かの儀式がありますか？ 
Ａ：それは特にありません。その扉は、下の木のパーツを外したら簡単に外れます。
大変便利な仕組みです。 
Ｑ：外す時には、両面の扉とも外しますか？ 
Ａ：いいえ、片面だけです。一面だけ使います。 
Ｑ：扉はいつ戻しますか？ 
Ａ：遺体を外まで運んだら戻します。 
Ｑ：すぐですか？ 
Ａ：いいえ、送葬の行列が帰ったら戻します。また、供物を燃やす行事がありますの
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で、その後に戻します。それを燃やす際に、扉を少し火に触らせます。これは穢
れを浄化する意味です。 
Ｑ：送葬する際に仮の位牌を持ちますか？ 
Ａ：昔のことはしりません。今日では死者の写真を持ちながら送葬します。 
Ｑ：かつての祖墳では、埋葬する際に秩序がありますか？ 
Ａ：それはよくわかりません。 
Ｑ：埋葬する際に風水師を雇って位置を決めますか？ 
Ａ：よくわかりません。 
Ｑ：前回聞いた話ですが、その墓地に植えられる植物は、どこに植られますか？ 
Ａ：それは「いゆん」という植物ですね。埋葬する場所の隣に植えますね。 
Ｑ：結婚や出産などの場合も植えますか？ 
Ａ：そうです。結婚などは自家の庭や、田などにも植えます。 
Ｑ：墓地に木を植えますか？ 
Ａ：植えないと思います。木の根が遺体を侵蝕する可能性がありますので。 
Ｑ：その後は何の儀式がありますか？ 
Ａ：帰ったらその供物を燃やす行事です。当日の夕食で普段より良い食材でつくられ
た料理を食べます。 
Ｑ：堂の供物などは、いつ撤去されますか？ 
Ａ：多分捨てると思います。豚の頭などは生のものです。 
 
2015年６月 15日 14時頃、井亭村における曹振山氏 
Ｑ：夏ではまだ野菜を植えていますか？ 
Ａ：いいえ、夏は主に稲作です。秋末はまた野菜を植えます。 
Ｑ：収穫した米は自分で食べますか、販売しますか？ 
Ａ：自分で食べます。 
Ｑ：崇明島は上沙や下沙の区分があり、ここはどこですか？ 
Ａ：中沙です。 
Ｑ：どこまでは上沙ですか？ 
Ａ：南門から西は上沙です。 
Ｑ：堂に前扉と後ろ扉があり、後ろ扉は何かの利用がありますか？ 
Ａ：後ろ扉はあまり利用されません。かつて堂は窓をつくりませんので、換気のため
にたまに開きます。今日では窓がつくられたのでもう使いません。 
Ｑ：葬式の時には前扉を外しますが、後ろ扉の方はどうしますか？ 
Ａ：外しません。後ろ扉は開いても開かなくても大丈夫です。 
Ｑ：他の部屋にも後ろ扉がありますね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつての風水師はどこから雇いますか？ 
Ａ：知名度がある人ですので、家まで来てもらいました。 
Ｑ：かつて崇明島の女性でも小さい足を縛りましたか？ 
Ａ：そうです。大体 100年前まではそうでした。 
Ｑ：つまりかつての女性は農作業をしなくて、家で靴や衣服などをつくりましたか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつて結婚や葬式などで植える草は「いゆん」というものですか？ 
Ａ：そうです。いゆんと葱を植えます。 
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Ｑ：それは何の意味がありますか？ 
Ａ：いゆんは運、葱は聡です。良い口彩があります。 
Ｑ：いゆんはどのような植物ですか？ 
Ａ：小さい草です。花がなく、オリヅルランのような植物です。 
Ｑ：結婚式について、葬式より参加者が少ないですか？ 
Ａ：そうです。葬式は近隣の人など、自由参加です。結婚式は誘われてないと参加で
きません。 
Ｑ：結婚は近隣なども誘いますか？ 
Ａ：あまり誘いませんね。同じ村で最大一人か二人の仲の良い人を誘います。 
Ｑ：葬式はやはり近隣の方が多いですか？ 
Ａ：そうですね。ざまざまな道具をつくる体力仕事がありますので、互いに手伝いあ
います。 
Ｑ：結婚式では堂に何かの裝飾をしますか？ 
Ａ：裏の壁に三星図を貼ります。かつて文化大革命のときは一時禁止されましたので、
毛沢東の画像を貼りました。 
Ｑ：三星図は結婚の際に購入しますか？ 
Ａ：家に保存されたものです。ない場合は他の人から借ります。 
Ｑ：三星図以外には何を裝飾しますか？ 
Ａ：他には特にありません。 
Ｑ：対聯などは正門に貼りますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：新郎新婦の部屋にはどんな裝飾をしますか？ 
Ａ：農家では特にありません。ある家族は対聯や、双喜の切り紙を貼ります。 
Ｑ：家具に貼りますか？ 
Ａ：そうです。結婚式の時には貼ります。窓にも貼ります。門には対聯を貼ります。 
Ｑ：結婚式では、新郎はまず神や仏を拝見してから新婦を迎えにいきますか？ 
Ａ：そうですね。新婦は家で昼食をします。今日では車で迎えますが、６台か８台を
使います。迎えに来たら住居に入ります。かつては駕籠に乗りました。駕籠は必
ず正門の内側まで来ました。そして堂で先祖を拝見し自分の部屋に入ります。 
Ｑ：堂で先祖だけではなく、両親、天地、夫婦相互にも拝礼をしますか？ 
Ａ：そうです。そして部屋に入り、宴会を行って終わります。今日ではもう先祖に拝
見しません。 
Ｑ：新郎の両親はずっと堂に座っていますか？ 
Ａ：いいえ。 
Ｑ：拝見の時は堂にいますか？ 
Ａ：両親を拝見する場合もあり、拝見しない場合もあります。 
Ｑ：新婦を迎えた時に、正門で三灯陽火を跨ぎますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：新郎は上の方を、新婦は下の方を跨ぎますか？ 
Ａ：そうです。また、そこから堂までは地面を歩くのではなく、赤い紙をその道に敷
きました。これは「代」と称されるものです。白い布を赤く染めるか、赤い紙を
敷きます。これは「伝代」という意味です。 
Ｑ：つまり新郎も接地しませんか？ 
Ａ：いいえ、それはありません。接地させないのは新婦の方だけです。新郎は構いま
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せん。 
Ｑ：多分新婦は外の人であり、新郎の自家の人ですので、新婦を接地させないのです
かね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：つまり新婦は自分の家から新郎の家までは一度も足が地面につかないのですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：つまり結婚式の拝見の儀式が終り、新婦がこの家族の人となったら住居の地面を
踏むことができるという意味ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：代もそのまま堂まで届けますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：正門の額に紅彩をかけますか？ 
Ａ：そうです。赤い布をかけます。正門に壁がない場合は堂の門にかけます。うちも
昔正門の壁がありました。 
Ｑ：いつかけますか？ 
Ａ：結婚式の前日にします。 
Ｑ：この布はどこから入手しますか？ 
Ａ：自家のものです。ない場合は借ります。 
Ｑ：儀式が終わったら新郎は堂で足を洗いますか？ 
Ａ：堂ではなく、自分の部屋で洗います。 
Ｑ：足を洗う水に、卵や小銭などを入れますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：洗った水をこぼして、来客に卵や小銭を取り合わせるのですか？ 
Ａ：そうです。結婚の福を身につけるためです。 
Ｑ：足を洗ったら靴を履き替えますか？ 
Ａ：そうです。そして新郎の家に向かいます。 
Ｑ：それは新婦の方ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：新郎も足を洗いますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：つまり両方とも足を洗いますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつての嫁入り道具には、家具などがありましたか？ 
Ａ：そうです。家具などを新郎の家まで送ります。今日ではもう家具が入ってません。 
Ｑ：家具は嫁入り道具に入りますが、寝台は必ず新郎の方で用意しますか？ 
Ａ：そうです。新婦の方は箪笥などを用意します。 
Ｑ：儀式が終わり、部屋に入ったから、その後何かの儀式がありますか？ 
Ａ：その後は宴会です。 
Ｑ：２日目は新婦の家で宴会を行いますか？ 
Ａ：そうです。二日目昼食後に新婦の家まで向かいます。 
Ｑ：結婚式の対聯などはいつ外しますか？ 
Ａ：外しません。そのままずっと貼ります。自然に落ちるまでです。 
Ｑ：紅彩も外しませんか？ 
Ａ：紅彩は二日目に外します。 
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Ｑ：次に、葬式について、住居での初めての葬式も紅彩をかけますね？ 
Ａ：そうです。初回目だけです。 
Ｑ：それは何故ですか？ 
Ａ：住居を建ててから初めての葬式ですから。 
Ｑ：二回目からはもうかけないのですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：自然死と事後死について、葬式のやり方が違いますか？ 
Ａ：一緒です。 
Ｑ：臨終の人を外した扉に乗せて、まず頭を北に向けますか？ 
Ａ：そうです。二日目はまた南に向けます。年配者が堂の上の方で置きます。 
Ｑ：二日目は中心に置きますか？ 
Ａ：そうです。年少者は初日において下の方で置きます。 
Ｑ：これは年齢によって決まりますか？世代によって決まりますか？ 
Ａ：世代によってきまりますね。一般的には、主人と同じ世代の人が上の方にします。 
Ｑ：遺体を運ぶなどの作業は、誰がしますか？ 
Ａ：家族の人です。 
Ｑ：着替えなどは二日目にしますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：なぜ二日目も頭の向きを回転しますか？ 
Ａ：それは伝承された作法です。具体的な意味について私もよく分かりません。宗教
的な作法と思います。 
Ｑ：なぜ扉を外しますか？ 
Ａ：遺体を載せるためです。余裕を持つ家族では専用の台もありますが、大多数の家
族は堂の扉を外します。 
Ｑ：二日目遺体の体を拭くのは誰ですか？ 
Ａ：初日は死者の息子が拭きます。二日目は娘などがします。 
Ｑ：着替える時には息子が遺体の頭を持ち上げますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：初日に体を拭いて着替えさせますか？ 
Ａ：初日は衣服ではなく、「老布」を遺体にかけます。青色の、格の文様がある布で
す。初日におけるこの対処は「路路通」ということです。 
Ｑ：つまり初日はこの老布、二日目の葬式はまた別の服を着替せますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：死者の遺体に鏡を置きますか？ 
Ａ：そうです。今日ではもうしません。 
Ｑ：なぜ鏡を置くのですか？ 
Ａ：「視身」という、死者の自分自身を照らすためです。 
Ｑ：この鏡もわざわざ入手したものですか？ 
Ａ：いいえ、家族が持つ鏡を使います。 
Ｑ：死者の遺体の足の両側に煉瓦を置きますか？ 
Ａ：そうです。足が広がりますので、赤い紙で包んだ煉瓦を置きます。 
Ｑ：なぜ葬式において赤色を使いますか？ 
Ａ：赤も白も両方ともあります。赤の方が少ないと思います。 
Ｑ：煉瓦は足の外側に置きますか？ 
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Ａ：そうです。 
Ｑ：一般的に何個ぐらい置きますか？ 
Ａ：一側一枚ですね。足に寄せて置きます。 
Ｑ：二日目の葬式では、堂で竹の支柱を作りますね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：そのものの名称はなんですか？ 
Ａ：「好廉布」というものです。堂には机も置き祭壇をつくります。 
Ｑ：机には生の豚の頭などの供物も置きますか？ 
Ａ：そうです。蝋燭と香炉も設置します。好廉布に白い布をかけます。 
Ｑ：地面までかけて、外から中が見えないような工夫ですか？ 
Ａ：そうです。外からは見えないようにしました。親戚が来たら中に入って遺体の拝
見をします。 
Ｑ：机の上にまた何か供物を置きますか？ 
Ａ：餅や、果物、鶏などがあります。 
Ｑ：これらは生きている人も食べますか？ 
Ａ：おやつなどは参加者にも食べさせます。鶏などは死者への供物ですから食べませ
ん。むしろ食べではいけない程です。 
Ｑ：おやつなど、手伝ってくれる人を感謝するために食べさせますか？ 
Ａ：そうですね。家族の人はあまり食べません。 
Ｑ：蝋燭は白か、赤ですか？ 
Ａ：白の方が多いです。為親羹飯の時も白です。 
Ｑ：為親羹飯はなんですか？ 
Ａ：葬式や毎年行う儀式は為親羹飯、結婚式で行う儀式は宗代羹飯です。２つは違う
ものですから、間違ってはいけません。宗代羹飯は先祖を誘うための羹飯ですが、
為親羹飯は親族親睦のための羹飯です。 
Ｑ：好廉布の竹も自家のものですか？ 
Ａ：そうですね。自分でつくったものです。また、紙でつくられた家屋の模型なども
つくり、葬式後に燃やします。 
Ｑ：好廉布はいつつくりますか？ 
Ａ：死んだ当日にはつくりません。二日目に建てます。 
Ｑ：庭にも竹の支柱をつくりますか？ 
Ａ：そうです。今ではテントを建てますが、昔は竹の支柱で、上に簾を敷きます。そ
の日は死者の衣服や、寝台の敷物を燃やします。床柴というものです。 
Ｑ：それは焼床柴という行事ですね？ 
Ａ：そうです。喪棚の簾も、もし死者が一人で亡くなる際には７枚、死者の配偶者も
なくなったら８枚を敷きます。つまり、一人の場合は単数、二人の場合は偶数で
す。 
Ｑ：二日目の午後は、息子が仮の位牌を持ちながら遺体を三周回りますか？ 
Ａ：そうです。今日ではもうしません。 
Ｑ：上から下への方向ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：その後、この位牌も燃やしますか？ 
Ａ：そうです。寝台の敷物などと一緒に燃やします。 
Ｑ：好廉布は燃やしますか？ 
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Ａ：布は燃しませんね。三日目に撤去し、竹の部分を燃やします。 
Ｑ：三日目は何を燃やしますか？ 
Ａ：紙の家屋の模型や、竹の支柱などを、送葬後に燃やします。 
Ｑ：かつて棺はいつつくりましたか？ 
Ａ：大体三日目前に用意します。木匠に頼んでつくってもらいました。 
Ｑ：かつて送葬する際に、扉を載せたまま運びましたか？ 
Ａ：いいえ、棺を堂まで運び遺体をいれました。 
Ｑ：埋葬後、燃やしの行事をしますか？ 
Ａ：そうです。扉も少しその火に触らせて元に戻します。 
Ｑ：送葬の行列も息子が先頭ですか？ 
Ａ：そうです。仮の位牌を持ちながら歩きます。 
Ｑ：位牌は二日目に燃やしたのではないのですか？ 
Ａ：いいえ、位牌は三日目で燃やします。 
Ｑ：送葬をしながら、何かの歌を歌いますか？ 
Ａ：歌いません。泣くことはあります。死者が死んだ時に、娘などは歌を歌うことも
あります。 
Ｑ：送葬の際には、傘を立てて遺体を太陽に当てないようにしますか？ 
Ａ：はい、あります。死んだ当日、遺体を堂まで運ぶ際にも傘を立てました。 
Ｑ：あなたの家族の祖墳はどこですか？ 
Ａ：今はもうありません。 
Ｑ：送葬の際に祖墳までのルートは、何かの拘りがありますか？ 
Ａ：特にありません。行き道と帰り道は別にします。 
Ｑ：橋など渡るときは死者に何かの言葉をかけますか？ 
Ａ：死者ではなく、棺を運ぶ人に注意させるために声をかけます。送葬の際に棺は絶
対接地させません。堂から埋葬まで、一度も接地させません。 
Ｑ：埋葬後、位牌などを燃やしたら葬式が終わるのですか？ 
Ａ：そうです。次の日に為親羹飯を行い、親戚なども誘います。それは四日目ですね。 
Ｑ：これは死後の最初の羹飯ですね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：葬式後の為親羹飯と毎年の羹飯とは同じですか？ 
Ａ：大体同じですね。葬式後は少し規模が大きいです。２つの机も置きます。 
Ｑ：２つの机は寄せて置きますか？ 
Ａ：そうです。門の側に２つを置きます。 
Ｑ：なぜ為親羹飯は２つの机を置きますか？ 
Ａ：為親羹飯では召喚する先祖が多いです。宗代羹飯や毎年の羹飯は召喚する先祖が
少ないため、１つの机の場合が多いです。 
Ｑ：為親羹飯と宗代羹飯の料理は同じですか？ 
Ａ：違います。為親羹飯の方は野菜料理が多く、宗代羹飯では肉料理が多いです。今
日ではほぼ区別がなくなりました。為親羹飯の豆腐料理は必須ですが、宗代羹飯
には豆腐はいりません。 
Ｑ：羹飯の料理は家族も食べますか？ 
Ａ：食べます。先祖が食べたと思ったら、机を撤去し、料理を厨房に運んで家族が食
べます。果物などはそのまま取っても構いません。 
Ｑ：為親羹飯と宗代羹飯は、見た目は大体同じですか？ 
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Ａ：そうです。 
Ｑ：為親羹飯はどの時期に行いますか？ 
Ａ：死後と毎年の命日に行います。大体死者の息子がします。死後の初日は長男、次
の日は次男、死者の息子の人数に応じて数日間も続きます。 
Ｑ：息子がいない場合は孫がやりますか？ 
Ａ：そうです。かつては、家族の人や、親戚など、2、30人参加します。 
Ｑ：毎年の羹飯は数回でも行いますか？ 
Ａ：葬式後のは何回でも行います。 
Ｑ：葬式ではなく、毎年命日の日のは？ 
Ａ：一般的に直近になくなった人の命日で行います。特定な先祖を呼び出すために、
用がある場合も行います。 
Ｑ：羹飯は他の儀式がありますか？ 
Ａ：他には特にありません。また、かつて遺体は、堂に三年間も置きました。 
Ｑ：三年間ずっと家に置きますか？埋葬しませんか？ 
Ａ：そうです。死後 49日内に、７の倍数の日で羹飯を行います。 
Ｑ：遺体が三年間置かれ、匂いますか？ 
Ａ：匂います。消臭剤なども使いました。 
Ｑ：年配者だけではなく、死者は全部堂に三年間置きますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：三年の間にまた死者が出たら２つの棺になりますか？ 
Ａ：いいえ、新しい死者が出たら前の棺を埋葬します。前の死者を催促するような感
じがしますね。 
Ｑ：この習俗はいつ頃まで続きましたか？ 
Ａ：70年か 80年前です。私が子供の頃ではまだ見られました。 
Ｑ：三年間、棺も上の方でおきますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：頭も南向きですか？ 
Ａ：そうです。棺の上に位牌を置きます。埋葬後は燃やします。 
Ｑ：先祖の位牌は燃やしますか？堂に置かないのですか？ 
Ａ：うちは置きません。余裕を持つ家族では、堂に「高堂」という祭壇が設置され、
その上に先祖の位牌を置来ます。日常においても線香で祭祀しています。 
 
2015年６月 18日 14時頃、廟南村における張衛忠氏、黄金達氏 
Ｑ：この間本の中で掼田財という行事を知りましたが、具体的にはどのように行われ
ますか？ 
Ａ：それは、正月 15 日、つまり今日元宵節と同じ日に行われます。自家の田の土の
神に餅を祭祀します。 
Ｑ：他の記事からですが、男性が火把を手に持ち、裸で田を走り回るのですか？ 
Ａ：そうですね。 
Ｑ：崇明島の家屋では、屋根の山壁が半円で、私が調べた結果では金という属性を持
ち、水の災害を防止するという意味があるとは、本当ですか？ 
Ａ：それはよくわかりません。しかし、かつて住居を建てるときに風水の拘りが多い
もので、多分それがあると思います。 
Ｑ：また、棟上げの儀式では、崇明島では何といいますか？ 
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Ａ：それは采高頭といいます。 
Ｑ：住居の真ん中に位置する先祖の位牌が置かれる部屋は、崇明島での名称はなんで
すか？ 
Ａ：公堂や、庁堂、客堂間などと称されます。 
Ｑ：葬式について、送葬ではどのようなルートですか？ 
Ａ：一般的に自家の田を一周回ります。 
Ｑ：なぜ一周しますか？ 
Ａ：それは円を書くことで、円満な意味があります。 
Ｑ：正門の扉を外して遺体を載せると聞きましたが、それにも上と下の区分がありま
すか？ 
Ａ：そうですね。年配者は上の方の扉、年少者は下の扉を使います。 
Ｑ：初日は遺体を北に向けるが、二日目は南に回すことを、何といいますか？ 
Ａ：これは回正ということです。二日目の午後ぐらいにします。 
Ｑ：葬式後、または 49 日の祭祀活動を行いますが、それは具体的にどのように行わ
れますか？ 
Ａ：７つの７日で、大体一緒ですね。３つ目のは死者の息子がしますが、６つ目のは
娘が戻ってします。 
Ｑ：この村では、宅溝の状況はどうですか？いつ頃から大規模の建て替えが行われま
したか？ 
Ａ：大体 1996年から 2002年までの間に、50から 60戸ぐらいの住居が建て替えられ
ました。 
Ｑ：今日建て替えられた住居も、瓦屋根のままですが、それはなぜでしょうか？ 
Ａ：それは崇明島の湿度が高いため、平たい屋根では水がたまってしまいますので、
瓦の斜度がある屋根の方がその対策と思います。 
Ｑ：地域住民の流失などの状況も多いですか？ 
Ａ：それほどはありません。崇明島はまだ安定な状況といえます。また、2007年から
2010 年頃までに、「平復還耕」という政策があり、住民が農作業に復帰する鼓動
がありました。 
Ｑ：この村では宅溝はまだありますか？ 
Ａ：形としてまだ残されているのは 13か 14個あります。 
Ｑ：人がまだ住んでいるのは？ 
Ａ：それは、大体家族ではなく老人が一人で生活しています。 
Ｑ：何戸ぐらいありますか？ 
Ａ：5戸以下だと思います。 
Ｑ：政府の方から、伝統的住居を保護するなどの政策や、修繕などの支援があります
か？ 
Ａ：それは特にありません。個人的に、それは保護されるべきと思います。 
Ｑ：この村では、特別に何かの対策をしていますか？ 
Ａ：それは難しいです。まず住んでいる人がいなくなったため、修繕するための人と
資金もなかなか難しいです。 
Ｑ：地域住民の方は、これに対してどう思っていますか？ 
Ａ：余裕のある家族は、修繕などをしています。また、うちの村にも江蘇省からの商
人が一つの宅溝を買い、それを修繕して生活をしています。他の村にも同じよう
なことがあると聞きました。 
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Ｑ：余裕のない家族はどうしますか？ 
Ａ：それはあまり伝統的住居を保護する意識と能力がありません。再利用の価値や、
歴史的建築である価値などをあまり意識していません。 
Ｑ：その原因はやはり、かつては大家族の住まいなので、維持管理をするのは負担が
そんなに大きくありませんでしたが、今日住む人がいないので手に負えない状態
ですか？ 
Ａ：そうです。 
 
2015年９月 14日 14時頃、井亭村における陳菊英氏、陳玉英氏 
Ｑ：この住居はかつて正門がありましたか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつての正門はどのようなものですか？ 
Ａ：木の門ですね。 
Ｑ：両面開きのですか？ 
Ａ：両面開きのものもあります。うちは片開きです。 
Ｑ：裏側の川は、いつ拡張されましたか？ 
Ａ： 1968年頃です。 
Ｑ：倒壊した家屋は台風のせいですか？ 
Ａ：台風の原因もあります。しかし、台風の被害以前に、もう住んでいないので破損
がありました。 
Ｑ：かつて住居を建てる人の名称はなんですか？ 
Ａ：木構造を建てるのは木匠、煉瓦などは泥水匠などの職人です。 
Ｑ：どこから雇って来ましたか？ 
Ａ：うちは曾祖母の世代で建てたものですので、私はよくわかりません。 
Ｑ：木匠と泥水匠以外にどのような職人がいますか？ 
Ａ：漆匠や石匠もあります。 
Ｑ：かつて寸法の単位の呼び方は何ですか？ 
Ａ：大きい家屋は丈八棟、一般的には丈三棟です。堂のある家屋は大体丈八棟です。 
Ｑ：かつてここの溝の深さはどのぐらいですか？ 
Ａ：２mぐらいです。幅は３、４mぐらいです。 
Ｑ：２mというのは相当深いものですね？ 
Ａ：そうです。米を研ぐなども全部溝でします。 
Ｑ：家屋の高さの名称は何ですか？ 
Ａ：高いのは七枦枓、低いのは五枦枓です。 
Ｑ：枦枓というのは何ですか？ 
Ａ：屋根の桁条と柱とをつなぐ部分の部位数が枦枓です。たとえばこの家屋は五枦枓
です。 
Ｑ：この垂木の名称は？  
Ａ：これは椽子です。 
Ｑ：つまり七枦枓と五枦枓の二種類の家屋は、高さが決められているということです
ね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：門の大きさなどは特別な名称がありますか？ 
Ａ：２mぐらいですね。特に名称がありません。 
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Ｑ：敷居の高さについては？ 
Ａ：特にありません。 
Ｑ：堂の敷居は他の部屋の敷居より高いですか？ 
Ａ：いいえ、大体同じ程度です。 
Ｑ：かつて溝の掃除は、毎年行われましたか？ 
Ａ：２、３年に一度、夏に行われます。溝の下の泥を取り出して、両側の岸の土を固
める作業などをします。 
Ｑ：この作業は誰がしますか？ 
Ａ：家族の人がします。 
Ｑ：子供も一緒にやりますか？教えながらしますか？ 
Ａ：そうですね。17、18歳頃の子供を連れて一緒にします。 
Ｑ：大掃除以外に、日常的にはどう維持・管理していますか？ 
Ａ：川と貫通しているので、水が入れ替わります。 
Ｑ：それは毎年何回ぐらいにしますか？ 
Ａ：毎月自然に入れ替わります。毎月の初日と 15 日大潮が来る時自然に水が川と入
れ替わります。 
Ｑ：溝が川と繋がるところはどのような構造ですか？ 
Ａ：水門です。 
Ｑ：かつては何でつくられていましたか？ 
Ａ：木の板でつくられた水門があります。水漏というものです。 
Ｑ：この水漏はどこから入手しましたか？ 
Ａ：木匠に頼んでつくってもらいました。溝に設置し、木のフレームに板を入れて、
開閉ができる水門です。 
Ｑ：正月でもそれをしますか？ 
Ａ：します。 
Ｑ：川と隣接しない住居の場合はどうしますか？ 
Ａ：それはありえません。崇明島ではすべての住居が民溝の近くに建てられました。 
Ｑ：かつて住居を建てる際に使われた木材の種類は何ですか？ 
Ａ：杉です。高級な楠木を使う場合もあります。門などは水杉や、少し強度が低いも
のを使う場合もあります。 
Ｑ：杉や楠木はどこからのものですか？ 
Ａ：外部からですね。山のある地域から伐採したものです。 
Ｑ：これは木匠が購入しに行きますか？家族の人が購入後木匠に渡しますか？ 
Ａ：これは家族の人が買います。しかし、木匠とともによい木材を選びに行きました。
木匠は木材のことに詳しいです。 
Ｑ：木材は外部の人が販売に来ましたか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：住居を建てる木匠は一般的に一人ですか？あるいは弟子を連れて来ますか？ 
Ａ：木材を選ぶことは木匠一人がします。住居を建てる時は弟子なども連れて来ます。
師匠の方が技術レベルが高いし、できあがりも早いです。 
Ｑ：上の梁なども全部杉ですか？ 
Ａ：そうです。もう 100年以上前のものですが、まだ腐っていません。 
Ｑ：桁木と垂木はどのようにつなぎますか？ 
Ａ：繋いてません。垂木は桁の上に置き、ほぞを入れます。 
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Ｑ：釘などは一切使いませんか？ 
Ａ：そうです。このような住居は今の住居よりも丈夫であると思います。倒壊した家
屋でも、壁の煉瓦と上の瓦は壊れましたが、木構造はまだ立っています。 
Ｑ：かつて木材の腐敗を防止する対策がありましたか？ 
Ａ：漆を塗ります。腐敗した部分は、また木匠を雇って、新しい木材を入れます。 
Ｑ：修繕などの際に、家族もその技術を学びますか？ 
Ａ：あります。簡単な作業は木匠も教えてくれます。 
Ｑ：泥水匠の方は壁と屋根を担当するのですか？ 
Ａ：そうです。石灰を塗ることなども彼らの担当です。 
Ｑ：煉瓦などはどこから入手しましたか？ 
Ａ：うちの村には窯がありましたので、そこで焼きました。 
Ｑ：煉瓦をつくるための土はどこから入手しましたか？ 
Ａ：煉瓦に使うのは房泥、他のは沙泥です。 
Ｑ：房泥はどこから入手しましたか？ 
Ａ：外部から販売しに来た人から購入します。 
Ｑ：沙泥はどのような用途に使いますか？ 
Ａ：住居を建てるにはあまり使いません。 
Ｑ：石の方も、崇明島にはあまりありませんので、やはり外部から購入したものです
か？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：柱の下の柱礎は石匠がつくりましたか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：石灰はどこから入手しましたか？ 
Ａ：石灰窯というものがあります。 
Ｑ：これも泥水匠がつくりましたか？ 
Ａ：いいえ、それについては、石灰をつくる専門の業者がいます。石灰には藁の屑な
どを入れます。泥水匠はそこから石灰を購入します。今日ではセメントを使いま
すが、もうかつてのような石灰は今はありません。 
Ｑ：石灰は石からつくられたのですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：屋根の方について、煉瓦と瓦の中に何かありますか？ 
Ａ：ありません。 
Ｑ：ある家屋ではその中に藁なども入れますが、ここにはありませんか？ 
Ａ：ありませんね。芦屋など簡易の家屋では屋根に藁や竹を敷きます。 
Ｑ：瓦を敷くことも泥水匠の仕事ですか？ 
Ａ：そうです。瓦をつくるのは専門の人です。 
Ｑ：つまりまず木匠が木構造を全部建てた後、泥水匠が壁と屋根の瓦を敷きますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：屋根の水漏れなどは、家族の人で修繕しますか？ 
Ａ：かつて簡単な作業は家族の人で修繕しました。今日では年を取ったため、屋根ま
で登るのはもう無理です。 
Ｑ：こちらの軒にある瓦には、彫刻などされていますが、何という名称ですか？ 
Ａ：これは瓦箍頭という瓦が落ちないように固定するための瓦です。これは泥水匠が
つくるものです。 
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Ｑ：彫刻の文様は何の意味ですか？ 
Ａ：一般的に両側に半円があり、上にまた半円の形の文様が多いです。意味がよくわ
かりません。 
Ｑ：もし蓮やコウモリなどの彫刻をする場合は値段がかかりますか？ 
Ａ：そうです。うちはその彫刻がありません。これも泥水匠の仕事です。屋根の一番
上にもさらに一本の木を置き、瓦を葺きました。 
Ｑ：これがされた家屋は一般的なものですか？ 
Ａ：いいえ、七枦枓などの家屋で、地主など余裕を持つ家族ではつくりました。 
Ｑ：彫刻の文様などを泥水匠に注文することは、家族の主人の担当ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：家建てなどは、大体主人が担当することですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：彼の意志によってデザインが決まりますか？ 
Ａ：さまざまな様式がありますで、そこから好みの様式を選びます。 
Ｑ：かつての住居は、窓がそんなに多くはありません。こちらの家屋にも窓がありま
せんか？ 
Ａ：かつて門の半分には窓がつくられましたので、門は窓の役にも立ちます。 
Ｑ：窓を開ける位置などについて、何かの拘りがありますか？ 
Ａ：あると思いますね。詳しくはわかりません。日付などもちゃんと選びました。 
Ｑ：かつて住居を建てるのはどのぐらいかかりましたか？ 
Ａ：冬はすこし長いです。木構造ができて采高頭まで一月ぐらいかかります。その後
壁と瓦を敷くのに、人数が多くても 15日ぐらいかかります。 
Ｑ：采高頭はいつ行いますか？ 
Ａ：木匠は吉日を選んで行います。 
Ｑ：すべての家屋で采高頭を行いますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：最初に建てる家屋はやはり堂の家屋ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：堂の家屋は他の家屋より高く建てますか？ 
Ａ：それはないと思います。それも枦枓の数で決められます。余裕を持つ家族は堂の
家屋を七枦枓にして、他の家屋は五枦枓にします。 
Ｑ：采高頭は具体的に何をしますか？ 
Ａ：吉日において、餅や飴などを棟木にかけます。棟が設置されたら、食べ物やお金
なども上に投げ、後で皆で食べます。 
Ｑ：家族の人も食べますか？ 
Ａ：主に木匠と泥水匠などに食べさせます。謝金も其の際に木匠に渡します。余った
食べ物は家族の人が食べます。これは楽しい行事ですから、とてもにぎわいます。 
Ｑ：家を建てる際に家族の人も手伝いますか？ 
Ａ：あまり手伝いませんね。興味を持つ人が一緒に参加する場合もあります。 
Ｑ：かつて家屋の破損などがある場合は、主人に報告して修繕してもらいましたか？ 
Ａ：資金がある場合は修繕する人を雇います。ない場合は主人に頼みます。 
Ｑ：かつて住居は、10年、あるいは定期的に修繕を行いましたか？ 
Ａ：そうではありません。破損がある場合に修繕します。公堂は皆のものですから、
全員が金を出して修繕します。 
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Ｑ：余裕を持つ家族では、住居の周囲に木を植えますか？北に竹、東に桃などを植え
ますか？ 
Ａ：そうです。聞いたことがあります。 
Ｑ：こちらの住居にはありませんか？ 
Ａ：植えられてません。 
Ｑ：この住居の正門側の住居が台風で倒壊したのは、いつ頃ですか？ 
Ａ：よく覚えてませんね。数年前ぐらいです。 
Ｑ：かつて一つ一つの部屋はそれぞれの核家族の住まいですが、他の家族の部屋に入
る際に何かの禁忌がありますか？ 
Ａ：特にありません。扉の外側で声をかけてから入ります。皆家族ですからそんなに
疎遠な関係ではありません。 
Ｑ：かつて敷居を踏むことはよくないことですか？ 
Ａ：そうです。特に余裕を持つ家族では厳しいです。 
Ｑ：余裕を持つ家族の住居では、屋根の下にカメが置かれていましたか？ 
Ａ：そうです。余裕を持つ家族は「天水」（雨水）を飲用水として利用しました。昔
水道がありませんので、天水の方が清潔な水です。 
Ｑ：ここには置かれてませんでしたか？ 
Ａ：昔はありました。うちも天水を飲みました。 
Ｑ：カメの水は入れ替えなどをしますか？ 
Ａ：雨が降りそうになったらカメの水をこぼし、新し雨水を収集します。 
Ｑ：その水の賞味期限はどのぐらいですか？ 
Ａ：８日か 10日以内では新鮮な水として飲まれます。 
Ｑ：そんなに大きいカメの、水を誰がこぼしますか？ 
Ａ：家族の人がします。 
Ｑ：その天水について、飲用以外にも、何かの用途がありますか？ 
Ａ：料理をつくること、また食と関係あることには全部その水を使いました。洗濯な
どは溝で行いました。 
Ｑ：何故井戸水を飲用しないのですか？ 
Ａ：井戸水は美味しくありません。 
Ｑ：あなたは井戸水を飲みますか？ 
Ａ：うちは主に溝の水を飲みます。溝の水を小さいカメにいれて、浄化剤を入れて竹
の棒で混ぜます。 
Ｑ：井戸水は塩辛いので、あまり飲みませんか？ 
Ａ：そうです。余裕を持つ家族は雨水、うちのような農家は溝の水を飲用します。 
Ｑ：かつてこのようなカメはいくらぐらいかかりましたか？ 
Ａ：小さいものは 10数元ぐらいです。カメも外部から販売しに来た人から買います。
地元にも焼き物の職人がいましたが、そんなに多くはありません。 
Ｑ：ここの堂では、かつて位牌が置かれていましたか？ 
Ａ：そうです。余裕を持つ家族では、堂の上側で高いところに高堂があり、そこで位
牌を置きます。うちのような農家では葬式後位牌を燃やしました。余裕を持つ家
族では、高堂に数十個の位牌を置きました。 
Ｑ：堂には他に何かを置きますか？仏像などは置きますか？ 
Ａ：余裕を持つ家族は中心に机を置き、仏像や神の像を置きます。 
Ｑ：ここの堂にもかつてそれがありましたか？ 
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Ａ：大昔はありました。確か、天地神の神像がありました。 
Ｑ：他には何かありますか？ 
Ａ：亡くなった家族が生前使った机や椅子なども、堂の下の方に置きました。 
Ｑ：この机と椅子は、結婚や葬式などの行事がある場合に使いますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：次に、かつての年中行事について伺いたいですが、12月 24日は何をしますか？ 
Ａ：赤豆の炊きご飯や、焼餅などを食べます。 
Ｑ：赤豆も自家で植えたものですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：誰がつくりますか？ 
Ａ：家族の人が一緒につくります。 
Ｑ：どこで食べますか？ 
Ａ：厨房で食べます。人が多くなると堂や、庭において食べます。 
Ｑ：座の秩序などがありますか？ 
Ａ：ありません。それは結婚式の時だけです。 
Ｑ：子供も手伝いに来ますか？ 
Ａ：そうです。皆でつくります。 
Ｑ：新年は何をしますか？ 
Ａ：新年は後ろ扉は開きません。刀なども使いません。洗濯もしません。親戚などが
来て先祖拝見をします。 
Ｑ：これらの禁忌はいつまで続きますか？ 
Ａ：三日までです。水仕事もしません。米や野菜などを洗うことは全部事前に用意し
ました。堂において祭壇に線香と蝋燭を付けて、五日まで祭祀します。その後は
大体麻雀などの遊びですね。十五日では寧子と巻頭をつくって新年が終わるとい
う感じです。 
Ｑ：新年では拝年をしますか？ 
Ａ：しますね。公堂の机は祭壇として、先祖を拝見します。親戚なども到来し拝見し
ます。それらの親戚に食事を招待します。 
Ｑ：すなわち新年の挨拶だけではなく、先祖を拝見することも拝年ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつて新年では爆竹をしましたか？ 
Ａ：昔はしませんでした。結婚式などには爆竹をしました。今日では、何のことでも
爆竹をします。 
Ｑ：新年では春聯を貼りますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：誰が書きますか？ 
Ａ：一般的には買ったものを貼ります。 
Ｑ：自分で赤い紙を買って自分で書くことはありますか？ 
Ａ：家族に知識人がいる場合は自分で書きます。 
Ｑ：どこに貼りますか？正門ですか？ 
Ａ：そうです。正門、厨房、堂の扉の両側には必ず貼ります。窓や門に福の字を貼り
ます。結婚式でも対聯を貼ります。子供の誕生日なども貼ります。 
Ｑ：春聯はいつ外しますか？ 
Ａ：外しません。そのまま、来年の新年でまた新しいものに貼り替えます。 
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Ｑ：結婚式を行う場合、春聯を外しますか？ 
Ａ：結婚式の３日前に外します。 
Ｑ：かつて新年と関わる行事については、24日夜、新年、次は正月半ですね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：新年から正月半までは何をしますか？ 
Ａ：新年は 10日までで終わります。11日からはもう行事がありません。 
Ｑ：正月半は何をしますか？ 
Ａ：寧子と巻頭をつくります。 
Ｑ：寧子と巻頭は何ですか？ 
Ａ：巻頭は円環状なもので、寧子は丸いものです。 
Ｑ：材料はなんですか？ 
Ａ：小麦粉です。寧子と巻頭も田に挿して、土の神に供えます。 
Ｑ：大体どのぐらいの量をつくりますか？ 
Ａ：家族が多い場合は７キロぐらいつくります。 
Ｑ：中に何かをいれますか？ 
Ａ：砂糖をいれます。 
Ｑ：煮ますか？ 
Ａ：いいえ、蒸します。 
Ｑ：これは誰がつくりますか？ 
Ａ：家族が一緒につくります。 
Ｑ：行事などの場合、家族全員が一緒につくりますか？女性が主体ですか？ 
Ａ：いいえ、特に分けられていません。男女ともつくります。その夜にはまた田にお
いて火把を持って走り回ります。 
Ｑ：それは掼田財という行事ですね？ 
Ａ：そうです。それは５日間も続きます。 
Ｑ：つまり 20日までですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：他に何か年中行事がありますか？ 
Ａ：次には立夏があります。焼餅を食べます。 
Ｑ：その次は？ 
Ａ：端陽節です。粽を食べます。 
Ｑ：粽について、素材などは全部自分でとってつくりますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：粽を食べること以外に、何をしますか？端陽節では菖蒲や大蒜などをかけますか？ 
Ａ：そうです。軒下や、門に大蒜、艾葉などの香草をかけます。 
Ｑ：香草は購入したものですか？ 
Ａ：そうです。鎮で買ったものです。 
Ｑ：粽も厨房でつくり、厨房で食べますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつて厨房では、机の置き方はどのような状況でしたか？ 
Ａ：2つの机が並んで置かれました。 
Ｑ：端陽節の次は何ですか？ 
Ａ：６月６日に餅を食べます。７月７日、８月 15日もありますね。８月 15日に肉の
餅や、落花生などを食べます。 
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Ｑ：これらの食材はどこから購入しますか？ 
Ａ：自家が収穫したものです。 
Ｑ：多分それらについて、ちょうどその時期では、それらの食材ができた時期ですか
ら、それらを食べますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：その次は何ですか？ 
Ａ：重陽節ですね。重陽糕を蒸してつくります。 
Ｑ：重陽糕も家族がつくりますか？ 
Ａ：そうです。今では鎮でも購入できます。 
Ｑ：重陽糕をつくるためにも型が必要ですね、それはどこから入手しましたか？ 
Ａ：木匠に頼んでつくってもらいました。 
Ｑ：重陽節は敬老の日ともいえますが、そ関する習俗がありますか？たとえばつくっ
た重陽糕はまず家族の主人などにさしあげることはありますか？ 
Ａ：そうです。一般的に家族の年寄りが優先です。 
Ｑ：その次は？ 
Ａ：特にありません。 
Ｑ：冬至では？ 
Ａ：亡くなった人がいましたら、墓参りをします。豆腐や鶏などの料理をつくり、紙
の金なども燃やして送りました。堂でも線香などを燃やしました。 
Ｑ：小寒と大寒は？ 
Ａ：特にありません。小寒では臘八粥をつくって食べます。その後はもう廿四夜です。 
Ｑ：前回聞いた羹飯の行事について、これらの料理は誰がつくりますか？ 
Ａ：死者の息子などがつくります。 
Ｑ：羹飯において使われる碗と箸については、何かの拘りがありますか？ 
Ａ：それは羹飯で招待する先祖の人数に応じて用意します。 
Ｑ：死者専用の碗ですか？あるいは普段家族が使うものを用いますか？ 
Ａ：普段家族のものを使います。 
Ｑ：羹飯の料理はその後捨てますか？ 
Ａ：捨てません。羹飯が終わったら家族が食べます。 
Ｑ：碗を置く場所なども、拘りがありますか？ 
Ａ：それは座と同じです。 
Ｑ：羹飯には７つの料理がありますか？ 
Ａ：５か、７か、９か、奇数の方がよいです。 
Ｑ：料理は誰が決めますか？ 
Ａ：大体は定められたものです。豆腐皮や、青梗菜、豆、肉、饅頭などです。 
Ｑ：豆腐は必須ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：線香が燃え尽きの時点で、行事が終わるという意味ですか？ 
Ａ：燃え尽きではなく、ほぼ燃えたら終わります。 
Ｑ：４／５ぐらいまでですか？ 
Ａ：そうです。その後、供物などを燃やして先祖に送ります。 
Ｑ：それも堂のすぐ前で行われますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：燃やしたところで酒で円を書きながら流しますか？ 
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Ａ：そうです。 
Ｑ：その後は料理を食べますか？ 
Ａ：厨房まで運んで食べます。 
 
2015年９月 20日 14時頃、井亭村における曹振山氏、陳菊英氏、陳玉英氏 
Ｑ：田と畑は分けられていますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：田の方が面積が大きいですか？ 
Ａ：そうです。田は稲作以外に何も植えません。 
Ｑ：畑は田の隣にありますか？ 
Ａ：隣ですね。互いに影響がありません。田は低く、畑は高いものです。もうすぐ芒
種なので枝豆を植えます。 
Ｑ：かつて芒種などの節気はどのように知りますか？ 
Ａ：暦がありました。 
Ｑ：毎年、新年に新しい暦を鎮から購入しますか？ 
Ａ：そうです。一年中の二十四節気が全部含まれています。 
Ｑ：何かを植える時は、必ず節気に従いますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：主に何を植えますか？ 
Ａ：枝豆、稲、とうもろこしなどを植えます。とうもろこしは清明頃です。野菜など
は節気に従わなければなりませんが、稲は一年二回植えますので、少し時期がず
れても構いません。アブラナも植えました。 
Ｑ：稲作の二回について、初回はいつですか？ 
Ａ：一回目は清明頃です。 
Ｑ：アブラナを収穫したら、自分で油をつくりますか？ 
Ａ：いいえ、生産小隊に渡して油と交換します。 
Ｑ：前回聞いた話ですが、正月半につくる寧子と巻頭は、田にも供えますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：田の方ですか？畑の方ですか？ 
Ａ：両方ともに供えます。 
Ｑ：具体的に田のとこに置きますか？ 
Ａ：中心に置きます。 
Ｑ：一般的には、どのぐらいの時間供えますか？ 
Ａ：30分か一時間ぐらい供えます。その後家族の人が食べます。 
Ｑ：何個ぐらい供えますか？ 
Ａ：1個か 2個ぐらいに、箸に挿して供えます。多く供えても大丈夫ですので、その
場合は碗に入れます。 
Ｑ：それはやはり土の神を祭祀し、来年の順調な収穫を祈願するのですか？ 
Ａ：そうです。その日は、寧子と巻頭を持参し、墓参りして先祖を祭祀します。 
Ｑ：この堂の家屋について、ここでは公堂と称されますか？ 
Ａ：そうです。余裕を持つ家族では、一つの大家族ですので、客堂と称されます。う
ちは複数の大家族に複数の主人もいましたので、共有のものであるため、公堂と
称されますう。 
Ｑ：公堂の後ろ扉については、普段開きませんか？ 
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Ａ：そうです。開いても大丈夫ですが、外すのは絶対だめです。門が壊れて新しいも
のを入れ替える場合には、必ず爆竹をしてからします。 
Ｑ：修理も木匠に頼みますか？ 
Ａ：そうです。爆竹をしてから、木匠は門を外して新し扉を入れ替えます。入れ替え
たらまた爆竹をします。 
Ｑ：それは先祖に声をかける意味がありますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：後ろ扉の開閉には、時間や目的など何かの規則がありますか？ 
Ａ：特にありません。 
Ｑ：かつて溝には、民溝と繋がる部分は水漏という装置がありましたか？ 
Ａ：水漏ではなく水龍ですね。別の言い方で水溝ともいいます。 
Ｑ：どのような装置ですか？ 
Ａ：うちは水門の装置がありませんでした。溝の底より１mぐらい高い土台だけつく
られました。ある家族の住居では木でつくられた水門が設置されました。数年間
に一度それも含めて、溝の大掃除を行い、下の泥などを掘って田まで運んで肥料
にします。 
Ｑ：それは２、３年に一度ですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：その水門にも特別な名称がありますか？ 
Ａ：ありませんね。一緒に水龍といいます。 
Ｑ：かつての生活について、結婚式や葬式などの写真がありますか？ 
Ａ：ありません。 
Ｑ：かつて家建ての職人について、木匠や泥水匠などは、今でもいますか？ 
Ａ：います。もうほとんどいないですが、こちらの西の方にまだ一人います。 
Ｑ：彼は今どのような仕事をしていますか？ 
Ａ：新しい住居を建てるなどの仕事です。 
Ｑ：まだこのような住居を建てることができますか？ 
Ａ：できると思います。今でも家具などはつくっています。 
Ｑ：節気など、年中行事では、つくったものを食べる際に、何かの拘りがありますか？ 
Ａ：特にありません。40年前頃までは、それらの行事は皆きちんとしましたが、今日
ではもうほとんどしません。 
Ｑ：座の秩序などもありませんか？ 
Ａ：それは結婚式の時だけありますね。上首の座と下首の座があります。新郎新婦と
両親は上の方に座ります。新婦の家族は下、新郎の家族は上の方に座ります。 
Ｑ：堂の中で宴会を行いますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：庭では宴会を行いませんか？ 
Ａ：一般的には庭では行いません。しかし参加者が多い場合では庭で行うこともあり
ます。また、かつての駕籠も、出る時と着く時にも上の方を使います。葬式の時
棺も必ず上の方から出します。 
Ｑ：田にも上と下がありますか？ 
Ａ：それはありません。住居の中だけです。 
Ｑ：葬式について、庭につくられた喪棚は、宴会のためですか？ 
Ａ：宴会ではありません。参加者のための庇をつくるためです。遺体を出す時には外
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します。また、崇明島では「借死不借婚」という説があり、遺体は他の住居の堂
を借りてしばらく置くことは大丈夫ですが、結婚は必ず自家の堂を使います。 
Ｑ：かつて新年では先祖を祀る際に、何かの供物を用意しましたか？ 
Ａ：果物などを用意します。新年の時期では灶君も祀ります。この灶では、かつて窪
があけられましたので、そのなかに灶君の神像を置きました。神像の前に一年中
供物などを置きました。 
Ｑ：それらの供物はいつ入れ替えますか？ 
Ａ：廿四夜に入れ替えます。廿四夜は灶君が天界に帰る日と思われ、供物を用意して
送ります。また正月半の日に戻ると思われ、寧子と巻頭を供えます。 
Ｑ：これらのことは、家族の誰がしますか？ 
Ａ：家族の男性ですね。 
Ｑ：かつての灶にはかならず窪がつくられ、灶君の神像が置かれましたか？ 
Ａ：そうです。これは崇明島の規則です。文化大革命の時に一旦禁止されましたので、
皆その窪を埋めました。今日では灶君の絵を置くことだけとなりました。 
Ｑ：文化大革命以前では、田の周囲に廟などがありましたか？ 
Ａ：そうです。文化大革命の時に全部壊されました。ここも昔井亭廟という大きな廟
があり、菩薩の像は四人でも運ばれない程度でしたが、壊されました。 
Ｑ：残念ですね。 
Ａ：そうです。かつて雨が止んで太陽が出てくると、自家の神像や廟の神像を外まで
運んで神にも太陽を浴びせました。 
Ｑ：この木の枠見たいなものはどのような用途に使うものですか？ 
Ａ：それは料理や米を加熱するために、釜にいれて蒸します。 
Ｑ：前回聞いた話ですが、羹飯の行事について、料理の置き方に拘りがありますか？ 
Ａ：魚などは、頭が必ず裏側に向きます。これは自然に入ってきたという意味ですね。 
Ｑ：鶏などは同じですか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：鶏などの肉料理は、必ず解体されてない状態ですか？ 
Ａ：そうです。解体してはいけません。 
Ｑ：机の上に、蝋燭などはどこで置きますか？ 
Ａ：扉側です。 
Ｑ：線香は何本ぐらい燃やしますか？ 
Ａ：うちは一般的に 5本です。太い線香なら一本です。 
Ｑ：そして線香がほぼ燃え尽きたら料理を厨房まで運んで、そちらで食べますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：寧子と巻頭は、大体どのぐらいの大きさですか？ 
Ａ：このぐらいです。 
Ｑ：誰がつくりますか？ 
Ａ：家族皆でつくりますね。砂糖を入れて、釜で蒸します。 
Ｑ：堂には、下の方が机や椅子などを収納し、上の方は空きますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：中心に何を置きますか？ 
Ａ：大昔は神壇がありました。机は一つ中心に置きました。 
Ｑ：位牌などは置きますか？ 
Ａ：農家ではあまりありません。高堂がないためです。一般的に死後の一周年、羹飯
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の時にその位牌を燃やしました。大昔は遺体を堂に三年間も置きました。年配者
は上、年少者は下で、三年間置いたら埋葬します。今日では腐敗など健康に悪い
と思われ、もうこの習俗がなくなりました。 
Ｑ：つまり高堂のある堂では位牌をずっとそこに置き、高堂のない堂では 1年後に位
牌を燃やしますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：毎年の羹飯は、一年一回しか行いませんか？ 
Ａ：そうです。たとえば今日なくなったら、来年の同じ日に行います。 
Ｑ：つまり直近に亡くなった人の命日に行いますね？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：結婚式でも羹飯を行いますね？宗代羹飯というものですか？ 
Ａ：そうです。先祖を招待する方法は同じですが、意味が違うので呼び方も違います。
結婚式で羹飯をして、他人が「為親羹飯だ」といったら絶対怒れます。 
Ｑ：結婚式の宴会も堂で行いますが、羹飯はそれ以前に行いますか？ 
Ａ：そうです。 
Ｑ：かつてこの住居には正門がありましたか？ 
Ａ：正門がありました。しかし塀がありませんでした。ある家族の住居では、周囲に
住居を囲む塀があります。 
Ｑ：この住居において、家屋が徐々に増えていますが、最初につくられたのはどれで
すか？ 
Ａ：こちらの堂の家屋と今いるこの家屋です。 
Ｑ：裏にも昔家屋がありましたか？ 
Ａ：そうです。川の拡張工事によってなくなりました。 
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1.2.写真資料 
2012年９月４日、瀛東村 
 
 
整備された民溝 
 
新住宅へ建て替えた集落 
 
 152 
 
 
住居を囲む竹垣 
 
民溝に停泊している船 
 
 153 
 
 
  
倒壊した新住宅 
 
石板と煉瓦でつくられた簡易倉庫 
 
 154 
 
 
  
乾燥されているとうもろこしの藁 
 
新住宅の様子 
 
 155 
 
 
  
燃された葦 
 
 156 
 
2012年９月８日、建中村 
 
絵画が施された灶 
 
灶に施された灶花 
 157 
 
 
  
灶に施された灶花 
灶に置かれた灶君の絵 
 158 
 
 
  
灶に燃料を入れている様子 
棒を用いて火の強さを調整している様子 
 
 159 
 
 
  
住居の庭につくられた畑 
 
肥料としてつかわれた燃料の灰 
 
 160 
 
 
  
畑に植えられたじゃがいも 
 
じゃがいもの葉を採っている様子 
 
 161 
 
 
  
かつての住居に残された溝 
 
乾燥されているごまの茎 
 
 162 
 
 
  
葦でつくられた簾 
 
ほうき草でつくられた箒 
 
 163 
 
 
  
乾燥されている唐辛子と白豆 
 
採られたほうき草 
 
 164 
 
 
  
倉庫に保存されている竹のバスケット 
 
放置されたカメ 
 
 165 
 
 
  
犬舎としてつかわれた破損があるカメ 
 
修繕された伝統的家屋 
 
 166 
 
 
  
昔から使われてきた箪笥 
 
住居の裏にある竹園 
 
 167 
 
 
  
笹の芯 
 
灶に施された絵画 
 
 168 
 
 
  
灶に施された絵画 
 
木材でつくられた三脚の棚 
 
 169 
 
 
  
昔から使用してきた皿 
 
昔から使用してきた急須 
 
 170 
 
 
  
葦でつくられたカゴ 
 
壁にかけられたザル 
 
 171 
 
 
  
上：深い竹ザル、下：薄い竹ザル 
 
 172 
 
 
  
収穫した落花生を竹のバスケットに入れている様子 
 
灶を使って料理をつくっている様子 
 
 
 173 
 
 
  
庭にある井戸 
 
崇明島の地元料理 
 
 174 
 
 
  
放置された宅溝の溝（雑草が沢山生えている） 
 
放置された宅溝の奥行きを測定している様子（敷地は右側の人が立っている位置まで） 
 
 175 
 
 
  
放置された宅溝の家屋 
 
 176 
 
 
  
放置された宅溝の家屋 
 
 177 
 
 
  
放置された芦屋（かつて倉庫として使われた） 
 
 178 
 
 
  
放置された家屋 
 
地面に落ちている竹製の窓 
 
 179 
 
 
  
放置された家屋の室内 
 
 180 
 
 
  
扉の構造 
 
天井につくられた天窓 
 
 181 
 
 
竹でつくられたバスケット 
 
 182 
 
 
  
放置された家屋の裏にある竹園 
 
放置された家屋の隣に置かれたカメ 
 
 183 
 
 
  
放置された家屋の扉 
 
扉の錠の構造 
 
 184 
 
 
  
半分が窓となる扉の構造と開き方の実演 
 
 185 
 
 
  
竹でつくられた垣 
 
 186 
 
 
  
新住宅の庭の様子 
 
 187 
 
2012年９月８日、小竪村 
 
  
煉瓦と葦でつくられた倉庫 
 
 188 
 
 
  
保存されている藁 
 
乾燥されているごま 
 
 189 
 
 
  
地面に叩きつけ取り出したごまのみ 
 
乾燥されているほうき草と枝 
 
 190 
 
 
  
竹でつくられたバスケット 
 
 191 
 
 
  
住居の裏につくられた畑 
 
溝を渡るための橋 
 
 192 
 
 
  
家屋に保存されている藁と葦 
 
庭に生えているほうき草 
 
 193 
 
 
  
かつての住居に残された溝 
 
 194 
 
 
  
竹のザルに入っている収穫した農作物 
 
竹でつくられた椅子 
 
 195 
 
 
  
葦でつくられた簾 
 
 196 
 
 
  
上：精米所に保存されている唐箕、下：今日使われている脱穀機 
 
 197 
 
 
  
脱穀された米を竹のザルに回収している様子 
 
竹でつくられた支柱と物干し 
 
 198 
 
 
  
民溝における竹でつくられた魚をとる道具 
 
 199 
 
2012年９月８日、斉南村 
 
溝への階段 
 
整備された集落の道路 
 
 200 
 
 
  
三階建ての新住宅 
 
集落まで通る民溝 
 
 201 
 
 
  
乾燥されているごまの茎 
 
ヤギの餌として使われたごまの茎 
 
 202 
 
 
  
アヒルを養殖している様子 
 
大量に保存されている竹 
 
 203 
 
 
  
かつての住居の敷地に建て替えられた新住宅と庭につくられた畑 
 
溝において魚と蟹を養殖するために張られた網 
 
 204 
 
 
  
竹でつくられた熊手 
 
竹でつくられた椅子 
 
 205 
 
 
  
竹の形を利用してつくられた物干し 
 
竹でつくられた箪笥 
 
 206 
 
 
  
葦でつくられた箒 
 
保存されている魚をとる道具 
 
 207 
 
 
  
上：竹でつくられた箕、下：竹でつくられたザル 
 
 208 
 
 
  
竹でつくられたバスケット 
 
木材でつくられた熊手 
 
 209 
 
 
  
聞き取り調査を受けている住民 
 
畑において農作業をしている様子 
 
 210 
 
2012年９月８日、堡北村 
 
乾燥されている落花生 
 
新住宅の室内の様子 
 
 211 
 
 
伝統的家屋を挟むように建てられた新住宅（一部が残され挟まれているように見える） 
 
乾燥されているごまの茎 
 
 212 
 
 
  
収穫された甘蘆粟 
 213 
 
 
  
溝を渡るための簡易橋 
 
切られた甘蘆粟 
 
 214 
 
 
  
竹垣とその上に植えられた植物 
 
涼皮工房の様子 
 
 215 
 
 
  
涼皮をつくっている様子 
 
壁にかけられている竹のザル 
 
 216 
 
2012年９月 10日、西門村 
 
集団住宅が建てられた崇明島における町の様子 
 
新住宅の様子 
 
 217 
 
 
  
港に停泊している漁師の船 
 
 218 
 
 
  
捕獲した魚を販売している様子 
 
 219 
 
2012年９月 10日、友誼村 
 
つくり立ての竹のザル 
 
竹を加工してつくられたさまざまな素材 
 
 220 
 
 
  
竹のザルをつくっている様子 
 
 221 
 
 
  
金属の塊で押されながら竹を編んでいる様子 
 
回収された竹の屑 
 
 222 
 
 
  
竹でつくられた蒸籠 
 
壁にかけられている竹の素材 
 
 223 
 
 
  
竹細工の工房の近くにある竹園 
 
 224 
 
2013年５月 13日、江南三民文化村 
 
  
かつて使われた糸巻機 
 
かつて使われた葦の簾を編む道具 
 
 225 
 
 
  
かつて使われた布づくりの道具 
 
 226 
 
 
  
かつて使われたはた 
 
 227 
 
 
  
上：かつて建てられた芦屋の復元物、下：その室内から見られる屋根の構造 
 
 228 
 
 
  
博物館における竹垣 
 
かつて伝統的住居の室内の様子の再現 
 
 229 
 
 
  
かつて使われた椅子と机、またその配置の復元 
 
 230 
 
 
  
かつて布問屋において使われた箪笥 
 
木綿を加工するために使われた作業台と道具 
 
 231 
 
 
  
かつての新婚の際の寝台 
 
かつて使われた物入れ 
 
 232 
 
 
  
かつて使われた物入れ 
 
 233 
 
 
  
かつて使われた酒造りのカメと道具 
 
かつて使われた独輪車 
 
 234 
 
 
  
かつて使われた結婚用の駕籠 
 
崇明島における灶の複製品 
 
 235 
 
2013年５月 15日、崇明学宮 
 
  
崇明島における政府の城の遷移図 
 
かつて崇明城の平面図 
 
 236 
 
 
  
崇明島から出土された文物 
 
 237 
 
 
  
明代における長江河口の地図 
 
かつて使われた沙船 
 
 238 
 
 
  
沙船に乗っている様子が描かれた絵画 
 
かつての漁師が使った道具 
 
 239 
 
 
  
かつての漁師が使った道具 
 
かつての塩づくりの様子の再現模型 
 
 240 
 
 
  
かつての塩づくりの様子の再現模型 
 
 241 
 
 
  
かつての塩づくりの様子を記録した写真 
 
 242 
 
 
  
かつての囲墾の様子を記録した写真 
 
 243 
 
 
  
かつて使われた唐箕 
 
かつて使われた独輪車 
 
 244 
 
 
  
かつて使われた臼と竹のザル 
 
かつて使われた唐鋤 
 
 245 
 
 
  
かつて使われた水車 
 
四庁頭宅溝の様子を再現した模型 
 
 246 
 
 
  
かつて使われた染用の彫石 
 
かつて使われた華石（布染めに色を浸透させるために踏む用の石） 
 
 247 
 
 
  
かつてつくられた紋様が施された布 
 
かつての住居の正門に貼られた門牌 
 
 248 
 
2013年５月 15日、竪新鎮 
 
  
住居の裏側にある溝 
 
 249 
 
 
  
住居の庭につくられた畑 
 
 250 
 
2013年５月 17日、井亭村 
 
  
放置された宅溝の家屋 
 
 251 
 
 
  
倉庫として使われた家屋の室内の様子 
 
倒壊された家屋 
 
 252 
 
 
  
粘土で埋められた窓 
 
家屋の外側につくられた檐廊の地面（石と煉瓦で敷かれた） 
 
 253 
 
2013年５月 17日、侯家鎮 
 
  
民溝の岸辺にある漁師の小屋 
 
 254 
 
 
  
放置された宅溝の家屋 
 
 255 
 
 
  
軒から見る瓦の構造 
 
半分が窓となる扉 
 
 256 
 
 
  
室内から見る屋根の構造 
 
放置された家屋の室内の様子 
 
 257 
 
 
  
軒の下の壁に施されている花紋様の彫刻 
 
軒から見る屋根の構造 
 
 258 
 
 
  
住居の裏側にある竹園 
 
倒壊された塀 
 
 259 
 
 
  
雑草が沢山生えている敷地 
 
複数の店舗に改造された伝統的家屋 
 
 260 
 
2013年５月 17日、倪家宅 
 
 
 
  
北から見る囲房と溝 
 
南から見る正門と門房 
 
 261 
 
 
 
 
  
正門の扉 
 
西から見る溝 
 
 262 
 
 
 
 
  
西から見る堂の家屋 
 
東から見る上房 
 
 263 
 
 
 
 
  
西から見る下側の家屋と溝 
 
東側の溝 
 
 264 
 
 
 
 
  
南から見る下側の門房 
 
倒壊された塀 
 
 265 
 
 
 
 
  
溝へ通る階段 
 
かつて竹園がつくられた敷地 
 
 266 
 
2013年５月 20日、竪新鎮 
 
  
室内にける扉の上の木彫 
 
 267 
 
 
 
 
  
聞き取り調査を受けている龔氏 
 
扉の構造 
 
 268 
 
 
  
室内から見る屋根の構造と木構造 
 
 269 
 
 
 
 
  
後ろ扉 
 
大量に保存されている葦簾 
 
 270 
 
 
 
 
  
室内に保存されているさまざまな道具 
 
修繕がされていない家屋 
 
 271 
 
 
 
 
  
ヤギの舎 
 
倒壊された家屋 
 
 272 
 
2013年５月 23日、曹家宅 
 
  
竹でつくられたバスケット 
 
 273 
 
 
 
 
  
室内から見る屋根の構造 
 
枝の形を利用してつくられた物干し 
 
 274 
 
 
 
 
簾がカーテンとして使用された窓 
 
竹の形を利用してつくられた物干し 
 
 275 
 
 
 
 
  
防風のために軒の屋根に積まれた葦 
 
竹のバスケットに保存されている白米 
 
 276 
 
 
  
料理を加熱するために使われた枠 
 
灶に施された灶花 
 
 277 
 
 
  
３つの竈がある灶 
 
 
厨房の壁にかけられている竹のザル 
 
 278 
 
 
  
灶の裏側に置かれている燃料（葦） 
野菜を保存するために使われた桶 
 
 279 
 
 
  
料理を保存するために使われた竹の箪笥 
 
半分が窓となる仕組みの扉 
 
 280 
 
 
 
 
  
放置された堂と隣接の部屋 
 
倒壊された家屋 
 
 281 
 
 
 
 
  
走廊に保存されている作業台 
 
堂の窓 
 
 282 
 
 
  
貝殻で埋められた窓 
 
放置された家屋 
 
 283 
 
2013年７月 21日、倪家宅 
 
 
 
外院から見る正門と辺門 
 
上の正房の室内 
 
 284 
 
 
 
 
 
 
  
上の正房の室内 
 
 285 
 
 
 
 
 
  
上の正房の室内 
 
 286 
 
 
 
 
 
 
  
囲房 
 
 287 
 
 
上の正房の室内から見る屋根の構造 
 
上の正房の室内から見る木構造 
 
 288 
 
 
囲房の柱礎 
 
竹でつくられた窓 
 
 289 
 
 
  
倉庫として使われた後封じられた門 
 
敷地内の北から見る囲房 
 
 290 
 
 
  
堂の門の枠に施されている彫刻 
 
下の正房の室内 
 
 291 
 
 
扉が失われた堂の門 
 
堂の軒下に置かれたカメ（雨水がたまっている様子） 
 
 292 
 
 
 
雑草が生えている内院 
 
上の正房の室内 
 
 293 
 
 
 
 
上の正房の室内 
 
上の正房の室内 
 
 294 
 
 
  
上房の室内 
 
下房の檐廊の壁につくられた窓 
 
 295 
 
 
 
 
  
内院から見る上房 
 
走廊から見る下房 
 
 296 
 
 
  
走廊から見る屋根の構造 
走廊において下側に置かれた道具 
 297 
 
 
  
外庁の軒下に置かれたカメ 
 
石板で敷かれた外院 
 
 298 
 
 
 
 
 
壁がつくられた門房（書斎として使われたと推測できる） 
 
上の門房 
 
 299 
 
 
  
外院 
 
敷地外から見る正門 
 
 300 
 
 
 
 
  
敷地外から見る上の門房 
 
敷地外から見る上の門房 
 
 301 
 
 
  
敷地外から見る下の門房 
 
敷地外から見る溝の内側に植えられた水杉 
 
 302 
 
 
 
 
  
西から見る溝の内側に植えられた水杉 
 
東から見る溝の内側に植えられた桃 
 
 303 
 
 
  
内側から見る辺門とその構造 
 
 304 
 
 
  
内側から見る正門 
 
上の門房につくられた窓 
 
 305 
 
 
 
 
 
  
上の門房の妻側 
 
 
内側から見る正門の上に施された彫刻 
 
 306 
 
 
 
 
 
  
内側から見る正門の構造 
 
風水の考えに基いてつくられた窪 
 
 307 
 
 
  
木構造のほぞ接ぎ 
 
上の門房につくられた門 
 
 308 
 
 
 
 
  
下の門房につくられた窓 
 
外院 
 
 309 
 
 
  
上の門房 
 
外庁の軒下に施された木彫 
 
 310 
 
 
 
 
  
外庁の扉 
 
厨房の扉 
 
 311 
 
 
 
 
  
厨房の室内（今日倉庫として使われている） 
 
厨房の室内（今日倉庫として使われている） 
 
 312 
 
 
 
 
  
厨房の塀につくられた換気口 
 
走廊から見る木構造 
 
 313 
 
 
 
 
  
走廊の柱と柱礎 
 
走廊から見る木構造のほぞ接ぎ 
 
 314 
 
 
 
 
  
中心線から見る外院 
 
走廊から見る内院 
 
 315 
 
 
 
 
  
内院から見る厨房 
 
内院から見る上房 
 
 316 
 
 
 
 
  
上房の室内 
 
上房と外庁がある家屋 
 
 317 
 
 
 
 
  
内院から見る上房 
 
下房と正房の家屋の間につくられた倉庫 
（左側は下房の家屋、右側は正房の家屋） 
 
 318 
 
 
 
 
  
下房と正房の家屋の間につくられた倉庫 
（左側は下房の家屋、右側は正房の家屋） 
 
正房と上房の位置関係 
 
 319 
 
 
 
 
  
正房の木構造のほぞ接ぎ 
 
下の正房の室内 
 
 320 
 
 
 
 
  
上の正房の室内 
 
堂の室内（今日扉が失われ、ヤギの畜舎として使われている） 
 
 321 
 
 
  
堂から見る内院 
 
 322 
 
2013年７月 23日、曹家宅 
 
  
門房の家屋が失われた敷地 
 
 323 
 
 
 
 
  
外院と堂の家屋 
 
放置された井戸 
 
 324 
 
 
 
 
  
西から見る堂の家屋 
 
内院から見る上房 
 
 325 
 
 
 
 
  
今日畑がつくられた内院 
 
一部が石と煉瓦で敷かれた内院の地面 
 
 326 
 
 
 
 
  
倒壊された下房 
 
川の拡張工事によって失われた囲房の元の位置（写真の中心部） 
 
 327 
 
 
 
 
  
つながっている上房と堂の家屋 
 
内院から見る堂の家屋 
 
 328 
 
 
 
 
  
竹のバスケットがかけられている走廊 
 
走廊の下側に置かれている作業台 
 
 329 
 
 
 
 
  
走廊に保存されている葦簾と道具 
 
走廊の下側にかけられている竹竿 
 
 330 
 
 
 
 
  
野菜を保存するために使われているカメ 
 
堂の窓 
 
 331 
 
 
 
 
  
堂の上側につくられた走廊 
 
石で敷かれた檐廊、部屋の敷居、室内に積み重ねて敷かれた煉瓦の地面 
 
 332 
 
2013年８月６日、龔家宅 
 
 
 
 
 
  
雑草が沢山生えている溝と住居の敷地 
 
 333 
 
 
 
 
  
宅溝の裏側に建てられた新住宅（主人の息子の住居） 
 
宅溝の溝を渡る新住宅まで通る橋 
 
 334 
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2.2.予備審査発表原稿 
こんにちは、14TD1104の戴薪辰と申します。これから中国上海市崇明島における伝統
的住居「宅溝」における空間特質―「住まい方」の理解に基づく内発的地域づくりを
目指して―について、発表させていただきます。 
 
P1 
今日、世界各地で急速に進む近代化・工業化・グローバル化のなかで、住まい方の文
化も含めた、伝統的生活文化は消失しつつあります。それに伴い、地域において過疎
化・高齢化などの社会問題も生起し、改めてこれまで歩んできた発展の道を慎重に検
討することは急務です。 
 
P2 
このような現状は、本研究の対象地域、長江の河口に位置する中国上海市崇明島にお
いても例外ではありません。 
 
P3 
今日、デザイナー共有の課題として、人びとのより豊かな生活を実現するためのデザ
インを行うために、地域が元来有してきた地域資源を再発見することが注目されるべ
きです。なぜなら、地域の人びとが生活を営みながら自ら創出してきた生活文化は、
彼ら生活者が交流をしながら「生活文化のデザインを行う」のデザイナーの役割を担っ
てきました。筆者も、地域の人びとと同じ視点から、今日見落としされた地域の人び
とが創出してきた生活文化に着目しました。 
 
P4 
特に、本研究においては、筆者が住まい方という側面を注目しました。今日中国にお
ける住まい方の現状について、最も都市化が進展した上海市の事例に基づいて説明し
ます。人口はますます上海のような都市に集中し、人びとの大部分は集合住宅に居住
しています。筆者もこのような住宅で生まれ育ちましたが、近隣や住宅地の人との交
流は極めて希薄であり、隣の住居に住む人と挨拶さえもしない程です。 
 
P5 
一方、崇明島においても、今日都市化の進展の影響を受け、崇明島における都市部に
も集団住宅が続々と建設されています。農村部においても、かつての伝統的住居の大
多数が鉄筋コンクリートの住居に建て替えられました。 
 
P6 
また、崇明島における伝統的住居「宅溝」も、ある程度保存されてきましたが、溝の
埋め立て、住宅の建て替え、居住以外の目的への転用などが進み、宅溝とその住まい
方の文化の継承はきわめて困難な状況になっています。 
 
P7 
本研究の視座として、住居を見直すためには、まず「宇宙」という２つの漢字の字源
を遡ってみましょう。「宇」は「軒」、「宙」は「棟」を指し、すなわち宇宙は木造建
築、あるいはその住居のことからつくられた言葉です。 
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伝統的住居は、定住する人びとにとって生活生産のさまざまな活動を行う場所とつな
がり、生活の拠点となります。生活において最も利用されていた住居空間は、生活そ
のものの基盤ともいえます。 
 
P8 
本研究は、崇明島における伝統的住居の住まい方を取り上げ、生活づくりのデザイン
の視点から、崇明島における伝統的住居である「宅溝」とその住居の実態と空間特質
を明確化することを目的としたものです。 
なお、住まい方の今日的価値を再確認し、それらを地域住民と共有するとともに、崇
明島が有する潜在的な地域資源の利活用に基づいた内発的地域振興に結びつけるため
の指針を導出することを目指しました。 
 
P9 
研究方法としては、文献調査に加え、現地調査と聞き取り調査を主としたものです。
具体的には、ご覧の通りです。 
 
P10 
現地調査の経過は、ご覧のように、計 5回行いました。 
↓ 
また、今日までよく保存され、あるいは居住されている宅溝の探索を行い、3つの宅
溝を取り上げました。 
 
P11 
それらの、崇明島中南部に位置する倪家、曹家、龔家の三軒の宅溝に対して、現地調
査とそこの居住者を主として聞き取り調査を行いました。 
 
P12 
特に、住居が最も保存状態が良好である倪家と、今日最も居住者が多い曹家の、２つ
の宅溝を典型的な例として取り上げました。 
 
P13 
宅溝は、複数の家屋で構成した住居、かつ、複合家族の住まいです。 
商家である倪家宅は、崇明島中南部の財貿村に位置し、かつての初代目の主人倪宝生
氏は布問屋を営む総計 30人程の家族の住まいでした。建設されたのは 1830年頃のこ
とであり、代々約 150年にわたって、1980年代に家長が転出したことによって住む者
がいなくなるまで住居として使われました。 
 
P14 
倪家の分家の子孫が隣接する土地に新しい住宅を建ててそこに暮らしており、今日ま
である程度の維持・管理がなされています。また、彼らの許可の下で、1990年頃から
2000年頃まででは当地の農業組合の倉庫として使われました。 
 
P15 
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一方、曹家宅はかつて 10棟の家屋に 13の部屋があり、最大約 60人の家族が暮らし
ていました。崇明島の中南部の井亭村に位置し、1850年頃に住居として建てられたも
のです。現在の主人である曹振山氏はこの住居の四代目の主人であり、現在、彼の二
人の兄弟の家族とともに計５人で同住居に暮らしています。 
 
P16 
しかし、台風による被害、そして住居裏側の川の拡張工事によって、複数の家屋がな
くなりました。今日居住者の激減が原因で、修繕と建て直しが行われませんでした。 
 
P17 
この二軒の宅溝への考察を中心に作成した学位論文の構成はご覧のように示します。 
↓ 
宅溝の概要、構造と日常生活における住まい方の解析は倪家宅を中心に、そして非日
常生活における住まい方の解析は曹家宅を中心に展開しました。 
本日では、時間の都合上、簡潔に第二章から終章までの内容を述べたいと思います。 
 
P18 
崇明島では、水利事業の一環として、島全域に縱橫に張り巡らされた「民溝」という、
幅 10数メートルから３、４メートルの運河がつくられました。 
 
P19 
崇明島における宅溝も、そこから活水を導入するために、必ず民溝沿いに建てられま
した。 
 
P20 
宅溝の「溝」とは日本語で「堀」を意味し、つまり、宅溝とは「堀がある住居」を指
します。 
当該地域の人びとは、住居を建てる際、その周囲に必ず溝を掘りました。溝を掘った
際に得られた土は、住居への水の侵入を防止するために住居の敷地に堆積し、家屋の
土台を高くするために用いられました。 
溝は防犯の役に立ちますが、その水は、ご覧のように、用途に応じて場所が定められ
ていました。飲用水への使用、米研ぎ、川から入ってきた魚や蟹の養殖、衣類の洗濯
など、実にさまざまな用途に利用しました。 
 
P21 
毎日の水仕事は自家の溝沿いで行われ、即ち、かつて、溝は、崇明島の人びとにとっ
て、まさに生活空間の不可欠な一部でした。 
 
 
P22 
そのため、常に溝の水を清浄なものにするための工夫がなされてきました。川から水
を導入する入水口は「水龍」と称され、木の板で水門を設置しました。毎月１日と 15
日の大潮の際には、この水門を開いて民溝の水と溝の水を入れ換えました。また、三
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年に一度は、夏頃に家族総出で溝を清掃し、掘った泥は畑の肥料として利用されまし
た。 
 
P23 
宅溝の家屋を建てるのは、主に木匠、泥水匠と石匠の三種類の職人が、弟子を連れて
行います。また、森林と山がほとんどない崇明島は、それらの材料は外部から定期的
に販売してくる人から購入しました。前述した民溝は、その有利な交通網となり、崇
明島と外部の商業関係が構築されました。 
 
P24 
次に、宅溝の家屋の構造を紹介します。 
まず、家屋の木構造、扉と窓、そして家具などは、かつて木匠が担当する部分でした。 
当該地域における家屋の高さと奥行は主に二種類があり、一方が「五枦枓」、他方が
「七枦枓」です。「枦枓」とは、桁と柱を結合する部分のほぞ接ぎのことであり、妻
側からみた面にあるほぞ接ぎの数で家屋の規模が示されてきたことがわかります。前
者には、棟１本と母屋の桁２本、軒桁２本の、妻側からみた面に計５箇所のほぞ接ぎ
があり、後者には、母屋の桁が４本、計７箇所のほぞ接ぎがあります。 
家屋の間口は、主に「丈三棟」と「丈八棟」の二種類があります。 
総じて、当該地域の家屋の種類は、五枦枓でかつ丈三棟の家屋、五枦枓でかつ丈八棟
の家屋、そして七枦枓でかつ丈八棟の三種類がありました。 
 
P25 
家屋の壁、住居を囲む塀、室内の地面、屋根を葺くための煉瓦や瓦、石灰を製作し敷
くのは泥水匠の担当です。 
壁と塀は、「房泥」という建物用の粘土で焼いた青い煉瓦を積み重ねてつくられまし
た。また、ある村落にも地主が窯を建てて周囲の住民が粘土を持参し無償で使われる
例もあります。 
 
P26 
また、ご覧のように、屋根の垂木の上、そして室内の地面にも煉瓦が敷き詰められて
います。 
 
P27 
屋根には、垂木の隙間に煉瓦を積み重ねた上に瓦が葺かれています。瓦は煉瓦と同じ
粘土でつくられた扇形のものであり、屋根の上に、上向きの覆瓦と下向きの仰瓦を交
互に重ね、家屋の室内に雨水などが侵入しないように工夫がなされています。 
 
P28 
「柱礎」と「檐廊」の地面は石が用いられ、製材などは、石匠の担当です。 
柱礎とは、柱の下に設置された石です。柱を湿度が高い土から守り、かつ、家屋の安
定性を高めるものです。柱礎は木構造、さらに家屋を支える部位であり、余裕を持つ
家族や社寺などの場合に縁起のよい紋様の彫刻が施される場合もあります。 
各家屋の軒下の空間は、檐廊と称されます。その地面には、軒下の空間と家屋の間口
に応じて石板が複数敷かれています。 
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P29 
宅溝は、建築の部分だけではなく、周囲にされた植栽もその一部とみられます。 
かつてどの宅溝の裏側でも必ず目にするのが、当該地域で「竹園」と称される竹林で
す。繁茂する竹の根が土を固め水害を防止するという機能的な理由があったためであ
りながら、竹を生活用具に利用したり、たけのこを取ったり、笹の芯をお茶にしたり、
夏場では竹園で食事をしたりなど、生活においてさまざまに活用されました。 
 
P30 
竹以外にも、溝の内側には、数種類の植物が植えられてきました。たとえば、東側に
は厄払いの効果があると信じられる桃、西側には余りと同音の楡、南側の正門の前に
は神が宿る槐が植えられていました。こちらには、後述に一定な秩序が見られます。 
 
P31 
また、他にも、水杉が材木として植えられ、伐採した後溝に数年間沈めて、紫色となっ
た沈木にしてから、生活用具の材として使われました。 
 
P32 
次に、宅溝の間取りと各空間の構成を精査するために、倪家宅を例としてあげます。
この宅溝の住居空間は、７棟の独立した家屋と 16の部屋で構成されています。 
 
P33 
まず、宅溝への出入口は南側に位置し、「宅門」の中央に付された両開きの「正門」
と東側の片開きの「辺門」の２つがあります。日常生活においては辺門だけが使われ
ました。正門が使われるのは、結婚式・葬式と主人の誕生日の非日常の機会だけでし
た。このことは、日常と非日常を明確に演出することに寄与したと考えられます。 
 
P34 
宅門には二つの「門房」と称される家屋が建てられています。それらの家屋は、倉庫
や書斎として、あるいは、家族の住む空間が不足した場合に部屋として使われるなど
多用途に用いられました。 
 
P35 
家族の住む空間の外側の庭である「外院」は、家族の人が外向けの仕事を行う場所で
した。布問屋を経営した倪家の場合は、商売は主に町中の店舗で行い、家族の日常生
活のために購入した農産物や商品を受け取ったり、商売の情況が報告がなされる際に、
外院で外部の人と交渉をしました。 
そして、家族の住む空間への通路となる「走廊」は、家族が農作業や生産で使う共有
の道具の置き場所であり、かつ雨の日に作業を行う場所でした。 
 
P36 
走廊に隣接する二つの部屋は、西側が厨房であり、東側が「外庁」と称される部屋で
す。外庁は、複合家族のなかで交代が生じた後に、前の主人とその世代の年寄りが居
住する空間です。 
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P37 
そして、走廊から入る中庭は「内院」と称され、家族の人びとの交流・生産・休憩な
どに利用される場所でした。内院には、落花生やごまなどの農産物を日光に晒したり、
生活用具をつくるなどの共同作業をしたり、年中行事や通過儀礼を行ったりなど、家
族内の生活活動をする空間です。この内院から奥にある「客堂」以外の屋内空間は、
それぞれの家族が寝起きする空間です。 
 
P38 
住居のほぼ中央に位置する「客堂」は、家族の先祖の位牌が置かれており、日常生活
のなかでは、賓客の接待や家族全員の会議以外の使用は禁忌とされました。このよう
に、客堂は、宅溝のなかで最も上位の空間と認識されていたことがうかがえます。客
堂の両側に隣接する二つの「正房」の部屋と、内院の両側にある二つの「上房」と「下
房」の家屋は、主人と彼の兄弟と、それぞれの子孫の住む部屋です。ここにも後述す
るように一定の空間秩序が確認されます。 
 
P39 
北側の最も奥に位置する「囲房」は、宅溝の塀と同様住居を囲む家屋です。なお、囲
房は３つの部屋に仕切られ、来客が泊まるために使われました。 
 
P40 
上述してきた宅溝の空間構成に基づき、使い方に連動した重層的な内と外の秩序が確
認されました。 
倪家の空間構造を外部から中心まで、順にみていくと、溝と正門を最も外の空間を区
切ることから、徐々に内の空間に変化していきます。このような内と外の境は、建築
物など物理的に構築されたのではなく、人びとがそれぞれの境を通過する・利用する・
目にする際に意識しながら行為を通して築かれたものです。 
 
P41 
例えば溝は家族が所有する生活空間の一部であり、一方、日常生活における溝を利用
する際には、溝の外側に往来する人びとと挨拶したり、雜談したり、住居内と住居外
の間の中間な空間です。また、意味が込められた植栽には、幸福な生活を招来し、か
つ、目にみえない害悪が立ち入ることを拒んだ様子がうかがえます。 
 
P42 
外院周辺は、さらに、走廊の入り口が境となって、外部空間よりはプライベートであ
るが当該の家族の知り合いや同家族に用事のある者には立ち入りが許されます。 
なお、最も奥に位置する囲房も、来客時には客間として利用されましたが、どれほど
親しい客であっても、勝手に当該の家族の内の空間へ入らず、外院にある溝への通路
から溝に沿って囲房の裏門までのルートを使いました。 
 
P43 
住居の中心に位置する内院は、複合家族の成員のみが共有する空間です。年中行事・
通過儀礼などの日以外、家族の主人あるいはそれに準ずる主要な成員の許可をもらわ
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ないと外部の人は全く立ち入ることができませんでした。この空間には、家族の住ま
いの部屋、そして家族の先祖の位牌が置かれた客堂があり、まさに宅溝における「家」
の核です。 
 
P44 
最後に、家族の住まいの部屋と客堂の入り口には、敷居が設えられていますが、いず
れも必ず跨いで通過しなければなりませんでした。こうした行為が空間の差異をより
強調したことがうかがえます。また、檐廊の軒下の空間は、夏の夕食後に涼んだり、
雨天の際に庇の下で作業をするなど、他の家族の成員と交流ができる空間です。 
このように、宅溝の敷地から中心の空間まで、徐々に変化する「内と外」の相対関係
は、空間の各部分を境として重層的に演出されてきました。人びとは、この重層的な
空間秩序を暗黙の約束として遵守してきたといえましょう。 
 
P45 
この内と外の秩序以外にも、崇明島において、人びとは、家屋の客堂から正門に向かっ
て、左側を「上首」、右側を「下首」と称します。これは、人びとは、水平方向の空
間を、左右よりもむしろ上下の概念によって区別してきたことを示しています。 
たとえば、倪家宅のように正門と辺門を有する住居は、上側に辺門が設えられていま
す。また、走廊には生活用具が置かれていますが、それらは必ず下側にまとめられま
した。それゆえに、毎日の通行に良い縁起をもたらすために、日常的な宅溝への出入
りは、上側と定められていたことがわかります。 
 
P46 
宅溝内の各部屋の配置も、上と下の秩序に従っていました。たとえば、家族の主人は、
必ず上の「正房」に居住しました。主人の子孫は「上房」、主人の下の兄弟と子孫は、
下の「正房」と「下房」で生活することとなりました。 
さらに、この上と下の秩序は、家族の成員の長幼と身分の上下、各家屋における座や
寝台の場所や方角、客堂の先祖の位牌が置かれる位置、そして年中行事・通過儀礼の
作法にも反映されています。 
P47 
一方、上と下の空間秩序は、平面方向のみならず鉛直方向にも演出されました。この
上下の秩序は、人と人との間の秩序ではなく、人と天との間の秩序です。 
例えば、家屋の軒先の瓦には、吉や寿などの漢字や神獣、コウモリや蓮などの縁起が
良い動植物の彫刻が施されています。これらの彫刻が、地面や壁ではなく人間よりも
高い位置にある軒の瓦に付されていることからもうかがえるように、人びとは、これ
らの象徴物が天から降りてくることを願いその意識を共有していたことがうかがえま
す。 
 
P48 
以上、概観してきたように、宅溝においては、空間の構成と、そこで繰り広げられる
日常生活の行為に連動した空間秩序が確認されました。宅溝の空間特質は、建物とい
う物質のみならず、それらに、人びとが参与し演出することによってはじめて成立す
るものであり、先祖と天を含み、複合家族におけるそれぞれの成員の位置付け、序列
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を明確化することに寄与してきたといえます。それゆえに、住居の空間には、人びと
の生活における諸観念が多彩に映し出されているといっても過言ではありません。 
これから、より明確に宅溝の空間とその住まい方を理解するために、非日常生活に焦
点を当てて、住居の空間特質を、さらに明らかにしていきたいです。 
 
P49 
本研究では、ご覧の項目のように、家建ての行事を含め、年中行事と通過儀礼の非日
常生活の事例は、主として、現地の曹家宅において、生活者らに行事と儀式のプロセ
スを再現してもらいながら収集を行いました。 
↓ 
その中に、空間演出の作法が豊富な項目を取り上げ、それらに対する解析に基づき、
空間特質をより明確に理解しました。 
 
P50 
まず、宅溝は、人のみならず、神・霊と共有する空間です。それは、以下のような行
事から伺えます。 
日常生活においても、厨房の空間における竈である灶には、灶君という神が祀られて
います。また、灶には、縁起の良い動植物、対聯などの「灶花」と称される絵画と文
字が施されています。このように、食は生活を営む上で重要視されたことが確認され、
崇明島の人びとに灶君は人間の食生活から生活の全般を司る「生活の神」と考えられ
てきました。 
旧暦の 12月 24日の「小年」は、灶君が天界に戻りこの一年間の人間界の状況を報告
する日と信じられており、朝から厨房において、赤飯や豆腐皮で包んだ青梗菜と豆腐
の料理などの供物を調理し、灶君を天界へ送るための祭祀活動が行われました。 
  
P51 
次に、新年では、まず大晦日に大掃除を行い住居を浄化した上で、神と先祖の霊を祀
り、新たな一年の裕福な生活を祈願しました。 
元日には、「拝年」と称される活動が新年の挨拶のみならず、家族と同じ先祖を持つ
親族も続々と堂で先祖への拝見をしました。また、新たな一年の福を招くために、各
家屋の扉と窓に春聯と福の字が貼られました。これらは、家族の人が集まって文書を
考えて書いたものであり、外さずに自然に落ちるまで長く住居の福を賜りました。 
P52 
新年期間の締めである正月 15日は「正月半」と称され、その年の稲作が順調に進む
ことを願うために、家族がつくった餅を田の中心で土の神に供えました。その後、田
で「摜田財」と称される行事を行いました。雑草の女神が恥ずかしがるために田の外
に送ることと、田から害虫を駆除することのために、家族の男性が上半身裸になり、
点火した藁の束を手に持ちながら時計回りに数周走り回りました。 
このように、新たな年を迎えるための三つの節目は、単に年の変わり目を祝うだけに
とどまらず、生活空間にいる神・霊の存在を、新年の三つの行事を契機として改めて
強調すること、すなわち、神・霊の存在を更新することを意味しました。 
 
P53 
次に、先祖がいる堂に行われる羹飯の行事を紹介します。 
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前述したように、堂の空間は神・先祖と交流する空間となり、住居のなかで最も神聖
な空間と認識されていました。かつての堂には、奥側に一つの机が置かれ、その上に
家族の信仰に応じて神棚もしくは仏壇が設えられていました。また、堂の最も奥の壁
の上方に「高堂」と称される先祖の位牌を置く祭壇が設えられていました。 
 
P54 
この空間において「羹飯」という「亡くなった家族の霊を召喚して食事に招待する」
という先祖供養の行事が行われました。 
家族の葬式後、そして毎年直近に亡くなった家族の命日に行われるのは「為親羹飯」、
一方、結婚式で行われるもう一種の羹飯は「宗代羹飯」と称され、また後述します。 
 
P55 
為親羹飯は、現在の主人の二代前まで亡くなった家族の人数に応じて席と食器を用意
しました。 
料理には、豆腐料理が必須で、他には、川魚や、「まだ食されてないこと」を象徴す
る解体されてない鶏や鴨などが用意されました。魚や鶏などは、必ず頭を公堂の奥側
に向けて置かれ、「供物が外から自然に家のなかに入ってきた」ことが意味されてい
ます。 
羹飯の準備ができたら、現在の主人が「食事を用意したので召し上がってください」
という言葉をかけ、先祖の霊が召喚されると信じられてきました。 
このように、普段利用上に禁忌がなされた堂において先祖を祭祀する行事を行うこと
を通して、宅溝で先祖と共に生活していることが、家族全員に共有の意識として強化
され、堂の神聖性を維持したものと思われます。 
 
P56 
この堂の空間を中心とした宅溝全体の空間は、結婚式と葬式の二つの儀礼に活用され
ました。これらの儀礼は、個人ではなく家族全体、さらに住居にとって意味する儀礼
であるため、本研究では「人生儀礼」ではなく「通過儀礼」と記しました。 
まず、「入」を意味する結婚式は、宅溝の生活空間を結婚式の空間へ転換するために、
住居に対する装飾を行いました。たとえば、ご覧のように、「紅彩」と称される赤い
布、祝いの言葉が書かれた対聯、そして「双喜」の切紙が設えられました。 
さらに、堂には、前述した宗代羹飯の行事が行われ、先祖の霊が、結婚式の参加者か
つ立会人として召喚されました。 
P57 
住居の準備ができたら、昼食後新婦を迎えに行きました。新婦は「清潔な身」を保つ
ために、頭には赤い頭巾が被され、また駕籠に乗り、足が地面に接触せずに迎えられ
ました。 
新郎の家に到着すると、駕籠は必ず正門の内側まで運ばれ、新婦の足を駕籠から直接
住居の内側に接地させました。 
 
P58 
正門の内側では、新郎の家族が普段保存されている藁などでつくった「三灯陽火」を
等間隔に三つ並べ、新郎は上、新婦は下の方の間を跨いで、汚れが浄化されたから儀
式空間となった住居に入ることができます。 
 357 
 
そして、新郎新婦は、正門から堂まで、「代」と称される赤い紙が敷かれた道を歩く
ことで、「伝代」という子孫繁栄の祈願が込められました。 
 
P59 
堂に入ると、結婚の契約を完成するために、それぞれ「天と地へ」「父と母と先祖へ」
「夫婦相互へ」の三度の拝礼をしました。 
 
P60 
儀式が終わった後、当日の夜に、新郎の住居の堂と手前の庭で宴会を行いました。ご
覧のように一定な秩序に従って座が配置され、新郎の家族の住居は新婦の家族と共有
する空間となりました。また、2日の夜では、また新婦の住居で宴会を行いました。 
このように、新婦を家族に受け入れる際の段階においては、新郎新婦の住居空間が共
有され、またそれぞれの空間を通過・利用する際に内と外などの空間の意味が強調さ
れつつ、結婚式という通過儀礼が達成されました。 
 
P61 
次に、「出」を意味する葬式を紹介します。崇明島における葬式は、三日間継続しま
す。 
崇明島では、人びとの寝台上での死は今後その死者の霊が寝台に閉じ込められると考
えられ避忌されてきました。それゆえ、住居内で自然死する場合は、死者の長男が喪
主を担当し、堂の上の方の扉を外して臨終の人をその上に載せて、堂の上の方まで運
びました。そして堂において喪主は死者の儀容に対して様々な対処を行いました。 
 
P62 
二日目は、堂を霊堂につくることです。 
ご覧のように、例えば外から遺体が直視されないように、堂の扉側に「好簾布」と称
されるものが設置され、霊堂を閉鎖的な空間につくりました。 
また、遺体の胸部に死者の顔が映りこむように鏡を配置し、自分の人生を最後に見た
後、未練なく死後の世界に向かってもらうという意味が込められていました。 
このように、神聖な堂の空間は、死者を休ませる霊堂の空間となり、あの世まで行く
準備を整える唯一・最適の空間と考えられました。 
 
P63 
さらに、近隣や親戚の青年は堂の手前の庭に「喪棚」と称される日陰を設置しました。
これは竹で支柱をつくり、その上に葦簾を敷いたもので、葬式の参列者のための堂の
外での休憩所でした。 
 
P64 
当日の夕方は、まず死者の霊を送る儀式が行われました。喪主が先頭から、ご覧よう
な大根の上部の半分と葦と紙でつくった死者の霊が宿るための仮の位牌を手に持ち、
遺体の周囲を三周時計回りに回しました。これは、死者の霊を遠くまで行かせず、今
後この住居の堂に宿ってくるような儀式です。 
 
P65 
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三日目は遺体の送葬儀式です。行列は正門の上の方から出て、「祖墳」という先祖の
墓地に向かいました。 
送葬にあっては、往路と復路ではご覧のように必ず異なる道を使いました。これは、
円を描くことで円満の意味を達成するためでした。 
棺を祖墳まで運ぶ途中では、どのようなことがあっても行列を止めてはならず、かつ、
棺は地面に触れさせてはなりませんでした。これは、当該地域で共有されており、送
葬の行列に出会う人びとは、必ず道を譲りました。 
 
P66 
これまで非日常生活において概観した新年と羹飯、結婚式と葬式といった事例を解析
すると、まさに、人びとの働きかけによって、宅溝の空間における演出がなされ、一
つの空間が実に多義的な空間として活用されたことを明らかとしてきました。表に示
したように、厨房と公堂、田は、それぞれ年中行事を行うことによって、いずれもが
神・霊と共有する空間となりました。そして、複合家族に関わる重要な二つの通過儀
礼においても、堂を中心として住居空間全体が、住まいの空間から儀式空間へと転換
がなされました。 
 
P67 
このように、崇明島の人びとは、単に日常生活における空間秩序を構築したのではな
く、非日常生活におけるさまざまな演出を通して空間の意味性を延伸し、もう一つの
空間特質を構築していたことが明確になりました。 
日常生活で解析した内と外、上と下の空間秩序は変更されることなく、非日常生活に
おいても活かされていることも明確になりました。むしろ、非日常生活では、日常生
活における空間観念がより強固された役割も果たしていたものと考えられます。 
 
P68 
総じて、非日常生活の演出における合理的な人の役割分担、厳密な所作、身近なもの
と生活空間への巧みな営為などの要素は、住居空間への利活用を通してその空間特質
を表出しました。崇明島の人びとにとって宅溝は、短期間に建て替えることを前提に
建設されたものではありません。家族が永続することと同様、長きにわたり家族の生
活を支え続けることが求められたのです。それゆえ、宅溝と人びとの生活の諸相は正
しく対応したものでなければなりませんでした。そのなかで獲得された秩序に応じた
家族成員の生活への参与、すなわち住まい方によって次の世代へと宅溝とその暮らし
は伝承されてきたのです。 
P69 
宅溝に見られる住まい方は、「生活」そのものの実現にそれぞれの用途と意味が込め
られている精神的な空間こそ、住まい方に欠かせない側面です。このような物理と精
神の両面に基づいて構築された住まい方は、今日の生活においてもまずより豊かに満
たされることが望まれます。 
また、かつて複合家族内においてなされた高齢者と子どもへのケアと支援のコミュニ
ティは、今日社会の負担を軽減するとともに、より安定的な社会を構築することがで
きると考えられます。 
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さらに、そのコミュニティにて交流をしながら豊かな生活創生を行うためには、こう
した暮らし方から学ぶべきことがあり、今日において大いに価値を有すると考えられ
ます。 
 
P70 
ここでは、本研究が目指している内発的地域振興を行うために、まず崇明島において、
宅溝における住まい方を地域資源として取り上げ、デザインの手段を用い、当該地域
の振興に活かすための 4つの具体的な提案を提出します。 
崇明島における人びとを主な参与者として募集し、宅溝修繕維持小隊を結成します。
日曜大工の形式で、職人とともに崇明島において住まいとして使用されている宅溝の
修繕活動を行います。また、筆者が黄大民氏への聞き取り調査により、今日崇明島の
小学校では竹細工の体験活動が行われていることを契機として、彼らの課外活動の一
環として小隊のメンバーと一緒に、技術や、宅溝という伝統的住居のこと、そしてそ
の住まい方の文化を学びます。 
 
P71 
筆者の聞き取り調査により、例えば曹家宅では、今日居住者自身の修繕が困難などの
状況に対して、小隊の人びとが職人から技術を学ぶこととともに居住者によりよい生
活環境をつくることが実現できます。 
また、学生の参加によって、地域の人びとが宅溝への再認識、学生が地域への再発見
を催すことが期待できます。一方的に新しい住居を建てるのではなく、宅溝に住みた
くなる意欲を喚起し、それに伴い伝統的生活の継承ができ、さらに、崇明島の全体的
な景観づくりにも効果があると期待できます。 
 
P72 
二つ目は、筆者が崇明島における見聞によって、今日新住宅においても伝統的な作法
によって年中行事や通過儀礼を行われている現状をきっかけとして、本研究で明確に
した空間特質をそちらに附加し、教科書などの形式に地域住民に配布します。 
今日崇明島における新住宅は、溝と庭などが保留されたことや、左右対称の構造、家
屋中心に堂がつくられたことなど、かつての宅溝の構造から改造された痕跡がみられ
ます。それらに基づき、日常生活における内と外、上と下の空間秩序、また、非日常
生活における空間と関わる行事と儀式の所作について、改めてそれらを附加する可能
性と方法を探求します。 
 
P73 
このように、崇明島における新住宅の住民のより豊かな生活を実現することや、宅溝
の住居が建て替えられたとしてもその空間特質がある程度継承できると期待できます。 
さらに、新住宅をデザインする人、新住宅を買う人などにもガイドブックなどの展開
を行い、このような住居空間のデザインが可能であることを意識させることが期待で
きます。今日上海市などの都市部に通勤、通学する当該地域の人びとが新住宅におい
ても、これから宅溝の空間特質を学び、認識しながらその価値を見直すことが期待で
きます。 
 
P74 
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三つ目は、伝統的年中行事と通過儀礼を記録して資料として保存し、また、地域の文
芸活動に活用することを目的とした提案です。 
筆者も、残念ながら宅溝で行われる行事と儀礼を視覚的に記録することができません
でしたが、本研究の今後の進み方の一環としても、その様子を画像、映像として記録
し、その所作と空間演出を抽出し強調してドキュメンタリーなどを作成します。 
また、儀礼の作法などを、まず本研究で取り上げた宅溝の村落の公民館における芝居
などの演出にすり込み、またはそれらをテーマとして公民館の担当者とともに新しい
演劇を作成します。 
 
P75 
筆者の聞き取り調査の対象者は、いずれも崇明島における生活文化に誇りを持ちなが
ら教えてくれました。彼らがそれらを継承する意欲がありますが、そのアプローチや
方法などがわかりません。筆者と一緒に、まず「情報を提供すること」など、彼らも
できることから、崇明島における伝統的年中行事と通過儀礼は民俗的な資料として保
存されることができ、地域内の宣伝を通して、それらの所作は話題として提起され、
「動的な記憶」として崇明島の人びとと共有することが期待できます。 
 
P76 
四つ目は、地方政府や観光開発の企業などを対象として、今日放置された宅溝の再利
用することを目的とした提案です。 
提案（１）の続きとして、修繕と整備がされた今日放置された宅溝を外部の観光客の
中・長期宿泊地として利用します。また、本研究で取り上げた倪家宅のような保存状
態の良い、規模が大きい宅溝は体験施設として利用します。 
AR技術を用い、体験型の民泊に改造し、単なる看板などを通して宅溝を紹介するので
はなく、実際にかつて宅溝における生活の様子を再現し、そこに空間特質を生き生き
と展示します。また、筆者がかつての生活用具などを地域住民から収集し、さらに倪
家の子孫がその場を使わせ実際の生産活動を行わせ、リアルな演出と展示をします。 
さらに、崇明島における住民に向け、結婚式などの式場として利用します。 
 
P77 
このように、放置された宅溝の再利用を通して、その住居としての価値を活かすこと
ができます。今日単なる保護、博物館に模型を置く程度の展示など対して、宅溝の空
間特質と住まい方がより豊富な形式で人びとに伝えることができます。例えば崇明島
においても知名度の高い倪家宅を拠点として、崇明島における住民にも、外部の観光
客にも、宅溝の住まい方の魅力と価値を再認識させることが期待できます。 
 
P78 
前述した提案は、筆者が再発見・再認識した宅溝の住まい方を地域資源として活かす
ものであり、今後崇明島における地域振興活動の起点となり、筆者の参与と地域にお
ける各担い手とともに推進したいと思います。中央政府に一方的に頼るのではなく、
まず地域の人びが地域政府と協働しながら行いたいと思います。 
本研究で明確にした宅溝の空間特質と、かつて崇明島の人びとの住居空間に対する観
念を、再び地域住民と共有し、彼らを主体として、「人間らしい住居空間」を崇明島
に再構築したいと思います。 
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これらの提案は、宅溝と崇明島を舞台として、かつて宅溝において演出されてきた住
まい方を、再び演出するものです。また、住まい方だけではなく、伝統的生活におけ
るさまざまの側面に対して、これから発見できる資源がまだまだ潜んでいることを地
域住民に意識してもらいたいと思います。 
今日、そして将来の世代に、これまで知らない住まい方を、今後のもう一つの選択肢
として与えたいと思います。 
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2.2.本審査発表原稿 
こんにちは、デザイン文化計画研究室の戴薪辰と申します。これから中国上海市崇明
島における伝統的住居「宅溝」における空間特質―「住まい方」の理解に基づく内発
的地域づくりを目指して―について、発表させていただきます。 
 
P1 
今日、世界各地で進展する近代化・工業化・グローバル化のなかで、急速に消失する
伝統的生活文化は少なくありません。それは、地球上の文化の多様性の衰退にもつな
がりかねない人類に共通の大きな社会的課題です。また、それとともに、多くの地域
において、過疎化・高齢化などの社会問題が生起し、地域自らの発展の持続性が危惧
されています。改めて、これまでそれぞれの地域において人びとが構築してきた「暮
らし方」を確認し、その価値を再認識するとともに、その知恵を活用した生活づくり
を行うことが急務です。 
 
P2 
筆者の対象地域に対する調査によって、このような現状は、長江の河口に位置する中
国上海市崇明島においても例外ではありません。 
 
P3 
崇明島は世界最大の沖積島であり、西暦 618年頃に水面から姿を現し、面積の増減を
繰り返し今日に至りました。西暦 696年頃に人が移住し始めたことから、自然環境に
順応しつつ独特な生活文化を築き上げ、1300年以上の歴史があります。しかし、2009
年、上海市浦東区と長興島経由崇明島を結ぶ「上海長江大橋」が建設され、中国政府
が、崇明島に関する発展計画を実行し始めました。これまで構築されてきた農村生活
には大きな変容が生起し、人口の流失とともに生活文化の衰退が危惧されています。 
 
P4 
このような背景の下で、筆者は、今日見落としされた地域の人びとが創出してきた生
活文化、特に、住まい方という側面を注目しました。今日中国における住まい方の現
状について、最も都市化が進展した上海市の事例に基づいて説明します。人口はます
ます上海のような都市に集中し、人びとの大部分は集合住宅に居住しています。筆者
もこのような住宅で生まれ育ちましたが、近隣や住宅地の人との交流は極めて希薄で
あり、隣の住居に住む人と挨拶さえもしない程です。 
 
P5 
一方、崇明島においても、今日都市化の進展の影響を受け、崇明島における都市部に
も集団住宅が続々と建設されています。農村部においても、かつての伝統的住居の大
多数が鉄筋コンクリートの住居に建て替えられました。 
 
P6 
また、崇明島における伝統的住居「宅溝」も、ある程度保存されてきましたが、溝の
埋め立て、住宅の建て替え、居住以外の目的への転用などが進んでいます。また、そ
の悪い保存状態や、農村地域の住居のため分散の分布、建築自体に著しく特徴がない
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ことなどと推測される原因によって、国の指定文化財にとどまらず、上海市や崇明島
の指定文化財にさえも登録されず、その維持保全がさらに困難な状況となっています。 
 
P7 
本研究の視座として、住居を見直すためには、まず「宇宙」という２つの漢字の字源
を遡ってみましょう。「宇」は「軒」、「宙」は「棟」を指し、すなわち宇宙は木造建
築、あるいはその住居のことからつくられた言葉です。 
伝統的住居は、定住する人びとにとって生活生産のさまざまな活動を行う場所とつな
がり、生活の拠点となります。生活において最も利用されていた住居空間は、生活そ
のものの基盤ともいえます。即ち、人びとの住居空間に対する使い方を探求すると、
その生活観念と空間特質が解明できるとも言えます。 
 
P8 
本研究は、崇明島における伝統的住居の住まい方を取り上げ、生活づくりのデザイン
の視点から、崇明島における伝統的住居である「宅溝」とその住居の実態と空間特質
を明確化することを目的としたものです。 
なお、住まい方の今日的価値を再確認し、それらを地域住民と共有するとともに、崇
明島が有する潜在的な地域資源の利活用に基づいた内発的地域振興に結びつけるため
の指針を導出することを目指しました。 
 
P9 
研究方法としては、文献調査に加え、現地調査と聞き取り調査を主としたものです。
具体的には、ご覧の通りです。 
 
P10 
現地調査の経過は、ご覧のように、計 5回行いました。 
↓ 
また、今日までよく保存され、あるいは居住されている宅溝の探索を行い、今日まで
良好な保存状態と居住されているなどの条件によって、3つの宅溝を取り上げました。 
 
P11 
それらの、崇明島中南部に位置する倪家、曹家、龔家の三軒の宅溝に対して、現地調
査とそこの居住者を主として聞き取り調査を行いました。 
 
P12 
特に、住居が最も保存状態が良好である倪家と、今日最も居住者が多い曹家の、２つ
の宅溝を典型的な例として取り上げました。 
 
P13 
まず、商家である倪家宅は、崇明島中南部の財貿村に位置し、かつての初代目の主人
倪宝生氏は布問屋を営む総計 30人程の家族の住まいでした。 
 
P14 
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建設されたのは 1830年頃のことであり、代々約 150年にわたって、1980年代に家長
が転出したことによって住む者がいなくなるまで住居として使われました。 
 
 
P15 
倪家の分家の子孫が隣接する土地に新しい住宅を建ててそこに暮らしており、今日ま
である程度の維持・管理がなされています。また、彼らの許可の下で、1990年頃から
2000年頃まででは当地の農業組合の倉庫として使われました。 
 
P16 
次に、農家である曹家宅は崇明島の中南部の井亭村に位置し、1850年頃に住居として
建てられたものです。 
 
P17 
かつては 10棟の家屋に 13の部屋があり、最大約 60人の家族が暮らしていました。
現在の主人である曹振山氏はこの住居の四代目の主人であり、現在、彼の二人の兄弟
の家族とともに計５人で同住居に暮らしています。 
 
P18 
しかし、台風による被害、そして住居裏側の川の拡張工事によって、複数の家屋がな
くなりました。今日居住者の激減が原因で、修繕と建て直しが行われませんでした。 
 
P19 
この二軒の宅溝への考察を中心に作成した学位論文の構成はご覧のように示します。 
↓ 
宅溝の概要、構造と日常生活における住まい方の解析は倪家宅を中心に、そして非日
常生活における住まい方の解析は曹家宅を中心に展開しました。 
本日では、時間の都合上、簡潔に第二章から終章までの内容を述べたいと思います。 
 
P20 
崇明島では、水利事業の一環として、島全域に縱橫に張り巡らされた「民溝」という、
幅 10数メートルから３、４メートルの運河がつくられました。 
 
P21 
これらの民溝は、一部が整備され、今日までも機能しています。 
 
P22 
崇明島における宅溝も、そこから活水を導入するために、必ず民溝沿いに建てられま
した。 
 
P23 
宅溝の「溝」とは日本語で「堀」を意味し、つまり、宅溝とは「堀がある住居」を指
します。 
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当該地域の人びとは、住居を建てる際、その周囲に必ず溝を掘りました。溝を掘った
際に得られた土は、住居への水の侵入を防止するために住居の敷地に堆積し、家屋の
土台を約 30cm高くするために用いられました。 
溝は防犯の役に立ちますが、その水は、ご覧のように、用途に応じて場所が定められ
ていました。飲用水への使用、米研ぎ、川から入ってきた魚や蟹の養殖、衣類の洗濯
など、実にさまざまな用途に利用しました。 
P24 
毎日の水仕事は自家の溝沿いで行われ、即ち、かつて、溝は、崇明島の人びとにとっ
て、まさに生活空間の不可欠な一部でした。 
 
P25 
そのため、常に溝の水を清浄なものにするための工夫がなされてきました。川から水
を導入する入水口は「水龍」と称され、木の板で水門を設置しました。毎月１日と 15
日の大潮の際には、この水門を開いて民溝の水と溝の水を入れ換えました。また、三
年に一度は、夏頃に家族総出で溝を清掃し、掘った泥は畑の肥料として利用されまし
た。 
 
P26 
宅溝の家屋を建てるのは、主に木匠、泥水匠と石匠の三種類の職人が、弟子を連れて
行います。今日これらの職人は、かつての技術を持つ者が大多数でありながら、新住
宅の建設に転業した例が多いです。 
また、森林と山がほとんどない崇明島は、それらの材料は外部から定期的に販売して
くる人から購入しました。前述した民溝は、その有利な交通網となり、崇明島と外部
の商業関係が構築されました。 
 
P27 
次に、宅溝の家屋の構造を紹介します。 
まず、家屋の木構造、扉と窓、そして家具などは、かつて木匠が担当する部分でした。 
当該地域における家屋の高さと奥行は主に二種類があり、一方が「五枦枓」、他方が
「七枦枓」です。「枦枓」とは、桁と柱を結合する部分のほぞ接ぎのことであり、妻
側からみた面にあるほぞ接ぎの数で家屋の規模が示されてきたことがわかります。 
家屋の間口は、主に「丈三棟」と「丈八棟」の二種類があります。 
総じて、当該地域の家屋の種類は、五枦枓でかつ丈三棟の家屋、五枦枓でかつ丈八棟
の家屋、そして七枦枓でかつ丈八棟の三種類がありました。 
 
P28 
家屋の壁、住居を囲む塀、室内の地面、屋根を葺くための煉瓦や瓦、石灰を製作し敷
くのは泥水匠の担当です。 
壁と塀は、「房泥」という建物用の粘土で焼いた青い煉瓦を積み重ねてつくられまし
た。また、ある村落にも地主が窯を建てて周囲の住民が粘土を持参し無償で使われる
例もあります。 
 
P29 
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また、ご覧のように、屋根の垂木の上、そして室内の地面にも煉瓦が敷き詰められて
います。 
 
P30 
屋根には、垂木の隙間に煉瓦を積み重ねた上に瓦が葺かれています。瓦は煉瓦と同じ
粘土でつくられた扇形のものであり、屋根の上に、上向きの覆瓦と下向きの仰瓦を交
互に重ね、家屋の室内に雨水などが侵入しないように工夫がなされています。 
 
P31 
「柱礎」と「檐廊」の地面は石が用いられ、製材などは、石匠の担当です。 
柱礎とは、柱の下に設置された石であり、柱を湿度が高い土から守り、かつ、家屋の
安定性を高めるものです。柱礎は木構造、さらに家屋を支える部位であり、余裕を持
つ家族や社寺などの場合に縁起のよい紋様の彫刻が施される場合もあります。 
各家屋の軒下の地面には、軒下の空間と家屋の間口に応じて石板が複数敷かれ、檐廊
という空間がつくられます。 
 
P32 
宅溝は、建築の部分だけではなく、周囲にされた植栽もその一部とみられます。 
かつてどの宅溝の裏側でも必ず目にするのが、当該地域で「竹園」と称される竹林で
す。繁茂する竹の根が土を固め水害を防止するという機能的な理由があったためであ
りながら、竹を生活用具に利用したり、たけのこを取ったり、笹の芯をお茶にしたり、
夏場では竹園で食事をしたりなど、生活においてさまざまに活用されました。 
 
P33 
竹以外にも、溝の内側には、数種類の植物が植えられてきました。たとえば、東側に
は厄払いの効果があると信じられる桃、西側には余りと同音の楡、南側の正門の前に
は神が宿る槐が植えられていました。こちらには、後述に一定な秩序が見られます。 
 
P34 
また、他にも、水杉が材木として植えられ、伐採した後溝に２、３年間沈めて、紫色
となった沈木にしてから、生活用具の材として使われました。 
 
P35 
次に、宅溝に住まう家族の構成を紹介します。一般的に、宅溝には複合家族が居住し
ます。複合家族とは、家族の主人と彼の男性兄弟、そして彼らの子孫の家族の複数の
核家族によって構成された大家族です。それゆえ、生活生産活動は、ほとんど家族内
のメンバーで行います。一方、このような住まい方は、1つの宅溝の家族が閉じられ
ていたものではありません。近隣とは、分け合って野菜の栽培、農作物の交換、農具
の貸し借り、子どもの出産や葬式への相互の参与など、1つ 1つの複合家族のコミュ
ニティーは交流・連携をしながら崇明島での生活を送ってきました。 
 
P36 
これから、宅溝の各空間と部屋の使い方に基づき、複合家族の住まいである宅溝の間
取りと空間構成を精査するために、倪家宅を例としてあげます。 
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P37 
まず、宅溝への出入口は南側に位置し、「宅門」の中央に付された両開きの「正門」
と東側の片開きの「辺門」の２つがあります。日常生活においては辺門だけが使われ
ました。正門が使われるのは、結婚式・葬式と主人の誕生日の非日常の機会だけでし
た。このことは、日常と非日常を明確に演出することに寄与したと考えられます。 
 
 
P38 
宅門には二つの「門房」と称される家屋が建てられています。それらの家屋は、倉庫
や書斎として、あるいは、家族の住む空間が不足した場合に部屋として使われるなど
多用途に用いられました。 
 
P39 
家族の住む空間の外側の庭である「外院」は、家族の人が外向けの仕事を行う場所で
した。布問屋を経営した倪家の場合は、商売は主に町中の店舗で行い、家族の日常生
活のために購入した農産物や商品を受け取ったり、商売の情況が報告がなされる際に、
外院で外部の人と交渉をしました。 
そして、家族の住む空間への通路となる「走廊」は、家族が農作業や生産で使う共有
の道具の置き場所であり、かつ雨の日に作業を行う場所でした。 
 
P40 
走廊に隣接する二つの部屋は、西側が厨房であり、東側が「外庁」と称される部屋で
す。外庁は、複合家族のなかで交代が生じた後に、前の主人とその世代の年寄りが居
住する空間です。 
 
P41 
そして、走廊から入る中庭は「内院」と称され、家族の人びとの交流・生産・休憩な
どに利用される場所でした。内院には、落花生やごまなどの農産物を日光に晒したり、
生活用具をつくるなどの共同作業をしたり、年中行事や通過儀礼を行ったりなど、家
族内の生活活動をする空間です。この内院から奥にある「客堂」以外の屋内空間は、
それぞれの家族が寝起きする空間です。 
 
P42 
住居のほぼ中央に位置する「客堂」は、家族の先祖の位牌が置かれており、日常生活
のなかでは、賓客の接待や家族全員の会議以外の使用は禁忌とされました。このよう
に、客堂は、宅溝のなかで最も上位の空間と認識されていたことがうかがえます。客
堂の両側に隣接する二つの「正房」の部屋と、内院の両側にある二つの「上房」と「下
房」の家屋は、主人と彼の兄弟と、それぞれの子孫の住む部屋です。ここにも後述す
るように一定の空間秩序が確認されます。 
 
P43 
北側の最も奥に位置する「囲房」は、宅溝の塀と同様住居を囲む家屋です。なお、囲
房は３つの部屋に仕切られ、来客が泊まるために使われました。 
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P44 
上述してきた宅溝の空間構成に基づき、使い方に連動した重層的な内と外の秩序が確
認されました。 
倪家の空間構造を外部から中心まで、順にみていくと、溝と正門を最も外の空間を区
切ることから、徐々に内の空間に変化していきます。このような内と外の境は、建築
物などによって物理的に構築されたのではなく、人びとがそれぞれの境を通過する・
利用する・目にする際に意識しながら行為を通して築かれたものです。 
P45 
例えば溝は家族が所有する生活空間の一部であり、一方、日常生活における溝を利用
する際には、溝の外側に往来する人びとと挨拶したり、雜談したり、住居内と住居外
の間の中間な空間です。また、意味が込められた植栽には、幸福な生活を招来し、か
つ、目にみえない害悪が立ち入ることを拒んだ様子がうかがえます。 
 
P46 
外院周辺は、さらに、走廊の入り口が境となって、外部空間よりはプライベートであ
るが当該の家族の知り合いや同家族に用事のある者には立ち入りが許されます。 
 
P47 
なお、最も奥に位置する囲房も、来客時には客間として利用されましたが、どれほど
親しい客であっても、勝手に当該家族の内の空間へ入らず、外院にある溝への通路か
ら溝に沿って囲房の裏門までのルートを使いました。 
 
P48 
住居の中心に位置する内院は、複合家族の成員のみが共有する空間です。この空間に
は、家族の住まいの部屋、そして家族の先祖の位牌が置かれた客堂があり、まさに宅
溝における「家」の核です。 
 
P49 
最後に、家族の住まいの部屋と客堂の入り口には、敷居が設えられていますが、いず
れも必ず跨いで通過しなければなりませんでした。こうした行為が空間の差異をより
強調したことがうかがえます。また、檐廊の軒下の空間は、部屋内外の空間を仕切り、
夏の夕食後に涼んだり、雨天の際に庇の下で作業をするなど、他の家族の成員と交流
ができる空間です。 
このように、宅溝の敷地から中心の空間まで、徐々に変化する「内と外」の相対関係
は、空間の各部分を境として重層的に演出されてきました。人びとは、この重層的な
空間秩序を暗黙の約束として遵守してきたといえましょう。 
 
P50 
この内と外の秩序以外にも、崇明島において、人びとは、家屋の客堂から正門に向かっ
て、左側を「上首」、右側を「下首」と称します。これは、人びとは、水平方向の空
間を、左右よりもむしろ上下の概念によって区別してきたことを示しています。 
たとえば、倪家宅のように正門と辺門を有する住居は、上側に辺門が設えられていま
す。また、走廊に生活用具が置かれていますが、崇明島の人びとはそれらを必ず下側
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にまとめました。それゆえに、日常的な宅溝への出入りは、わざわざ上側に定められ、
毎日の通行に良い縁起をもたらすための演出がなされました。 
 
 
 
 
 
 
P51 
宅溝内の各部屋の配置も、上と下の秩序が演出されました。たとえば、家族の交代が
生じた際に、元の長男である家族の新しい主人は、必ず上の「正房」に移住しました。
主人の子孫は「上房」、主人の下の兄弟と子孫は、下の「正房」と「下房」で生活す
ることとなりました。このように、家族内において常に人と人の上下の秩序がつくら
れ、これから家族内の担当や決まり事などの優先順位などが明確化されました。 
↓ 
さらに、この上と下の秩序は、家族の成員の身分のみならず、各家屋における座や寝
台の場所や方角、客堂の先祖の位牌が置かれる位置、そして年中行事・通過儀礼の作
法にも反映されています。こちらについて、また後述に解明します。 
 
P52 
以上、概観してきたように、宅溝においては、空間の構成と、そこで繰り広げられる
日常生活の行為に連動した空間秩序が確認されました。宅溝の空間特質は、建物とい
う物質のみならず、それらに、人びとが参与し演出することによってはじめて成立す
るものであり、先祖と天を含み、複合家族におけるそれぞれの成員の位置付け、序列
を明確化することに寄与してきたといえます。それゆえに、住居の空間には、人びと
の生活における諸観念が多彩に映し出されているといっても過言ではありません。 
これから、より明確に宅溝の空間とその住まい方を理解するために、非日常生活に焦
点を当てて、住居の空間特質を、さらに明らかにしていきたいです。 
 
P53 
本研究では、ご覧の項目のように、家建ての行事を含め、年中行事と通過儀礼の非日
常生活の事例は、主として、現地の曹家宅において生活者らに行事と儀式のプロセス
を再現してもらいながら収集を行いました。 
↓ 
その中に、空間演出の作法が豊富な項目を取り上げ、それらに対する解析に基づき、
空間特質をより明確に理解しました。 
 
 
P54 
まず、宅溝は、人のみならず、神・霊と共有する空間に演出されました。それは、年
の変わり目である以下のような行事から伺えます。 
厨房の空間における日本の竈と類似する機能を有する「灶」には、崇明島のどの宅溝
においても、家族の信仰に問わず、灶君という神が祀られています。また、この灶に
は、縁起の良い動植物、対聯などの「灶花」と称される絵画と文字が施されています。 
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特に、旧暦の 12月 24日の「小年」という日には、灶君が天界に戻りこの一年間の人
間界の状況を報告する日と信じられており、朝から厨房において、家族が集まり赤飯
や豆腐皮で包んだ青梗菜と豆腐の料理などの供物を調理し、灶君を天界へ送るための
祭祀活動が行われました。 
  
 
 
 
P55 
次に、新年では、まず大晦日に大掃除を行い住居を浄化した上で、堂に祭祀されてい
る神と先祖の霊を祀り、新たな一年の裕福な生活を祈願しました。 
また、住居空間に福を招くために、各家屋の扉と窓に春聯と福の字が貼られました。
これらは、家族の人が集まって文書を考えて書いたものであり、外さずに自然に落ち
るまで長く住居の福を賜りました。 
 
P56 
新年期間の締めである正月 15日は「正月半」と称され、その年の稲作が順調に進む
ことを願うために、家族が小麦粉で餅をつくり、田の中心で土の神に供えました。当
日の夜では、田で「摜田財」と称される行事を行いました。雑草の女神が恥ずかしが
るために田の外に送ることと、田から害虫を駆除することのために、家族の男性が上
半身裸になり、点火した藁の束を手に持ちながら時計回りに数周走り回りました。 
 
P57 
このように、新たな年を迎えるための三つの節目は、単に年の変わり目を祝うだけに
とどまらず、生活空間にいる神・霊の存在を、新年の三つの行事を契機として改めて
強調すること、すなわち、神・霊の存在を更新することを意味しました。 
 
P58 
次に、先祖がいる堂に行われる羹飯の行事を紹介します。 
前述したように、堂の空間は神・先祖と交流する空間となり、住居のなかで最も神聖
な空間と認識されていました。かつての堂には、奥側に一つの机が置かれ、その上に
家族の信仰に応じて神棚もしくは仏壇が設えられていました。また、堂の最も奥の壁
の上方に「高堂」と称される先祖の位牌を置く祭壇が設えられていました。 
 
P59 
この空間において「羹飯」という「亡くなった家族の霊を召喚して食事に招待する」
の先祖供養の行事が行われました。 
家族の葬式後、そして毎年直近に亡くなった家族の命日に行われるのは「為親羹飯」、
一方、結婚式で行われるもう一種の羹飯は「宗代羹飯」と称され、また後述します。 
 
P60 
為親羹飯は、現在の主人の二代前まで亡くなった家族の人数に応じて席と食器を用意
しました。料理には、豆腐料理が必須で、他には、川魚や、「まだ食されてないこと」
を象徴する解体されてない鶏や鴨などが用意されました。 
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↓ 
魚や鶏などは、必ず頭を公堂の奥側に向けて置かれ、「供物が外から自然に家のなか
に入ってきた」ことが意味されています。羹飯の準備ができたら、現在の主人が「食
事を用意したので召し上がってください」という言葉をかけ、先祖の霊が召喚される
と信じられてきました。このように、普段利用上に禁忌がなされた堂において先祖を
祭祀する行事を行うことを通して、宅溝で先祖と共に生活していることが、家族全員
に共有の意識として強化され、堂の神聖性を維持したものと思われます。 
 
P61 
この堂の空間を中心とした宅溝全体の空間は、結婚式と葬式の二つの儀礼に活用され
ました。これらの儀礼は、個人ではなく家族全体、さらに住居にとって意味する儀礼
であるため、本研究では「人生儀礼」ではなく「通過儀礼」と記しました。 
まず、「はいるといれる」を意味する結婚式は、宅溝の生活空間を結婚式の空間へ転
換するために、住居に対する装飾を行いました。たとえば、ご覧のように、「紅彩」
と称される赤い布、祝いの言葉が書かれた対聯、そして「双喜」の切紙が設えられま
した。 
さらに、堂には、前述した宗代羹飯の行事が行われ、先祖の霊が、結婚式の参加者か
つ立会人として召喚されました。 
 
P62 
住居の準備ができたら、昼食後新婦を迎えに行きました。新婦は「清潔な身」を保つ
ために、頭には赤い頭巾が被され、また駕籠に乗り、足が地面に接触せずに迎えられ
ました。 
新郎の家に到着すると、駕籠は必ず正門の内側まで運ばれ、新婦の足を駕籠から直接
住居の内側に接地させました。 
 
P63 
正門の内側では、新郎の家族が普段保存されている藁などでつくった「三灯陽火」を
等間隔に三つ並べ、新郎は上、新婦は下の方の間を跨いで、穢れが浄化されたから儀
式空間となった住居に入ることができます。 
そして、新郎新婦は、正門から堂まで、「代」と称される赤い紙が敷かれた道を歩く
ことで、「伝代」という子孫繁栄の祈願が込められました。 
 
P64 
堂に入ると、結婚の契約を完成するために、それぞれ「天と地へ」「父と母と先祖へ」
「夫婦相互へ」の三度の拝礼をしました。 
 
P65 
儀式が終わった後、当日の夜に、新郎の住居の堂と手前の庭で宴会を行いました。ご
覧のように一定な秩序に従って座が配置され、新郎の家族の住居は新婦の家族と共有
する空間となりました。また、翌日の夜では、また新婦の住居で宴会を行いました。 
このように、新婦を家族に受け入れる際の段階においては、新郎新婦の住居空間が共
有され、またそれぞれの空間を通過・利用する際に内と外などの空間の意味が強調さ
れつつ、結婚式という通過儀礼が達成されました。 
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P66 
次に、「でるとだす」を意味する葬式を紹介します。崇明島における葬式は、三日間
継続します。 
崇明島では、人びとの寝台上での死は今後その死者の霊が寝台に閉じ込められると考
えられ避忌されてきました。それゆえ、住居内で自然死する場合は、死者の長男が喪
主を担当し、堂の上の方の扉を外して瀕死の人をその上に載せて、堂の上の方まで運
びました。そして堂において喪主は死者の儀容に対して様々な対処を行いました。 
 
 
P67 
二日目には、堂を霊堂につくりました。 
ご覧のように、例えば外から遺体が直視されないように、堂の扉側に「好簾布」と称
されるものが設置され、霊堂を閉鎖的な空間につくりました。 
また、遺体の胸部に死者の顔が映りこむように鏡を配置し、自分の人生を最後に見た
後、未練なく死後の世界に向かってもらうという意味が込められていました。 
このように、神聖な堂の空間は、死者を休ませる霊堂の空間となり、あの世まで行く
準備を整える唯一・最適の空間と考えられました。 
 
P68 
また、近隣や親戚の青年は堂の手前の庭に「喪棚」と称される日陰を設置しました。
これは竹で支柱をつくり、その上に葦簾を敷いたもので、葬式の参列者のための堂の
外での休憩所でした。 
 
P69 
当日の夕方は、まず死者の霊を送る儀式が行われました。喪主が先頭から、ご覧よう
な大根の上部の半分と葦と紙でつくった死者の霊が宿るための仮の位牌を手に持ち、
遺体の周囲を三周時計回りに回しました。これは、死者の霊を遠くまで行かせず、今
後この住居の堂に宿ってくるような儀式です。 
 
P70 
三日目は遺体の送葬儀式です。行列は正門の上の方から出て、「祖墳」という先祖の
墓地に向かいました。 
送葬にあっては、往路と復路ではご覧のように必ず異なる道を使いました。これは、
円を描くことで円満の意味を達成するためでした。 
棺を祖墳まで運ぶ途中では、どのようなことがあっても行列を止めてはならず、かつ、
棺は地面に触れさせてはなりませんでした。これは、当該地域で共有されており、送
葬の行列に出会う人びとは、必ず道を譲りました。 
 
P71 
これまで非日常生活において概観した新年と羹飯、結婚式と葬式といった事例を解析
すると、まさに、人びとの働きかけによって、宅溝の空間における演出がなされ、一
つの空間が実に多義的な空間として活用されたことを明らかとしてきました。表に示
したように、厨房と公堂、田は、それぞれ年中行事を行うことによって、いずれもが
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神・霊と共有する空間となりました。そして、複合家族に関わる重要な二つの通過儀
礼においても、堂を中心として住居空間全体が、住まいの空間から儀式空間へと転換
がなされました。 
 
P72 
このように、崇明島の人びとは、単に日常生活における空間秩序を構築したのではな
く、非日常生活におけるさまざまな演出を通して空間の意味性を延伸し、もう一つの
空間特質を構築していたことが明確になりました。 
日常生活で解析した内と外、上と下の空間秩序は変更されることなく、非日常生活に
おいても活かされていることも明確になりました。むしろ、非日常生活では、日常生
活における空間観念がより強固された役割も果たしていたものと考えられます。 
P73 
総じて、崇明島の人びとにとって宅溝は、短期間に建て替えることを前提に建設され
たものではありません。家族が永続することと同様、長きにわたり家族の生活を支え
続けることが求められたのです。それゆえ、宅溝と人びとの生活の諸相は正しく対応
したものでなければなりませんでした。そのなかで獲得された秩序に応じた家族成員
の生活への参与、すなわち住まい方によって次の世代へと宅溝とその暮らしは伝承さ
れてきたのです。 
 
P74 
このように、崇明島の人びとは、住居空間における空間演出の行為を通して、生活に
おける諸観念を表現して家族のコミュニティーを構築し、まさに宅溝を一つの小宇宙
に営造しました。さらに、そのコミュニティにて交流をしながら豊かな生活創生につ
いては、こうした暮らし方から学ぶべきことがあり、今日において大いに価値を有す
ると考えられます。 
 
P75 
ここでは、本研究が目指している内発的地域振興を行うために、宅溝における住まい
方を地域資源として取り上げ、当該地域の振興に活かすための 4つの具体的な提案を
提出します。 
地域政府と地域活動団体に対して提言し、崇明島における人びとを主な参与者として
募集し、宅溝修繕維持小隊を結成します。日曜大工の形式で、職人とともに崇明島に
おいて住まいとして使用されている宅溝の修繕活動を行います。また、今日崇明島の
小中学校の学生の課外活動の一環にします。職人と一緒に、倪家宅や曹家宅のような
宅溝を修繕し、職人の技術や、家建ての行事、宅溝という伝統的住居の存在と歴史、
そしてその住まい方の文化を学びます。 
 
P76 
筆者は、本研究でイメージ化した宅溝の住まい方の知識を絵本の形式に作成し、今後
本活動の参加者に配り、技術さらに宅溝の住まい方を学習するとともに教科書として
保存できます。 
 
P77 
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小隊の人びとが職人から技術を学ぶこととともに居住者によりよい生活環境をつくる
ことが実現できます。また、学生の参加によって、地域の人びとが宅溝への再認識、
学生が地域への再発見を催すことが期待できます。一方的に新しい住居を建てるので
はなく、宅溝に住みたくなる意欲を喚起し、それに伴い伝統的生活の継承ができ、さ
らに、崇明島の全体的な景観づくりにも効果があると期待できます。 
 
P78 
二つ目は、今日新住宅において伝統的な作法によって年中行事や通過儀礼を行われて
いる現状をきっかけとして、本研究で明確にした空間特質をそちらに附加し、ガイド
ブックなどの形式に地域住民に配布します。 
今日崇明島における新住宅は、溝と庭などが保留されたことや、左右対称の構造、か
つての宅溝の構造から改造された痕跡がみられます。 
 
 
P79 
筆者は、ご覧のように、宅溝の空間特質とそれらを新住宅に附加する可能性を示すガ
イドブックを作成し、2018年 1月に本研究のインフォーマントに配りました。彼らか
らよい評価をいただき、これから近隣や知り合いに見せ、よりよい宣伝効果が望まれ
ています。 
 
P80 
このように、崇明島における新住宅の住民のより豊かな生活が実現できることや、宅
溝の住居が建て替えられたとしてもその空間特質がある程度継承できると期待できま
す。 
さらに、新住宅をデザインする人、新住宅を買う人などにもガイドブックなどの展開
を行い、このような住居空間のデザインの可能性を意識させることが期待できます。
今日上海市などの都市部に通勤、通学する当該地域の人びとが新住宅においても、こ
れから宅溝の空間特質を学び、認識しながらその価値を見直すことが期待できます。 
 
P81 
三つ目は、地域政府や村落の行政者に提言し、伝統的年中行事と通過儀礼を記録して
資料として保存して地域の文芸活動に活用し、その所作と「行為」を継承させること
を目的とした提案です。本研究で取り上げた宅溝の住まい方はものだけではなく「行
為」であるため、今後も崇明島の人びとに継承できるために、例えば、曹家宅と龔家
宅の村落を拠点として情報網をつくり、宅溝、または新住宅に行われる行事と儀礼を
周知し、実際の生活における演出を参加できるように推進します。地域の人びとに今
日と違う住まい方を体感させ、自発的にそれらを自分自身の生活に応用することを催
します。 
 
P82 
筆者は研究を通して理解した住まい方の生活文化を、より多くの地域住民と共有し、
今後彼らの生活における実際な演出を通して継承していくことが期待できます。今日
その住まい方を守ってきた人びとは、まず「情報と機会を提供すること」など、彼ら
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もできることから、宅溝の住まい方を話題として提起され、「動的な記憶」として崇
明島の人びとと共有することが期待できます。 
 
P83 
四つ目は、地域政府や、民宿の経営者、そして観光開発の企業などを対象として、今
日放置された宅溝の再利用を目的とした提案です。例えば、筆者が明確にした空間特
質を３D化して AR技術を用い、倪家宅を例として、体験型の民宿に改造します。宿泊
者にとって、かつて宅溝における生活の様子が再現され、宅溝にこのような空間特質
があることを提示しながら宿泊ができます。また、筆者がかつての生活用具などを地
域住民から収集し、さらに倪家の子孫がその場を使わせ実際の生産活動を行わせ、リ
アルな演出と展示をします。さらに、崇明島における住民に向け、結婚式などの式場
として利用します。 
 
P84 
また、今日崇明島には、ご覧のように、宅溝を新しく改造して民宿にする例がありま
す。これから、彼らも本提案の対象として、一方的に新しいものを追加するではなく、
例えば、かつて崇明島の人びとが生活に使う道具などを民宿に用意して来客に使用さ
せ、さらに周囲の住民と連携し農作業や生活様式が体験できる活動を計画し、続々と
崇明島らしい暮らし方、崇明島独特な住居とその住まい方が体験できるような改善策
を提言します。 
P85 
このように、放置された宅溝の再利用を通して、その住居としての価値を活かすこと
ができます。今日単なる保護や、博物館に模型を置く程度の展示など対して、宅溝の
空間特質と住まい方がより豊富な形式で人びとに伝えることができます。崇明島にお
ける住民にも、外部の観光客にも、実際にその住まい方を体験することを通して、宅
溝とその住まい方の魅力と価値を再認識させることが期待できます。 
 
P86 
前述した提案は、中央政府に一方的に頼るのではなく、まず地域の人びが地域政府と
協働しながら行いたいと思います。筆者が学んできた宅溝の住まい方の研究成果を延
長し、今日地域の人びととともに「学び」の姿勢を整え、彼らが主体的に進行してい
くことを目指しています。 
本研究で明確にした宅溝の住まい方の諸要素は、まさにこれらがあったこそ宅溝は「小
宇宙」として成り立ちました。こうして、かつての生活から抽出した知恵を地域住民
と共有し、現代の生活においても「人間らしい住居空間」を崇明島に再構築したいと
思います。 
総じて、宅溝と崇明島を舞台として、かつて宅溝における住まい方の「行為」を、デ
ザインの手段を通して再び演出します。地域住民の行動によって、伝統的生活を学ば
せ、感じさせ、活用させ、今日においてより豊かな生活を実現していくことが期待で
きます。さらに、将来の世代に、これまで知らない住まい方を、今後のもう一つの選
択肢として与えたいと思います。 
 
 
